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阪ਆ・୶路大ൃࡂੜ͔Β30年ɺͦの後ɺ৽ׁ県தӽɺ東本大ࡂɺ۽本ɺ
能ొ島ͱɺいくͭもの大ࡂ害͕ൃੜ͠ɺ͜͜Ζのケアのॏཁੑはく認ࣝさΕるΑ
͏にͳΓま͠た。またɺ͜͜Ζのケアはࡂ害にͱどまΒͣɺ児童虐待̙̫ɺ͋るいは事݅
事故の被害者支援に対͢るࣾ会త関৺のߴまΓにも͕ͯͬいま͢。

2000年Ҏ߱ɺ児童虐待防ࢭ法（2000年施行）ɺۮ者ྗ防ࢭ法（2001年施行）犯罪被
害者等ج本法（2005年施行）ͳどの法੍度͕֦ॆさΕま͠た。࣏ࣗମもいΖいΖͳ例Λ
੍定ͯ͠おΓɺ兵庫県も犯罪被害者の支援にͭいͯ例Λ施行さͤま͠た。

わΕ葉͕ݴに͋;Εͯいま͢。ϋラスメントͱい͏葉はݴɺϋラスメントͱい͏ࠓ
るΑ͏にͳͬたのはɺଟ分͜͜Ζのケアͱい͏ݴ葉͕͖͕ͯͬたҰͭのӨڹͱ͑ݴるͱ
൫にͳるの͕法੍度ɺさま͟まͳϋラスメجる上Ͱɺ͑ߟいま͢。͜͜Ζのケアの支援Λࢥ
ントの対策ڧԽͰ͢。

当センターはɺトラウマ・1T4Dに関͢る専門తͳ相談・ྍɺ研修・研ڀ等の機能Λ࣋
ͭશࠃॳの͜͜Ζのケアのڌ施設ͱͯ͠2004年݄̐に։設さΕɺ20年͕ͪܦま͠た。

Ҏདྷɺ阪ਆ・୶路大ࡂのݟΛ研ڀ研修Ͱ͑るのΈͳΒͣɺ৽たͳࡂ害の対
処ɺ犯罪ྗɺ虐待ͳどの被害ͰトラウマΛ๊͑たํの支援ྍ࣏もॏ͠ࢹɺଟ༷ͳ
相談に応͑るͱͱもにซ設͠たྍ所Ͱは༗ޮੑ͕ূ໌さΕたྍ࣏のఏڙにྗΛೖΕ͖ͯま
͠た。
ɹҬ支援活動Ͱはɺ東本大ࡂ۽本ͳどの被ࡂの支援者に対͢る研修の講師
ݣɺ消防等のࢂ事ストϨス事Ҋの対応ɺͦの΄͔事݅・事故ൃੜ時に関機関͔Βґ
པ͕͋ͬた߹のコンサルテーションͳどにもͯ͠ྗڠまいΓま͠た。またɺ大نࡂ害͕
ൃੜ͠たࡍにݣさΕるࡂ害ݣਫ਼ਆҩྍチーム「ͻΐ͏͝D1"T」のӡ営ͱୂ員養成にऔ
ΓΜͰおΓま͢。

本ใࠂॻはɺྩ和̒年度における当センターの活動ΛまͱΊたものͰ͢。
まる͜͜Ζのケアのࣾ会χーズに対応ͯ͠いくたΊɺ職員Ұؙͱͳߴ後ɺま͢ま͢ࠓ

ΓऔΓΈΛਐΊͯまいΓま͢。ੋ非ɺ本ใࠂॻΛ͝Ұಡいた͖ͩɺسጨのͳい͝ҙݟΛ
いたͩけま͢ͱਙͰ͢。

೦هࡂͻΐ͏͝（ࡒެ） 21 ߏ機ڀ研لੈ
兵庫県͜͜Ζのケアセンター
センターɹ 加ɹɹ౻ɹɹɹɹ 
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ɹ兵庫県͜͜Ζのケアセンターはɺฏ成 1� 年݄̐ɺ͜͜Ζのケアに関͢るଟ༷ͳ機能Λ༗͢るશࠃॳの
施設ͱͯ͠ڌ )"T ਆށにΦープン͠た。
ɹ本センターは大͖く分けͯ五ͭの機能Λͯͬ࣋おΓɺͦΕͧΕの機能は࣍のͱおΓͰ͋る。

（1） 研究機能
ɹ̐ͭの研ڀ部門Λ設けɺਫ਼ਆՊҩެ認৺ཧ師等の研ڀ員͕ɺ͜͜Ζのケアに関͢る実ફత研ڀΛ行ͬ
ͯいる。

（2） 人材養成・研修機能
ɹ保݈・ҩྍ・ڭ・ࢱ育等の分Ͱ͜͜ΖのケアにܞわͬͯいるํʑΛ対にɺ֤छ՝の対処法等
にͭいͯ学Ϳ「専門研修」ͱ͜͜Ζのケアに関͢るࣝཧղΛਂΊる「ૅج研修」「特ผ研修」Λ実
施ͯ͠いる。
ɹͦのଞɺ県ຽΛ対に「Իָྍ法講࠲」「ώϡーマンケア実ફී及講࠲」Λ։設ͯ͠いる。

（3） 相談・診療機能
ɹ͜͜Ζのケアに関͢る専門తͳ相談に応ͣるͱͱもにɺෟଐྍ所Λӡ営ͯ͠いる。

（4） 情報の収集発信・普及啓発機能
ɹ͜͜Ζのケアに関͢る事例等Λऩू͠ɺセンターの研ڀ成Ռͱซͤͯɺくใൃ৴͢るͱͱもにɺී
及ൃܒΛ行ͬͯいる。

（5） 連携・交流機能
ɹ͜͜ΖのケアにऔΓΉ関機関等の࿈ܞ・ަ
ྲྀのଅਐΛਤΓɺҬతͳωットϫーΫͮくΓΛ
ਐΊͯいる。

̍ɹػɹ
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ɹᶗɹฌ͜͜ݝݿΖのέΞηϯλʔの֓ཁ

部ɹ門 研ɹڀɹɹ༰

第 1 部門 ɹࡂ害ɺ事故等ɺಉ時にҰͭのग़དྷ事にૺ遇͠たूஂΛ対ͱ͢るɺトラウマ・1T4D
͕༩͑るӨڹ及びͦの対応策に関͢る研ڀ

第 2 部門 ɹࡂ害ɺ事故ɺ犯罪被害等ɺ୯ൃతͳग़དྷ事にૺ遇͠たݸ人Λ対ͱ͢るɺトラウマ・
1T4D のྍ࣏法対処法に関͢る研ڀ

第 3 部門 ɹ児童虐待ɺD7 等ɺ復ੑの͋るग़དྷ事にૺ遇͠たݸ人Λ対ͱ͢るɺトラウマ・
1T4D のྍ࣏法対処法に関͢る研ڀ

第 4 部門 ɹ༷ʑͳストϨスにΑͬͯੜ͡るਫ਼ਆ࣬ױの༧防等に関͢る研ڀ



˞ਫ਼ਆ保݈ࢱશൠΛѻ͏ਫ਼ਆ保݈ࢱセンター͕ซ設さΕͯおΓɺಉセンターͱの࿈ܞのもͱにɺ
ɹ֤छのऔΓΈΛਐΊͯいる。

̎ɹࢪઃ֓ཁ（κʔϯஔ） 

̏ɹɹ৫ɹ
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職員ߏ成（ྩ和 � 年݄̐̍） （人）
事ɹ務 ҩɹ師 ެ認৺ཧ師等 保݈師 ਫ਼ਆ保݈࢜ࢱ 護師 ܭ

10 5 4 1 1 2 23
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年度݁の「ظ研ڀ」ͱɺ̏年ఔ度の研ؒظڀΛ設定͠ظతͳࢹに立ͬͯ行͏「ظ研ڀ」の̎
本立ͯͰௐࠪ研ڀΛ行ͬた。

ʲڀݚظʳ

ʲڀݚظʳ研ڀテーマ ֓ɹɹɹཁ

大ࡂ害後におけるத
のਫ਼ਆ保݈活動の͋ظ
Γํ

ɹࡂ害後のதظのਫ਼ਆ保݈活動Λఏ͢ڙるମ੍はɺࡂ害نにΑͬͯ大͖
くҟͳる。ہ所ࡂ害Ͱはɺ市ொଜ保݈師͕ආ難所ͳどのアウトリーチΛ行
いɺඞཁに応ͯ͡道府県保݈所の支援Λडける͜ͱにͳる。ࡂ害ن͕大͖
く被ࡂ者͕ଟい߹には保݈所の関༩͕ΑΓٻΊΒΕɺਫ਼ਆ保݈ࢱセン
ター͕支援͢る͜ͱも͋る。さΒに被害͕ਙ大ͳࡂ害Ͱはɺ৽たͳ専ै৫Ͱ
͋る৺のケアセンター͕立ͪ上͛Βる͜ͱ͕ଟい。活動ํͱͯ͠はɺ݈߁リ
スΫのߴい被ࡂ者ΛௐࠪͳどͰݟいͩ͠ॏతに支援͢る活動ͱɺ݈૿߁ਐ
ॅຽのަྲྀଅਐͳどΛతͱ͠た༧防తͳ活動͕͛ڍΒΕる。ۙ࠷Ͱはલ者は
ϋイリスΫアプローチɺ後者はポϐϡϨーションアプローチͱݺΕͯいる。
ɹ本研ڀͰは 1��0 年Ҏ߱のදతͳࡂ害Ͱの活動༰ΛϨビϡー͠た。ମ
੍උにͭいͯは急ੑظの活動ͱͯ͠ D1"T Λத৺ͱ͠たମ੍͕֬立ͯ͠い
るのにൺるͱɺࡂ害نҬ特ੑに応ͯ͡検討さΕるたΊタイムラグ͕ੜ
ͯ͡͠ま͏՝͕͋る。またɺϋイリスΫアプローチͰはௐࠪσータの活༻͕
現にҕͶΒΕͯいる͜ͱ͕ଟくɺޮతに活༻͕難͠い͜ͱ͕͋る。ポϐϡ
ϨーションアプローチͰは現のҙにΑͬͯڵຯਂい活動͕ల։さΕͯ
いる͕ɺͦの実ޮੑΛどのΑ͏にධՁ͢る͔検討͢るඞཁ͕͋るͱࢥわΕた。

トラウマযԽ͕ྍ࣏
ਭো害のվળに及΅
͢Өڹに関͢るจݙௐ
ࠪ

ɹ1T4D 症ঢ়のதにはɺѱເෆͱいͬたਭに関͢る症ঢ়ؚ͕まΕͯいる。
本研ڀのతはɺいく͔ͭ͋るトラウマযԽ͕ྍ࣏ɺਭ症ঢ়のվળにد༩
͢るの͔Λ໌Β͔に͢る͜ͱͰ͋Γɺͦ のたΊにจݙ研ڀΛ行ͬた。ͦの݁Ռɺ
トラウマযԽྍ࣏は総ͯ͡ਭ症ঢ়Λվળ͢るのに༗ޮͰ͋るҰํͰɺトラ
ウマ͕ྃ͠ྍ࣏た後もਭに関͢るはଘ͢る͜ͱ͕ɺෳの研ڀͰใ
。さΕͯいたࠂ

খ児ҩྍにおける子ど
ものࢮの֓೦ͱグリー
フケアに関͢る研ڀ

ɹখ児ҩྍにおいͯࣗ分の͕ࢮ༧ଌさΕたΓɺڞにա͢͝子ども͕くͳͬた
Γ͠た߹の子どものサポートにͭいͯௐࠪ研͠ڀた。ױ児にͱͬͯࢮにΏ
く͜ͱΛཧղ͠ࢮに対ቂ͠ࠓͰ͖る͜ͱΛ行ͬͯいく͜ͱ͕ॏཁͰ͋る͜ͱɺ
支援に͋たる大人はまͣは子どものࢮの֓೦のൃୡにͭいͯཧղ͠た͏͑Ͱͦ
ΕͧΕの子ども͕ࢮͱい͏ものΛどのΑ͏に認ࣝͯ͠いる͔にͭいͯཧղ͠子
どものͪ࣋ؾΛडけࢭΊる४උΛͯ͠対応͢るඞཁ͕͋る͜ͱɺ͖ΐ͏ͩい
ಉࣨ児ͳどにグリーフケアΛ行͏߹においͯもಉ༷Ͱ͋る͜ͱͳど対応にͭ
いͯࢿྉΛ࡞成ɺࠓ後の支援のํੑにͭいͯ検討͠た。

খ児ڥٯظମݧΛ༗͢
る者に対͢る৺ཧ学త
支援に関͢るจݙௐࠪ

ɹখ児ڥٯظମݧ（"EWeSTe CIiMEIooE &YQeSieODeT�"C&T）Λ༗͢る͜ͱͰɺ
ैདྷのޮྍ࣏Ռ͕ಘΒΕͳい͜ͱ͕໌Β͔にさΕͯいる。本研ڀͰはɺ海外
における "C&T ௐࠪΛ行いɺ本におけるݙ者に対͢る支援にͭいͯจݧܦ
"C&T 。後の՝にͭいͯ検討͢る͜ͱΛతͱ͠たࠓ者に対͢る支援のݧܦ
ͦの݁Ռɺ海外においͯ "C&T 者に対͢る認行動ྍ法マインドフルωݧܦ
スɺコンパッションフォーΧストセラϐーのޮՌ͕実ূさΕͯいた。ࠓ後ɺ本
における "C&T けͯɺ実ূ者に対͢る৺ཧ学తͳ支援のྟচత応༻にݧܦ
త検ূ͕ٻΊΒΕる。

̍ɹ࣮ફతௐࠪڀݚのల։ɹ
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ʲڀݚظʳڀݚظ

ʲฌ͜͜ݝݿΖのέΞηϯλʔྙཧ৹ࠪҕһձʳ

兵庫県͜͜Ζのケアセンターに所ଐ͢る研ڀ員等͕行͏ɺ人Λ対ͱ͠た研ڀに関͠ɺヘルシンΩએݴ
のझࢫにଇͯ͠行わΕるΑ͏ɺݸ人のଚݫ及び人ݖのଚॏɺݸ人ใの保護ɺͦのଞのྙཧత及びՊ学త
͔Β৹ࠪ͢る͜ͱΛతͱͯ͠ɺ兵庫県͜͜Ζのケアセンターྙཧ৹ࠪҕ員会Λ設ஔͯ͠いる。৹ࠪ؍
ঢ়گはԼهのͱおΓͰ͋る。

� トラウマインフォームドケア（TSBVNB *OGoSNeE CBSe � T*C）ͱはɺ「トラウマに関͢るࣝΛもͪɺ
トラウマͦのӨڹΛ認ࣝ͠ͳ͕Β関わる͜ͱ」

8 ɹฌ͜͜ݝݿΖのέΞηϯλʔɾྩ̒ۀࣄใࠂॻ

回 ։催 ड൪߸ 研ڀ՝໊ 定݁Ռ
（定）

1 R����2� � ‐ 1
トラウマインフォームドケアの実ફのಋೖͱܧଓに
関͢る研ڀ

͖݅
ঝɹɹɹ認
（R����2�）

2 R����2 � ‐ 1 の 2
トラウマインフォームドケアの実ફのಋೖͱܧଓに
関͢る研ڀ

ঝɹɹɹ認
（R����2）

研ڀテーマ ֓ɹɹɹཁ

害後の子どもの͜͜ࡂ
ΖのケアのたΊの人ࡐ
育成にͭいͯの研ڀ

（ྩ和̐年度～̒年度）

ɹࡂ害後の子どもの͜͜ΖのケアのたΊにはɺトラウマフォーΧスト認行
動ྍ法（TF-CBT）Λ実ફͰ͖るྟচ家の育成͕ෆՄܽͰ͋る。3 年のࠓ
年度はɺ児童相談所ҩྍ機関ͳど � 機関のྗڠΛಘͯɺ実施தの TF-CBT
のશセッションΛࢦಋ͢るݸผのコンサルテーションΛఏͦ͠ڙのޮՌΛධ
Ձ͠た。TF-CBT 実施લ後の 1T4D 症ঢ়ࣾ会ੜ活機能Λଌ定͠たͱ͜Ζɺ
おおΉͶ༗ͳ݁Ռ͕ಘΒΕた。

トラウマインフォーム
ドケア � の学びのܧଓ
に関͢る研ڀ

（ྩ和̑年度～̓年度）

ɹトラウマインフォームドケア（T*C� TSBVNB *OGoSNeE CBSe）研修Ͱの学
びΛ支援実ફに活͔͠ɺ支援৫શମͰ T*C Λܧଓͯ͠実ફ͢る͜ͱはɺ支
援対者の࠶トラウマԽの༧防にෆՄܽͱい͑る。本研ڀͰはɺT*C Λ
৫શମͰਪਐͯ͠いる児童ྖࢱҬの支援者Λ対に໘ௐࠪΛ行いɺऔΓ
Έの実ଶΛѲ͠た。ͦの݁Ռɺ研修༰の৫શମのؐݩɺܧଓ͠た
T*C 支援の͋ΓํのৼΓฦΓの等͕நग़さΕɺ৫શମͰऔΓΉ͜ͱ
のҙ͕ٛࣔࠦさΕた。

ެత機関におけるࡂ害
時の支援者支援に関͢
る研ڀ

（ྩ和̐年度～̒年度）

ɹࡂ害後ɺҬの復ڵΛ担͏ެత機関職員はظにわたΓさま͟まͳストϨ
スにݟわΕる。ͦΜͳঢ়گԼͰ൴Β͕ྗΛൃشͰ͖るΑ͏に͢るの͕支援
者支援͕ͩɺडけख͔ΒのධՁ͕े分に行わΕいるͱはݴい難い。ͦ͜Ͱɺ
本研ڀはաڈに行わΕた支援にͭいͯのจݙௐࠪΛ実施͠た後ɺ被ࡂ支援
職のࢹͰ支援者支援Λਫ਼ࠪ͠ɺͦΕΒの݁ՌΛجに被ࡂ職員͕ఏڙさΕ
る支援Λ͏まく活༻Ͱ͖るたΊに行ͬͯおく͖४උΛ研修ࣜܗͰఏ͠ݴ
た。



ɹྩ和̒年度はɺ̎ظ（第̍ظɿྩ和̒年݄̒～10݄ɺ第̎ظɿྩ和̓年݄̍～݄̎）に分けɺҎԼの研
修ମܥに͖ͮجɺ専門研修11回ɺૅج研修̎回の13ܭ回Λ実施͠た。
ɹ研修શମのड講者（特ผ研修Λ除く）は5��人ͱͳΓɺ定員（430人）͑る人Λ֬保͠た。
ɹ特ͱͯ͠はɺϗームϖージΛ活༻͠ɺ研修։催ҊΛ掲載ɺਃࠐフォームΛ࡞成͠ɺパソコンɺス
マートフォン͔Βਃ͕ࠐՄ能ͱͳΓɺ研修ҊチラシのશࠃͰप͠ɺશ֤ࠃҬ（44道府
県）͔Βड講͕͋Γɺ県外ड講者͕Ίるׂ߹͕શମの��ˋͱͳͬた。
ɹまたɺྩ和̒年݄̍にൃੜ͠た能ొ島ͳどɺࣗવࡂ害事݅事故の被ࡂ者ɺ被害者Λ支͑る
支援者のたΊɺࠃ།Ұの̨̧̥認定トϨーφーの֨ࢿΛͭ࣋当センター研ڀ員にΑる「被ࡂ者被害
者Λささ͑るたΊにʵサイコロジΧルフΝーストΤイド（1F"）Λ学Ϳʵ」「被害者被ࡂ者のதظ
の回復Λ支͑る͜͜ΖのケアʵサイコロジΧル・リΧバリースΩル（41R）ʵ」ͳどの専門研修Λ実施͠
た。
ɹ大ม人ؾのߴいૅج研修「関わΓのதのトラウマインフォームドケア」Λ対໘研修Ͱɺ̎回։催͠ɺ専
門研修「ൃୡো害ͱトラウマ」ɺ「子どものྖҬにおけるトラウマインフォームドケア」ɺ「ෳ̥ੑࡶ
̨̩̙」ͳどɺਃࠐଟの研修にͭいͯはɺԁͳ研修ӡ営に支োのͳいൣғͰ定員Λ͑ͯडけೖΕɺ
ड講者のχーズに対応͠ɺޮతͳӡ営にΊた。
ɹฏ成2�年度ΑΓ։催ͯ͠いる特ผ研修にͭいͯはɺ「子どもの̨̥̩̙のアセスメント」ɺ「TF-
CBTɹ*OUSoEVDUoSZ TSBiOiOH」及び「1T4DߏԽ໘-C"14Λཧղ͢る」（8&B։催）の̏ܭコース
Λ実施͠た。

ʲݚमମܥʳ

̎ɹଟ༷ͳݚमの࣮ࢪ � ͜͜ΖのέΞݚमɹ

9ฌ͜͜ݝݿΖのέΞηϯλʔɾྩ̒ۀࣄใࠂॻɹ

ɹᶘɹྩ̒のऔΓΈ

ʮ͜͜ΖのέΞʯ
मݚ

मݚૅج

ઐݚम

՝ݚम

ٕज़ݚम

ࡂɾҬอ݈

ࣇ ಐ ٮ  ɾ % 7

ؔ࿈ετϨεۀ

൜ ࡑ ඃ 

ֶ ߍ



（注）コースにΑͬͯ 2500～4100 ԁのड講ྉΛऩ

ʲ࣮ࢪঢ়گʳ （୯Ґɿ人）

10 ɹฌ͜͜ݝݿΖのέΞηϯλʔɾྩ̒ۀࣄใࠂॻ

ظ コース໊ ؒظ 対 定員 ड講
者

１
期

被ࡂ者被害者Λささ͑る
たΊにʵサイコロジΧルフ
ΝーストΤイド（1F"）Λ
学Ϳʵ

�/13
（̍ؒ）

ެ認৺ཧ師ɺ護師ɺ保݈師ɺ
ਫ਼ਆ保݈࢜ࢱɺ行・ڭ育関者ɺ
ͦのଞ関࿈関者

20 31

関わΓのதのトラウマイン
フォームド・ケア（ૅج研
修）

�/20
（̍ؒ）

等の対人支援保݈・ҩྍ関・ࢱ育・ڭ
業務ै事者 35 34

消防職員のたΊのࢂ事スト
Ϩスのཧղͱ༧防

�/2�・2�
（̎ؒ） 消防職員 35 �0

関わΓのதのトラウマイン
フォームド・ケア（ૅج研
修）

�/11
（̍ؒ）

等の対人支援保݈・ҩྍ関・ࢱ育・ڭ
業務ै事者 35 51

൵୰のཧղͱҨ族の支援 �/24・25
（̎ؒ）

ҩྍ・保݈・ࢱ・৺ཧྟচの分Ͱ活動
͢る者及びҨ族支援にܞわる者 35 33

被害者被ࡂ者のதظの
回復Λ支͑る͜͜Ζのケア
ʵサイコロジΧル・リΧバ
リースΩル（41R）ʵ

�/4・5
（̎ؒ）

ҩ師ɺެ認৺ཧ師ɺ護師ɺ保݈師ɺਫ਼ਆ
保݈࢜ࢱɺͦのଞ関࿈ྖҬの関者 35 31

̙̫被害者の͜͜Ζのケア �/1�
（̍ؒ）

子ࣗ立支援員ɺঁੑ相談員ɺ්人保護施
設職員ɺ子ੜ活支援施設職員ɺ家庭
相談員ɺ保݈師ɺࢱ事務所職員ɺ͜ども
家庭センター（児童相談所）・̙̫被害者
相談支援関職員等

35 33

消防職員のたΊのࢂ事スト
Ϩスのཧղͱ༧防

10/2・3
（̎ؒ） 消防職員 35 38

犯罪被害ͱ͜͜Ζのケア 10/10・11
（̎ؒ）

保݈・ҩྍ・ڭ・ࢱ育・࢘法・警察・消
防関等職員 25 38

ൃୡো害ͱトラウマ
ʲ8eC։催ʳ

10/31
（̍ؒ）

͜ども家庭センター	児童相談所
職員ɺࢱ
事務所職員等児童虐待関職員ɺ保݈所職
員ɺڭ職員等

35 8�

খɹɹܭ 325 435

２
期

子どものྖҬにおけるトラ
ウマインフォームド・ケア

̍/1�
（̍ؒ）

保݈・ҩྍ・ڭ・ࢱ育・࢘法・警察・消
防関等職員 35 58

子どもୡのい͡Ίのケア
ʵ加害ͱ被害の࿈ʵ

̎/̒
（̍ؒ）

育ҕ員ڭ職員ɺスΫールΧウンセラーɺڭ
会職員ɺ͜ども家庭センター	児童相談所

職員ɺい͡Ί相談૭ޱの相談員ɺ児童ࢱ
施設職員等

35 48

ෳ̨̙̩̥ੑࡶ ̎/1�
（̍ؒ）

ҩྍ・保݈・ࢱ・人ཧྟচ等の分Ͱ対
人支援業務ै事者 35 5�

খɹɹܭ 105 1�2
ɹɹ߹ɹɹܭ 430 5��



ʲडऀߨのݝɾݝ֎のผ ɹrɹɹɹ （人）

11ฌ͜͜ݝݿΖのέΞηϯλʔɾྩ̒ۀࣄใࠂॻɹ

ɹᶘɹྩ̒のऔΓΈ

ʪݝ֎の༁ʫ （人）

県 県外 （�）ܭ

1��
（33�3）

3�8
（����）

5��
（100�0）

大阪 ژ Ѫ լ࣎ ੩岡 ಸྑ Ѫඤ 三ॏ 和Վࢁ 東ژ  ෞذ 岡ࢁ

110 33 24 20 1� 1� 13 12 12 11 11 11 10

海道 島 ࢁ ௗऔ 島ࠜ ਆಸ川 埼玉 千葉 大分 ߳川 島 ੨ ੴ川

10 8 � � � � � � � 5 4 3 3

岡 ಙ島 ٶ སࢁ ಢ ࡚ٶ ޱࢁ ܗࢁ ৽ׁ 井 ࡚ ࣛ児島

3 3 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1
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【コース別実施内容】 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
被災者や被害者をささえるために－サイコロジカルファーストエイド（PFA）を学ぶ－ （第１期 専門・課題研修）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 
  公認心理師、看護師、保健師、精神保健福祉士、行政、教育関係、その他関連関係者 20人 

２ 目 的 
  万が一の大災害や大事故で被害を受けた人たちに対して、直後に行える介入としてのサイコロジカルフ

ァーストエイドの基本についての理解を深める。 

３ 期 間 
  令和６年６月13日（木） １日間 

４ 日 程 
時 間 カリキュラム 講 師 

９：55～10：00 開講・オリエンテーション 

10：00～12：30 講義「サイコロジカルファーストエイド」 兵庫県こころのケアセンター 
大澤智子上席研究主幹 

12：30～13：30 〈休憩〉 

13：30～16：30 講義「サイコロジカルファーストエイド」 
（演習を含む） 

兵庫県こころのケアセンター 
大澤智子上席研究主幹 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
関わりの中のトラウマインフォームド・ケア （第１期 基礎研修）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 

教育、福祉、保健、医療関係等の対人支援業務従事者 35人 

２ 目 的 
  こころのケア（トラウマ）に関する全般的な基礎知識を取得し、生活の中でのトラウマとその影響に関

する理解を深める。 

３ 期 間 
令和６年６月20日（木） １日間 

４ 日 程 
時 間 カリキュラム 講 師 

10：25～10：30 開講・オリエンテーション 

10：30～12：00 講義「トラウマインフォームド・ケアの基礎」 兵庫県こころのケアセンター
酒井佐枝子研究主幹 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：30 講義 
「トラウマを「見える化」するための準備」 

兵庫県こころのケアセンター 
酒井佐枝子研究主幹  

14：30～14：45 〈休憩〉 

14：45～16：15 講義「安全・安心な環境とは」 兵庫県こころのケアセンター 
酒井佐枝子研究主幹 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
消防職員のための惨事ストレスの理解と予防 （第１期 専門・課題研修）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

１ 対象・定員 
  消防職員 35 人 
２ 目 的 
  大規模災害時等、極めて悲惨な現場において活動したことにより生じる惨事ストレスに対する理解を

深める。 
３ 期 間 

  令和６年６月26日（水）・27 日（木） ２日間 
４ 日 程 
(１) １日目（６月 26 日）

時 間 カリキュラム 講 師 
10：25～10：30 開講・オリエンテーション 

10：30～12：00 講義「惨事ストレスとは」 兵庫県こころのケアセンター 
加藤寛センター長 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：30 事例検討「惨事ストレスへの対応」 
神戸市消防局垂水消防署 

星野誠治署長 
※進行：加藤寛センター長

14：30～14：45 〈休憩〉 

14：45～16：30 
演習「惨事ストレス対応」 
（グループ討議） 
・予想される事態
・職場での対応

兵庫県こころのケアセンター 
加藤寛センター長 
大澤智子上席研究主幹 

(２) ２日目（６月 27 日）
時 間 カリキュラム 講 師 

10：00～12：00 講義「ストレスマネジメント」 兵庫県こころのケアセンター 
大澤智子上席研究主幹 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：00 講義「コミュニケーションの基礎」 兵庫県こころのケアセンター 
大澤智子上席研究主幹 

14：00～14：10 〈休憩〉 

14：10～16：00 演習「傾聴ロールプレイ」 兵庫県こころのケアセンター 
大澤智子上席研究主幹 
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　Ⅱ　令和６年度の取り組み

【コース別実施内容】 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
被災者や被害者をささえるために－サイコロジカルファーストエイド（PFA）を学ぶ－ （第１期 専門・課題研修）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 
  公認心理師、看護師、保健師、精神保健福祉士、行政、教育関係、その他関連関係者 20人 

２ 目 的 
  万が一の大災害や大事故で被害を受けた人たちに対して、直後に行える介入としてのサイコロジカルフ

ァーストエイドの基本についての理解を深める。 

３ 期 間 
  令和６年６月13日（木） １日間 

４ 日 程 
時 間 カリキュラム 講 師 

９：55～10：00 開講・オリエンテーション 

10：00～12：30 講義「サイコロジカルファーストエイド」 兵庫県こころのケアセンター 
大澤智子上席研究主幹 

12：30～13：30 〈休憩〉 

13：30～16：30 講義「サイコロジカルファーストエイド」 
（演習を含む） 

兵庫県こころのケアセンター 
大澤智子上席研究主幹 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
関わりの中のトラウマインフォームド・ケア （第１期 基礎研修）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 

教育、福祉、保健、医療関係等の対人支援業務従事者 35人 

２ 目 的 
  こころのケア（トラウマ）に関する全般的な基礎知識を取得し、生活の中でのトラウマとその影響に関

する理解を深める。 

３ 期 間 
令和６年６月20日（木） １日間 

４ 日 程 
時 間 カリキュラム 講 師 

10：25～10：30 開講・オリエンテーション 

10：30～12：00 講義「トラウマインフォームド・ケアの基礎」 兵庫県こころのケアセンター
酒井佐枝子研究主幹 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：30 講義 
「トラウマを「見える化」するための準備」 

兵庫県こころのケアセンター 
酒井佐枝子研究主幹  

14：30～14：45 〈休憩〉 

14：45～16：15 講義「安全・安心な環境とは」 兵庫県こころのケアセンター 
酒井佐枝子研究主幹 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
消防職員のための惨事ストレスの理解と予防 （第１期 専門・課題研修）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

１ 対象・定員 
  消防職員 35 人 
２ 目 的 
  大規模災害時等、極めて悲惨な現場において活動したことにより生じる惨事ストレスに対する理解を

深める。 
３ 期 間 

  令和６年６月26日（水）・27 日（木） ２日間 
４ 日 程 
(１) １日目（６月 26 日）

時 間 カリキュラム 講 師 
10：25～10：30 開講・オリエンテーション 

10：30～12：00 講義「惨事ストレスとは」 兵庫県こころのケアセンター 
加藤寛センター長 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：30 事例検討「惨事ストレスへの対応」 
神戸市消防局垂水消防署 

星野誠治署長 
※進行：加藤寛センター長

14：30～14：45 〈休憩〉 

14：45～16：30 
演習「惨事ストレス対応」 
（グループ討議） 
・予想される事態
・職場での対応

兵庫県こころのケアセンター 
加藤寛センター長 
大澤智子上席研究主幹 

(２) ２日目（６月 27 日）
時 間 カリキュラム 講 師 

10：00～12：00 講義「ストレスマネジメント」 兵庫県こころのケアセンター 
大澤智子上席研究主幹 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：00 講義「コミュニケーションの基礎」 兵庫県こころのケアセンター 
大澤智子上席研究主幹 

14：00～14：10 〈休憩〉 

14：10～16：00 演習「傾聴ロールプレイ」 兵庫県こころのケアセンター 
大澤智子上席研究主幹 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
関わりの中のトラウマインフォームド・ケア （第１期 基礎研修） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 

教育、福祉、保健、医療関係等の対人支援業務従事者 35人 

２ 目 的 
  こころのケア（トラウマ）に関する全般的な基礎知識を取得し、生活の中でのトラウマとその影響に関

する理解を深める。  
３ 期 間 

令和６年７月11日（木） １日間 

４ 日 程 
時 間 カリキュラム 講 師 

10：25～10：30 開講・オリエンテーション 

10：30～12：00 講義「トラウマインフォームド・ケアの基礎」 兵庫県こころのケアセンター
酒井佐枝子 研究主幹 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：30 講義 
「トラウマを「見える化」するための準備」 

兵庫県こころのケアセンター 
酒井佐枝子 研究主幹  

14：30～14：45 〈休憩〉 

14：45～16：15 講義「安全・安心な環境とは」 兵庫県こころのケアセンター 
酒井佐枝子 研究主幹 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
悲嘆の理解と遺族への支援 （第１期 専門・課題研修）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 
  医療・保健・福祉・心理臨床の分野で活動する者及び遺族支援に携わる者 35人 

２ 目 的 
  死別を経験した際に生じる悲嘆反応の知識について学び、遺族への対応と治療の実際を知る。 

３ 期 間 
 令和６年７月24日（水）・25日（木）２日間 

４ 日 程 
(１) １日目（７月 24 日）

時 間 カリキュラム 講 師 
10：25～10：30 開講・オリエンテーション 

10：30～12：00 講義「悲嘆の基本的理解」 関西学院大学 
坂口幸弘教授  

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：30 講義「遷延性悲嘆症の概念と治療」 武蔵野大学 
中島聡美教授 

14：30～14：45 〈休憩〉 

14：45～16：15 グループ討議「遺族の体験に学ぶ」 

＊遺族の方にお話を聞く 
高井千珠 氏 

（ファシリーテーター）
福島県立医科大学
災害こころの医学講座 
瀬藤乃理子准教授 

 

 
 
(２) ２日目（７月 25 日） 

時 間 カリキュラム 講 師 

10：30～12：00 講義「遺族対応の基本」 
福島県立医科大学 
災害こころの医学講座 
瀬藤乃理子准教授 

12：00～13：00 〈休憩〉  

13：00～16：15 講義・ワーク「遺族対応の基本」 
福島県立医科大学 
災害こころの医学講座 
瀬藤乃理子准教授 

 

 

 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被害者や被災者の中長期の回復を支えるこころのケア－サイコロジカル・リカバリースキル（ＳＰＲ）－ （第１期 専門・技術研修） 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 
  医師、公認心理師、看護師、保健師、精神保健福祉士、その他関連領域の関係者 35人 
  
２ 目 的 
  「サイコロジカル・リカバリースキル（SPR）」はアメリカで開発された、被災者の回復を支えるための

心理支援法である。被災者が苦痛をやわらげ、被災後のストレスやさまざまな困難にうまく対処するため
のスキルを身につけられるよう、構成されている。日本唯一のSPR認定トレーナーが演習を交えながら適
切な「こころのケア」のスキル習得を目指す。 

  
３ 期 間 

令和６年９月４日（水）・５日（木） ２日間  
  
４ 日 程 
(１) １日目（９月４日） 

時 間 カリキュラム 講 師 
９：55～10：00 開講・オリエンテーション  

10：00～12：00 
講義「ＳＰＲの概要」  
スキル１「情報を集め、支援の優先順位を決

める」 

兵庫県こころのケアセンター 
大澤智子上席研究主幹 

（公認心理師・SPR認定トレーナー） 
12：00～13：00 〈休憩〉  

13：00～14：30 スキル２「問題解決のスキルを高める」 兵庫県こころのケアセンター 
 大澤智子上席研究主幹 

14：30～14：40 〈休憩〉  

14：40～16：10 スキル３「ポジティブな活動をする」 兵庫県こころのケアセンター 
 大澤智子上席研究主幹 

(２) ２日目（９月５日） 
時 間 カリキュラム 講 師 

10：00～12：00 スキル４「心身の反応に対処する」 兵庫県こころのケアセンター 
 大澤智子上席研究主幹 

12：00～13：00 〈休憩〉  

13：00～14：30 スキル５「役に立つ考え方をする」 兵庫県こころのケアセンター 
 大澤智子上席研究主幹 

14：30～14：40 〈休憩〉  

14：40～16：10 スキル６「周囲の人とよい関係を作る」 兵庫県こころのケアセンター 
 大澤智子上席研究主幹 
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　Ⅱ　令和６年度の取り組み

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
関わりの中のトラウマインフォームド・ケア （第１期 基礎研修） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 

教育、福祉、保健、医療関係等の対人支援業務従事者 35人 

２ 目 的 
  こころのケア（トラウマ）に関する全般的な基礎知識を取得し、生活の中でのトラウマとその影響に関

する理解を深める。  
３ 期 間 

令和６年７月11日（木） １日間 

４ 日 程 
時 間 カリキュラム 講 師 

10：25～10：30 開講・オリエンテーション 

10：30～12：00 講義「トラウマインフォームド・ケアの基礎」 兵庫県こころのケアセンター
酒井佐枝子 研究主幹 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：30 講義 
「トラウマを「見える化」するための準備」 

兵庫県こころのケアセンター 
酒井佐枝子 研究主幹  

14：30～14：45 〈休憩〉 

14：45～16：15 講義「安全・安心な環境とは」 兵庫県こころのケアセンター 
酒井佐枝子 研究主幹 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
悲嘆の理解と遺族への支援 （第１期 専門・課題研修）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 
  医療・保健・福祉・心理臨床の分野で活動する者及び遺族支援に携わる者 35人 

２ 目 的 
  死別を経験した際に生じる悲嘆反応の知識について学び、遺族への対応と治療の実際を知る。 

３ 期 間 
 令和６年７月24日（水）・25日（木）２日間 

４ 日 程 
(１) １日目（７月 24 日）

時 間 カリキュラム 講 師 
10：25～10：30 開講・オリエンテーション 

10：30～12：00 講義「悲嘆の基本的理解」 関西学院大学 
坂口幸弘教授  

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：30 講義「遷延性悲嘆症の概念と治療」 武蔵野大学 
中島聡美教授 

14：30～14：45 〈休憩〉 

14：45～16：15 グループ討議「遺族の体験に学ぶ」 

＊遺族の方にお話を聞く 
高井千珠 氏 

（ファシリーテーター）
福島県立医科大学
災害こころの医学講座 
瀬藤乃理子准教授 

 

 
 
(２) ２日目（７月 25 日） 

時 間 カリキュラム 講 師 

10：30～12：00 講義「遺族対応の基本」 
福島県立医科大学 
災害こころの医学講座 
瀬藤乃理子准教授 

12：00～13：00 〈休憩〉  

13：00～16：15 講義・ワーク「遺族対応の基本」 
福島県立医科大学 
災害こころの医学講座 
瀬藤乃理子准教授 

 

 

 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被害者や被災者の中長期の回復を支えるこころのケア－サイコロジカル・リカバリースキル（ＳＰＲ）－ （第１期 専門・技術研修） 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 
  医師、公認心理師、看護師、保健師、精神保健福祉士、その他関連領域の関係者 35人 
  
２ 目 的 
  「サイコロジカル・リカバリースキル（SPR）」はアメリカで開発された、被災者の回復を支えるための

心理支援法である。被災者が苦痛をやわらげ、被災後のストレスやさまざまな困難にうまく対処するため
のスキルを身につけられるよう、構成されている。日本唯一のSPR認定トレーナーが演習を交えながら適
切な「こころのケア」のスキル習得を目指す。 

  
３ 期 間 

令和６年９月４日（水）・５日（木） ２日間  
  
４ 日 程 
(１) １日目（９月４日） 

時 間 カリキュラム 講 師 
９：55～10：00 開講・オリエンテーション  

10：00～12：00 
講義「ＳＰＲの概要」  
スキル１「情報を集め、支援の優先順位を決

める」 

兵庫県こころのケアセンター 
大澤智子上席研究主幹 

（公認心理師・SPR認定トレーナー） 
12：00～13：00 〈休憩〉  

13：00～14：30 スキル２「問題解決のスキルを高める」 兵庫県こころのケアセンター 
 大澤智子上席研究主幹 

14：30～14：40 〈休憩〉  

14：40～16：10 スキル３「ポジティブな活動をする」 兵庫県こころのケアセンター 
 大澤智子上席研究主幹 

(２) ２日目（９月５日） 
時 間 カリキュラム 講 師 

10：00～12：00 スキル４「心身の反応に対処する」 兵庫県こころのケアセンター 
 大澤智子上席研究主幹 

12：00～13：00 〈休憩〉  

13：00～14：30 スキル５「役に立つ考え方をする」 兵庫県こころのケアセンター 
 大澤智子上席研究主幹 

14：30～14：40 〈休憩〉  

14：40～16：10 スキル６「周囲の人とよい関係を作る」 兵庫県こころのケアセンター 
 大澤智子上席研究主幹 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
ＤＶ被害者のこころのケア （第１期 専門・課題研修）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 

母子自立支援員、女性相談支援員、婦人保護施設職員、母子生活支援施設職員、家庭問題相談員、児童
相談所職員、保健師、福祉事務所職員、こども家庭センター（児童相談所）職員等ＤＶ被害者相談支援関
係職員 35人 

２ 目 的 
  ＤＶ被害者のこころのケアに関する対処法等について理解を深める。 

３ 期 間 
令和６年９月19日（木） １日間 

４ 日 程 
時 間 カリキュラム 講 師 

10：25～10：30 開講・オリエンテーション 

10：30～12：00 講義「トラウマ・ＰＴＳＤの理解」 兵庫県こころのケアセンター 
三宅和佳子診療所副所長 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：30 講義「ＤＶの理解と被害者支援」 日本福祉大学社会福祉学部 
増井香名子准教授 

14：30～14：45 〈休憩〉 

14：45～16：15 講義「ＤＶと児童虐待の交差の理解と介入」 日本福祉大学社会福祉学部 
増井香名子准教授 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
消防職員のための惨事ストレスの理解と予防 （第１期 専門・課題研修） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 
  消防職員 35 人 

２ 目 的 
  大規模災害時等、極めて悲惨な現場において活動したことにより生じる惨事ストレスに対する理解を

深める。 

３ 期 間 
 令和６年 10 月２日（水）・３日（木） ２日間 

４ 日 程 
(１) １日目（10 月２日）

時 間 カリキュラム 講 師 
10：25～10：30 開講・オリエンテーション 

10：30～12：00 講義「惨事ストレスとは」 兵庫県こころのケアセンター 
加藤寛センター長 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：30 事例検討「惨事ストレスへの対応」 
神戸市北消防署消防防災課   

薗浦大作担当係長 
※進行：加藤寛センター長

14：30～14：45 〈休憩〉 

14：45～16：30 
演習「惨事ストレス対応」 
（グループ討議） 
・予想される事態
・職場での対応

兵庫県こころのケアセンター 
加藤寛センター長 
大澤智子上席研究主幹 

(２) ２日目（10 月３日）
時 間 カリキュラム 講 師 

10：00～12：00 講義「ストレスマネジメント」 兵庫県こころのケアセンター 
大澤智子上席研究主幹 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：00 講義「コミュニケーションの基礎」 兵庫県こころのケアセンター 
大澤智子上席研究主幹 

14：00～14：10 〈休憩〉 

14：10～16：00 演習「傾聴ロールプレイ」 兵庫県こころのケアセンター 
大澤智子上席研究主幹 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
犯罪被害とこころのケア （第１期 専門・課題研修）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

１ 対象・定員 
  保健・医療・福祉・教育・司法・警察・消防関係等職員 25人 

２ 目 的 
  犯罪（事件・事故）被害の及ぼす心理的影響を理解し、被害者支援の観点に立った、犯罪被害者への対

処法を習得する。 

３ 期 間 
 令和６年10月10日（木）・11日（金） ２日間 

４ 日 程 
(１) １日目（10 月 10 日）

時 間 カリキュラム 講 師 
10：25～10：30 開講・オリエンテーション 

10：30～12：00 講義「被害者・遺族の心理的影響」 武庫川女子大学心理・社会福祉学部 
大岡由佳准教授 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：15 講義「警察による被害者支援」 兵庫県警察本部被害者支援室 
樋本泰英室長 

14：15～14：30 〈休憩〉 

14：30～16：00 講義「民間支援のあり方」 ひょうご被害者支援センター 
遠藤えりな事務局長 

(２) ２日目（10 月 11 日）
時 間 カリキュラム 講 師 

10：00～12：30 講義「被害者・遺族の声を聞く」 

＊被害者・遺族の方が実体験を語られる。 
山内千恵子氏 

（ファシリテーター）
ひょうご被害者支援センター

遠藤えりな事務局長 
兵庫県こころのケアセンター 

三宅和佳子診療所副所長 
12：30～13：30 〈休憩〉 
13：30～16：30 

 （15：30～ 

グループ討議 
・どのような支援を行うか
・二次被害を防ぐための方法

全体討議） 
・支援に求められるもの

（ファシリテーター）
ひょうご被害者支援センター

遠藤えりな事務局長 
兵庫県こころのケアセンター 

三宅和佳子診療所副所長 
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　Ⅱ　令和６年度の取り組み

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
ＤＶ被害者のこころのケア （第１期 専門・課題研修）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 

母子自立支援員、女性相談支援員、婦人保護施設職員、母子生活支援施設職員、家庭問題相談員、児童
相談所職員、保健師、福祉事務所職員、こども家庭センター（児童相談所）職員等ＤＶ被害者相談支援関
係職員 35人 

２ 目 的 
  ＤＶ被害者のこころのケアに関する対処法等について理解を深める。 

３ 期 間 
令和６年９月19日（木） １日間 

４ 日 程 
時 間 カリキュラム 講 師 

10：25～10：30 開講・オリエンテーション 

10：30～12：00 講義「トラウマ・ＰＴＳＤの理解」 兵庫県こころのケアセンター 
三宅和佳子診療所副所長 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：30 講義「ＤＶの理解と被害者支援」 日本福祉大学社会福祉学部 
増井香名子准教授 

14：30～14：45 〈休憩〉 

14：45～16：15 講義「ＤＶと児童虐待の交差の理解と介入」 日本福祉大学社会福祉学部 
増井香名子准教授 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
消防職員のための惨事ストレスの理解と予防 （第１期 専門・課題研修） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 
  消防職員 35 人 

２ 目 的 
  大規模災害時等、極めて悲惨な現場において活動したことにより生じる惨事ストレスに対する理解を

深める。 

３ 期 間 
 令和６年 10 月２日（水）・３日（木） ２日間 

４ 日 程 
(１) １日目（10 月２日）

時 間 カリキュラム 講 師 
10：25～10：30 開講・オリエンテーション 

10：30～12：00 講義「惨事ストレスとは」 兵庫県こころのケアセンター 
加藤寛センター長 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：30 事例検討「惨事ストレスへの対応」 
神戸市北消防署消防防災課   

薗浦大作担当係長 
※進行：加藤寛センター長

14：30～14：45 〈休憩〉 

14：45～16：30 
演習「惨事ストレス対応」 
（グループ討議） 
・予想される事態
・職場での対応

兵庫県こころのケアセンター 
加藤寛センター長 
大澤智子上席研究主幹 

(２) ２日目（10 月３日）
時 間 カリキュラム 講 師 

10：00～12：00 講義「ストレスマネジメント」 兵庫県こころのケアセンター 
大澤智子上席研究主幹 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：00 講義「コミュニケーションの基礎」 兵庫県こころのケアセンター 
大澤智子上席研究主幹 

14：00～14：10 〈休憩〉 

14：10～16：00 演習「傾聴ロールプレイ」 兵庫県こころのケアセンター 
大澤智子上席研究主幹 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
犯罪被害とこころのケア （第１期 専門・課題研修）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

１ 対象・定員 
  保健・医療・福祉・教育・司法・警察・消防関係等職員 25人 

２ 目 的 
  犯罪（事件・事故）被害の及ぼす心理的影響を理解し、被害者支援の観点に立った、犯罪被害者への対

処法を習得する。 

３ 期 間 
 令和６年10月10日（木）・11日（金） ２日間 

４ 日 程 
(１) １日目（10 月 10 日）

時 間 カリキュラム 講 師 
10：25～10：30 開講・オリエンテーション 

10：30～12：00 講義「被害者・遺族の心理的影響」 武庫川女子大学心理・社会福祉学部 
大岡由佳准教授 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：15 講義「警察による被害者支援」 兵庫県警察本部被害者支援室 
樋本泰英室長 

14：15～14：30 〈休憩〉 

14：30～16：00 講義「民間支援のあり方」 ひょうご被害者支援センター 
遠藤えりな事務局長 

(２) ２日目（10 月 11 日）
時 間 カリキュラム 講 師 

10：00～12：30 講義「被害者・遺族の声を聞く」 

＊被害者・遺族の方が実体験を語られる。 
山内千恵子氏 

（ファシリテーター）
ひょうご被害者支援センター

遠藤えりな事務局長 
兵庫県こころのケアセンター 

三宅和佳子診療所副所長 
12：30～13：30 〈休憩〉 
13：30～16：30 

 （15：30～ 

グループ討議 
・どのような支援を行うか
・二次被害を防ぐための方法

全体討議） 
・支援に求められるもの

（ファシリテーター）
ひょうご被害者支援センター

遠藤えりな事務局長 
兵庫県こころのケアセンター 

三宅和佳子診療所副所長 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
発達障害とトラウマ （第１期 専門・課題研修） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 

こども家庭センター（児童相談所）職員、福祉事務所職員等児童虐待関係職員、保健所職員、教職員、
スクールカウンセラー、保育職員等 35人

２ 目 的 
  発達障害とトラウマへの理解を深める。 

３ 期 間 
令和６年10月31日（木） １日間 （WEB開催） 

４ 日 程 
時 間 カリキュラム 講 師 

10：25～10：30 開講・オリエンテーション 

10：30～12：00 講義「発達障害とトラウマをめぐる諸問題」 兵庫県こころのケアセンター 
亀岡智美副センター長 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：30 講義「成人期の発達障害とトラウマ」 大久保クリニック医院長 
大久保圭策 

14：30～14：45 〈休憩〉 

14：45～16：15 講義「学童期の発達障害とトラウマ」 兵庫県こころのケアセンター 
酒井佐枝子研究主幹 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
子どもの領域におけるトラウマインフォームド・ケア （第２期 専門・課題研修）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 

保健・医療・福祉・教育・司法・警察・消防関係等職員 35人 

２ 目 的 
  こころのケア（トラウマ）に関する全般的な基礎知識を習得し、理解を深める。 

３ 期 間 
 令和７年１月16日（木） １日間 

４ 日 程 
時　間 カリキュラム 講 師 

10：25～10：30 開講・オリエンテーション 

10：30～12：00 講義 
「トラウマインフォームド・ケアの基礎」 

兵庫県こころのケアセンター 
酒井 佐枝子 研究主幹 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：30 
講義 
「児童福祉施設におけるトラウマインフォ
ームド・ケア」 

大阪大学大学院人間科学研究科 
 野坂 祐子 教授 
兵庫県こころのケアセンター 

酒井 佐枝子 研究主幹 
14：30～14：45 〈休憩〉 

14：45～16：15 
講義 
「トラウマインフォームド・ケアの導入に
向けて」 

大阪大学大学院人間科学研究科 
 野坂 祐子 教授 
兵庫県こころのケアセンター 

酒井 佐枝子 研究主幹  

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
子ども達のいじめのケア－加害と被害の連鎖－ （第２期 専門・課題研修）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 
  教職員、スクールカウンセラー、教育委員会職員、こども家庭センター（児童相談所）職員、いじめ相

談窓口の相談員、保育職員、児童福祉施設職員、司法関係職員 35人 

２ 目 的 
  子ども達のいじめによるこころのケアに関する対処法等について理解を深める。 

３ 期 間 
令和７年２月６日（木） １日間 

４ 日 程 
時 間 カリキュラム 講 師 

９：55～10：00 開講・オリエンテーション 

10：00～12：00 講義「いじめや問題行動による被害 
－加害の理解と支援」 

大阪大学大学院人間科学研究科教授 
野坂 祐子 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～15：00 講義「学校を変えるいじめの科学」 
公益社団法人 子どもの発達科学研究所 
所長・主席研究員 

和久田 学 
15：00～15：15 〈休憩〉 

15：15～16：15 ワーク「被害―加害の連鎖をとめる心理教育
とアクティビティ」 

兵庫県こころのケアセンター研究員 
柿木 慎吾（公認心理師） 
髙山 桃香（公認心理師） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
複雑性ＰＴＳＤ （第２期 専門・課題研修） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 
  医療・保健・福祉・心理臨床の分野で対人支援に従事する者  35人 

２ 目 的 
  複雑性ＰＴＳＤとその支援について理解を深める。 

３ 期 間 
令和７年２月19日（木） １日間 

４ 日 程 
時 間 カリキュラム 講 師 

９：55～10：00 開講・オリエンテーション 

10：00～12：00 講義「複雑性ＰＴＳＤ概論」 
舞多聞こころのクリニック院長 
兵庫県こころのケアセンター特別研究員 

須賀楓介 
12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～15：00 講義「複雑性ＰＴＳＤの支援 
－安定化の重要性－」 

ボディワーク 

医療法人黒崎中央医院 
臨床心理部長 

大友理恵子 
15：00～15：10 〈休憩〉 

15：10～16：40 ワーク「症例検討」
舞多聞こころのクリニック院長 
兵庫県こころのケアセンター特別研究員 

須賀楓介 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
子ども達のいじめのケア－加害と被害の連鎖－ （第２期 専門・課題研修）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 
  教職員、スクールカウンセラー、教育委員会職員、こども家庭センター（児童相談所）職員、いじめ相

談窓口の相談員、保育職員、児童福祉施設職員、司法関係職員 35人 

２ 目 的 
  子ども達のいじめによるこころのケアに関する対処法等について理解を深める。 

３ 期 間 
令和７年２月６日（木） １日間 

４ 日 程 
時 間 カリキュラム 講 師 

９：55～10：00 開講・オリエンテーション 

10：00～12：00 講義「いじめや問題行動による被害 
－加害の理解と支援」 

大阪大学大学院人間科学研究科教授 
野坂 祐子 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～15：00 講義「学校を変えるいじめの科学」 
公益社団法人 子どもの発達科学研究所 
所長・主席研究員 

和久田 学 
15：00～15：15 〈休憩〉 

15：15～16：15 ワーク「被害―加害の連鎖をとめる心理教育
とアクティビティ」 

兵庫県こころのケアセンター研究員 
柿木 慎吾（公認心理師） 
髙山 桃香（公認心理師） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
複雑性ＰＴＳＤ （第２期 専門・課題研修） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 
  医療・保健・福祉・心理臨床の分野で対人支援に従事する者  35人 

２ 目 的 
  複雑性ＰＴＳＤとその支援について理解を深める。 

３ 期 間 
令和７年２月19日（木） １日間 

４ 日 程 
時 間 カリキュラム 講 師 

９：55～10：00 開講・オリエンテーション 

10：00～12：00 講義「複雑性ＰＴＳＤ概論」 
舞多聞こころのクリニック院長 
兵庫県こころのケアセンター特別研究員 

須賀楓介 
12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～15：00 講義「複雑性ＰＴＳＤの支援 
－安定化の重要性－」 

ボディワーク 

医療法人黒崎中央医院 
臨床心理部長 

大友理恵子 
15：00～15：10 〈休憩〉 

15：10～16：40 ワーク「症例検討」
舞多聞こころのクリニック院長 
兵庫県こころのケアセンター特別研究員 

須賀楓介 
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　Ⅱ　令和６年度の取り組み

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
発達障害とトラウマ （第１期 専門・課題研修） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 

こども家庭センター（児童相談所）職員、福祉事務所職員等児童虐待関係職員、保健所職員、教職員、
スクールカウンセラー、保育職員等 35人

２ 目 的 
  発達障害とトラウマへの理解を深める。 

３ 期 間 
令和６年10月31日（木） １日間 （WEB開催） 

４ 日 程 
時 間 カリキュラム 講 師 

10：25～10：30 開講・オリエンテーション 

10：30～12：00 講義「発達障害とトラウマをめぐる諸問題」 兵庫県こころのケアセンター 
亀岡智美副センター長 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：30 講義「成人期の発達障害とトラウマ」 大久保クリニック医院長 
大久保圭策 

14：30～14：45 〈休憩〉 

14：45～16：15 講義「学童期の発達障害とトラウマ」 兵庫県こころのケアセンター 
酒井佐枝子研究主幹 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
子どもの領域におけるトラウマインフォームド・ケア （第２期 専門・課題研修）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 

保健・医療・福祉・教育・司法・警察・消防関係等職員 35人 

２ 目 的 
  こころのケア（トラウマ）に関する全般的な基礎知識を習得し、理解を深める。 

３ 期 間 
 令和７年１月16日（木） １日間 

４ 日 程 
時　間 カリキュラム 講 師 

10：25～10：30 開講・オリエンテーション 

10：30～12：00 講義 
「トラウマインフォームド・ケアの基礎」 

兵庫県こころのケアセンター 
酒井 佐枝子 研究主幹 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～14：30 
講義 
「児童福祉施設におけるトラウマインフォ
ームド・ケア」 

大阪大学大学院人間科学研究科 
 野坂 祐子 教授 
兵庫県こころのケアセンター 

酒井 佐枝子 研究主幹 
14：30～14：45 〈休憩〉 

14：45～16：15 
講義 
「トラウマインフォームド・ケアの導入に
向けて」 

大阪大学大学院人間科学研究科 
 野坂 祐子 教授 
兵庫県こころのケアセンター 

酒井 佐枝子 研究主幹  

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
子ども達のいじめのケア－加害と被害の連鎖－ （第２期 専門・課題研修）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 
  教職員、スクールカウンセラー、教育委員会職員、こども家庭センター（児童相談所）職員、いじめ相

談窓口の相談員、保育職員、児童福祉施設職員、司法関係職員 35人 

２ 目 的 
  子ども達のいじめによるこころのケアに関する対処法等について理解を深める。 

３ 期 間 
令和７年２月６日（木） １日間 

４ 日 程 
時 間 カリキュラム 講 師 

９：55～10：00 開講・オリエンテーション 

10：00～12：00 講義「いじめや問題行動による被害 
－加害の理解と支援」 

大阪大学大学院人間科学研究科教授 
野坂 祐子 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～15：00 講義「学校を変えるいじめの科学」 
公益社団法人 子どもの発達科学研究所 
所長・主席研究員 

和久田 学 
15：00～15：15 〈休憩〉 

15：15～16：15 ワーク「被害―加害の連鎖をとめる心理教育
とアクティビティ」 

兵庫県こころのケアセンター研究員 
柿木 慎吾（公認心理師） 
髙山 桃香（公認心理師） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
複雑性ＰＴＳＤ （第２期 専門・課題研修） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 
  医療・保健・福祉・心理臨床の分野で対人支援に従事する者  35人 

２ 目 的 
  複雑性ＰＴＳＤとその支援について理解を深める。 

３ 期 間 
令和７年２月19日（木） １日間 

４ 日 程 
時 間 カリキュラム 講 師 

９：55～10：00 開講・オリエンテーション 

10：00～12：00 講義「複雑性ＰＴＳＤ概論」 
舞多聞こころのクリニック院長 
兵庫県こころのケアセンター特別研究員 

須賀楓介 
12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～15：00 講義「複雑性ＰＴＳＤの支援 
－安定化の重要性－」 

ボディワーク 

医療法人黒崎中央医院 
臨床心理部長 

大友理恵子 
15：00～15：10 〈休憩〉 

15：10～16：40 ワーク「症例検討」
舞多聞こころのクリニック院長 
兵庫県こころのケアセンター特別研究員 

須賀楓介 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
子ども達のいじめのケア－加害と被害の連鎖－ （第２期 専門・課題研修）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 
  教職員、スクールカウンセラー、教育委員会職員、こども家庭センター（児童相談所）職員、いじめ相

談窓口の相談員、保育職員、児童福祉施設職員、司法関係職員 35人 

２ 目 的 
  子ども達のいじめによるこころのケアに関する対処法等について理解を深める。 

３ 期 間 
令和７年２月６日（木） １日間 

４ 日 程 
時 間 カリキュラム 講 師 

９：55～10：00 開講・オリエンテーション 

10：00～12：00 講義「いじめや問題行動による被害 
－加害の理解と支援」 

大阪大学大学院人間科学研究科教授 
野坂 祐子 

12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～15：00 講義「学校を変えるいじめの科学」 
公益社団法人 子どもの発達科学研究所 
所長・主席研究員 

和久田 学 
15：00～15：15 〈休憩〉 

15：15～16：15 ワーク「被害―加害の連鎖をとめる心理教育
とアクティビティ」 

兵庫県こころのケアセンター研究員 
柿木 慎吾（公認心理師） 
髙山 桃香（公認心理師） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
複雑性ＰＴＳＤ （第２期 専門・課題研修） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
１ 対象・定員 
  医療・保健・福祉・心理臨床の分野で対人支援に従事する者  35人 

２ 目 的 
  複雑性ＰＴＳＤとその支援について理解を深める。 

３ 期 間 
令和７年２月19日（木） １日間 

４ 日 程 
時 間 カリキュラム 講 師 

９：55～10：00 開講・オリエンテーション 

10：00～12：00 講義「複雑性ＰＴＳＤ概論」 
舞多聞こころのクリニック院長 
兵庫県こころのケアセンター特別研究員 

須賀楓介 
12：00～13：00 〈休憩〉 

13：00～15：00 講義「複雑性ＰＴＳＤの支援 
－安定化の重要性－」 

ボディワーク 

医療法人黒崎中央医院 
臨床心理部長 

大友理恵子 
15：00～15：10 〈休憩〉 

15：10～16：40 ワーク「症例検討」
舞多聞こころのクリニック院長 
兵庫県こころのケアセンター特別研究員 

須賀楓介 



３ 相談室の運営
 相談室は、地域の医療・保健・福祉・教育・司法等の関係機関、また一般の方の主にトラウマ・PTSD に関
する「こころのケア」の専門的な相談窓口として、平成 16 年 4 月から業務を開始した。 

主な役割は、「こころのケア」に関する電話相談及び、トラウマ・PTSD で医療が必要な方の地域との連携
窓口である。また、附属診療所の受診者への医療、保健、福祉サービス等の情報提供、諸制度の手続きにかか
る関係機関との連携などの役割もある。 

※10 未満の数値については最小集計単位の原則により「―」で表記し、「その他」に計上している。

（１） 相談体制
（相 談 日） 火曜日～土曜日（祝日、年末年始除く） 

※ただし、月曜日がハッピーマンデー又は振替休日の場合、
その前の週の土曜日は休館。

（相談時間） 9：00～12：00  　13：00～17：00 
（相談方法） 電話、面接など 
（担  当） 保健師、精神保健福祉士、公認心理師など 

（２） 相談受理状況 （延べ人数）    （延べ人数） 

初回相談 再相談 計（％） 相談方法 計（％） 面 接 電 話 その他 
427 

（28.6） 
1,067 

（71.4） 
1,494 

（100.0） 
477 

（31.9） 
965 

（64.6） 
52 

（3.5） 
1,494 

（100.0） 
・相談方法としては電話が６割以上を占めている。その他は、文書、メール等である。

①性別・年齢別相談者数
（性別） （延べ人数） 

・その他は、性同一性障害など性の多様性に配慮した。

男性 女性 その他 計（％） 
317 

（21.2） 
1,168 

（78.2） 
9 

（0.6） 
1,494 

（100.0） 

写真 

（相談室風景） 

相談者性別 

円グラフ 

（年齢別） （延べ人数） 
区分 9歳以下 10代 20代 30代 40代 50代 60歳以上 不明 計（％） 

相談者 10
（0.7） 

37
（2.5） 

147
（9.8） 

130
（8.7） 

164
（11.0） 

158
（10.6） 

50
（3.3） 

798
（53.4） 

1,494
（100.0） 

IP
 （ ※） 

84
（5.6） 

196
（13.1） 

284
（19.0） 

213
（14.3） 

190
（12.7） 

216
（14.5） 

52
（3.5） 

259
（17.3） 

1,494
（100.0） 

・相談者の年齢別は、不明を除くと 40 代が最も多く、次に 50 代の相談が多い。
・IP の年齢別は、不明を除くと 20 代が最も多く、次に 50 代、30 代の相談が多い。

※「IP」とは、Identified  patient の略で「問題を抱えている人、症状を呈している人」を意味する。

【特別研修】 

１「子どものＰＴＳＤのアセスメント」 

日 程 令和６年５月 30 日 
講 師 兵庫県こころのケアセンター亀岡智美副センター長 
受講者数 68 名（定員：40 名） 

２「TF-CBT Introductory Training」 

日 程 令和６年５月 31 日,６月１日 

講 師 
トレーナー ：亀岡智美 （兵庫県こころのケアセンター副センター長）
アシスタント：三宅和佳子（兵庫県こころのケアセンター診療所長）

：福井智子（大阪府中央子ども家庭センター） 
59 名（定員：40 名） 

３「PTSD 構造化面接-CAPS を理解する」 [WEB 開催] 

日 程 令和７年１月 25 日,２月１日 
講 師 兵庫県こころのケアセンター加藤寛センター長 

42 名（定員：30 名） 

受講者数

受講者数

３ 相談室の運営
 相談室は、地域の医療・保健・福祉・教育・司法等の関係機関、また一般の方の主にトラウマ・PTSD に関
する「こころのケア」の専門的な相談窓口として、平成 16 年 4 月から業務を開始した。 

主な役割は、「こころのケア」に関する電話相談及び、トラウマ・PTSD で医療が必要な方の地域との連携
窓口である。また、附属診療所の受診者への医療、保健、福祉サービス等の情報提供、諸制度の手続きにかか
る関係機関との連携などの役割もある。 

※10 未満の数値については最小集計単位の原則により「―」で表記し、「その他」に計上している。

（１） 相談体制
（相 談 日） 火曜日～土曜日（祝日、年末年始除く） 

※ただし、月曜日がハッピーマンデー又は振替休日の場合、
その前の週の土曜日は休館。

（相談時間） 9：00～12：00  　13：00～17：00 
（相談方法） 電話、面接など 
（担  当） 保健師、精神保健福祉士、公認心理師など 

（２） 相談受理状況 （延べ人数）    （延べ人数） 

初回相談 再相談 計（％） 相談方法 計（％） 面 接 電 話 その他 
427 

（28.6） 
1,067 

（71.4） 
1,494 

（100.0） 
477 

（31.9） 
965 

（64.6） 
52 

（3.5） 
1,494 

（100.0） 
・相談方法としては電話が６割以上を占めている。その他は、文書、メール等である。

①性別・年齢別相談者数
（性別） （延べ人数） 

・その他は、性同一性障害など性の多様性に配慮した。

男性 女性 その他 計（％） 
317 

（21.2） 
1,168 

（78.2） 
9 

（0.6） 
1,494 

（100.0） 

写真 

（相談室風景） 

相談者性別 

円グラフ 

（年齢別） （延べ人数） 
区分 9歳以下 10代 20代 30代 40代 50代 60歳以上 不明 計（％） 

相談者 10
（0.7） 

37
（2.5） 

147
（9.8） 

130
（8.7） 

164
（11.0） 

158
（10.6） 

50
（3.3） 

798
（53.4） 

1,494
（100.0） 

IP
 （ ※） 

84
（5.6） 

196
（13.1） 

284
（19.0） 

213
（14.3） 

190
（12.7） 

216
（14.5） 

52
（3.5） 

259
（17.3） 

1,494
（100.0） 

・相談者の年齢別は、不明を除くと 40 代が最も多く、次に 50 代の相談が多い。
・IP の年齢別は、不明を除くと 20 代が最も多く、次に 50 代、30 代の相談が多い。

※「IP」とは、Identified  patient の略で「問題を抱えている人、症状を呈している人」を意味する。
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̏ ૬ஊࣨのӡӦ
 相談ࣨはɺҬのҩྍ・保݈・ڭ・ࢱ育・࢘法等の関機関ɺまたҰൠのํの主にトラウマ・1T4D に関
͢る「͜͜Ζのケア」の専門తͳ相談૭ޱͱͯ͠ɺฏ成 1� 年 4 ݄͔Β業務Λ։࢝͠た。

主ͳׂはɺ「͜͜Ζのケア」に関͢るి相談及びɺトラウマ・1T4D Ͱҩྍ͕ඞཁͳํのҬͱの࿈ܞ
૭ޱͰ͋る。またɺෟଐྍ所のड者のҩྍɺ保݈ɺࢱサービス等のใఏڙɺॾ੍度のखଓ͖に͔͔
る関機関ͱの࿈ܞͳどのׂも͋る。

˞10 ະຬのにͭいͯは࠷খूܭ୯ҐのݪଇにΑΓ「ʕ」Ͱද͠هɺ「ͦのଞ」にܭ上ͯ͠いる。

（̍） ૬ஊମ੍
（相 談 ） Ր༵～༵（ॕɺ年年࢝除く）

※たͩ͠ɺ݄༵͕ϋッϐーマンσーຢはৼସٳの߹ɺ
ͦのલのिの༵はؗٳ。

（相談時ؒ） �ɿ00～12ɿ00  13ɿ00～1�ɿ00 
（相談ํ法） ిɺ໘ͳど
（担  当） 保݈師ɺਫ਼ਆ保݈࢜ࢱɺެ認৺ཧ師ͳど

（̎） ૬ஊडཧঢ়گ （Ԇ人）    （Ԇ人）

ॳ回相談 相談࠶ （ˋ）ܭ 相談ํ法 ໘（ˋ）ܭ  ి  ͦのଞ
42�

（28��）
10��

（�1�4）
14�4

（100�0）
4��

（31��）
��5

（�4��）
52

（3�5）
14�4

（100�0）
・相談ํ法ͱͯ͠はిׂ͕̒Ҏ上ΛΊͯいる。ͦのଞはɺจॻɺメール等Ͱ͋る。

ᶃੑผɾྸผ૬ஊऀ
（ੑผ） （Ԇ人）

・ͦのଞはɺੑಉҰੑো害ͳどੑのଟ༷ੑにྀ͠た。

உੑ ঁੑ ͦのଞ （ˋ）ܭ
31�

（21�2）
11�8

（�8�2）
�

（0��）
14�4

（100�0）

ࣸਅ

（相談ࣨ෩ܠ）

相談者ੑผ

ԁグラフ

（ྸผ） （Ԇ人） 
区分 ࡀ�ҎԼ 10 20 30 40 50 �0ࡀҎ上 ෆ໌ ܭ（ˋ） 

相談者 10
（0��） 

3�
（2�5） 

14�
（��8） 

130
（8��） 

1�4
（11�0） 

158
（10��） 

50
（3�3） 

��8
（53�4） 

14�4
（100�0） 

*1
（˞） 

84
（5��） 

1��
（13�1） 

284
（1��0） 

213
（14�3） 

1�0
（12��） 

21�
（14�5） 

52
（3�5） 

25�
（1��3） 

14�4
（100�0） 

・相談者の年ྸผはɺෆ໌Λ除くͱ 40 ͕࠷もଟくɺ࣍に 50 の相談͕ଟい。
・*1 の年ྸผはɺෆ໌Λ除くͱ 20 ͕࠷もଟくɺ࣍に 50 ɺ30 の相談͕ଟい。

˞「*1」ͱはɺ*EeOUiGieE  QBUieOU のུͰ「Λ๊͑ͯいる人ɺ症ঢ়Λఄͯ͠いる人」Λҙຯ͢る。

̏ɹ૬ஊࣨのӡӦɹʲಛผݚमʳ 

̍ʮࢠͲの̨̥̩̙のΞηεϝϯτʯ

 ఔ ྩ和̒年݄̑ 30 
講 師 兵庫県͜͜Ζのケアセンター亀岡智美෭センター
ड講者 �8 ໊（定員ɿ40 ໊）

̎ʮ5'�$#5 *OUSPEVDUPSZ 5SBJOJOHʯ 

 ఔ ྩ和̒年݄̑ 31 ݄̒̍

講 師
トϨーφー ɿ亀岡智美 （兵庫県͜͜Ζのケアセンター෭センター）
アシスタントɿ三宅和佳子（兵庫県͜͜Ζのケアセンターྍ所）

ɿ井智子（大阪府தԝ子ども家庭センター）
5� ໊（定員ɿ40 ໊）

̏ʮ154% ߏԽ໘�$"14 Λཧղ͢Δʯ <8&# ։࠵> 

 ఔ ྩ和̓年݄̍ 25 ݄̎̍
講 師 兵庫県͜͜Ζのケアセンター加౻センター

42 ໊（定員ɿ30 ໊）

ड講者

ड講者

̏ ૬ஊࣨのӡӦ
 相談ࣨはɺҬのҩྍ・保݈・ڭ・ࢱ育・࢘法等の関機関ɺまたҰൠのํの主にトラウマ・1T4D に関
͢る「͜͜Ζのケア」の専門తͳ相談૭ޱͱͯ͠ɺฏ成 1� 年 4 ݄͔Β業務Λ։࢝͠た。

主ͳׂはɺ「͜͜Ζのケア」に関͢るి相談及びɺトラウマ・1T4D Ͱҩྍ͕ඞཁͳํのҬͱの࿈ܞ
૭ޱͰ͋る。またɺෟଐྍ所のड者のҩྍɺ保݈ɺࢱサービス等のใఏڙɺॾ੍度のखଓ͖に͔͔
る関機関ͱの࿈ܞͳどのׂも͋る。

˞10 ະຬのにͭいͯは࠷খूܭ୯ҐのݪଇにΑΓ「ʕ」Ͱද͠هɺ「ͦのଞ」にܭ上ͯ͠いる。

（̍） ૬ஊମ੍
（相 談 ） Ր༵～༵（ॕɺ年年࢝除く）

※たͩ͠ɺ݄༵͕ϋッϐーマンσーຢはৼସٳの߹ɺ
ͦのલのिの༵はؗٳ。

（相談時ؒ） �ɿ00～12ɿ00  13ɿ00～1�ɿ00 
（相談ํ法） ిɺ໘ͳど
（担  当） 保݈師ɺਫ਼ਆ保݈࢜ࢱɺެ認৺ཧ師ͳど

（̎） ૬ஊडཧঢ়گ （Ԇ人）    （Ԇ人）

ॳ回相談 相談࠶ （ˋ）ܭ 相談ํ法 ໘（ˋ）ܭ  ి  ͦのଞ
42�

（28��）
10��

（�1�4）
14�4

（100�0）
4��

（31��）
��5

（�4��）
52

（3�5）
14�4

（100�0）
・相談ํ法ͱͯ͠はిׂ͕̒Ҏ上ΛΊͯいる。ͦのଞはɺจॻɺメール等Ͱ͋る。

ᶃੑผɾྸผ૬ஊऀ
（ੑผ） （Ԇ人）

・ͦのଞはɺੑಉҰੑো害ͳどੑのଟ༷ੑにྀ͠た。

உੑ ঁੑ ͦのଞ （ˋ）ܭ
31�

（21�2）
11�8

（�8�2）
�

（0��）
14�4

（100�0）

ࣸਅ

（相談ࣨ෩ܠ）

相談者ੑผ

ԁグラフ

（ྸผ） （Ԇ人） 
区分 ࡀ�ҎԼ 10 20 30 40 50 �0ࡀҎ上 ෆ໌ ܭ（ˋ） 

相談者 10
（0��） 

3�
（2�5） 

14�
（��8） 

130
（8��） 

1�4
（11�0） 

158
（10��） 

50
（3�3） 

��8
（53�4） 

14�4
（100�0） 

*1
（˞） 

84
（5��） 

1��
（13�1） 

284
（1��0） 

213
（14�3） 

1�0
（12��） 

21�
（14�5） 

52
（3�5） 

25�
（1��3） 

14�4
（100�0） 

・相談者の年ྸผはɺෆ໌Λ除くͱ 40 ͕࠷もଟくɺ࣍に 50 の相談͕ଟい。
・*1 の年ྸผはɺෆ໌Λ除くͱ 20 ͕࠷もଟくɺ࣍に 50 ɺ30 の相談͕ଟい。

˞「*1」ͱはɺ*EeOUiGieE  QBUieOU のུͰ「Λ๊͑ͯいる人ɺ症ঢ়Λఄͯ͠いる人」Λҙຯ͢る。

相談ࣨ

21ฌ͜͜ݝݿΖのέΞηϯλʔɾྩ̒ۀࣄใࠂॻɹ

ɹᶘɹྩ̒のऔΓΈ

9歳以下… 10代
5%

20代
21%

30代
19%40代

24%

50代
23%

60歳以上
7%

相談者年齢別割合ͤ不明を除く

9歳以下 10代 20代 30代 40代 50代 60歳以上

9歳以下
7%

10代
16%

20代
23%

30代
17%

40代
15%

50代
18%

60歳以上
4%

IP年齢別割合ͤ不明を除く

9歳以下 10代 20代 30代 40代 50代 60歳以上

男
21%

女
78%

その他 1%

相談者性別

男 女 その他

9歳以下… 10代
5%

20代
21%

30代
19%40代

24%

50代
23%

60歳以上
7%

相談者年齢別割合ͤ不明を除く

9歳以下 10代 20代 30代 40代 50代 60歳以上

9歳以下
7%

10代
16%

20代
23%

30代
17%

40代
15%

50代
18%

60歳以上
4%

IP年齢別割合ͤ不明を除く

9歳以下 10代 20代 30代 40代 50代 60歳以上

男
21%

女
78%

その他 1%

相談者性別

男 女 その他

9歳以下… 10代
5%

20代
21%

30代
19%40代

24%

50代
23%

60歳以上
7%

相談者年齢別割合ͤ不明を除く

9歳以下 10代 20代 30代 40代 50代 60歳以上

9歳以下
7%

10代
16%

20代
23%

30代
17%

40代
15%

50代
18%

60歳以上
4%

IP年齢別割合ͤ不明を除く

9歳以下 10代 20代 30代 40代 50代 60歳以上

男
21%

女
78%

その他 1%

相談者性別

男 女 その他



②地域別件数
（ブロック別）  （延べ件数） 
北海道・東北 関東・ 

甲信越 東海・北陸 近畿 中国・四国 九州・沖縄 その他 
※印含む 計（％） 

0 
（0.0） 

49 
（3.3） 

― 
※ 

1,393 
（93.2） 

21 
（1.4） 

― 
※ 

31 
（2.1） 

1,494 
（100.0） 

・ブロック別では全国各地から相談があった。全体の９割以上は近畿地区からの相談である。
（近畿地区府県別）   （延べ件数） 

兵庫 大阪 京都 滋賀 奈良 和歌山 その他 
※印含む 計（％） 

1,297 
（93.1） 

83 
（6.0） 

― 
※ 

― 
※ 

― 
※ 

― 
※ 

13 
（0.9） 

1,393 
（100.0） 

③経路別件数 （延べ件数） 
初回経路 

再相談 計（％） 
医療機関 相談機関 教育機関 行政機関 司法機関 

HP・ 
啓発 

ﾘｰﾌﾚｯﾄ

その他 
※印含

む
不明 

240 
（16.1） 

24 
（1.6） 

― 
※ 

32 
（2.1） 

― 
※ 

78 
（5.2） 

27 
（1.8） 

26 
（1.7） 

1,067 
（71.5） 

1,494 
（100.0） 

・初回経路別では、「医療機関」が最も多く、次いで「HP・啓発ﾘｰﾌﾚｯﾄ」である。
・その他は、「マスコミ」、「研修受講」、「知人」等である。
・相談機関とは、相談事業所、被害者支援センター、民間 DV 相談窓口等である。

④相談内容別件数  （延べ件数） 
トラウマ・PTSD 一般精神 こころの健康 その他 計（％） 

1,348 
（90.2） 

67 
（4.5） 

74 
（5.0） 

5 
（0.3） 

1,494 
（100.0） 

・トラウマ・PTSD についての相談が、全体の 9 割を占める。

⑤トラウマ・ＰＴＳＤの内訳 （延べ件数） 
虐待 性被害 DV パワ 

ハラ
犯罪 
被害 死別 いじめ 暴力 

被害 
事故 
被害 

交通事
故被害 災害 事故 

目撃 その他 計 
（％） 

289 
（21.4） 

234 
（17.4） 

193 
（14.3） 

100 
（7.4） 

95 
（7.0） 

76 
（5.7） 

69 
（5.1） 

44 
（3.3） 

38 
（2.8） 

19 
（1.4） 

12 
（0.9） 

12 
（0.9） 

167 
（12.4） 

1,348 
（100.0） 

・トラウマ・PTSD の内訳は、「虐待」「性被害」「DV」の順で多い。
・その他は、様々な要因の複雑性や「暴言」等である。

⑥相談結果（処遇） （延べ件数） 
当診療所紹介 他機関紹介 制度等紹介 傾聴・助言 関係機関連絡 その他 計（％） 

618 
（41.4） 

113 
（7.6） 

56 
（3.7） 

422 
（28.2） 

270 
（18.1） 

15 
（1.0） 

1,494 
（100.0） 

⑦インテーク会議検討数 （検討延べ件数） 
専門職の面接の情報をもとに、診療の

可否等を決定し、処遇や対応方法について
検討を行う。また、関係機関からの相談事
例について、情報共有を行う。

※新規受け入れ患者の方針等を共有した数（R6 年度より計上） 

令和2 令和3 令和４ 令和5 令和6 

73 95 101 104 162 
※（60） 

４ 附属診療所の運営 

 附属診療所は、平成 16 年 6 月より、PTSD 症状などのトラウマに起因する心理的影響に関する治療を行っ
ており、受診については原則として関係機関からの紹介制にしている。また、公立学校共済組合から受託する
ストレスドック事業等を行う。
※10 未満の数値については最小集計単位の原則により「―」で表記し、「その他」に計上する。

（１） 診療所の体制
（ 診 療 日 ） 火曜日～土曜日（祝日、年末年始除く） 

※ただし、月曜日がハッピーマンデー又は振替休日の場合、その前の週の土曜日は休診。
（診療受付時間） 
（ 標 榜 科 ）  

  9：00～12：00  　13：00～16：00
　　精神科 

（２）受診件数 （延べ件数） 

・その他は主にストレスドックの受診者である。初診にはセカンドオピニオンも含まれる。

（３）専門治療件数 （延べ件数） 

長時間 
暴露療法 

（PE療法） 

トラウマ・
フォーカス
ト認知行動

療法
（TF-CBT） 

眼球運動に
よる脱感作
と再処理法 
（EMDR） 

複雑性悲嘆
の認知行動

療法 
（CGT） 

認知処理療法 
（CPT） 

ＳＴＡＩＲ
／ＮＳＴ 計 

72 43 132 29 0 0 276 

（４） 初診者の状況

①性別・年齢別
（性別） （人）   

男性 女性 計（％） 
16 

（23.5） 
52 

（76.5） 
68 

（100.0） 

（年齢別）     （人） 
20歳未満 20代 30代 40代 50歳以上 計（％） 

17 
（25.0） 

18 
（26.5） 

12 
（17.6） 

21 
（30.9） 

― 
※ 

68 
（100.0） 

※40 代に計上

② 地域別
（ブロック別） （人）  （近畿地区府県別）   （人） 

初診 再診 その他 計 
68 

（2.7） 
2,332 

（92.9） 
110 

（4.4） 
2,510 

（100.0） 

近畿 その他 計（％） 

68 
（100.0） 

0 
（0.0） 

68 
（100.0） 

兵庫 その他 計（％） 

64 
（94.1） 

4 
（5.9） 

68 
（100.0） 

写真 

（診察室風景） 

４ 附属診療所の運営 

 附属診療所は、平成 16 年 6 月より、PTSD 症状などのトラウマに起因する心理的影響に関する治療を行っ
ており、受診については原則として関係機関からの紹介制にしている。また、公立学校共済組合から受託する
ストレスドック事業等を行う。
※10 未満の数値については最小集計単位の原則により「―」で表記し、「その他」に計上する。

（１） 診療所の体制
（ 診 療 日 ） 火曜日～土曜日（祝日、年末年始除く） 

※ただし、月曜日がハッピーマンデー又は振替休日の場合、その前の週の土曜日は休診。
（診療受付時間） 
（ 標 榜 科 ）  

  9：00～12：00  　13：00～16：00
　　精神科 

（２）受診件数 （延べ件数） 

・その他は主にストレスドックの受診者である。初診にはセカンドオピニオンも含まれる。

（３）専門治療件数 （延べ件数） 

長時間 
暴露療法 

（PE療法） 

トラウマ・
フォーカス
ト認知行動

療法
（TF-CBT） 

眼球運動に
よる脱感作
と再処理法 
（EMDR） 

複雑性悲嘆
の認知行動

療法 
（CGT） 

認知処理療法 
（CPT） 

ＳＴＡＩＲ
／ＮＳＴ 計 

72 43 132 29 0 0 276 

（４） 初診者の状況

①性別・年齢別
（性別） （人）   

男性 女性 計（％） 
16 

（23.5） 
52 

（76.5） 
68 

（100.0） 

（年齢別）     （人） 
20歳未満 20代 30代 40代 50歳以上 計（％） 

17 
（25.0） 

18 
（26.5） 

12 
（17.6） 

21 
（30.9） 

― 
※ 

68 
（100.0） 

※40 代に計上

② 地域別
（ブロック別） （人）  （近畿地区府県別）   （人） 

初診 再診 その他 計 
68 

（2.7） 
2,332 

（92.9） 
110 

（4.4） 
2,510 

（100.0） 

近畿 その他 計（％） 

68 
（100.0） 

0 
（0.0） 

68 
（100.0） 

兵庫 その他 計（％） 

64 
（94.1） 

4 
（5.9） 

68 
（100.0） 

写真 

（診察室風景） 

４ 附属診療所の運営 

 附属診療所は、平成 16 年 6 月より、PTSD 症状などのトラウマに起因する心理的影響に関する治療を行っ
ており、受診については原則として関係機関からの紹介制にしている。また、公立学校共済組合から受託する
ストレスドック事業等を行う。
※10 未満の数値については最小集計単位の原則により「―」で表記し、「その他」に計上する。

（１） 診療所の体制
（ 診 療 日 ） 火曜日～土曜日（祝日、年末年始除く） 

※ただし、月曜日がハッピーマンデー又は振替休日の場合、その前の週の土曜日は休診。
（診療受付時間） 
（ 標 榜 科 ）  

  9：00～12：00  　13：00～16：00
　　精神科 

（２）受診件数 （延べ件数） 

・その他は主にストレスドックの受診者である。初診にはセカンドオピニオンも含まれる。

（３）専門治療件数 （延べ件数） 

長時間 
暴露療法 

（PE療法） 

トラウマ・
フォーカス
ト認知行動

療法
（TF-CBT） 

眼球運動に
よる脱感作
と再処理法 
（EMDR） 

複雑性悲嘆
の認知行動

療法 
（CGT） 

認知処理療法 
（CPT） 

ＳＴＡＩＲ
／ＮＳＴ 計 

72 43 132 29 0 0 276 

（４） 初診者の状況

①性別・年齢別
（性別） （人）   

男性 女性 計（％） 
16 

（23.5） 
52 

（76.5） 
68 

（100.0） 

（年齢別）     （人） 
20歳未満 20代 30代 40代 50歳以上 計（％） 

17 
（25.0） 

18 
（26.5） 

12 
（17.6） 

21 
（30.9） 

― 
※ 

68 
（100.0） 

※40 代に計上

② 地域別
（ブロック別） （人）  （近畿地区府県別）   （人） 

初診 再診 その他 計 
68 

（2.7） 
2,332 

（92.9） 
110 

（4.4） 
2,510 

（100.0） 

近畿 その他 計（％） 

68 
（100.0） 

0 
（0.0） 

68 
（100.0） 

兵庫 その他 計（％） 

64 
（94.1） 

4 
（5.9） 

68 
（100.0） 

写真 

（診察室風景） 

22 　兵庫県こころのケアセンター・令和６年度事業報告書



̐ɹෟଐྍॴのӡӦɹ̐ ෟଐྍॴのӡӦ

 ෟଐྍ所はɺฏ成 1� 年 � ݄ΑΓɺ1T4D 症ঢ়ͳどのトラウマにىҼ͢る৺ཧతӨڹに関͢るྍ࣏Λ行ͬ
ͯおΓɺडにͭいͯはݪଇͱͯ͠関機関͔Βのհ੍にͯ͠いる。またɺެ立学ࡁڞߍ߹͔Βडୗ͢る
ストϨスドッΫ事業等Λ行͏。
˞10 ະຬのにͭいͯは࠷খूܭ୯ҐのݪଇにΑΓ「ʕ」Ͱද͠هɺ「ͦのଞ」にܭ上͢る。

（̍） ྍॴのମ੍
（  ྍ  ） Ր༵～༵（ॕɺ年年࢝除く）

※たͩ͠ɺ݄༵͕ϋッϐーマンσーຢはৼସٳの߹ɺͦのલのिの༵はٳ。
（ྍड時ؒ） 
（ ඪ ᒗ Պ ）  

  �ɿ00～12ɿ00  13ɿ00～1�ɿ00
ɹɹਫ਼ਆՊ 

（̎）ड݅ （Ԇ݅）

・ͦのଞは主にストϨスドッΫのड者Ͱ͋る。ॳにはセΧンドΦϐχΦンもؚまΕる。

（̏）ઐ݅ྍ࣏ （Ԇ݅）

時ؒ
࿐ྍ法

（1&ྍ法）

トラウマ・
フォーΧス
ト認行動

ྍ法
（TF-CBT）

ӡ動にٿ؟
Αる࡞ײ
ͱ࠶処ཧ法
（&MDR）

ෳੑࡶ൵୰
の認行動

ྍ法
（C(T）

認処ཧྍ法
（C1T）

̨̧̩̖̞
ʗ̨̣̩ ܭ

�2 43 132 2� 0 0 2��

（̐） ॳऀのঢ়گ

ᶃੑผɾྸผ
（ੑผ） （人）   

உੑ ঁੑ （ˋ）ܭ
1�

（23�5）
52

（���5）
�8

（100�0）

（ྸผ）    （人）
ະຬࡀ20 20 30 40 Ҏ上ࡀ50 （ˋ）ܭ

1�
（25�0）

18
（2��5）

12
（1���）

21
（30��）

ʕ
˞

�8 
（100�0）

˞40 にܭ上
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̐ ෟଐྍॴのӡӦ
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ͯおΓɺडにͭいͯはݪଇͱͯ͠関機関͔Βのհ੍にͯ͠いる。またɺެ立学ࡁڞߍ߹͔Βडୗ͢る
ストϨスドッΫ事業等Λ行͏。
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（ ඪ ᒗ Պ ）  
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ストϨスドッΫ事業等Λ行͏。
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ͯおΓɺडにͭいͯはݪଇͱͯ͠関機関͔Βのհ੍にͯ͠いる。またɺެ立学ࡁڞߍ߹͔Βडୗ͢る
ストϨスドッΫ事業等Λ行͏。
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③受診経路（紹介元）別初診者数 （人） 

医療機関 行政機関 相談機関 教育機関 司法関係 その他 
※印含む 計（％） 

60 
（88.2） 

― 
※ 

― 
※ 

― 
※ 

0 
（0.0） 

8 
（11.8） 

68 
（100.0） 

・相談機関とは、被害者支援センター等である。

④診療内訳  （人）

・診療内訳は、「虐待」、「性被害」、「DV」で６割を占める。
※その他に計上している内、多いのは「いじめ」等である

（５） カウンセリングの状況
カウンセリングは診療所を受診し、PTSD 症状等のトラウマに起因する心理的影響を認め、治療の対象と

判断された患者のうち、心理治療が適当であると判断されたケースについて行っている。 

①性別・年齢別実施人数
（性別）   （延べ件数） 

（年齢別）  （延べ件数） 

20歳未満 20代 30代 40代 50代 60歳以上 計（％） 

― 
※ 

56 
（11.2） 

133 
（26.5） 

142 
（28.3） 

107 
（21.4） 

63 
（12.6） 

501 
（100.0） 

・年齢別では 30 代～50 代で７割以上を占める。
※20 代に計上

②内容別件数 （延べ件数） 

虐待 性被害 DV 事故 犯罪被害 震災 死別 その他 
※印含む 計（％） 

174 
（34.7） 

50 
（10.0） 

77 
（15.4） 

44 
（8.8） 

29 
（5.8） 

― 
※ 

29 
（5.8） 

98 
（19.5） 

501 
（100.0） 

・内容別では、「虐待」「DV」「性被害」の順に多い。
・その他は、「いじめ」、「パワハラ」等である。

③セッション別件数   （延べ件数） 
心理療法 心理テスト その他 計（％） 

398 
（79.4） 

37 
（7.4） 

66 
（13.2） 

501 
（100.0） 

・その他は主にストレスドッグ事業の受診者である。

虐待 DV 性被害 いじめ 交通事 
故被害 死別等 災害 暴力 

被害 
犯罪 
被害 

事故 
目撃 

パワ 
ハラ

その他  
※印含

む

計 
（%） 

18 
（26.5） 

10 
（14.7） 

13 
（19.1） 

― 
※ 

0 
（0.0） 

― 
※ 

― 
※ 

― 
※ 

― 
※ 

― 
※ 

― 
※ 

27 
（39.7） 

68 
（100.0） 

男性 女性 計（％） 
49 

（9.8） 
452 

（90.2） 
501 

（100.0） 

５ 地域支援活動の実施 
災害、事件や事故等の発生により「こころのケア」が必要な場合に、関係機関と調整のうえ、個人及び組

織に対する助言を行っている。 
また、必要に応じて、「こころケアチーム」を編成して現地に派遣し、コンサルテーションや、研修講師

等、地域支援活動を行っている。 

（１）東日本大震災（平成 23 年 3 月から継続）
（主 な 支 援 先）  宮城、福島県 
（対 応 職 種）  医師、公認心理師 
（対 象 者）  保健・医療関係者、自治体職員 
（支 援 回 数）  ３回 
（支援対象人数） 300 人 
（支 援 内 容）  研修講師等 

（２）熊本地震（平成 28 年 4 月から継続）
（主 な 支 援 先）  熊本県 
（対 応 職 種）  公認心理師 
（対 象 者）  自治体関係者 
（支 援 回 数）  ４回 
（支援対象人数）  200 人 
（支 援 内 容）  現地でのコンサルテーション、研修講師等 

（３）その他の災害（西日本豪雨は、平成 30 年 7 月から継続）
 （主 な 支 援 先）  大阪府、広島県、全国の自治体等 
（対 応 職 種）  医師、公認心理師 
（対 象 者）  保健・医療福祉・教育関係者、自治体職員等 
（支 援 回 数） 28 回 
（支援対象人数）  2,297 人 
（支 援 内 容） コンサルテーション、研修講師等

（４）ウクライナ避難民支援（令和 4 年度から）
 　  ※県庁内プロジェクトチーム会合、支援会議に出席

（５）自殺関連における危機対応
（主 な 支 援 先）  自殺発生事業所等 
（対 応 職 種）  医師、公認心理師、精神保健福祉士、保健師 
（支 援 回 数）  １回 
（支援対象人数）  30 人 
（支 援 内 容） コンサルテーション、研修講師等

（６）消防関連に関する危機対応
（主 な 支 援 先）  全国の消防関係 
（対 応 職 種）  医師、公認心理師 
（支 援 回 数）  33 回 
（支援対象人数）  2,021 人 
（支 援 内 容）  Web、対面でのコンサルテーション、研修講師等 
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̑ɹҬࢧԉ׆ಈの࣮ࢪɹ
̑ Ҭ支援活動の実施 

人及びݸ機関ͱௐの͏͑ɺ害ɺ事݅事故等のൃੜにΑΓ「͜͜Ζのケア」͕ඞཁͳ߹にɺ関ࡂ
৫に対͢るॿݴΛ行ͬͯいる。

またɺඞཁに応ͯ͡ɺ「͜͜Ζケアチーム」Λฤ成ͯ͠現に͠ݣɺコンサルテーションɺ研修講師
等ɺҬ支援活動Λ行ͬͯいる。

（̍）౦ຊେࡂ（ฏ ��  � ݄͔Βܧଓ）
（主 ͳ 支 援 ઌ） ɺ島県ٶ
（対 応 職 छ）  ҩ師ɺެ認৺ཧ師
（対  者） 保݈・ҩྍ関者ɺ࣏ࣗମ職員
（支 援 回 ） ̏回
（支援対人） 300 人
（支 援  ༰） 研修講師等

ຊ（ฏ۽（̎） ��  � ݄͔Βܧଓ）
（主 ͳ 支 援 ઌ） 本県۽
（対 応 職 छ）  ެ認৺ཧ師
（対  者） 者ମ関࣏ࣗ
（支 援 回 ） ̐回
（支援対人）  200 人
（支 援  ༰） 現Ͱのコンサルテーションɺ研修講師等

（̏）その他のࡂ（ຊ߽Ӎɺฏ ��  � ݄͔Βܧଓ）
（主 ͳ 支 援 ઌ） 大阪府ɺ島県ɺશࠃの࣏ࣗମ等
（対 応 職 छ）  ҩ師ɺެ認৺ཧ師
（対  者） 保݈・ҩྍڭ・ࢱ育関者ɺ࣏ࣗମ職員等
（支 援 回 ） 28 回
（支援対人）  22�� 人
（支 援  ༰） コンサルテーションɺ研修講師等

（̐）ΫϥΠφආຽࢧԉ（ྩ � ͔Β）
 ɹ  ˞県庁プロジΣΫトチーム会߹ɺ支援会議にग़੮

ରԠػة࿈ʹ͓͚Δؔࡴࣗ（̑）
（主 ͳ 支 援 ઌ）  ੜ事業所等ൃࡴࣗ
（対 応 職 छ）  ҩ師ɺެ認৺ཧ師ɺਫ਼ਆ保݈࢜ࢱɺ保݈師
（支 援 回 ） ̍回
（支援対人）  30 人
（支 援  ༰） コンサルテーションɺ研修講師等

（̒）ফؔ࿈ʹؔ͢ΔػةରԠ
（主 ͳ 支 援 ઌ） શࠃの消防関 
（対 応 職 छ）  ҩ師ɺެ認৺ཧ師
（支 援 回 ）  33 回
（支援対人） 2021 人
（支 援  ༰） 8eCɺ対໘Ͱのコンサルテーションɺ研修講師等
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（７）事件・事故における危機対応
（主 な 支 援 先）  支援機関機関、防災関係機関等 
（対 応 職 種）  医師、公認心理師 
（支 援 回 数）  3 回 
（支援対象人数）  79 人 
（支 援 内 容）  研修講師 関係機関へのコンサルテーション 

（８）虐待関連
（主 な 支 援 先）  医療機関、防災関係機関、自治体、教育機関、児童相談所、警察、福祉施設 等 
（対 応 職 種）  医師、公認心理師、精神保健福祉士、保健師 
（支 援 回 数）  33 回 
（支援対象人数）  1,667 人 
（支 援 内 容）  研修講師、関係機関へのコンサルテーション等 

（９）その他（施設見学等）
（主 な 支 援 先）  関係機関等 
（対 応 職 種）  公認心理師、精神保健福祉士、保健師 
（支 援 回 数）  30 回 
（支援対象人数）  2,818 人 
（支 援 内 容）  実習生への指導、施設見学等 
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̒ɹฌ͜͜ݝݿΖのέΞνʔϜʮͻΐ͏͝ %1"5ʯମ੍උۀࣄɹ（̓）݅ࣄɾނࣄʹ͓͚ΔػةରԠ
（主 ͳ 支 援 ઌ） 支援機関機関ɺ防ࡂ関機関等
（対 応 職 छ）  ҩ師ɺެ認৺ཧ師
（支 援 回 ）  3 回
（支援対人）  �� 人
（支 援  ༰） 研修講師 関機関のコンサルテーション 

ؔ࿈ٮ（̔）
（主 ͳ 支 援 ઌ）  ҩྍ機関ɺ防ࡂ関機関ɺ࣏ࣗମɺڭ育機関ɺ児童相談所ɺ警察ɺࢱ施設 等
（対 応 職 छ）  ҩ師ɺެ認৺ཧ師ɺਫ਼ਆ保݈࢜ࢱɺ保݈師
（支 援 回 ） 33 回
（支援対人）  1��� 人
（支 援  ༰）  研修講師ɺ関機関のコンサルテーション等

（̕）その他（ࢪઃֶݟ）
（主 ͳ 支 援 ઌ） 関機関等
（対 応 職 छ）  ެ認৺ཧ師ɺਫ਼ਆ保݈࢜ࢱɺ保݈師
（支 援 回 ） 30 回
（支援対人） 2818 人
（支 援  ༰）  実शੜのࢦಋɺ施設ݟ学等

̒ 兵庫県͜͜Ζのケアチーム「ͻΐ͏̙̥̖̩͝」ମ੍උ事業 

ࣗવࡂ害犯罪事݅・ۭߤ機・ྻं事故等ूஂࡂ害͕ൃੜ͠た߹ɺ被ࡂҬにおけるਫ਼ਆ保݈ҩ
ྍ機能͕Ұ時తにԼ͠ɺࡂ害ストϨス等にΑΓ৽たͳਫ਼ਆత͕ੜ͡る等ɺਫ਼ਆ保݈ҩྍの
धཁ͕֦大͢る͜ͱ͕͑ߟΒΕる。 

͜のΑ͏ͳ߹ɺ被ࡂҬのχーズに応͑る͔たͪͰɺ専門ੑのߴいਫ਼ਆՊҩྍのఏڙͱҬਫ਼ਆ
保݈活動の支援Λ行͏たΊɺࡂ害ݣਫ਼ਆҩྍチームΛฏ時͔Β設ஔ͢るඞཁ͕͋る͜ͱ͔Βɺ兵
庫県・ਆށ市ͱ࿈ࡂͯ͠ܞ害ൃੜ時の支援ମ੍のॆ実Λਤͬͯいる。 

˞ͻΐ͏͝D1"Tはɺฏ成2�年12݄1�にൃ͠た。͜ ͜Ζのケアセンターはɺ兵庫県ো害ࢱ՝ɺ
兵庫県ਫ਼ਆ保݈ࢱセンターͱͱもにௐ本部のׂΛ担͏。

（̍）ͻΐ͏̙̥̖̩͝ӡӦҕһձのࢀը

༰ ・能ొ島活動ใࠂ
定にͭいͯڠݣ害ࡂ・
年度のࠓ・ D1"T 研修にͭいͯ
࿅等にͭいͯ܇害ൃੜ活動ࡂ・

ᶄ मଧͪ߹Θͤݚ̩̖̥̙ ݄̑ 28（県ো害ࢱ՝ͱଧͪ߹わͤ）
༰ ・研修プログラムにͭいͯ

・修ྃূのൃ行にͭいͯ

（̎）ؔݍҬ̙̥̖̩࿈ܞମ੍のਪਐʹ͍ͭͯ
ྗڠԽڧ害時のωットϫーΫのࡂෆՄܽͰ͋Γɺฏ時ΑΓ͕関ྗڠ害時はۙྡ府県͔Βのࡂ

ମ੍Λߏங͢る͜ͱ͕ඞཁͰ͋る。ͦのたΊɺฏ成 30 年͔Β関の֤府県のਫ਼ਆ保݈ࢱセンタ
ー͕͠ूࢀɺࡂ害時のωットϫーΫのڧԽྗڠମ੍Λߏஙͯ͠いる。 

ᶃ 害時等対応࿈བྷ会議 ݄̒̕ࡂηϯλʔձɹࢱϒϩοΫਫ਼ਆอ݈ـۙ
加౻センターग़੮

ᶄ ؔҬ࿈߹ %1"5 加（8&B）ࢀमɹ12݄̏ݚ
༰ɿ能ొ島Ͱの活動ݧܦΛもͱに͠た被ࡂ時のඞཁͳ対応ͱඋ͑にͭいͯ

（̏）ฌ͜͜ݝݿΖのέΞνʔϜʮͻΐ͏̙̥̖̩͝ʯ׆ಈϚχϡΞϧの׆༻
本Λ;ま͑ͯฏ成۽ 30 年 3 ݄ 20 にްੜ࿑ಇ省ΑΓ「ࡂ害時݈ة߁機管ཧ支援チーム活動

ཁྖ」͕ൃग़さΕɺฏ成 30 年 3 ݄ 30 に「ࡂ害ݣਫ਼ਆҩྍチーム（D1"T）活動ཁྖ」͕Ұ部
վਖ਼さΕɺ兵庫県͜͜Ζのケアチーム「ͻΐ͏͝ D1"T」活動マχϡアルΛྩ和 2 年度վగ͠た。 

ྩ和 4 年 3 ݄ 2� に D1"T 活動のॳ動おΑびऴ݁に関͢る͜ͱ等Λத৺にɺ「ࡂ害ݣਫ਼ਆҩ
ྍチーム（D1"T）活動ཁྖ」͕Ұ部վਖ਼さΕた。͜ΕΒの༰Λ;ま͑ɺ活動マχϡアルΛ活༻
͠ɺ研修・܇࿅・会議等Λ௨ͯ͡関機関ͱの࿈ܞΛ行ͬͯいる。 

（̐）ฌ͜͜ݝݿΖのέΞνʔϜʮͻΐ͏̙̥̖̩͝ʯݚमձの։࠵
研修໊ ఔ    ༰ 定員 加者ࢀ

1F" 研修 �/11
（）

ᶃ講「ࡂ害支援・ة機管ཧ時の৺͑ߏ」
ᶄԋश「等のࣗવࡂ害の対応」 20 ໊ 2� ໊ 

D1"T研修 
（̍）

12/14
（） 

ᶃ講 害ࡂɺܞ害ҩྍ֓ɺਫ਼ਆ保݈ҩྍɺॾ機関ͱの࿈ࡂٛ」
時のײછ症対策」等

ᶄԋश「&M*4・ࡂ害ྍه +-41&&D・ใཧΫロϊロ等」
20 ໊ 50 ໊ 

D1"T研修 
（2 ） 

12/15
（） 

ᶃ講 本部ڌɺ活動ܞ౷ͱ࿈ܥྩ໋شࢦ害現におけるࡂٛ」
の設ஔͱӡ営ɺ支援者支援」

ᶄԋश「ආ難所（ମ育ؗɺখ学ߍɺެຽؗ）Ͱの活動」
ᶅグループϫーΫ 研修Ͱの学びɺҙަݟ等

20 ໊ 45 ໊ 

兵庫県ো害ࢱ՝・ਆށ市保݈所ௐ՝・兵庫県ਫ਼ਆ保݈ࢱセンター・兵庫県͜͜Ζのケアセ
ンター・ࡂ害ڌਫ਼ਆՊපӃ（̏පӃ）・兵庫県ਫ਼ਆՊපӃڠ会の̔機関Ͱߏ成

ᶃ ୈ � ճӡӦҕһձݝ %1"5 ӡӦҕһձ ݄̒̐ࢀ加
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ʮᨭ者ᨭ䛃䛾講⩏

ʮඃࡂͰの׆ಈঢ়گೖྗ࣮श」

ʮඃࡂͰのڞ௨ͨ͠هʹ͍ͭͯʯ

ʮආॴࢧԉのԋशʯ

ʮሗఏ㐩ᡭẁ䛃

ʮใ߲ࣄࠂのॻ͖ग़͠ʯ

ʮडԉମ੍のԋशʯ

ʮආॴࢧԉのԋशʯ

ᶄԋशの༷ࢠ

ᶃݚमの༷ࢠ 㸵 の㛤ദ࣒ࠖ࢘ࢪ࣏ンࢩこころのケアᅜ㝿ࠕ

阪ਆ・୶路大ࡂ 30 年及び兵庫県͜͜Ζのケアセンター։設 20 प年Λه೦ͯ͠ɺࠃ外の͜͜Ζのケア
の専門家にΑる講ԋɺఞ談ɺσΟスΧッションΛ༰ͱ͠た「͜͜Ζのケアࡍࠃシンポジウム」Λਆࡍࠃށ
会議Ͱ։催͠た。

̍ ֓ཁ

（ओ ࠵） ͜͜Ζのケアࡍࠃシンポジウム実行ҕ員会
（兵庫県ɺެӹஂࡒ法人ͻΐ͏͝هࡂ೦21ੈل研ڀ機ߏ）
ͻΐ͏͝安શのਪਐ県ຽ会議

（ςʔϚ） ͜͜Ζのケアの30年 ～ࣗવࡂ害͔Β子どものトラウマまͰ～
（ԉ ޙ） +*C"関ɺே৽ฉਆށ総ہɺಡച৽ฉࣾɺਆށ৽ฉࣾɺサンテϨビジョンɺ

/),ਆ์ށૹہɺ本トラウマテΟッΫ・ストϨス学会
（ ࣌） ྩ和̒年11݄2�（ਫ）10ɿ00～1�ɿ00 
（Ճऀࢀ） 4�2人（会ࢀ加及びΦンラインࢀ加）
（ ༰）

ᶃ第̍部ɿテーマ「ࣗવࡂ害ͱ͜͜Ζのケアʵ被ࡂ者の৺ཧత支援」
「害後の৺ཧࣾ会త支援の͋ΓํࡂΖのケアのํ法ʵ͜͜」ௐ講ԋج・

加౻ （兵庫県͜͜Ζのケアセンター）
・第̍部テーマにͮجくఞ談

લాਖ਼࣏（島県立ҩՊ大学ҩ学部ࡂ害͜͜Ζのҩ学講࠲主ڭत）
加౻ （兵庫県͜͜Ζのケアセンター）
大澤智子（兵庫県͜͜Ζのケアセンター上੮研ڀ主װ）

ᶄ第̎部ɿテーマ「子どもͱ家族のトラウマケア」
・ಋೖ 亀岡智美（兵庫県͜͜Ζのケアセンター෭センター）
「ͱトラウマインフォームドケアྍ࣏Ռ͕実ূさΕたޮ」ௐ講ԋ̍ج・

メリッサ・ラχΦン（ケンタッΩーभެ認৺ཧ師・TF-CBT φショφルトϨーφー）
ௐ講ԋ̎「本におけるトラウマインフォームドケアのҙٛͱ՝」ج・

ࡔ༞子（大阪大学大学Ӄ人ؒՊ学研ڀՊڭत）
・σΟスΧッション（コーσΟωーターɿ亀岡智美෭センター）

メリッサ・ラχΦン（ケンタッΩーभެ認৺ཧ師・TF-CBT φショφルトϨーφー）
ࡔ༞子（大阪大学大学Ӄ人ؒՊ学研ڀՊڭत）

Ճऀの৬छࢀ ̎

保݈ҩྍ職  20�
育職   ڭ 1��
ࢱ職    14�
行関   10� ͳど
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㸵 の㛤ദ࣒ࠖ࢘ࢪ࣏ンࢩこころのケアᅜ㝿ࠕ

阪ਆ・୶路大ࡂ 30 年及び兵庫県͜͜Ζのケアセンター։設 20 प年Λه೦ͯ͠ɺࠃ外の͜͜Ζのケア
の専門家にΑる講ԋɺఞ談ɺσΟスΧッションΛ༰ͱ͠た「͜͜Ζのケアࡍࠃシンポジウム」Λਆࡍࠃށ
会議Ͱ։催͠た。

̍ ֓ཁ

（ओ ࠵） ͜͜Ζのケアࡍࠃシンポジウム実行ҕ員会
（兵庫県ɺެӹஂࡒ法人ͻΐ͏͝هࡂ೦21ੈل研ڀ機ߏ）
ͻΐ͏͝安શのਪਐ県ຽ会議

（ςʔϚ） ͜͜Ζのケアの30年 ～ࣗવࡂ害͔Β子どものトラウマまͰ～
（ԉ ޙ） +*C"関ɺே৽ฉਆށ総ہɺಡച৽ฉࣾɺਆށ৽ฉࣾɺサンテϨビジョンɺ

/),ਆ์ށૹہɺ本トラウマテΟッΫ・ストϨス学会
（ ࣌） ྩ和̒年11݄2�（ਫ）10ɿ00～1�ɿ00 
（Ճऀࢀ） 4�2人（会ࢀ加及びΦンラインࢀ加）
（ ༰）

ᶃ第̍部ɿテーマ「ࣗવࡂ害ͱ͜͜Ζのケアʵ被ࡂ者の৺ཧత支援」
「害後の৺ཧࣾ会త支援の͋ΓํࡂΖのケアのํ法ʵ͜͜」ௐ講ԋج・

加౻ （兵庫県͜͜Ζのケアセンター）
・第̍部テーマにͮجくఞ談

લాਖ਼࣏（島県立ҩՊ大学ҩ学部ࡂ害͜͜Ζのҩ学講࠲主ڭत）
加౻ （兵庫県͜͜Ζのケアセンター）
大澤智子（兵庫県͜͜Ζのケアセンター上੮研ڀ主װ）

ᶄ第̎部ɿテーマ「子どもͱ家族のトラウマケア」
・ಋೖ 亀岡智美（兵庫県͜͜Ζのケアセンター෭センター）
「ͱトラウマインフォームドケアྍ࣏Ռ͕実ূさΕたޮ」ௐ講ԋ̍ج・

メリッサ・ラχΦン（ケンタッΩーभެ認৺ཧ師・TF-CBT φショφルトϨーφー）
ௐ講ԋ̎「本におけるトラウマインフォームドケアのҙٛͱ՝」ج・

ࡔ༞子（大阪大学大学Ӄ人ؒՊ学研ڀՊڭत）
・σΟスΧッション（コーσΟωーターɿ亀岡智美෭センター）

メリッサ・ラχΦン（ケンタッΩーभެ認৺ཧ師・TF-CBT φショφルトϨーφー）
ࡔ༞子（大阪大学大学Ӄ人ؒՊ学研ڀՊڭत）

Ճऀの৬छࢀ ̎

保݈ҩྍ職  20�
育職   ڭ 1��
ࢱ職    14�
行関   10� ͳど

̓ɹʮ͜͜ΖのέΞࡍࠃγϯϙδϜʯの։࠵

29ฌ͜͜ݝݿΖのέΞηϯλʔɾྩ̒ۀࣄใࠂॻɹ

ɹᶘɹྩ̒のऔΓΈ



３ アンケート結果等

「よかった」と回答された方が、第１部基調講演：98.1％、第１部鼎談：96.2％、第２部基調講演１：92.2
％、第２部基調講演２：100％、ディスカッション：100％であった。

  第１部では、自然災害時のこころのケアには、生活支援、健康支援、医療支援が重層的に提供される必
要があること、中長期的な支援を継続するため、当センターが今後も人材育成や支援者支援を担うべきこ
とが強調された。第２部では、子どもや家族のトラウマをケアするのに「トラウマインフォームドケア
（TIC）」の理念が、専門職にとっても子どもの生活を支える幅広い支援者にとっても有効であること、
この理念が支援者の二次受傷等を防ぐ支援にも活用できることが示された。第１部、第２部を通して、こ
ころのケアは、全ての人が生きやすい社会を構築するための普遍的な課題で、その取り組みに終わりはな
いことを確認した。

８ 情報の発信

　兵庫県こころのケアセンターが、どのような機能を持ち、どのような活動を行っているのか等について
広く知っていただくため、ホームページの運営やパネル展示など様々な取り組みを行った。 

（１）ホームページの運営
本センターの活動紹介をはじめ、研究成果や研修開催案内、シンポジウムの開催概要等を、わかり

やすく情報発信した。アクセス数が 30 万件を上回り、年々増加している。
  URL https://www.j-hits.org 

（２）パネル展示
本センターの機能、研究等を紹介したパネルに加え、東日本大震災、熊本地震など被災地における

支援活動に関するパネルの展示を行う等、情報提供に努めた。パネルをエントランスホールにて常設
展示している。

９ ひょうごヒューマンケアカレッジ事業の実施 

 阪神・淡路大震災の経験と教訓から培った、いのちの尊厳と生きる喜びを高める総合的アプローチで
あるヒューマンケアの理念に基づいた保健・医療・福祉分野における新たな専門的人材養成の講座や、
この理念に関する多様なニーズに対応した知識や技術の普及啓発と実践を担う県民向けの各種講座を
開催し、ひょうごヒューマンケアカレッジ事業を実施した。 

１ 専門的人材養成講座（兵庫県との共催） 

（１） 音楽療法講座
音楽療法の実践をめざす者に対し、音楽療法に関する知識や技術のほか、実践者としての資質等

を身に付ける機会を提供することにより、保健・医療・福祉・教育等の様々な分野において地域
で活動する県独自の音楽療法士の養成を図っている。

専門講座修了者を対象とした実践経験（6か月間の施設実習）を実施している。 

２ ヒューマンケア実践普及講座 

（１） グリーフケア講座
事件や事故、病気などで大切な人を失い、深い悲しみのため悲嘆(グリーフ)状態に陥った人やグ

リーフケアを提供する人に対応するため、グリーフに関する理解、知識、セルフケア等を学ぶ機
会を提供する。

（２） アートとこころのケア講座
現代社会における癒しや自己表現、セラピーなどにおけるアート（芸術）の役割を考えるとと

もに、近年注目されているダンスセラピー、音楽療法を含む芸術療法、園芸療法等について、そ
の内容や手法を学ぶ機会を提供する。

３ 事業実績 

（１） 講座関係

区 分 講 座 名 実施期間（回数） 受講者数 
ﾋｭｰﾏﾝｹｱ実
践普及講座

グリーフケア講座 R6.7.10～R6.9.18   （7回） 68名 
アートとこころのケア講座 R7.1.25～R7.3.8    （5回）  43名 

（２） 音楽療法士の認定審査
① 新規認定の審査

音楽療法講座専門講座修了者のうち、一定の実践経験を積んだ者を対象に、県独自の技能認定であ
る「兵庫県音楽療法士」の認定審査を行った。 

面接・実技審査日 
（認定審査会開催日） 認定申請者数 認定者数 

第１回 R6.6.22 １名 １名 
第２回 R7.1.18 10名 ９名 

　現代社会における癒しや自己表現、セラピーなどにおけるアート（芸術）の役割を考えるとと
もに、近年注目されているダンスセラピー、音楽療法を含む芸術療法、園芸療法等について、そ
の内容や手法を学ぶ機会を提供する。 

（１） 
（２） 
（３）

(２) 音楽療法士の認定審査
　県独自の技能認定である「兵庫県音楽療法士」の認定審査と、新規認定後４～５年目の者を対象に、
　更　新認　     定審査を行っている。

(３) 兵庫県音楽療法士現任研修
 「兵庫県音楽療法士」の資質向上を図るため、更新に係る説明会を実施している。

９ ひょうごヒューマンケアカレッジ事業の実施 

 阪神・淡路大震災の経験と教訓から培った、いのちの尊厳と生きる喜びを高める総合的アプローチで
あるヒューマンケアの理念に基づいた保健・医療・福祉分野における新たな専門的人材養成の講座や、
この理念に関する多様なニーズに対応した知識や技術の普及啓発と実践を担う県民向けの各種講座を
開催し、ひょうごヒューマンケアカレッジ事業を実施した。 

１ 専門的人材養成講座（兵庫県との共催） 

（１） 音楽療法講座
音楽療法の実践をめざす者に対し、音楽療法に関する知識や技術のほか、実践者としての資質等

を身に付ける機会を提供することにより、保健・医療・福祉・教育等の様々な分野において地域
で活動する県独自の音楽療法士の養成を図っている。

専門講座修了者を対象とした実践経験（6か月間の施設実習）を実施している。 

２ ヒューマンケア実践普及講座 

（１） グリーフケア講座
事件や事故、病気などで大切な人を失い、深い悲しみのため悲嘆(グリーフ)状態に陥った人やグ

リーフケアを提供する人に対応するため、グリーフに関する理解、知識、セルフケア等を学ぶ機
会を提供する。

（２） アートとこころのケア講座
現代社会における癒しや自己表現、セラピーなどにおけるアート（芸術）の役割を考えるとと

もに、近年注目されているダンスセラピー、音楽療法を含む芸術療法、園芸療法等について、そ
の内容や手法を学ぶ機会を提供する。

３ 事業実績 

（１） 講座関係

区 分 講 座 名 実施期間（回数） 受講者数 
ﾋｭｰﾏﾝｹｱ実
践普及講座

グリーフケア講座 R6.7.10～R6.9.18   （7回） 68名 
アートとこころのケア講座 R7.1.25～R7.3.8    （5回）  43名 

（２） 音楽療法士の認定審査
① 新規認定の審査

音楽療法講座専門講座修了者のうち、一定の実践経験を積んだ者を対象に、県独自の技能認定であ
る「兵庫県音楽療法士」の認定審査を行った。 

面接・実技審査日 
（認定審査会開催日） 認定申請者数 認定者数 

第１回 R6.6.22 １名 １名 
第２回 R7.1.18 10名 ９名 

　現代社会における癒しや自己表現、セラピーなどにおけるアート（芸術）の役割を考えるとと
もに、近年注目されているダンスセラピー、音楽療法を含む芸術療法、園芸療法等について、そ
の内容や手法を学ぶ機会を提供する。 

（１） 
（２） 
（３）

(２) 音楽療法士の認定審査
　県独自の技能認定である「兵庫県音楽療法士」の認定審査と、新規認定後４～５年目の者を対象に、
　更　新認　     定審査を行っている。

(３) 兵庫県音楽療法士現任研修
 「兵庫県音楽療法士」の資質向上を図るため、更新に係る説明会を実施している。

８ 情報の発信

　兵庫県こころのケアセンターが、どのような機能を持ち、どのような活動を行っているのか等について
広く知っていただくため、ホームページの運営やパネル展示など様々な取り組みを行った。 

（１）ホームページの運営
本センターの活動紹介をはじめ、研究成果や研修開催案内、シンポジウムの開催概要等を、わかり

やすく情報発信した。アクセス数が 30 万件を上回り、年々増加している。
  URL https://www.j-hits.org 

（２）パネル展示
本センターの機能、研究等を紹介したパネルに加え、東日本大震災、熊本地震など被災地における

支援活動に関するパネルの展示を行う等、情報提供に努めた。パネルをエントランスホールにて常設
展示している。
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の༰ख法Λ学Ϳ機会Λఏ͢ڙる。 

	̎
 Իָྍ๏࢜のೝఆ৹ࠪ
県ಠࣗのٕ能認定Ͱ͋る「兵庫県Իָྍ法࢜」の認定৹ࠪͱɺ৽ن認定後̐～̑年の者Λ対にɺ
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(20時間)

修了 ↓

↓

(約250時間)
実践論
分野

関連領域
分野

実技分野

修了 ↓

↓
(約６か月間)

申請 ↓

↓

↓

申請 ↓
4～5年目

↓
更 新 認 定

  音楽療法とは、音楽の持つ、生理的、心理的、社会的働きを、心身の障害の
軽減回復、機能の維持改善、生活の質の向上、問題となる行動の変容に向け
て、治療者が意図的、計画的に活用して行う行為である。

  わが国においては、1960年代後半から導入され、①精神障害への心理療法や
リハビリテーション、②神経症や心身症などに対する心理療法的音楽療法、③
障害児に対する発達療法的音楽療法、④認知症等の高齢者に対する音楽療法、
⑤ターミナルケアにおける音楽療法などが行われている。

実  践 経 験 等

実  践 経 験

認 定 審 査

兵庫県音楽療法士認定
（５年間有効）

基 礎 講 座

更新認定審査

受講者選考試験

専門講座修了者

ひょうごヒューマンケアカレッジ　

１ 音楽療法の定義等

音楽療法について

２ 「兵庫県音楽療法士」認定・更新の流れ

(参　考)

受講者選考試験

基 礎 講 座

専門講座修了者

実 践 経 験

認 定 審 査

兵庫県音楽療法士認定
（５年間有効）

更新認定審査

更 新 認 定

実  践 経 験 等

音楽療法講座専門講座

９ ひょうごヒューマンケアカレッジ事業の実施 

 阪神・淡路大震災の経験と教訓から培った、いのちの尊厳と生きる喜びを高める総合的アプローチで
あるヒューマンケアの理念に基づいた保健・医療・福祉分野における新たな専門的人材養成の講座や、
この理念に関する多様なニーズに対応した知識や技術の普及啓発と実践を担う県民向けの各種講座を
開催し、ひょうごヒューマンケアカレッジ事業を実施した。 

１ 専門的人材養成講座（兵庫県との共催） 

（１） 音楽療法講座
音楽療法の実践をめざす者に対し、音楽療法に関する知識や技術のほか、実践者としての資質等

を身に付ける機会を提供することにより、保健・医療・福祉・教育等の様々な分野において地域
で活動する県独自の音楽療法士の養成を図っている。

専門講座修了者を対象とした実践経験（6か月間の施設実習）を実施している。 

２ ヒューマンケア実践普及講座 

（１） グリーフケア講座
事件や事故、病気などで大切な人を失い、深い悲しみのため悲嘆(グリーフ)状態に陥った人やグ

リーフケアを提供する人に対応するため、グリーフに関する理解、知識、セルフケア等を学ぶ機
会を提供する。

（２） アートとこころのケア講座
現代社会における癒しや自己表現、セラピーなどにおけるアート（芸術）の役割を考えるとと

もに、近年注目されているダンスセラピー、音楽療法を含む芸術療法、園芸療法等について、そ
の内容や手法を学ぶ機会を提供する。

３ 事業実績 

（１） 講座関係

区 分 講 座 名 実施期間（回数） 受講者数 
ﾋｭｰﾏﾝｹｱ実
践普及講座

グリーフケア講座 R6.7.10～R6.9.18   （7回） 68名 
アートとこころのケア講座 R7.1.25～R7.3.8    （5回）  43名 

（２） 音楽療法士の認定審査
① 新規認定の審査

音楽療法講座専門講座修了者のうち、一定の実践経験を積んだ者を対象に、県独自の技能認定であ
る「兵庫県音楽療法士」の認定審査を行った。 

面接・実技審査日 
（認定審査会開催日） 認定申請者数 認定者数 

第１回 R6.6.22 １名 １名 
第２回 R7.1.18 10名 ９名 

　現代社会における癒しや自己表現、セラピーなどにおけるアート（芸術）の役割を考えるとと
もに、近年注目されているダンスセラピー、音楽療法を含む芸術療法、園芸療法等について、そ
の内容や手法を学ぶ機会を提供する。 

（１） 
（２） 
（３）

(２) 音楽療法士の認定審査
　県独自の技能認定である「兵庫県音楽療法士」の認定審査と、新規認定後４～５年目の者を対象に、
　更　新認　     定審査を行っている。

(３) 兵庫県音楽療法士現任研修
 「兵庫県音楽療法士」の資質向上を図るため、更新に係る説明会を実施している。

② 更新認定の審査
「兵庫県音楽療法士」の新規認定後４～５年目の者のうち、更新要件（新規認定後３年間以上の実

践経験等）を満たす者を対象に、更新認定審査を行った。 
(a) 更新申請者数   ８名 
(b) 更新認定者数   ８名 

（３） 兵庫県音楽療法士現任研修
① 未更新者を対象とした更新説明会の開催

日 時：令和６年７月18日(木)
参加者：22名

② 更新認定の審査
「兵庫県音楽療法士」の新規認定後４～５年目の者のうち、更新要件（新規認定後３年間以上の実

践経験等）を満たす者を対象に、更新認定審査を行った。 
(a) 更新申請者数   ８名 
(b) 更新認定者数   ８名 

（３） 兵庫県音楽療法士現任研修
① 未更新者を対象とした更新説明会の開催

日 時：令和６年７月18日(木)
参加者：22名
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（参　考）

Իָྍ๏ʹ͍ͭͯ
１   音楽療法の定義等 

Իָྍ法ͱはɺԻָのͭ࣋ɺੜཧతɺ৺ཧతɺࣾ会తಇ͖Λɺ৺のো害のܰݮ回復ɺ機能のҡ࣋վળɺ
ੜ活の࣭の上ɺͱͳる行動のม༰にけͯɺྍ࣏者͕ҙਤతɺܭըతに活༻ͯ͠行͏行ҝͰ͋る。

わ͕ࠃにおいͯはɺ1��0 年後͔ΒಋೖさΕɺᶃਫ਼ਆো害の৺ཧྍ法リϋビリテーションɺᶄ
ਆܦ症৺症ͳどに対͢る৺ཧྍ法తԻָྍ法ɺᶅো害児に対͢るൃୡྍ法తԻָྍ法ɺᶆ認症等の
 。者に対͢るԻָྍ法ɺᶇターϛφルケアにおけるԻָྍ法ͳど͕行わΕͯいるྸߴ

２   「兵庫県音楽療法士」認定・更新の流れ

(20時間)

修了 ↓

↓

(約250時間)
実践論
分野

関連領域
分野

実技分野

修了 ↓

↓
(約６か月間)

申請 ↓

↓

↓

申請 ↓
4～5年目

↓
更 新 認 定

��㡢ᴦ⒪法ࠊࡣ㡢ᴦのᣢࠊࡘ⏕⌮ⓗࠊᚰ⌮ⓗࠊ♫ⓗാࠊࢆࡁᚰ㌟の㞀ᐖの
㍍ῶᅇࠊ機⬟の⥔ᣢᨵၿࠊ⏕άの㉁のྥୖࠊၥ㢟ࡿ࡞⾜ືのኚᐜࡅྥ
ࠋࡿ࠶う⾜Ⅽ࡛⾜࡚ࡋ⏝άィ⏬ⓗࠊពᅗⓗࡀ⪅⒪ࠊ࡚

60�1ࠊࡣ࡚࠸࠾ᅜࡀࢃ��ᖺ௦ᚋ༙ࡽᑟධࠊࢀࡉձ⢭神㞀ᐖのᚰ⌮⒪法ࡸ
ճࠊᚰ⌮⒪法ⓗ㡢ᴦ⒪法ࡿࡍᑐ࡞ᚰ㌟ࡸղ神⤒ࠊンࣙࢩーࢸࣜࣅࣁࣜ
㞀ᐖඣᑐࡿࡍⓎ㐩⒪法ⓗ㡢ᴦ⒪法ࠊմㄆ▱➼の㧗㱋⪅ᑐࡿࡍ㡢ᴦ⒪法ࠊ
յターࣝࢼ࣑ケアࡿࡅ࠾㡢ᴦ⒪法ࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡀ࡞

実  践 経 験 等

実  践 経 験

認 定 審 査

兵庫県音楽療法士認定
（５年間有効）

基 礎 講 座

更新認定審査

受講者選考試験

専門講座修了者

ひょうごヒューマンケアカレッジ　

㸯 㡢ᴦ⒪ἲのᐃ⩏➼

㡢ᴦ⒪ἲ࡚࠸ࡘ

㸰 ࢀ兵庫県㡢ᴦ⒪ἲኈࠖㄆᐃ࣭᭦᪂のὶࠕ

�ཧ　⪃�

受講者選考試験

基 礎 講 座

専門講座修了者

実 践 経 験

認 定 審 査

兵庫県音楽療法士認定
（５年間有効）

更新認定審査

更 新 認 定

実  践 経 験 等

音楽療法講座専門講座

㸷 事業のᐇࢪࢵࣞ࢝ンケア࣐ーࣗࣄࡈ࠺ࡻࡦ

阪ਆ・୶路大ࡂのݧܦͱ͔܇ڭΒഓͬたɺいのͪのଚݫͱੜ͖るتびΛߴΊる総߹తアプローチͰ
͋るώϡーマンケアのཧ೦にͮجいた保݈・ҩྍ・ࢱ分における৽たͳ専門త人ࡐ養成の講࠲ɺ
͜のཧ೦に関͢るଟ༷ͳχーズに対応͠たٕࣝज़のී及ൃܒͱ実ફΛ担͏県ຽけの֤छ講࠲Λ
։催͠ɺͻΐ͏͝ώϡーマンケアΧϨッジ事業Λ実施͠た。

̍ ઐతਓࡐཆ࠲ߨ（ฌݝݿͱの࠵ڞ）

（̍） Իָྍ๏࠲ߨ
Իָྍ法の実ફΛΊ͟͢者に対͠ɺԻָྍ法に関͢るٕࣝज़の΄͔ɺ実ફ者ͱͯ͠の࣭ࢿ等

Λにける機会Λఏ͢ڙる͜ͱにΑΓɺ保݈・ҩྍ・ڭ・ࢱ育等の༷ʑͳ分においͯҬ
Ͱ活動͢る県ಠࣗのԻָྍ法࢜の養成Λਤͬͯいる。

専門講࠲修ྃ者Λ対ͱ͠た実ફݧܦ（�͔݄ؒの施設実श）Λ実施ͯ͠いる。

̎ ώϡʔϚϯέΞ࣮ફී࠲ߨٴ

（̍） άϦʔϑέΞ࠲ߨ
事݅事故ɺපؾͳどͰ大ͳ人Λࣦいɺਂ い൵͠ΈのたΊ൵୰	グリーフ
ঢ়ଶに陥ͬた人グ

リーフケアΛఏ͢ڙる人に対応͢るたΊɺグリーフに関͢るཧղɺࣝɺセルフケア等Λ学Ϳ機
会Λఏ͢ڙる。

（̎） Ξʔτͱ͜͜ΖのέΞ࠲ߨ
現ࣾ会における༊ࣗ͠ݾද現ɺセラϐーͳどにおけるアート（ܳज़）のׂΛ͑ߟるͱͱ

もにɺۙ年注さΕͯいるμンスセラϐーɺԻָྍ法ΛؚΉܳज़ྍ法ɺ園ܳྍ法等にͭいͯɺͦ
の༰ख法Λ学Ϳ機会Λఏ͢ڙる。

࣮ۀࣄ ̏

（̍） ؔ࠲ߨ

区 分 講 ࠲ ໊ 実施ؒظ（回） ड講者
űœŖŵƃşŗ実
ફී及講࠲

グリーフケア講࠲ R����10～R����18  （�回） �8໊
アートͱ͜͜Ζのケア講࠲ R��1�25～R��3�8    （5回）  43໊

（̎） Իָྍ๏࢜のೝఆ৹ࠪ
ᶃ ৽نೝఆの৹ࠪ

Իָྍ法講࠲専門講࠲修ྃ者の͏ͪɺҰ定の実ફݧܦΛੵΜͩ者Λ対にɺ県ಠࣗのٕ能認定Ͱ͋
る「兵庫県Իָྍ法࢜」の認定৹ࠪΛ行ͬた。

໘・実ٕ৹ࠪ
（認定৹ࠪ会։催） 認定ਃ者 認定者

第̍回 R����22 ໊̍ ໊̍
第̎回 R��1�18 10໊ ໊̕

現ࣾ会における༊ࣗ͠ݾද現ɺセラϐーͳどにおけるアート（ܳज़）のׂΛ͑ߟるͱͱ
もにɺۙ年注さΕͯいるμンスセラϐーɺԻָྍ法ΛؚΉܳज़ྍ法ɺ園ܳྍ法等にͭいͯɺͦ
の༰ख法Λ学Ϳ機会Λఏ͢ڙる。 

（̍）
（̎） 
（̏）

	̎
 Իָྍ๏࢜のೝఆ৹ࠪ
県ಠࣗのٕ能認定Ͱ͋る「兵庫県Իָྍ法࢜」の認定৹ࠪͱɺ৽ن認定後̐～̑年の者Λ対にɺ

。৽認    定৹ࠪΛ行ͬͯいるߋ

	̏
 ฌݝݿԻָྍ๏ݱ࢜ݚम
「兵庫県Իָྍ法࢜」の࣭ࢿ上ΛਤるたΊɺߋ৽にるઆ໌会Λ実施ͯ͠いる。

ᶄ ৽ೝఆの৹ࠪߋ
「兵庫県Իָྍ法࢜」の৽ن認定後̐～̑年の者の͏ͪɺߋ৽ཁ݅（৽ن認定後̏年ؒҎ上の実

ફݧܦ等）Λຬた͢者Λ対にɺߋ৽認定৹ࠪΛ行ͬた。
	B
໊̔  ৽ਃ者ߋ 
	C
໊̔  ৽認定者ߋ 

（̏） ฌݝݿԻָྍ๏ݱ࢜ݚम
ᶃ ະߋ৽ऀΛରͱͨ͠ߋ৽આ໌ձの։࠵

 時ɿྩ和̒年݄̓18	

加者ɿ22໊ࢀ

ᶄ ৽ೝఆの৹ࠪߋ
「兵庫県Իָྍ法࢜」の৽ن認定後̐～̑年の者の͏ͪɺߋ৽ཁ݅（৽ن認定後̏年ؒҎ上の実

ફݧܦ等）Λຬた͢者Λ対にɺߋ৽認定৹ࠪΛ行ͬた。
	B
໊̔  ৽ਃ者ߋ 
	C
໊̔  ৽認定者ߋ 

（̏） ฌݝݿԻָྍ๏ݱ࢜ݚम
ᶃ ະߋ৽ऀΛରͱͨ͠ߋ৽આ໌ձの։࠵

 時ɿྩ和̒年݄̓18	

加者ɿ22໊ࢀ
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    ྩ̒ ώϡʔϚϯέΞ࣮ફී࠲ߨٴ

˔άϦʔϑέΞ࠲ߨ（શ � ճɾ�� （ؒ࣌

月 ᪥ ᭙᪥ 時　間 講　　座　　ෆ　　ᐜ 講ᖌ 㻔 ᡤᒓ 䞉Ặྡ )

7 10 Ỉ 㻝㻟㻦㻟0 ～ 㻝㻢㻦㻟0
Ṛู䛸ᝒჃ （䜾䝸ー䝣） 䜢⌮ゎ䛩䜛䛯䜑䛻
（ᑟධ講⩏）

兵庫県䛣䛣䜝䛾ケア䝉ン䝍ー
䝉ン䝍ー㛗　ຍ⸨　ᐶ

7 17 Ỉ 㻝㻟㻦㻟0 ～ 㻝㻢㻦㻟0 䜾䝸ー䝣ケア䛸Ṛ⏕ほ
ίᅵ᐀㢪⏕ᑎ　
ఫ⫋　Ἑෆ　༤

7 31 Ỉ 㻝㻟㻦㻟0 ～ 㻝㻢㻦㻟0 ᝒჃ䛻䛴䛔䛶 （⥲論）
関すᏛ㝔Ꮫ
ே間⚟♴Ꮫ㒊ே間⛉Ꮫ⛉
ᩍᤵ　ᆏཱྀ　ᖾᘯ

8 23 㔠 㻝㻟㻦㻟0 ～ 㻝㻢㻦㻟0
䜾䝸ー䝣ケア䜢ᥦ౪䛩䜛ே䛾ケア
～⮬分⮬㌟䜢ษ䛻䛩䜛䝉䝹䝣ケア～

⚟ᓥ県❧་⛉Ꮫ་Ꮫ㒊
⅏ᐖ䛣䛣䜝䛾་Ꮫ講座
ᩍᤵ　℩⸨　⌮Ꮚ

8 30 㔠 㻝㻟㻦㻟0 ～ 㻝㻢㻦㻟0 ᚰ療ෆ⛉་䛸䛧䛶䛾㑇᪘ᨭ
⚄ᡞ㉥༑Ꮠ㝔
ᚰ療ෆ⛉㒊㛗　ᮧୖ　Ꮚ

9 11 Ỉ 㻝㻟㻦㻟0 ～ 㻝㻢㻦㻟0 䛣䛹䜒䛾䜾䝸ー䝣ケア
兵庫県䛣䛣䜝䛾ケア䝉ン䝍ー
デ療ᡤ㛗වୖᖍ◊✲ᖿ
୕Ꮿ　ెᏊ

9 18 Ỉ 㻝㻟㻦㻟0 ～ 㻝㻢㻦㻟0 ே⏕䛾୰䛾ᝒ䛧䜏䜢⏕䛝ᢤ䛟ຊ
ୖᬛᏛ䜾䝸ー䝣ケア◊✲ᡤྡᡤ㛗
ேຊ䜢☻䛟◊✲ᡤ
⌮㛗　㧘ᮌ　Ꮚ

˔Ξʔτͱ͜͜ΖのέΞ࠲ߨ（શ � ճɾ�� （ؒ࣌

月 ᪥ ᭙᪥ 時　間 講　　座　　ෆ　　ᐜ 講ᖌ 㻔 ᡤᒓ 䞉 Ặྡ )

1 25 ᅵ 㻝㻟㻦㻟0 ～ 㻝㻢㻦㻟0
⏬ᮦ䛸䜅䜜䛒䛔䚸 ே䛸䛴䛺䛜䜛
～アー䝖 䞉 䝉䝷䝢ーධ門～

⏥༡Ꮫே間⛉Ꮫ◊✲ᡤᐈဨ◊✲ဨ
බ認ᚰ⌮ᖌ 䞉⮫ᗋᚰ⌮士　ෆ⸨　䛒か䛽

2 1 ᅵ 㻝㻟㻦㻟0 ～ 㻝㻢㻦㻟0
か䜙䛰䜢㏻䛧䛯䝇䝖レ䝇ケア
䠉䝎ン䝇䝉䝷䝢ーධ門䠉

Ṋ庫ᕝዪᏊᏛ▷ᮇᏛ㒊
ᗂඣᩍ⫱Ꮫ⛉ᩍᤵ
㷂ᒣ　䜖か䜚

2 8 ᅵ 㻝㻟㻦㻟0 ～ 㻝㻢㻦㻟0
䝕ジ䝍䝹⤮ᮏ䜢䛴䛟䜝う䟿
～ඣ䜔Ⓨ㐩䛻ᅔ䜚ご䛸䛾䛒䜛Ꮚ䛹䜒䛯䛱䜢
䝃䝫ー䝖～

⚄ᡞᩍ⫱▷ᮇᏛᐈဨᩍᤵ
䜽䝸䜶䜲䝍ー （ᰴᘧ♫㻌䜾ッ䝗䞉䜾䝸ー䝣௦⾲ྲྀ⥾ᙺ）
ᮅ　Ẹᯞ

2 15 ᅵ 㻝㻟㻦㻟0 ～ 㻝㻢㻦㻟0
ⰼ䛸䜏䛹䜚䛷䛣䛣䜝䜢䛔䜔䛩ᅬⱁ療法　
～ண㜵ⓗ⏝か䜙ᆅ域䛷䛾ά⏝䜎䛷～

兵庫県❧ῐ㊰ᬒほᅬⱁᏛᰯ㻛兵庫県❧Ꮫ㻌講ᖌ
兵庫県ᅬⱁ療法士
᪥ᮏᅬⱁ療法Ꮫ認定ୖ⣭ᅬⱁ療法士
ᣢ　༟ஓ

3 8 ᅵ 㻝㻟㻦㻟0 ～ 㻝㻢㻦㻟0
音楽療法䛾䜶ッ䝉ン䝇䜢᪥ᖖ⏕ά䛻ྲྀ䜚ධ䜜䛶
䜏䜎䛫䜣か

┦ឡᏛ講ᖌ 䞉බ認ᚰ⌮ᖌ 䞉⮫ᗋᚰ⌮士
᪥ᮏ音楽療法Ꮫ認定音楽療法士
ᚋ⸨　ᾈᏊ

̍̌ その他डୗۀࣄ

मݚ̖̘̞̟（̍）
ᶃ ̟̞̘̖՝ผݚम（ʮࡂʹ͓͚Δ͜͜ΖのέΞʯίʔε）

    本のݧܦɺݟΛもͱにࡂ害マωジメントサイΫルにおける保݈ҩྍ及びਫ਼ਆ保݈のׂΛ
ཧղ͠ɺࡂ害におけるਫ਼ਆ保݈策の立Ҋにඞཁͳ能ྗΛڧԽ͢る研修Λ実施͠た。

   （時 ݄̕～和̒年̔ྩ  （ظ
   （対ࠃ）  マϨーシアɺウΫライφ等
   （対者）  ֤ࠃதԝ省庁及びํ行機関のҩ師等
（加者ࢀ）    ໊̔
   （実施ํ法） 対໘実施 ˞Ұ部ΦンラインΛ活༻͠たԕִ実施

     
（̎）ফ৬һのϝϯλϧϔϧεέΞの࣮ࢪ

ਆށ市等͔ΒҕୗΛडけɺメンタルヘルスに関͢るࢦಋ・相談Λ行͏ͱͱもにɺ研修会Λ実施͠た。
ᶃ ਆࢢށ

    実施ؒظɿྩ和̒年݄̐̍（݄）～ྩ和̓年݄̏ 31 （݄）
    ։催所ɿਆށ市消防学ߍ
    実施人ɿ10 ໊（相談）ɺ1�3 ໊（研修̒回）

ᶄ ࢢٶ
    実施ؒظɿྩ和̒年݄̐̍（݄）～ྩ和̓年݄̏ 31 （݄）
    ։催所ɿٶ市消防ہ本部
    実施人ɿ໊̐（相談）ɺ18 ໊（研修̍回）

ᶅ  कࢢޱਅࢢফ߹
実施ؒظɿྩ和̒年݄̐̍（݄）～ྩ和̓年݄̏ 31 （݄）

    実施人ɿ35� ໊（ストϨスチΣッΫ）ɺ໊̌（相談）

34 ɹฌ͜͜ݝݿΖのέΞηϯλʔɾྩ̒ۀࣄใࠂॻ



̍̌ その他डୗۀࣄ

मݚ̖̘̞̟（̍）
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    本のݧܦɺݟΛもͱにࡂ害マωジメントサイΫルにおける保݈ҩྍ及びਫ਼ਆ保݈のׂΛ
ཧղ͠ɺࡂ害におけるਫ਼ਆ保݈策の立Ҋにඞཁͳ能ྗΛڧԽ͢る研修Λ実施͠た。
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   （対ࠃ）  マϨーシアɺウΫライφ等
   （対者）  ֤ࠃதԝ省庁及びํ行機関のҩ師等
（加者ࢀ）    ໊̔
   （実施ํ法） 対໘実施 ˞Ұ部ΦンラインΛ活༻͠たԕִ実施

     
（̎）ফ৬һのϝϯλϧϔϧεέΞの࣮ࢪ

ਆށ市等͔ΒҕୗΛडけɺメンタルヘルスに関͢るࢦಋ・相談Λ行͏ͱͱもにɺ研修会Λ実施͠た。
ᶃ ਆࢢށ

    実施ؒظɿྩ和̒年݄̐̍（݄）～ྩ和̓年݄̏ 31 （݄）
    ։催所ɿਆށ市消防学ߍ
    実施人ɿ10 ໊（相談）ɺ1�3 ໊（研修̒回）

ᶄ ࢢٶ
    実施ؒظɿྩ和̒年݄̐̍（݄）～ྩ和̓年݄̏ 31 （݄）
    ։催所ɿٶ市消防ہ本部
    実施人ɿ໊̐（相談）ɺ18 ໊（研修̍回）

ᶅ  कࢢޱਅࢢফ߹
実施ؒظɿྩ和̒年݄̐̍（݄）～ྩ和̓年݄̏ 31 （݄）

    実施人ɿ35� ໊（ストϨスチΣッΫ）ɺ໊̌（相談）
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ɹᶘɹྩ̒のऔΓΈ



̍̍ ֎෦ධՁの࣮ࢪ

ଟ༷ͳ事業Λదਖ਼͔ͭޮՌతɺޮతに行ͬͯいくたΊɺ༗ࣝ者͔Βͳる外部ධՁҕ員会Λ設ஔ͠ɺ
外部ධՁΛ実施͠た。

ྩ和̒年 10 ݄ 1� （ਫ）に外部ධՁҕ員会Λ։催͠ɺྩ和̑年度実施分にͭいͯධՁΛडけた。
ҕ員໊及びධՁ݁ՌはҎԼのͱおΓ。ͳおɺධՁ݁Ռにͭいͯはɺ兵庫県にใ͢ࠂるͱͱもにɺ本セ

ンター及び機ߏのϗームϖージ上Ͱެද͠た。

（ҕһ໊）
  ా ࿕ 大阪人ؒՊ学大学 特ڭत

東施ాΫリχッΫ Ӄ（ҕ員）
୍ ༲三  大阪ڭ育大学学ߍ安શਪਐセンターڭत
࣍関センターߏ機ྗڠࡍࠃ井  ݈  ಠ立行法人ࠓ
௰本 ࢜ センター所ࢱլ県立ਫ਼ਆ保݈࣎

（ධՁ݁Ռ）
ධՁۀࣄผݸ

ධՁ対事業 ධՁ

研修事業 ̖

ใのऩूൃ৴・ී及ൃܒ事業 ̖

࿈ܞ・ަྲྀ事業 ̨

相談事業 ̖

ෟଐྍ所のӡ営 ̨

ώϡーマンケアΧϨッジ事業（Իָྍ法࢜養成講࠲） ̖

ώϡーマンケアΧϨッジ事業（実ફී及講࠲） ̖

安定తͳӡ営のたΊのऩ支バランスの֬保等 ̖

研ڀௐࠪにる総߹తͳධՁ ̖

    ˞ධՁج४
   ̨ɿ年度ܭըΛ大͖く上回ΓɺதܭظըΛे分にୡ͠ಘる༏Εた業Λ上͛ͯいる。
      ̖ɿ年度ܭըどおΓɺதܭظըΛे分ୡ͠ಘるՄ能ੑ͕ߴい。
   ̗ɿ年度ܭըどおΓͱい͑ͳい໘も͋る͕ɺए͠くはྗにΑͬͯதܭظըΛୡ͠ಘる。
   ̛ɿ年度ܭըΛ大͖くԼ回ͬͯいる。ຢはதܭظըΛୡ成͠ಘͳいՄ能ੑ͕͋る。

��ɹ֎෦ධՁの࣮ࢪɹ ૯߹ධՁ

・当センターはɺトラウマ・1T4Dͳど「͜͜Ζのケア」に関͢るଟ༷ͳ機能Λ༗͢るશࠃॳのڌ施
設ͱͯ͠2004年݄̐に設ஔさΕɺ20年͕ܦա͠た。

・「͜͜Ζのケア」のڌ機関ͱͯ͠ɺ研ڀ機能ɺ人ࡐ養成・研修機能ɺ相談・ྍ機能ɺใのऩू
ൃ৴・ී及ൃܒ機能ɺ࿈ܞ・ަྲྀ機能の5ͭの機能ΛɺܭըతɺޮՌతɺޮతに実施さΕͯいる。

・研ڀ໘Ͱはトラウマ関࿈のҙٛ͋る研͕ڀਐΊΒΕɺ県ҕୗにΑるظ研ڀɺظ研ڀɺ外部ۚࢿΛ
֫ಘ͠たଟくの研ڀにおいͯもɺセンターの特৭の͋る研ڀ՝͕設定さΕɺண実に研ڀ成Ռ͕ग़ͤ
ͯいる。

・人ࡐ養成・研修にͭいͯɺࡂ害被ࡂɺ犯罪被害ɺい͡Ίɺ虐待・D7ɺ൵୰ɺ業務関࿈ストϨス等に関
͢る͜͜Ζのケア研修͕実施さΕɺଟくのࢀ加͕͋ͬた。またɺトラウマ1T4Dに関͢る特ผ研修
はɺ当センターの特Λग़͢औΈͰ͋る。

・ώϡーマンケアのཧ೦にͮجく実ફ事業にͭいͯはɺԻָྍ法࢜の養成ɺ実ફී及講࠲においͯɺグ
リーフケア͕Ͱ͖る人ࡐ養成ͳど人తݯࢿの֬保にも務Ίͯいる。

・ใのऩूൃ৴・ී及ൃܒͰはɺ「トラウマインフォームドケア」Λテーマにɺ͜͜Ζのケアシンポ
ジウム͕։催さΕɺଟくのࢀ加者͕͋ΓධՁͰ͖る。

・࿈ܞɺަ ྲྀ໘Ͱはɺ被ࡂ等の͜͜Ζのケアに関͢る支援͕ܧଓͯ͠ͳさΕɺまたɺͻΐ͏͝D1"T
の活動においͯもɺ研修の実施ͳど関ݍҬͰの࿈ڧܞԽに͠ݙߩたɺࡂ害支援の人ࡐ養成にΊ
ͯいるもධՁͰ͖る。

・相談ɺྍにおいͯɺインテーΫ会議の定例Խͳどɺ相談ͱྍの࿈͕ܞਐΊΒΕɺෳ1ੑࡶT4D
子どものトラウマの専門తྍ機関ͱͯ͠のׂ͕ՌたさΕͯいる。

・ॏཁੑ͕ࢦఠさΕͳ͕Βɺͳ͔ͳ͔ਁಁͯ͠い͔ͳい「トラウマインフォームドケア」のී及͕ൃܒ
。ΊΒΕɺ兵庫県͜͜Ζのケアセンター͕ͦのׂΛ担ͬͯいるٻ

・Ҿ͖ଓ͖ɺ現行のཧ೦・ํੑΛܧଓͯ͠いく͜ͱ͕まΕる。兵庫県にΑるɺΑΓҰのࡒత支
援ɺ人త支援ɺ人ࡐ育成支援等のྀ͕ٻΊΒΕる。
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１１ 外部評価の実施 
 
 多様な事業を適正かつ効果的、効率的に行っていくため、有識者からなる外部評価委員会を設置し、
外部評価を実施した。 
 令和６年 10 月 16 日（水）に外部評価委員会を開催し、令和５年度実施分について評価を受けた。 
 委員名及び評価結果は以下のとおり。なお、評価結果については、兵庫県に報告するとともに、本セ
ンター及び機構のホームページ上で公表した。 
 
（委員名） 
  野田 哲朗 大阪人間科学大学 特任教授 

東布施野田クリニック 院長（委員長） 
瀧野 揚三  大阪教育大学学校安全推進センター教授 

 今井  健  独立行政法人国際協力機構関西センター次長 
辻本 哲士 滋賀県立精神保健福祉センター所長 
 

（評価結果） 
 個別事業評価 

評価対象事業 評価 

 研修事業 Ａ 

 情報の収集発信・普及啓発事業 Ａ 

 連携・交流事業 Ｓ 

 相談事業 Ａ 

 附属診療所の運営 Ｓ 

ヒューマンケアカレッジ事業（音楽療法士養成講座） Ａ 

ヒューマンケアカレッジ事業（実践普及講座） Ａ 

 安定的な運営のための収支バランスの確保等 Ａ 

 研究調査に係る総合的な評価 Ａ 

    ※評価基準 
   Ｓ：年度計画を大きく上回り、中期計画を十分に達し得る優れた業績を上げている。 
      Ａ：年度計画どおり、中期計画を十分達し得る可能性が高い。 
   Ｂ：年度計画どおりといえない面もあるが、工夫若しくは努力によって中期計画を達し得る。 
   Ｆ：年度計画を大きく下回っている。又は中期計画を達成し得ない可能性がある。 
  

 

 総合評価 
 
・当センターは、トラウマ・PTSDなど「こころのケア」に関する多様な機能を有する全国初の拠点施

設として2004年４月に設置され、20年が経過した。 
 
・「こころのケア」の拠点機関として、研究機能、人材養成・研修機能、相談・診療機能、情報の収集

発信・普及啓発機能、連携・交流機能の5つの機能を、計画的、効果的、効率的に実施されている。 
 
・研究面ではトラウマ関連の意義ある研究が進められ、県委託による短期研究、長期研究、外部資金を

獲得した多くの研究においても、センターの特色のある研究課題が設定され、着実に研究成果が出せ
ている。 

 
・人材養成・研修について、災害被災、犯罪被害、いじめ、虐待・DV、悲嘆、業務関連ストレス等に関

するこころのケア研修が実施され、多くの参加があった。また、トラウマやPTSDに関する特別研修
は、当センターの特徴を出す取組みである。 

 
・ヒューマンケアの理念に基づく実践事業については、音楽療法士の養成、実践普及講座において、グ

リーフケアができる人材養成など人的資源の確保にも務めている。 
 
・情報の収集発信・普及啓発では、「トラウマインフォームドケア」をテーマに、こころのケアシンポ

ジウムが開催され、多くの参加者があり評価できる。 
 
・連携、交流面では、被災地等へのこころのケアに関する支援が継続してなされ、また、ひょうごDPAT

の活動においても、研修の実施など関西圏域での連携強化に貢献した点、災害支援の人材養成に努め
ている点も評価できる。 

 
・相談、診療において、インテーク会議の定例化など、相談と診療の連携が進められ、複雑性PTSDや

子どものトラウマへの専門的診療機関としての役割が果たされている。 
 
・重要性が指摘されながら、なかなか浸透していかない「トラウマインフォームドケア」の普及啓発が

求められ、兵庫県こころのケアセンターがその役割を担っている。 
 
・引き続き、現行の理念・方向性を継続していくことが望まれる。兵庫県による、より一層の財政的支

援、人的支援、人材育成支援等の配慮が求められる。 
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　本日はこのようなγンϙδウϜを։࠵いたしました
ところ、たくさんの方にご参加いただきました。会場
にお越しの皆様、そしてウΣϒでごࢹௌの皆様に心か
らँײ申し上げます。
　この�0年ؒ、センターができてからͣっとごࢧԉ
をࣀりました関ऀの皆様、一ॹに事をしてきまし
たセンターεタοϑにもここでँײ申し上げます。

　こころのケアについて、この30年を振り返って、
ざっくばらんなおをします。

　ʮこころのケアʯというݴ༿がわれてかれこれ30
年になりますが、࣮ はॳはඇৗにෆ҆を࣋ちながら、
いろいろな౻を͡ײながらこのݴ༿をってきまし
た。その30年લの状況を振り返り、その上で、いろ

いろなۤ࿑をしながら、ޙࡂのඃࢧऀࡂԉの方法に
ついて、どんなઓུにたどりணいたかをおしします。
　࣌、こころのケアはඃऀࡂの方にとってडけೖれ
いものでした。そのためにどういうଶでࢧԉしな
ければいけなかったかをおしし、そのことがࡕਆɾ
୶࿏େࡂҎ߱のいろんなࡂにどのように生かされ
たのかをհします。
　ઌほどཧ事長のにもありましたが、౦日本େࡂ
というະિ༗のࡂがあって、この࣌にこころのケア
がどう発展したのかをおします。
　この࢛ੈلで、こころのケアだけではなく、本
にいろいろな分で手ްいࢧࡂԉମ੍が構築されま
したが、っていると思われるいろいろな題につい
ておします。
だけではࡂ、のにつなげるためにޙޕ、にޙ࠷　
ないこころのケアのがりについておします。

　ʮこころのケアʯというݴ༿は、����年にࢽࡶۀ
のʰこころのՊֶʱにॳめてొ場します。このときに
ऩࡌされていたタイトϧがࣔすように、こころのケア
は今でいうターミφϧケアなどと同のݴ༿でした。
この��年をޙ࠷にʮこころのケアʯというݴ༿はあ

兵庫県こころのケアセンター長

Ճ౻　　

ԋߨௐج �こころのケアのํ๏　ʕޙࡂの৺ཧࣾձతࢧԉの͋Γํ

ɹԋɹ̡ߨ ୈ �෦ʳࣗવࡂͱこころのケア �ඃऀࡂの৺ཧతࢧԉ
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いろなۤ࿑をしながら、ޙࡂのඃࢧऀࡂԉの方法に
ついて、どんなઓུにたどりணいたかをおしします。
　࣌、こころのケアはඃऀࡂの方にとってडけೖれ
いものでした。そのためにどういうଶでࢧԉしな
ければいけなかったかをおしし、そのことがࡕਆɾ
୶࿏େࡂҎ߱のいろんなࡂにどのように生かされ
たのかをհします。
　ઌほどཧ事長のにもありましたが、౦日本େࡂ
というະિ༗のࡂがあって、この࣌にこころのケア
がどう発展したのかをおします。
　この࢛ੈلで、こころのケアだけではなく、本
にいろいろな分で手ްいࢧࡂԉମ੍が構築されま
したが、っていると思われるいろいろな題につい
ておします。
だけではࡂ、のにつなげるためにޙޕ、にޙ࠷　
ないこころのケアのがりについておします。

　ʮこころのケアʯというݴ༿は、����年にࢽࡶۀ
のʰこころのՊֶʱにॳめてొ場します。このときに
ऩࡌされていたタイトϧがࣔすように、こころのケア
は今でいうターミφϧケアなどと同のݴ༿でした。
この��年をޙ࠷にʮこころのケアʯというݴ༿はあ

兵庫県こころのケアセンター長

Ճ౻　　
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まりわれなくなりましたが、ࡕਆɾ୶࿏େޙࡂに
。ͼొ場しました࠶

　まͣϝディアの方がઌߦしてったというのが࣮ݱ
だったと思います。たしか݄̍�5日͙らいですか、
ਆށ৽聞にॳめてʮこころのケアʯというݴ༿がొ場
します。
　こころのケアセンターをつくるにあたり、ઌん͡た
にରしてఏߦがऀݧܦಈされたいろいろな׆でࡂ
େֶにおられたྛय़உઌژ࣌されたようです。ݴ
生たちが、ߦにରし、これはେ事だからやったらど
うだとんにおっしΌって、こころのケアセンターに
つながっていきました。
　ࠞཚのதで४උして、���5年の݄̒にこころのケ
アセンターがཱち上がりますが、これはࡏݱのこころ
のケアセンターとはҧいます。Լにॻいてありますけ
れども、ࡕਆɾ୶࿏େࡂ෮ۚجڵでつくられた̑年
のݶظで年ؒ̏ԯԁの予ࢉで׆ಈしました。これは、
݄̒にઃཱされて̑年ؒですので、�00�年݄̏まで
。ಈいたしました׆

　このこころのケアセンターをいたのが、࣌ਆށ
େֶのਫ਼ਆՊのڭतだったதҪٱઌ生です。ࡏݱの
こころのケアセンターॳのセンター長ですが、தҪ

ઌ生がちΐうど今の私と同͙͡らいの�0લの࣌、
࣌のこころのケアセンターを引きडけてཉしいとཁ
され、かなりফۃ的なをされているんですͶ。ʮ定
年まであと̍年。ޙࡂもؤுって、あとちΐっと
しかないので一ଉつこうと思ったところで、こころの
ケアセンターをཱち上げ、さらにいなさいとݴわれ
た。本にやるؾが出ないな。ʯ本にਖ਼な心だ
と思いますけれども、ʮ引きडけないでࡁΉならその
方がよかった。でも、方がないので引きडけたʯと
いうことがॻいてあります。そういう状況でதҪઌ生
が引きडけられて、࣌のこころのケアセンターがで
きました。
　私も、ਆށେֶଔޙۀ、౦ژで�0年͙らいපӃに
ݴがେมだ、ってきなさいʯとށめており、ʮਆۈ
われってきました。どういうϙεトにबけばいいか
ということで、こころのケアセンターができるからそ
こにߦけとݴわれ、���5年の݄̔からߦきました。
　こころのケアセンターをུすとʮこケセンʯです。
いつこけるか分からないとݴわれていましてʢসʣ、
ඇৗにෆ҆でしたけれども、ほかにߦく人がいなかっ
たのでߦきました。

　̍年ؒ׆ಈして、��年の݄̍ࠒの自分がॻいたจ
ষを発ݟしました。定ظ的にʰ%7"1�5*.&4ʱと
いうػ関ࢴを発ߦしておりまして、そこにॻいた
จষです。
　ともかく、こころのケアというのはイϝーδઌߦで
した。ϝディアはいろいろݴいましたが、࣮׆ࡍಈし
てみるとどう׆ಈしていいか全く分からなかった。ࡕ
ਆɾ୶࿏େࡂҎޙのࡂでもそうですが、こころ
のケアセンターはগしれてから࡞られます。ඃޙࡂ
ͣっとࢧԉをしているอ݈ࢣさんなどのݩの関ऀ
にとっては一൪れて参加してくるࢧԉऀなのでʮこ
いつらはԿやͶんʯということです。ʮこころのケア
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センターができて、いろんなεタοϑが来たけれども、
Կをしてくれるんだʯと、なかなかݱのࢧԉऀの方
たちにはडけೖれられませんでした。
　ӡӦもӈԟࠨԟしてなかなかମ੍がݻまりませんで
した。࣌参加した人たちはඇৗにҙؾに͡ײて参加
し、ԕくはՎࢁから参加したεタοϑもおりました
が、Կをしていいか分からないし、ଟくの方はҬࢧ
ԉに関して全くૉ人でした。डけೖれたଆはʮこいつ
らちっともにཱたない͡Όないかʯと͡ײたみたい
で、ೝいただくのにؒ࣌がかかりました。関ͮく
りをして、ʮ自分たちはどういうことができますʯと
アϐーϧしながら、本に手୳りでいろいろな׆ಈの
方を考えたということで、こういうจষを私はし
ました。ඇৗにεトϨεϑϧでした。

　ただ、̍年ʙ̎年たつとようやくઓུがݟえてきま
した。これがたどりணいたઓུです。
　一つは、ともかくʮこころのケアʯʮこころʯとい
うことをڧௐしないようにしましΐうということで
す。ඃऀࡂの方は、こころをڧௐされるとײ߅を๊
かれることがଟいようなのです。今でこそগしมわり
ましたけれども、ਫ਼ਆ的なපؾに関してはʮεティά
マʯを͡ײられますので、なかなかडけೖれられませ
んでした。なので、डけೖれやすくするをしなけ
ればいけない。
　そこで、こころのケアをڧௐしないようにする。そ
して、っていても来られる方はほとんどおられませ
んでしたので、こちらから出かけていって、Ծઃॅ
のݰ関をϊοΫして、Կかできることありませんかと
いう出લをやりました。ʮアウトϦーνʯとݴいますが、
それをしなければ૬手にされないことをֶͼました。
　そして、こころのケアをڧௐしないわりに、ほか
のྖҬのࢧԉऀ、たとえばϘランティアの方やอ݈ࢣ

さんと一ॹに事をしなければならないこともֶͼま
した。そして、こころのケアの本࣭はʮඃऀࡂの方が
ճ෮ྗを発شするようなࢧԉをすることʯだというこ
とにたどりணきました。そういうҙຯでは、ྍ࣏では
なくて、その方たちが生׆をݐ࠶していくதでࠔった
ことについて一ॹに考えて、できることを一ॹにやっ
ていくというଶがେ事だということにたどりணきま
した。
　また、さまざまなࢧԉऀがೖっておりましたので、
その方たちからٻめられればコンαϧテーγϣンをす
ることもॏཁだと思いました。こうしたઓུが私たち
のׂだなとたどりணいたのが̎年͙ޙらいだったと
思います。そこからようやく׆ಈがيಓにり、डけ
ೖれられていきました。

　ճ෮ྗを高めるにはどんなことがඞཁかを考えてみ
ましΐう。ݴうまでもなく一൪େ事なことは生׆の࠶
っておらࠔ的にもࡁܦ、されてՈをࣦいࡂです。ඃݐ
れる方ですので、生׆のݐ࠶をޙԡしするようなこと
をする。これが心ཧ的ࢧԉのج൫になります。
　そして、こころの݈߁もそうですけど、ମの݈߁を
ҡ࣋してもらわなければࠔります。Ծઃॅにೖられ
た方は高ྸで、ࡁܦ的にもඇৗにࠔっておられる方が
ଟかったのですが、そういった方たちはいろいろな࣋
පを࣋っておられます。Ծઃॅは、ਆށの方はおわ
かりになると思いますが、۠や۠のようなෆศな
ॴにられることがଟかったですし、このϙートアイ
ランドにもۭいているにඦݢのԾઃができまし
たけれども、ॅんでみるとඇৗにෆศなわけです。そ
のෆศな生׆をどのようにศརにしていただくかを考
えなければいけませんし、そのதでの݈߁ҡ࣋も考え
なければいけません。
　そして、コミュニティーが่յしたわけです。Ծઃ
はく͡引きでしたのでʮྡはらない人ʯという状況
でしたので、Ծઃॅでのコミュニティーをどう࡞っ
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まりわれなくなりましたが、ࡕਆɾ୶࿏େޙࡂに
。ͼొ場しました࠶

　まͣϝディアの方がઌߦしてったというのが࣮ݱ
だったと思います。たしか݄̍�5日͙らいですか、
ਆށ৽聞にॳめてʮこころのケアʯというݴ༿がొ場
します。
　こころのケアセンターをつくるにあたり、ઌん͡た
にରしてఏߦがऀݧܦಈされたいろいろな׆でࡂ
େֶにおられたྛय़உઌژ࣌されたようです。ݴ
生たちが、ߦにରし、これはେ事だからやったらど
うだとんにおっしΌって、こころのケアセンターに
つながっていきました。
　ࠞཚのதで४උして、���5年の݄̒にこころのケ
アセンターがཱち上がりますが、これはࡏݱのこころ
のケアセンターとはҧいます。Լにॻいてありますけ
れども、ࡕਆɾ୶࿏େࡂ෮ۚجڵでつくられた̑年
のݶظで年ؒ̏ԯԁの予ࢉで׆ಈしました。これは、
݄̒にઃཱされて̑年ؒですので、�00�年݄̏まで
。ಈいたしました׆

　このこころのケアセンターをいたのが、࣌ਆށ
େֶのਫ਼ਆՊのڭतだったதҪٱઌ生です。ࡏݱの
こころのケアセンターॳのセンター長ですが、தҪ

ઌ生がちΐうど今の私と同͙͡らいの�0લの࣌、
࣌のこころのケアセンターを引きडけてཉしいとཁ
され、かなりফۃ的なをされているんですͶ。ʮ定
年まであと̍年。ޙࡂもؤுって、あとちΐっと
しかないので一ଉつこうと思ったところで、こころの
ケアセンターをཱち上げ、さらにいなさいとݴわれ
た。本にやるؾが出ないな。ʯ本にਖ਼な心だ
と思いますけれども、ʮ引きडけないでࡁΉならその
方がよかった。でも、方がないので引きडけたʯと
いうことがॻいてあります。そういう状況でதҪઌ生
が引きडけられて、࣌のこころのケアセンターがで
きました。
　私も、ਆށେֶଔޙۀ、౦ژで�0年͙らいපӃに
ݴがେมだ、ってきなさいʯとށめており、ʮਆۈ
われってきました。どういうϙεトにबけばいいか
ということで、こころのケアセンターができるからそ
こにߦけとݴわれ、���5年の݄̔からߦきました。
　こころのケアセンターをུすとʮこケセンʯです。
いつこけるか分からないとݴわれていましてʢসʣ、
ඇৗにෆ҆でしたけれども、ほかにߦく人がいなかっ
たのでߦきました。

　̍年ؒ׆ಈして、��年の݄̍ࠒの自分がॻいたจ
ষを発ݟしました。定ظ的にʰ%7"1�5*.&4ʱと
いうػ関ࢴを発ߦしておりまして、そこにॻいた
จষです。
　ともかく、こころのケアというのはイϝーδઌߦで
した。ϝディアはいろいろݴいましたが、࣮׆ࡍಈし
てみるとどう׆ಈしていいか全く分からなかった。ࡕ
ਆɾ୶࿏େࡂҎޙのࡂでもそうですが、こころ
のケアセンターはগしれてから࡞られます。ඃޙࡂ
ͣっとࢧԉをしているอ݈ࢣさんなどのݩの関ऀ
にとっては一൪れて参加してくるࢧԉऀなのでʮこ
いつらはԿやͶんʯということです。ʮこころのケア

����

センターができて、いろんなεタοϑが来たけれども、
Կをしてくれるんだʯと、なかなかݱのࢧԉऀの方
たちにはडけೖれられませんでした。
　ӡӦもӈԟࠨԟしてなかなかମ੍がݻまりませんで
した。࣌参加した人たちはඇৗにҙؾに͡ײて参加
し、ԕくはՎࢁから参加したεタοϑもおりました
が、Կをしていいか分からないし、ଟくの方はҬࢧ
ԉに関して全くૉ人でした。डけೖれたଆはʮこいつ
らちっともにཱたない͡Όないかʯと͡ײたみたい
で、ೝいただくのにؒ࣌がかかりました。関ͮく
りをして、ʮ自分たちはどういうことができますʯと
アϐーϧしながら、本に手୳りでいろいろな׆ಈの
方を考えたということで、こういうจষを私はし
ました。ඇৗにεトϨεϑϧでした。

　ただ、̍年ʙ̎年たつとようやくઓུがݟえてきま
した。これがたどりணいたઓུです。
　一つは、ともかくʮこころのケアʯʮこころʯとい
うことをڧௐしないようにしましΐうということで
す。ඃऀࡂの方は、こころをڧௐされるとײ߅を๊
かれることがଟいようなのです。今でこそগしมわり
ましたけれども、ਫ਼ਆ的なපؾに関してはʮεティά
マʯを͡ײられますので、なかなかडけೖれられませ
んでした。なので、डけೖれやすくするをしなけ
ればいけない。
　そこで、こころのケアをڧௐしないようにする。そ
して、っていても来られる方はほとんどおられませ
んでしたので、こちらから出かけていって、Ծઃॅ
のݰ関をϊοΫして、Կかできることありませんかと
いう出લをやりました。ʮアウトϦーνʯとݴいますが、
それをしなければ૬手にされないことをֶͼました。
　そして、こころのケアをڧௐしないわりに、ほか
のྖҬのࢧԉऀ、たとえばϘランティアの方やอ݈ࢣ

さんと一ॹに事をしなければならないこともֶͼま
した。そして、こころのケアの本࣭はʮඃऀࡂの方が
ճ෮ྗを発شするようなࢧԉをすることʯだというこ
とにたどりணきました。そういうҙຯでは、ྍ࣏では
なくて、その方たちが生׆をݐ࠶していくதでࠔった
ことについて一ॹに考えて、できることを一ॹにやっ
ていくというଶがେ事だということにたどりணきま
した。
　また、さまざまなࢧԉऀがೖっておりましたので、
その方たちからٻめられればコンαϧテーγϣンをす
ることもॏཁだと思いました。こうしたઓུが私たち
のׂだなとたどりணいたのが̎年͙ޙらいだったと
思います。そこからようやく׆ಈがيಓにり、डけ
ೖれられていきました。

　ճ෮ྗを高めるにはどんなことがඞཁかを考えてみ
ましΐう。ݴうまでもなく一൪େ事なことは生׆の࠶
っておらࠔ的にもࡁܦ、されてՈをࣦいࡂです。ඃݐ
れる方ですので、生׆のݐ࠶をޙԡしするようなこと
をする。これが心ཧ的ࢧԉのج൫になります。
　そして、こころの݈߁もそうですけど、ମの݈߁を
ҡ࣋してもらわなければࠔります。Ծઃॅにೖられ
た方は高ྸで、ࡁܦ的にもඇৗにࠔっておられる方が
ଟかったのですが、そういった方たちはいろいろな࣋
පを࣋っておられます。Ծઃॅは、ਆށの方はおわ
かりになると思いますが、۠や۠のようなෆศな
ॴにられることがଟかったですし、このϙートアイ
ランドにもۭいているにඦݢのԾઃができまし
たけれども、ॅんでみるとඇৗにෆศなわけです。そ
のෆศな生׆をどのようにศརにしていただくかを考
えなければいけませんし、そのதでの݈߁ҡ࣋も考え
なければいけません。
　そして、コミュニティーが่յしたわけです。Ծઃ
はく͡引きでしたのでʮྡはらない人ʯという状況
でしたので、Ծઃॅでのコミュニティーをどう࡞っ
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ていくか、Ծઃから出たޙのコミュニティーをどう
。っていくかもେきな課題でした࡞
　また、ඃऀࡂになると༩えられるཱ場になってしま
います。ͣっとそのׂをഎෛわされるのはඇৗにෆ
、するݐ࠶を׆なことです。自分でおۚをՔいで生
そういったׂをճ෮していくことはとてもେ事なの
で、ඇৗにଟذにわたるࢧԉをしていくことがେ事で
あるということにたどりணいたわけです。

　こころのケアを含めた心ཧ社会的ࢧԉというもの
は、このようなϐラミοド、ώΤラϧΩーでཧղされ
るといいかと思います。
ࡁܦڙԉです。Ծઃॅのఏࢧ׆൫になるのは生ج　
的なࢧԉやϘランティアの方がやっておられるいろい
ろな׆ಈ、これも生ࢧ׆ԉの一ですͶ。これがج൫
になります。
　その上で、อ݈ࢣさんがやっておられるようなอ݈
ಈです。あるいはかかりつけのઌ生たちがやってお׆
られる日ৗ的な݈߁をҡ࣋するような׆ಈ、これが̎
൪のج൫になります。その上にこころのケアがある
というイϝーδです。ここにはҩྍ的な׆ಈとॻいて
あって、それも含まれますが、อ݈׆ಈや生ࢧ׆ԉを
りาきながら、いろいろڠಇしながらࢧԉしていく
というのがこころのケアの本࣭だと思いました。

　ここにそれͧれの֊の۩ମ的なྫをྻڍしました

が、こういったଟذにわたるࢧԉのॏཁੑを考えなが
ら、こころのケアを୲するऀも、生ࢧ׆ԉにも݈߁
ಈすることがେ事であること׆ԉにも関༩しながらࢧ
にͮؾいたのです。

　私たちはݧܦを௨してたどりணきましたが、ࡍࠃ的
なガイドラインにも同͡ようなことがॻいてあります。
　これはࠃ࿈がつくったػ関ؒৗઃҕһ会ʕ*"4$が
�00�年に出したガイドラインです。ࡂやฆ૪、ઓ
૪のޙの心ཧ的ࢧԉの方法を考える上でこのようなϐ
ラミοドがࣔされています。̐ஈ֊でॻいてありま
すが、ୈ̍ஈ֊がج本的҆心、ୈ̎ஈ֊がコミュニ
ティー、Ո同࢜のࢧԉですͶ。日本でいうとެॿɾ
ݧܦॿɾ自ॿのඞཁੑがॻいてあります。私たちがڞ
を௨してたどりணいたこととよくࣅていて、ޙࡂの
心ཧ的ࢧԉについて考えると同͡ことにたどりணくと
いうことだと思います。

　こころのケア׆ಈのアウトラインがԿとなくݟえま
したが、۩ମ的にҬにೖって׆ಈしていく࣌にどん
なことに໘するかとݴうと、ඃऀࡂの࣋つײ߅
だったわけです。こころのケアセンターが来ましたと
われましݴうとʮあんたらԿしてくれんのʯとよくݴ
た。ʮफڭかԿかʯとݴわれたこともあります。ਫ਼ਆՊ、
こころ、心ཧなどにରしてඇৗにײ߅を࣋たれてい
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ました。
、を自֮できても͡ײඇৗにۤしい、ޙࡂ、ࡍ࣮　
डや૬ஊにࢸらないことがଟいです。もちろんଟく
の方は自વにճ෮していかれるので、૬ஊに来られな
くてもେৎな方のほうがଟいのです。ඃࡂମݧを
したり考えたりすると、ਏくなるのでආけたいわけで
す。これをʮճආʯとݴいますが、そうしたことが関
༩しますので、なかなか૬ஊやྍにたどりணかない
わけです。

　では、どのような心構えでඃऀࡂの方に接すればい
いか考えると、まͣ৴པ関を構築することがඞཁな
のです。Կも申し上げたようにこころのケアという
となかなかडけೖれられないので、どういうをし
たかというと、อ݈ࢣさんと一ॹにߦಈしてإを֮え
てもらい、この人たちはを༩える人ではないとೝࣝ
してもらって、̍年か̎年かけて関を࡞ったதでよ
うやくਏいମݧをしていただくということをֶͼま
した。
　そして、ඃࡂମݧを聞き出したりしてはいけないと
思いました。̐、̑年接していますと、ようやく৴པ
関のதでʮ࣮は自分はࢠどもをくしたんですʯみ
たいなをされることがよくあります。だから、あま
りૣいஈ֊からʮどんなମݧされましたかʯʮどんな
おਏいことがありましたかʯと聞いてはいけないとい
うことを͡ײました。
　それと、いろいろな題を๊えられることはたり
લのことです。それをもって、Կらかのਫ਼ਆ的なපؾ、
たとえばうつපや154%になっているということをڧ
ௐするきではなく、ඞͣճ෮していくことをおえ
することの方がҙຯがあるということをೝࣝしました。
　そして、心ཧֶをֶんだ人ؒであったとしても、ֶ
んだこととは関ないことをしなければいけないとい
うことです。ྫえば、Ծઃॅにೖられて෮ॅڵに

Ҡる࣌の手続きが、高ྸऀの方にとってはඇৗにෳࡶ
でしかったんですͶ。そういった手続きのお手い
を、心ཧֶのษڧをした、େֶӃを出たྟচ心ཧ࢜の
人もしなければいけなかったわけです。それによって
৴པ関が構築されて、ҙຯのあるࢧԉにつながって
いくので、ઐྖҬとはҧうことをਐんでやらなけれ
ばいけないことをֶͼました。

　そのޙ、同͡ようなことを上手にまとめたマニュア
ϧに出会います。それはアϝϦΧでつくられたʮαイ
コϩδΧϧɾϑΝーεトΤイドʯです。ޙࡂにどの
ような׆ಈをすればいいのか考えるதで、���5年に
アϝϦΧのϩαンθϧεにԿ人かのεタοϑでߦった
ことがあります。����年、ࡕਆɾ୶࿏େࡂと同͡
݄̍��日にϊーεϦοδが発生しそのޙにߦわ
れた心ཧ的ࢧԉ׆ಈの状況についてるのが的でし
た。その6$ࡍ-"のઌ生方からいろいろֶͼました。
今でもަྲྀをしていますが、その方たちがつくったの
がこのʮαイコϩδΧϧɾϑΝーεトΤイドʯです。

　த身をݟると私たちがたどりணいたいろいろな方
とほとんど同͡です。アϝϦΧの方はマニュアϧを࡞
るのがとても上手です。ଟຽࠃՈなので、こういう
マニュアϧをきちんと࡞らないといろいろな考えがਁ
ಁしないので、アϝϦΧ人はマニュアϧを࡞るのが上
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ていくか、Ծઃから出たޙのコミュニティーをどう
。っていくかもେきな課題でした࡞
　また、ඃऀࡂになると༩えられるཱ場になってしま
います。ͣっとそのׂをഎෛわされるのはඇৗにෆ
、するݐ࠶を׆なことです。自分でおۚをՔいで生
そういったׂをճ෮していくことはとてもେ事なの
で、ඇৗにଟذにわたるࢧԉをしていくことがେ事で
あるということにたどりணいたわけです。

　こころのケアを含めた心ཧ社会的ࢧԉというもの
は、このようなϐラミοド、ώΤラϧΩーでཧղされ
るといいかと思います。
ࡁܦڙԉです。Ծઃॅのఏࢧ׆൫になるのは生ج　
的なࢧԉやϘランティアの方がやっておられるいろい
ろな׆ಈ、これも生ࢧ׆ԉの一ですͶ。これがج൫
になります。
　その上で、อ݈ࢣさんがやっておられるようなอ݈
ಈです。あるいはかかりつけのઌ生たちがやってお׆
られる日ৗ的な݈߁をҡ࣋するような׆ಈ、これが̎
൪のج൫になります。その上にこころのケアがある
というイϝーδです。ここにはҩྍ的な׆ಈとॻいて
あって、それも含まれますが、อ݈׆ಈや生ࢧ׆ԉを
りาきながら、いろいろڠಇしながらࢧԉしていく
というのがこころのケアの本࣭だと思いました。

　ここにそれͧれの֊の۩ମ的なྫをྻڍしました

が、こういったଟذにわたるࢧԉのॏཁੑを考えなが
ら、こころのケアを୲するऀも、生ࢧ׆ԉにも݈߁
ಈすることがେ事であること׆ԉにも関༩しながらࢧ
にͮؾいたのです。

　私たちはݧܦを௨してたどりணきましたが、ࡍࠃ的
なガイドラインにも同͡ようなことがॻいてあります。
　これはࠃ࿈がつくったػ関ؒৗઃҕһ会ʕ*"4$が
�00�年に出したガイドラインです。ࡂやฆ૪、ઓ
૪のޙの心ཧ的ࢧԉの方法を考える上でこのようなϐ
ラミοドがࣔされています。̐ஈ֊でॻいてありま
すが、ୈ̍ஈ֊がج本的҆心、ୈ̎ஈ֊がコミュニ
ティー、Ո同࢜のࢧԉですͶ。日本でいうとެॿɾ
ݧܦॿɾ自ॿのඞཁੑがॻいてあります。私たちがڞ
を௨してたどりணいたこととよくࣅていて、ޙࡂの
心ཧ的ࢧԉについて考えると同͡ことにたどりணくと
いうことだと思います。

　こころのケア׆ಈのアウトラインがԿとなくݟえま
したが、۩ମ的にҬにೖって׆ಈしていく࣌にどん
なことに໘するかとݴうと、ඃऀࡂの࣋つײ߅
だったわけです。こころのケアセンターが来ましたと
われましݴうとʮあんたらԿしてくれんのʯとよくݴ
た。ʮफڭかԿかʯとݴわれたこともあります。ਫ਼ਆՊ、
こころ、心ཧなどにରしてඇৗにײ߅を࣋たれてい
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ました。
、を自֮できても͡ײඇৗにۤしい、ޙࡂ、ࡍ࣮　
डや૬ஊにࢸらないことがଟいです。もちろんଟく
の方は自વにճ෮していかれるので、૬ஊに来られな
くてもେৎな方のほうがଟいのです。ඃࡂମݧを
したり考えたりすると、ਏくなるのでආけたいわけで
す。これをʮճආʯとݴいますが、そうしたことが関
༩しますので、なかなか૬ஊやྍにたどりணかない
わけです。

　では、どのような心構えでඃऀࡂの方に接すればい
いか考えると、まͣ৴པ関を構築することがඞཁな
のです。Կも申し上げたようにこころのケアという
となかなかडけೖれられないので、どういうをし
たかというと、อ݈ࢣさんと一ॹにߦಈしてإを֮え
てもらい、この人たちはを༩える人ではないとೝࣝ
してもらって、̍年か̎年かけて関を࡞ったதでよ
うやくਏいମݧをしていただくということをֶͼま
した。
　そして、ඃࡂମݧを聞き出したりしてはいけないと
思いました。̐、̑年接していますと、ようやく৴པ
関のதでʮ࣮は自分はࢠどもをくしたんですʯみ
たいなをされることがよくあります。だから、あま
りૣいஈ֊からʮどんなମݧされましたかʯʮどんな
おਏいことがありましたかʯと聞いてはいけないとい
うことを͡ײました。
　それと、いろいろな題を๊えられることはたり
લのことです。それをもって、Կらかのਫ਼ਆ的なපؾ、
たとえばうつපや154%になっているということをڧ
ௐするきではなく、ඞͣճ෮していくことをおえ
することの方がҙຯがあるということをೝࣝしました。
　そして、心ཧֶをֶんだ人ؒであったとしても、ֶ
んだこととは関ないことをしなければいけないとい
うことです。ྫえば、Ծઃॅにೖられて෮ॅڵに

Ҡる࣌の手続きが、高ྸऀの方にとってはඇৗにෳࡶ
でしかったんですͶ。そういった手続きのお手い
を、心ཧֶのษڧをした、େֶӃを出たྟচ心ཧ࢜の
人もしなければいけなかったわけです。それによって
৴པ関が構築されて、ҙຯのあるࢧԉにつながって
いくので、ઐྖҬとはҧうことをਐんでやらなけれ
ばいけないことをֶͼました。

　そのޙ、同͡ようなことを上手にまとめたマニュア
ϧに出会います。それはアϝϦΧでつくられたʮαイ
コϩδΧϧɾϑΝーεトΤイドʯです。ޙࡂにどの
ような׆ಈをすればいいのか考えるதで、���5年に
アϝϦΧのϩαンθϧεにԿ人かのεタοϑでߦった
ことがあります。����年、ࡕਆɾ୶࿏େࡂと同͡
݄̍��日にϊーεϦοδが発生しそのޙにߦわ
れた心ཧ的ࢧԉ׆ಈの状況についてるのが的でし
た。その6$ࡍ-"のઌ生方からいろいろֶͼました。
今でもަྲྀをしていますが、その方たちがつくったの
がこのʮαイコϩδΧϧɾϑΝーεトΤイドʯです。

　த身をݟると私たちがたどりணいたいろいろな方
とほとんど同͡です。アϝϦΧの方はマニュアϧを࡞
るのがとても上手です。ଟຽࠃՈなので、こういう
マニュアϧをきちんと࡞らないといろいろな考えがਁ
ಁしないので、アϝϦΧ人はマニュアϧを࡞るのが上
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手だ、とதҪઌ生がおっしΌっていました。
　これは本にすばらしいマニュアϧで、࣍のような
ことがॻいてあります。ともかくԡしつけがましいࢧ
ԉはやめましΐう。そして、໘の҆全を֬อして、
৴པされる׆ಈをしましΐう。そして、ඃऀࡂがඞཁ
としている࣮ݱ的なこと、ྫえば、ආॴでれない
という方がおられるとすると、まͣඞཁなことはஆか
くすることですよͶ。༏ઌすきはໟを୳してくる
とかϓライόγーがकられるようなڥをえてあげ
るとかで、ਭༀをॲ方するようなことではないわけ
です。そういう࣮ݱ的にՄなことをしましΐうとい
うことがॻいてあって、同͡ことを考えるものだと思
いました。
　とてもײڞしたので、౦日本େࡂのલ͙らいに
༁したものをウΣϒでެ։していましたが、かなり
参রされたと思います。
　こうしたࡕਆɾ୶࿏େޙࡂの׆ಈを本に手୳り
で、いろいろなࢧԉをしながら̑年で終えました。࠷
ॳはʮあんたらԿしてくれんのʯとݴわれましたが、
終わりの方ではʮやめないでくれʯとݴわれました。
いろいろなࢧԉをしてきて、いろいろなにཱつこと
をやってきたからʮもう終わってしまうのʯとݴわれ、
人ؒってۚݱなものだと思いましたが、予ࢉはݶ定的
でしたので、̑年で終わりました。

　私たちのやってきたことは、ࠃのࡂにগしは׆
かされているのではないかと͡ײます。౦日本େࡂ
までのࡂのϦεトをڍげていますが、こころのケア
にऔりんだ৫がॻいてあります。ࡂのنに
よってಓ県のอ݈ॴやਫ਼ਆอ݈ࢱセンターなど
がத心となっていろいろなࢧԉをしています。
　このԫ৭のઢは、ࡏݱのこころのケアセンターがで
きた�00�年です。ෆ思ٞなもので�00�年をڥにେ

きなࡂが起きています。�00�年は本にେมな年
でした。�0݄にத越が起きて、࣌のҪށ事
からૣくߦけとݴわれて、̍ि͙ؒらいにߦきまし
た。それで৽ׁのいろいろな会ٞにԡしかけて、いろ
いろなをしましたが、ߦっている࠷தに෩�3߸
が来ました。֮ えておられますか。୶࿏ౡと๛Ԭをऻっ
て、ऀࢮでいうと全ࠃでத越のഒですよͶ。こう
いったऀࢮが出たେきなࡂでした。৽ׁの人にはʮਆ
われݴから来てେৎですか。෩େมですよʯとށ
ました。それで߄ててって、๛Ԭに出いていろい
ろな׆ಈをしたのを֮えております。
でւ֎の事Ҋもհしますが、�00�年Ҏ߱、いޙ　
ろいろなେきなࡂが起こり࢝めます。ൽなもので
す。ࡏݱのこころのケアセンターができる࣌には、ࡕਆɾ
୶࿏େࡂのݧܦをえていけばいいよとݴわれまし
た。だから、積したものをখ出しにしていけばいい
かと思っていたら、そうはがԷさなくて、ࡏݱਐ
が起きてしまいました。そのதࡂでいろいろなܗߦ
で、ઌほど申し上げたようなج本的な考え方などがগ
しͣつਁಁしていったのではないかと͡ײます。

したのだと思いٴ本的なઓུや考え方は、ଟ分普ج　
ます。ただ、ࡂがେきくなればなるほどマωδϝン
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トのମ੍がඇৗに੬ऑであることを͡ײました。த越
などのݱ、࣌場がࠞཚしました。たくさんのࢧ
ԉऀがೖってしまうとコーディωートがେมでしたの
で、マωδϝントはどうすればいいのか、टԼ
や౦ւのようなେきなࡂが起きたときはどう
なるかとෆ҆に͡ײておりましたら、౦日本େࡂが
起きました。

　౦日本େࡂはݴうまでもなくେมなࡂでした。
くߦまで؛手などはԬからւؠғで、౦のಛにൣ
のにؒ࣌かかって、そこでࢧԉをするのはとてもେ
มでした。それと、ݱのҩྍػ関やߦػ関、อ݈
ॴなどがඃࡂして、֩になるࢧԉऀがいなくなって長
がԼしました。アΫセεもඇৗにѱかったػにظ
です。ޙでલాઌ生がおしになると思いますが、ݪ
発事ނというະી༗のݧܦしたことがないࡂが起き
てしまって、今でもඇৗにۤ࿑されておりますけれど
も、これにରॲするのはとてもしかったという、本
にػة的なというݴ༿ではݴいਚくせないࡂです。

　兵庫県のνーϜは、อ݈ࢣはઋからೆࡾொにೖ
り、こころのケアνーϜはઋでͣっと׆ಈいたしま
した。私は౷ׅというཱ場だったので、ઋなどいろ
いろなところをճりました。อ݈ࢣがߦっているとい

うことでೆࡾொにもをӡͼ、それが̏िؒだと
思いますが、その࣌にࡱったࣸਅです。
　がऻったところはԿもない状況で、こういう;
うにߋです。ԕくにݟえるのがࡂிࣷで、ආを
、ってみるとߦ。ͼかけたঁੑがくなった場ॴですݺ
からっ෩がほこりをרき上げていて、本にࡴെとし
ている状況で、ਖ਼な、ここでどんなࢧԉをすれば
いいのか、どんなࢧԉができるのかとઈしか͡ײま
せんでした。
　อ݈ࢣがいるආॴにߦってみると、本にؤுっ
てࢧԉされているので、ઈしているだけではବだ
なと思って心をฃいཱたせながら、ொの関ऀの方た
ちとしたのを֮えています。

　౦でのࢧԉମ੍もこのϞデϧで考えたらいいと思
います。一つは、生ࢧ׆ԉというதでいろいろな৽し
いऔがなされ、みなしԾઃや、ඃऀࡂの方をޏ༻す
る生ࢧ׆ԉ૬ஊһもありましたし、ࡕਆɾ୶࿏େࡂ
とܾ定的にҧうのは、ݸ人のࡁܦอূがされたこと
です。ٞһཱ法でʮඃऀࡂ生ࢧݐ࠶׆ԉ法ʯができて、
。われることになりましたࢧ人にݸେ300ສԁが࠷
これがあるとないとでは全વҧいます。生ࢧ׆ԉとい
うҙຯでこういう੍ができたことはとてもେきかっ
たと思います。
　それとอ݈׆ಈです。ࡕਆɾ୶࿏େࡂの࣌はಓ
県のอ݈ॴがத心でしたが、౦日本େ࣌ࡂにはࢢொの
อ݈ࢣがத心の׆ಈにมわっていきました。൴ら、൴ঁ
たちはしながらいろいろなࢧԉをしていきます。
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手だ、とதҪઌ生がおっしΌっていました。
　これは本にすばらしいマニュアϧで、࣍のような
ことがॻいてあります。ともかくԡしつけがましいࢧ
ԉはやめましΐう。そして、໘の҆全を֬อして、
৴པされる׆ಈをしましΐう。そして、ඃऀࡂがඞཁ
としている࣮ݱ的なこと、ྫえば、ආॴでれない
という方がおられるとすると、まͣඞཁなことはஆか
くすることですよͶ。༏ઌすきはໟを୳してくる
とかϓライόγーがकられるようなڥをえてあげ
るとかで、ਭༀをॲ方するようなことではないわけ
です。そういう࣮ݱ的にՄなことをしましΐうとい
うことがॻいてあって、同͡ことを考えるものだと思
いました。
　とてもײڞしたので、౦日本େࡂのલ͙らいに
༁したものをウΣϒでެ։していましたが、かなり
参রされたと思います。
　こうしたࡕਆɾ୶࿏େޙࡂの׆ಈを本に手୳り
で、いろいろなࢧԉをしながら̑年で終えました。࠷
ॳはʮあんたらԿしてくれんのʯとݴわれましたが、
終わりの方ではʮやめないでくれʯとݴわれました。
いろいろなࢧԉをしてきて、いろいろなにཱつこと
をやってきたからʮもう終わってしまうのʯとݴわれ、
人ؒってۚݱなものだと思いましたが、予ࢉはݶ定的
でしたので、̑年で終わりました。

　私たちのやってきたことは、ࠃのࡂにগしは׆
かされているのではないかと͡ײます。౦日本େࡂ
までのࡂのϦεトをڍげていますが、こころのケア
にऔりんだ৫がॻいてあります。ࡂのنに
よってಓ県のอ݈ॴやਫ਼ਆอ݈ࢱセンターなど
がத心となっていろいろなࢧԉをしています。
　このԫ৭のઢは、ࡏݱのこころのケアセンターがで
きた�00�年です。ෆ思ٞなもので�00�年をڥにେ

きなࡂが起きています。�00�年は本にେมな年
でした。�0݄にத越が起きて、࣌のҪށ事
からૣくߦけとݴわれて、̍ि͙ؒらいにߦきまし
た。それで৽ׁのいろいろな会ٞにԡしかけて、いろ
いろなをしましたが、ߦっている࠷தに෩�3߸
が来ました。֮ えておられますか。୶࿏ౡと๛Ԭをऻっ
て、ऀࢮでいうと全ࠃでத越のഒですよͶ。こう
いったऀࢮが出たେきなࡂでした。৽ׁの人にはʮਆ
われݴから来てେৎですか。෩େมですよʯとށ
ました。それで߄ててって、๛Ԭに出いていろい
ろな׆ಈをしたのを֮えております。
でւ֎の事Ҋもհしますが、�00�年Ҏ߱、いޙ　
ろいろなେきなࡂが起こり࢝めます。ൽなもので
す。ࡏݱのこころのケアセンターができる࣌には、ࡕਆɾ
୶࿏େࡂのݧܦをえていけばいいよとݴわれまし
た。だから、積したものをখ出しにしていけばいい
かと思っていたら、そうはがԷさなくて、ࡏݱਐ
が起きてしまいました。そのதࡂでいろいろなܗߦ
で、ઌほど申し上げたようなج本的な考え方などがগ
しͣつਁಁしていったのではないかと͡ײます。

したのだと思いٴ本的なઓུや考え方は、ଟ分普ج　
ます。ただ、ࡂがେきくなればなるほどマωδϝン
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トのମ੍がඇৗに੬ऑであることを͡ײました。த越
などのݱ、࣌場がࠞཚしました。たくさんのࢧ
ԉऀがೖってしまうとコーディωートがେมでしたの
で、マωδϝントはどうすればいいのか、टԼ
や౦ւのようなେきなࡂが起きたときはどう
なるかとෆ҆に͡ײておりましたら、౦日本େࡂが
起きました。

　౦日本େࡂはݴうまでもなくେมなࡂでした。
くߦまで؛手などはԬからւؠғで、౦のಛにൣ
のにؒ࣌かかって、そこでࢧԉをするのはとてもେ
มでした。それと、ݱのҩྍػ関やߦػ関、อ݈
ॴなどがඃࡂして、֩になるࢧԉऀがいなくなって長
がԼしました。アΫセεもඇৗにѱかったػにظ
です。ޙでલాઌ生がおしになると思いますが、ݪ
発事ނというະી༗のݧܦしたことがないࡂが起き
てしまって、今でもඇৗにۤ࿑されておりますけれど
も、これにରॲするのはとてもしかったという、本
にػة的なというݴ༿ではݴいਚくせないࡂです。

　兵庫県のνーϜは、อ݈ࢣはઋからೆࡾொにೖ
り、こころのケアνーϜはઋでͣっと׆ಈいたしま
した。私は౷ׅというཱ場だったので、ઋなどいろ
いろなところをճりました。อ݈ࢣがߦっているとい

うことでೆࡾொにもをӡͼ、それが̏िؒだと
思いますが、その࣌にࡱったࣸਅです。
　がऻったところはԿもない状況で、こういう;
うにߋです。ԕくにݟえるのがࡂிࣷで、ආを
、ってみるとߦ。ͼかけたঁੑがくなった場ॴですݺ
からっ෩がほこりをרき上げていて、本にࡴെとし
ている状況で、ਖ਼な、ここでどんなࢧԉをすれば
いいのか、どんなࢧԉができるのかとઈしか͡ײま
せんでした。
　อ݈ࢣがいるආॴにߦってみると、本にؤுっ
てࢧԉされているので、ઈしているだけではବだ
なと思って心をฃいཱたせながら、ொの関ऀの方た
ちとしたのを֮えています。

　౦でのࢧԉମ੍もこのϞデϧで考えたらいいと思
います。一つは、生ࢧ׆ԉというதでいろいろな৽し
いऔがなされ、みなしԾઃや、ඃऀࡂの方をޏ༻す
る生ࢧ׆ԉ૬ஊһもありましたし、ࡕਆɾ୶࿏େࡂ
とܾ定的にҧうのは、ݸ人のࡁܦอূがされたこと
です。ٞһཱ法でʮඃऀࡂ生ࢧݐ࠶׆ԉ法ʯができて、
。われることになりましたࢧ人にݸେ300ສԁが࠷
これがあるとないとでは全વҧいます。生ࢧ׆ԉとい
うҙຯでこういう੍ができたことはとてもେきかっ
たと思います。
　それとอ݈׆ಈです。ࡕਆɾ୶࿏େࡂの࣌はಓ
県のอ݈ॴがத心でしたが、౦日本େ࣌ࡂにはࢢொの
อ݈ࢣがத心の׆ಈにมわっていきました。൴ら、൴ঁ
たちはしながらいろいろなࢧԉをしていきます。
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　それがここにあるϋイϦεΫアϓϩーν、ϙϐュ
Ϩーγϣンアϓϩーνとݴわれているものです。ʮϋ
イϦεΫアϓϩーνʯとは、݈߁のϦεΫの高い人た
ちを୳し出して、その人たちにத心的にࢧԉをしてい
く方法で、よくあるྫが、݈߁ௐࠪをしてϦεΫの高
い方をݟいだして、その方にࢧԉしていきます。
　一方、日本だけでわれているݴ༿ですが、ܒ発や
くりなどのことをʮϙϐュϨーγϣンアϓϩーͮ߁݈
νʯとݺんでいます。ྫえば、Ծઃॅでおҿみ会
やαϩン׆ಈ、݈߁૬ஊ会などをすることもϙϐュ
Ϩーγϣンアϓϩーνにೖると思います。いろいろな
ਐΩϟンϖーンもありますが、ઌほどհした૿߁݈
ೆࡾொではこういったことをߦいました。

　ೆࡾொのࠤ౻さんというอ݈ࢣが࡞られたεライ
ドです。ೆࡾொはもともと࢛つのொが合ซして一つ
のொになりました。ೆࡾொはもともとࢧԉをするマ
ンύϫーがほとんどなかったそうです。ྫえば、อ݈
の୲い手もগなくて、もともとԿもないޢさんもհࢣ
場ॴだったので、ॅຽをרきࠐんでいろいろな事ۀを
していくことがܽかせなかったようです。
　ޙࡂも、ؾઋপࢢやੴࢢרにはたくさんのࢧԉऀ
がೖりましたけど、ೆࡾொはなかなか人がೖりませ
んでした。ないないਚくしのொにࢧԉऀもೖってこな
い。そうなると自分たちでやるしかない、ॅຽをרき
を考えなければいけないということで、ʮ݈߁んで݈ࠐ
くりୂͮ߁݈、༿をも͡ってݴりたいʯという࡞を߁
を࡞られました。それͧれのҬ、ށやࢤなど
のҬでॅຽの方が、朝ウオーΩンάをしましΐうと
かॅຽ݈をडけましΐうとか、֤Ҭで考えた׆ಈ
をされて、これは本にをされたඇৗにすばらし
いやり方だったと思います。こういう;うにݩの方
がؤுって、ઌほどおࣔししたこの֊の׆ಈをして
いきました。

うと、౦日本ݴからࢹにこころのケアというޙ࠷　
େ࣌ࡂにもઐै৫である心のケアセンターがつく
られました。予ࢉはॳ֤県̕ԯԁです。ࡕਆɾ୶࿏
େ࣌ࡂの̏ഒというඇৗにେきなおۚがࠃからࢧห
されました。
　རを考えると、વઐ৬のマンύϫーが૿えま
すので、もともとաૄҬでࢧԉऀがいないところに
マンύϫーが૿えて、とてもいいわけです。ߦ৫
ではなくてຽؒ৫なので、ॊೈな׆ಈができるとい
うこともརでした。
　課題としては、౦の場合、センターができたのが
̍年ޙです。̍年れてεタートする、ཁするに一൪
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れて参加する人ؒなので、私たちと同͡ように、ड
けೖれられるのにとてもؒ࣌がかかってしまいまし
た。それと、マンύϫーの֬อとϞνϕーγϣンをҡ
৫ߦ、していくことがとてもしかった。また࣋
とのいろいろな౻が起きてしまいました。
　加えて、༗ݶظがݪଇですので、これをどうด͡て
いくか、事ۀをܧঝしていくかでみました。今、౦
の̏県が໘されていて、ಛにౡ県はこれがඇৗ
にক来的にେきな課題になっています。
　こういう課題を࣋ちながらの׆ಈですので、こころ
のケアがをूめてセンターができますけれども、
ಈにはඇৗにしいଆ໘があることを指ఠし׆のࡍ࣮
ておきたいと思います。

　はมわりますが、ࢧࡂԉのためいろいろなஂ
ମができました。これは一෦ですが、̙はEJTBTUFS
ʢࡂʣの̙で、̙がつくものがたくさんできまし
た。%."5をは͡め、ҩࢣ会の +."5、ެऺӴ生の
ޙછνーϜの%*$5、ొౡのײ、5"&(%
はۀ࢈ࡂอ݈の%0)"5など、たくさんνーϜが
できました。

　%1"5はਫ਼ਆՊのνーϜです。౦日本େࡂでਫ਼
ਆՊのපӃがたくさんඃࡂし、ࢧԉがなかなか࢝まら
なかったという課題がڍげられたので、%1"5に฿っ

て、ޙから׆ಈするためにできたνーϜです。

ࡂには̓つのਫ਼ਆՊのපӃがඃ࣌本が起きた۽　
し、そこでこの%1"5が׆ಈしました。�00人の
方を۽本県あるいは࡚ٶ県やࣛࣇౡ県のපӃにసӃ
させました。これはਫ਼ਆՊපӃがඃࡂするという定
どおりのࡂだったので、%1"5がとてもにཱち
ました。
　そのޙもいろいろなࡂで%1"5は׆ಈしていて、
兵庫県の%1"5もいろいろなࢧԉをしています。コ
ϩφՒの࣌、μイϠϞンドɾϓϦンセεがԣに来
た5"%1、ࡍも׆ಈせよと指ྩが出て、Ϋϧーζધ
にೖるνーϜがืूされたので兵庫県が手をڍげまし
た。しかし୭もߦってくれなかったので、ϩートϧの
私がߦきました。େมでしたが、そういう৽たなࡂ
にもରԠしています。

　ઌほどのようにたくさんのνーϜができると、ݱ場
はݟすݶりࢧԉऀになってしまいます。これは۽本
のޙのӹொの様ࢠですが、ӹொのอ݈ࢣୡは
֯っこで಄を๊えてମをわせていました。たくさん
ೖってきたࢧԉऀはすごくؾݩで、アドϨφϦン全։
でೖってきて、ݱ場の人たちのύϫーをগしえた׆
ಈをしてしまうので、ݱ場の人からするとʮあー、し
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していくことがܽかせなかったようです。
　ޙࡂも、ؾઋপࢢやੴࢢרにはたくさんのࢧԉऀ
がೖりましたけど、ೆࡾொはなかなか人がೖりませ
んでした。ないないਚくしのொにࢧԉऀもೖってこな
い。そうなると自分たちでやるしかない、ॅຽをרき
を考えなければいけないということで、ʮ݈߁んで݈ࠐ
くりୂͮ߁݈、༿をも͡ってݴりたいʯという࡞を߁
を࡞られました。それͧれのҬ、ށやࢤなど
のҬでॅຽの方が、朝ウオーΩンάをしましΐうと
かॅຽ݈をडけましΐうとか、֤Ҭで考えた׆ಈ
をされて、これは本にをされたඇৗにすばらし
いやり方だったと思います。こういう;うにݩの方
がؤுって、ઌほどおࣔししたこの֊の׆ಈをして
いきました。

うと、౦日本ݴからࢹにこころのケアというޙ࠷　
େ࣌ࡂにもઐै৫である心のケアセンターがつく
られました。予ࢉはॳ֤県̕ԯԁです。ࡕਆɾ୶࿏
େ࣌ࡂの̏ഒというඇৗにେきなおۚがࠃからࢧห
されました。
　རを考えると、વઐ৬のマンύϫーが૿えま
すので、もともとաૄҬでࢧԉऀがいないところに
マンύϫーが૿えて、とてもいいわけです。ߦ৫
ではなくてຽؒ৫なので、ॊೈな׆ಈができるとい
うこともརでした。
　課題としては、౦の場合、センターができたのが
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れて参加する人ؒなので、私たちと同͡ように、ड
けೖれられるのにとてもؒ࣌がかかってしまいまし
た。それと、マンύϫーの֬อとϞνϕーγϣンをҡ
৫ߦ、していくことがとてもしかった。また࣋
とのいろいろな౻が起きてしまいました。
　加えて、༗ݶظがݪଇですので、これをどうด͡て
いくか、事ۀをܧঝしていくかでみました。今、౦
の̏県が໘されていて、ಛにౡ県はこれがඇৗ
にক来的にେきな課題になっています。
　こういう課題を࣋ちながらの׆ಈですので、こころ
のケアがをूめてセンターができますけれども、
ಈにはඇৗにしいଆ໘があることを指ఠし׆のࡍ࣮
ておきたいと思います。

　はมわりますが、ࢧࡂԉのためいろいろなஂ
ମができました。これは一෦ですが、̙はEJTBTUFS
ʢࡂʣの̙で、̙がつくものがたくさんできまし
た。%."5をは͡め、ҩࢣ会の +."5、ެऺӴ生の
ޙછνーϜの%*$5、ొౡのײ、5"&(%
はۀ࢈ࡂอ݈の%0)"5など、たくさんνーϜが
できました。

　%1"5はਫ਼ਆՊのνーϜです。౦日本େࡂでਫ਼
ਆՊのපӃがたくさんඃࡂし、ࢧԉがなかなか࢝まら
なかったという課題がڍげられたので、%1"5に฿っ

て、ޙから׆ಈするためにできたνーϜです。

ࡂには̓つのਫ਼ਆՊのපӃがඃ࣌本が起きた۽　
し、そこでこの%1"5が׆ಈしました。�00人の
方を۽本県あるいは࡚ٶ県やࣛࣇౡ県のපӃにసӃ
させました。これはਫ਼ਆՊපӃがඃࡂするという定
どおりのࡂだったので、%1"5がとてもにཱち
ました。
　そのޙもいろいろなࡂで%1"5は׆ಈしていて、
兵庫県の%1"5もいろいろなࢧԉをしています。コ
ϩφՒの࣌、μイϠϞンドɾϓϦンセεがԣに来
た5"%1、ࡍも׆ಈせよと指ྩが出て、Ϋϧーζધ
にೖるνーϜがืूされたので兵庫県が手をڍげまし
た。しかし୭もߦってくれなかったので、ϩートϧの
私がߦきました。େมでしたが、そういう৽たなࡂ
にもରԠしています。

　ઌほどのようにたくさんのνーϜができると、ݱ場
はݟすݶりࢧԉऀになってしまいます。これは۽本
のޙのӹொの様ࢠですが、ӹொのอ݈ࢣୡは
֯っこで಄を๊えてମをわせていました。たくさん
ೖってきたࢧԉऀはすごくؾݩで、アドϨφϦン全։
でೖってきて、ݱ場の人たちのύϫーをগしえた׆
ಈをしてしまうので、ݱ場の人からするとʮあー、し
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んどいʯということになります。ʮいつまでこの状況
が続くのだろうʯʮこのؾݩな人たちはいつまでいる
のだろうʯとなります。ありがたいなのですが、こ
ういったνーϜがೖりա͗てしまうとେมなことにも
なります。
　࣮は、ӹொのྡのՅౡொには̏νーϜしかೖって
いませんでした。ϝディアがしたӹொにはこれ
だけνーϜがೖったのにྡのொはඇৗにগで、ஔ
がඇৗにアンόランεになってしまいました。こうい
うことをҙࣝしておかないと、同͡ことが繰り返され
てしまいます。

　֎෦ࢧԉはඞཁで、ଟくのνーϜができましたけど、
コーディωートମ੍やׂをॊೈに考えなければいけ
ないと思います。%."5はॳ ಈす׆だけؒ࣌��
るとܾめられていましたけれども、ొの࣌には�か
݄͙らいおられました。ॳのٸٹҩྍだけではなく
てආॴでのຫੑ࣬ױのཧにまでൣғをげられた
ので、׆ಈの༰をࡂに合わせて考えさなければ
いけないと思います。

っていԉするଆとされるଆのҙࣝのִたりはࢧ　
て、まだまだԹࠩがあります。ඃࡂの֎から来る
人はアドϨφϦン全։状ଶでく೩えていますけれど
も、ඃࡂのதの人たちは自分たちもඃࡂしてඇৗに

ർฐしているதで׆ಈを続けられていることを踏まえ
たࢧԉをしなければいけません。

。ԉऀについてもう一つผのをいたしますࢧ　
　これはࡕਆɾ୶࿏େ࣌ࡂのফの方の様ࢠです。
ফの方は、ਫが出ない、נで࠹がれていてݱ場に
たどりணけない、生ଘऀをٹい出せないというにૺ
われて、痛な൷をཋͼました。ϝディアもࢢຽも
൷しました。ফの方はඇৗに心を痛められ、申し
༁ないという࣋ؾちを࣋たれて、本に身をคにして
ಇかれましたが、それを社会に分かってもらえません
でした。その࣌に、そういったことをແࢹしてはいけ
ないことにͮؾいて、ʮࢂ事εトϨεʯということが
ݴ࣌われるようになりました。ٹࡂԉऀがडける
Өڹについて考えましΐうということです。

　౦日本େࡂの࣌は、より൵ࢂな状況になりました。
ফの方が30名२৬されています。ফஂһの方
は�50名くなっています。ࡕਆɾ୶࿏େࡂの࣌
にはい२৬ऀは出ておりませんけれども、౦日本େ
ࡂではこういう状況でした。なので、ࢧԉऀࢧԉが
とてもେきな課題になりました。
　人がくなっただけではなく、ফ本෦がえなく
なったところもଟかったです。こういう状況でしたの
で、ؠ手県やٶ県からཁをけて、ࡂからか

�4�4

。のফॺを̎νーϜでճりましたٶ手とؠにޙ݄
そのときにいたࣸਅをこれからおݟせします。

　これは、ؠ手県લ高ాࢢのফの方が上から
ݺ෦の方たちはใऩूとආをװ。ったࣸਅですࡱ
ͼかけるためにிࣷにったわけです。そこにが
来ました。それでಀげるところがないので、上にಀ
げました。上にಀげたޙ、高さと同͙͡らいの
が来てݐがਫしています。ここでたくさんの方が
くなったそうです。
　いよいよةないという状況になって、いফॺな
のでアンテφౝがݐっており、そこによ͡ొってे
人がॿかりました。これはϝディアには出ていないࣸ
ਅですけれども、私たちのݧܦをえてくれるのなら
ࠩし上げますといたࣸਅです。
　このおを聞いたޙにそのফॺにߦってみまし
た。ਆࢢށのӫொ出ுॴ͙らいのখさなফॺです。
このアンテφにे人がしがみついてॿかりました。
　ॿかった方がこういうをされていました。自分た
ちはॿけられてしまった。一人もॿけることはできな
かった。のલでඃऀࡂがたくさんྲྀされていくのを
。ていることしかできなかったݟ
　よ͡ొって生きったޙؒ࣌に、たまたま上自
ӴୂのϔϦコϓターが飛んできて、൴らを発ݟして、
つり上げてくれて、ࢁの上に߱ろしてくれたそうです。
人をॿけなければいけない自分たちがॿけられてし
まった、本に申し༁ない、けない、そういう痛
なお࣋ؾちをޠられたことを֮えています。

　ফのようなٹࡂԉऀが׆ಈをとおしてडける心
ཧ的Өڹをʮࢂ事εトϨεʯとݴいます。たくさんのҨ
ମをѻうとか、े分な׆ಈができないとか、൷されて
しまうと、ࢧԉऀの方たちもඇৗに心を痛めてඃऀࡂと
同͡ような状況になっていく。ࡕਆɾ୶࿏େࡂҎ߱、
いろいろな৫がそのようにೝࣝするようになりました。

　センターのେᖒと私は、このことについて、この
�0年いろいろなॴでをしてまいりました。その
Ռかどうかわかりませんが、ফॺやւ上อ҆ி、自
Ӵୂなどはඇৗに関心が高くて、いろいろなࢧԉମ੍
を࡞ってきました。
　ਆࢢށফہはセンターとܖをしており、Կか
あった࣌にはいろいろな৫的にࢧԉすることになっ
ています。ւ上อ҆ிもうちとܖをしていますし、
自લのࢧԉνーϜも࣋っておられます。
　今日อ݈ࢣさんも来られていると思いますが、อ݈
ॴはみなさんをकってくれますかʁྫえばࢢॴや۠
ॴ、県ிなどでಇく方たちもඇৗにӨڹをडけま
す。෮ڵの長いաఔのதでߦ৬һは൷にさらされ
ます。ʮԿもしてくれないʯʮあんたたちはެһで৯
ていけていいよͶʯみたいなことをݴわれ続けます。
ඇをཋͼ続けなければいけないという状況のதでඇ
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ৗに心を痛められます。
。をされることがありますࡴの方が自ߦ、ޙࡂ　
たしかౡ県ではある年に௨りの自࣏ମの方が̕人
自ࡴされています。ফなどの発ࡂޙに׆ಈする方
たちのࢧԉはえられてきましたけれども、長ظに
わたって׆ಈする人たちのࢧԉについてはまだまだ
課題がっていることを指ఠしたいと思います。

にとどまら֦ͣがってࡂに、こころのケアはޙ࠷　
まいりました。ʮこころのケアʯというݴ༿があった
からこそ、ྫえば、ࣇಐを含めた%7や൜ࡑඃऀの
ԉにରする社会的関心が高まって、いろいろな੍ࢧ
ができたのではないかとগしだけ自ෛしております。
　�000年Ҏ߱、ٮࢭ法がվ定ɾඋされ、%7
ࢭ法などができて、൜ࡑඃऀج本法も��ੈل
のॳめの̑年͙らいでできました。どの自࣏ମもいろ
いろなྫを੍定しており、兵庫県も൜ࡑඃऀの
させました。今、ϋラεϝンߦࢪԉについてྫをࢧ
トというݴ༿はにあ;れています。一൪ۙ࠷だと、
ް生࿑ಇলがΧεタマーϋラεϝントについてガイド
ラインをࣔすそうですが、ϋラεϝントというݴ༿が
われるようになったのは、ଟ分こころのケアという
。えると思いますݴとڹがってきた一つのӨ༿がݴ

　こういったࢧԉを考える上で法੍はとてもେ事で

す。このϐラミοドを考えてみてください。ج൫にな
るのは法੍やࡁܦ的ࢧԉなどの生׆のࢧԉです。ٮ
についても%7についても、これがないといくらこ
ころのケアをやろうと思ってもବです。そして、อ
݈׆ࢱಈ、ྫえばࣇಐ૬ஊॴの৬һを૿やすといっ
たことをしなければ、こころのケアはりཱちません。
その上でઐ的な׆ಈができるということで、ޙޕの
になりますが、ٮをडけたڙࢠたちのΤϏデン
εのあるྍ࣏にऔりんでまいりましたことについて
հしたいと思います。
　こういったϐラミοドをೝࣝしながらトラウマをड
けた人のࢧԉを考えなければいけないことをޙ࠷に
指ఠしたいと思います。

　センター։ઃ�0年たち、私も年をऔりました。今
どういうׂをՌたしていくきかということですޙ
が、ಓにやってきた׆ಈを続けてまいります。なか
なかマンύϫーを૿やしてもらえないので、ॆ࣮する
といってもしいところもありますが、なるくྗ
してまいりたいと思います。この�0年でࡉ々とఏڙ
してまいりましたઐ的なྍ࣏のఏڙを続けていこう
と思います。
　それと、関ऀの皆様とのࣝのڞ༗です。研मを
௨したڞ༗、それとܒ発ですͶ。ޙޕにʮトラウマイ
ンϑΥーϜドケアʯというݴ༿をってこのܒ発につ
いておをしてまいりますが、ݸ人的にはトラウマイ
ンϑΥーϜドケアはこころのケアではないかと思いま
す。私たちがഓってきたこころのケアを、アϝϦΧ人
はとてもマニュアϧを࡞るのが上手で、5*$というݴ
༿でよりચ࿅されたܗでఏڙされていますので、ޙޕ
にগしհしたいと思います。
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　30年にわたりこころのケアにऔりんでまいりま
したが、こころのケアはଟ的です。ઐՈだけでは
なく、法੍、Ϙランティアの׆ಈ、そういったこと
をϕーεにやっていくものであることをೝࣝしていた
だきたいと思います。
　ࡂҎ߱、׆ಈを௨していろいろなઓུがೝࣝされ
てきましたけれども、された課題もいろいろあって、
考えていかなければいけません。また、こころのケア
は、ࡂだけではなく、いろいろな分にがってま
いりましたが、まだまだະख़なところがありますの
で、これを今ޙも発展させていかなければいけません。
私どもはεタοϑ�0名͙らいのখさなセンターです
が、この�0年の׆ಈをج൫に今ޙもؤுっていきた
いと思っております。ごਗ਼ௌありがとうございました。
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ʲେᖒ 　rୈ一෦のޙを։࢝します。本日、ౡから
お越しいただいているલాઌ生は兵庫県こころのケア
センターʢҎԼʮセンターʯとදهʣとゆかりがあり
ます。そこで、まͣ、֎からݟたセンターについて
おをいただいたޙ、ఞஊにೖりたいと思います。
ʲલా 　rただいまごհにあͣかりましたౡ県ཱҩ
Պେֶのલాと申します。私、ϓϩϑィーϧにॻいて
いませんが、もともとभ、ଆの人ؒです。しかし、
この�0年はͣっとౡ県で׆ಈしております。
　さて、兵庫県こころのケアセンターઃཱ�0周年、
におめでとうございます。ౡからۦけつけまして、
私はݸ人的にも本にこのセンターとはਂいつながり
がありますことを皆さんに本日お൸࿐しまして、セ
ンターがՌたしたׂについて、֎の人ؒの私から皆
さんにおえしたいと思います。
　加౻ઌ生からৄしくおがございましたが、ࡕਆɾ
୶࿏େࡂҎ߱、ʮこころのケアʯというݴ༿をめた
。େのཱてऀがこのセンターだと思います࠷
　加౻ઌ生のݴ༿にもありましたように、தҪٱઌ
生のՌたしたׂがඇৗにେきく、私も࣌兵庫県に
ったようなߦきましたが、தҪઌ生に会いにߦԉにࢧ
ものでした。Ҩࢤを引きܗ͙ܧでࡏݱの兵庫県こころ
のケアセンターができたわけでございます。
　ただ私、ߦくにはߦきましたが、�ि͙ؒらいࡏし、
Կをしにߦったかよくわからなくて、ඇৗにෆ全ײが
ございました。加౻ઌ生がおっしΌったように、私も
アドϨφϦン全։でߦったྨいでしたが、ؼる࣌には
本にし΅んでしまっていました。その࣌、தҪઌ生
から、ここでのମݧをͥͻभでも生かしてください
とݴわれました。

　そしてཌ年、େきな飛ػߦ事ނが起こり3名の方
がおくなりになりましたけれども、ここにもඃऀࡂ
がいるなと思い、このඃऀࡂの方々のௐࠪをԬ県の
方々と一ॹにやっていくϓランをཱてました。日本で
ॳめての人ҝࡂでのϝンタϧϔϧεௐࠪɾࢧԉでし
た。ただඃऀࡂの方にはいろいろなトラウマԠが出
ており、年ޙ、�年ޙもほとんどճ෮していません。
一方で、࣮は予ࢉを�年ؒ分しかऔっていなくて、
は�年もやればいいだろうと思っていましたが全વ࣌
ବでした。ௐࠪについては私もよくやったと思いま
すが、ࢧԉがத్に終わってしまったことをඇৗ
にޙչしました。ただ、これはまさにࡕਆɾ୶࿏େ
まったௐࠪでご࢝ったことをきっかけにߦԉにࢧにࡂ
ざいます。
　それから、5年�00、ޙ�年にまたେきな事݅、えͻ
めؙ事ނが発生します。Ѫඤ県のւ༸࣮शધがア
ϝϦΧのྗࢠݪજਫ؋とϋϫイԭでͿつかってす
るという、࣌૯ཧେਉだったت࿕さんがରԠをޡっ
てࣙするという࣏的にもେมな事݅でした。࣌
の日本で人ҝࡂをѻっていたのが私たちのάϧーϓ
しかなかったこともあり、す͙にѪඤ県からཁがあ
り、ࢧԉにߦきました。この࣮शધにっていてお
くなりになった�名のうち�名が高ߍ生の方だったこ
ともあり、日ถؒのඇৗにେきな題になっていたと
いうഎܠがありました。生ଘした生ెは、皆Ӊౡਫ
はଟくはՈにด͡こޙࠃؼ、の3年生でしたがߍ高࢈
もってֶߍに全くߦこうとしなくなりました。それか
らһの方々、ごҨ、こういった方々のケア、それ
からࠪ定を私たちのνーϜはされました。
　࣌私はཹٱถେֶのਫ਼ਆՊҩでしたが、いかんせ

兵庫県こころのケアセンター্੮ڀݚओװ
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ん5名͙らいのνーϜでした。しかもӉౡにߦった
らऀه会ݟにऀهがたくさん来ている状況で、νーϜ
をつくったもののとてもこれは手にෛえないというこ
とで、す͙にセンターにおిして加౻ઌ生につない
でもらって、ࢧٸࢸԉをお願いしました。ࢧԉνーϜ
としてߦったのに私からࢧԉをお願いするという状況
で、加౻ઌ生のνーϜにӉౡにೖってもらいました。
　私たちが生ెさんたち�名のケアをߦい、��名の
һの方々のࢧԉを兵庫県こころのケアセンターが
でした。ただ、センターにお願いۀ࡞同ڞうというߦ
したおかげで、私のνーϜは生ెさんたちのࢧԉに全
ྗをڍげることができ、様々なケアを展։しました。
もしセンターの方々が来てくれなかったら్方にれ
るしかない事݅でした。
　さて、࣮はこの࣌にେᖒઌ生にॳめて会いました。
େᖒઌ生にはアϝϦΧւ܉、ϖンタΰンとのަবのࡍ
に௨༁をしていただき、それも本に༐ͮؾけられた
ମݧでした。
�年ؒはほとんどճ෮しなくて、どうޙ࢝ԉ։ࢧ　
なることかと思いましたが、いにして�年、3年
とだんだんよくなって、ޙ࠷は、அ上は皆さんճ
෮されました。このܦաをޙに加౻ઌ生と一ॹにจ
にしたり、本を出൛したりしましたʢԼهεライドʣ。
私にとってもඇৗにֶͿことがଟかったࢧԉでした。

　ところで、わがࠃで154%などのトラウマ関࿈題
をѻうઐֶज़ஂମとしてʮ日本トラウマティοΫɾ
εトϨεֶ会ʯがあります。加౻ઌ生も�の会長
をしておられましたが、�0��年から私が会長を引きܧ
͗ました。ところが、その年に౦日本େࡂが起こり
ました。そのころ、私はभにいましたけれども、発
のその日にこれはେมだと思って、す͙加౻ઌ生にࡂ
ిしました。加౻ઌ生は長くֶ会に関わっていたの
で、ʮ一ॹにやりましΐう、ઌ生にࡂのରԠをおせ
したいʯとిでཔみ、ཌ々日͙らいに私はभから

ਆށに来て、ֶ࣌会の事ہ長݉෭会長だったେᖒ
ઌ生と3人で౦日本େࡂのରԠをし合いました。
そして、私とେᖒઌ生はװ෦としてूۚࢿめにຉし、
ֶ会の法人Խなどいろいろなことをやりましたし、加
౻ઌ生はほとんどٶ県のࢧԉにߦきっ์しで、全વ
Ոにؼってこられͣ、Ոఉはେৎかなと心した͙
らいでした。
　加౻ઌ生のνーϜでやっていただいたॏཁなお事
として、ֶ会のதにࡂಛผҕһ会をつくって、加౻
ઌ生にऀになっていただきました。ࡏݱ෭セン
ター長のُԬઌ生もҕһとしておられました。そして、
いろいろなใの発৴をしていただきました。࣌ʢ今
もそうですがʣ、兵庫県こころのケアセンターがֶ会
の事ہだったので、加౻ઌ生をは͡めとしてେᖒઌ
生と一ॹにาんで、Կとか౦日本େࡂにରԠした
という࣍ୈです。
　さて、私からݟた、兵庫県こころのケアセンターが
Ռたしたׂをまとめてみたいと思いますʢԼهεラ
イドʣ。
　まͣ、センターは、加౻ઌ生がڧௐされたように、
関とػうઐߦケアをࡂにトラウマྟচやظもૣ࠷
なっていきました。これがϞデϧとなって、ޙに�つ
のこころのケアセンターができますけれども、そのϓ
ϩトタイϓ、ܕݪになったのは兵庫県こころのケアセ
ンターだったと思います。

　それから、࣌私はभにおり、౦ژなどあちこち
にトラウマにऔりんでいる方がおられましたが、そ
れをूめるϋϒとなっていきました。これがඇৗにେ
きかったです。ʮਆށにߦけばԿとかなるʯというײ
͡で、私も౦日本େࡂの࣌はຖ݄のようにਆށに来
ていました。
　さらに、加౻ઌ生もڧௐされていましたけれども、
いろいろな研मを日ৗ的にやっていて、ࢧࡂԉだけ
でなく、いろいろな日ৗ的なトラウマྟচɾࢧԉに
生かしていったということがございます。
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てࣙするという࣏的にもେมな事݅でした。࣌
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しかなかったこともあり、す͙にѪඤ県からཁがあ
り、ࢧԉにߦきました。この࣮शધにっていてお
くなりになった�名のうち�名が高ߍ生の方だったこ
ともあり、日ถؒのඇৗにେきな題になっていたと
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はଟくはՈにด͡こޙࠃؼ、の3年生でしたがߍ高࢈
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らऀه会ݟにऀهがたくさん来ている状況で、νーϜ
をつくったもののとてもこれは手にෛえないというこ
とで、す͙にセンターにおిして加౻ઌ生につない
でもらって、ࢧٸࢸԉをお願いしました。ࢧԉνーϜ
としてߦったのに私からࢧԉをお願いするという状況
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もしセンターの方々が来てくれなかったら్方にれ
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　さて、࣮はこの࣌にେᖒઌ生にॳめて会いました。
େᖒઌ生にはアϝϦΧւ܉、ϖンタΰンとのަবのࡍ
に௨༁をしていただき、それも本に༐ͮؾけられた
ମݧでした。
�年ؒはほとんどճ෮しなくて、どうޙ࢝ԉ։ࢧ　
なることかと思いましたが、いにして�年、3年
とだんだんよくなって、ޙ࠷は、அ上は皆さんճ
෮されました。このܦաをޙに加౻ઌ生と一ॹにจ
にしたり、本を出൛したりしましたʢԼهεライドʣ。
私にとってもඇৗにֶͿことがଟかったࢧԉでした。
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εトϨεֶ会ʯがあります。加౻ઌ生も�の会長
をしておられましたが、�0��年から私が会長を引きܧ
͗ました。ところが、その年に౦日本େࡂが起こり
ました。そのころ、私はभにいましたけれども、発
のその日にこれはେมだと思って、す͙加౻ઌ生にࡂ
ిしました。加౻ઌ生は長くֶ会に関わっていたの
で、ʮ一ॹにやりましΐう、ઌ生にࡂのରԠをおせ
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౻ઌ生はほとんどٶ県のࢧԉにߦきっ์しで、全વ
Ոにؼってこられͣ、Ոఉはେৎかなと心した͙
らいでした。
　加౻ઌ生のνーϜでやっていただいたॏཁなお事
として、ֶ会のதにࡂಛผҕһ会をつくって、加౻
ઌ生にऀになっていただきました。ࡏݱ෭セン
ター長のُԬઌ生もҕһとしておられました。そして、
いろいろなใの発৴をしていただきました。࣌ʢ今
もそうですがʣ、兵庫県こころのケアセンターがֶ会
の事ہだったので、加౻ઌ生をは͡めとしてେᖒઌ
生と一ॹにาんで、Կとか౦日本େࡂにରԠした
という࣍ୈです。
　さて、私からݟた、兵庫県こころのケアセンターが
Ռたしたׂをまとめてみたいと思いますʢԼهεラ
イドʣ。
　まͣ、センターは、加౻ઌ生がڧௐされたように、
関とػうઐߦケアをࡂにトラウマྟচやظもૣ࠷
なっていきました。これがϞデϧとなって、ޙに�つ
のこころのケアセンターができますけれども、そのϓ
ϩトタイϓ、ܕݪになったのは兵庫県こころのケアセ
ンターだったと思います。

　それから、࣌私はभにおり、౦ژなどあちこち
にトラウマにऔりんでいる方がおられましたが、そ
れをूめるϋϒとなっていきました。これがඇৗにେ
きかったです。ʮਆށにߦけばԿとかなるʯというײ
͡で、私も౦日本େࡂの࣌はຖ݄のようにਆށに来
ていました。
　さらに、加౻ઌ生もڧௐされていましたけれども、
いろいろな研मを日ৗ的にやっていて、ࢧࡂԉだけ
でなく、いろいろな日ৗ的なトラウマྟচɾࢧԉに
生かしていったということがございます。
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　また、େن࣌ࡂのࢧԉを積ۃ的に展։したので、
日本におけるトラウマケアの一つのେきなγンϘϧ、
私にとっての心のࢧえになったと思います。
　さて、せっかくౡから来ましたので、ౡ県のݱ
状も手におしさせていただきます。
　ౡ県には、࣮はまだ�ສ �000人ものଟくのආ
ऀがおられますʢԼهεライドʣ。ౡ県はٶ県、
、はগなかったのですがऀࢮ手県とҧい、のؠ
ࡂ関࿈ࢮは�000人をえており、�30名をえる
方がࡂ関࿈自ࡴとೝ定されています。ഇまではඇ
ৗにԕいಓのりで、本にಓばにかかっているかど
うかのところでございます。

　そのதでʮ;くしま心のケアセンターʯができました。
׆しかࡂ෦、のඃ؛手県はવԊؠ、県ٶ　
ಈしていませんが、ౡ県は全がඃࡂでආऀの
方がたくさんおられましたので、あちこちに方セン
ターがありましたけれども、今は�つにूされてい
ますʢԼهεライドʣ。

　εタοϑは様々な৬छが�0名ほどいて、ҩऀは私
�人しかいませんが、େॴଳのケアセンターです。そ
して、ࡏݱまで5000名をえるॅຽ、Ԇ�ສ݅
のࢧԉをߦってきました。加౻ઌ生がڧௐしていたア
ウトϦーν、๚ܕのࢧԉに加えて、ۙ࠷ではిの
ԉもかなり૿えています。あと来ॴ૬ஊも૿えましࢧ
たʢԼهεライドʣ。

　これは加౻ઌ生がڧௐされていましたものと同͡
*"4$のϐラミοドですʢԼهεライドʣ。ただ、加
౻ઌ生はϐラミοドの一൪上のลり、つまり࣬ױϨϕ
ϧの方のケアをするところに兵庫県こころのケアセン
ターを࣋ってきていますけど、私どものセンターはそ
こまでのྗがないので、その一า手લの方々をケアす
ることをそもそもは考えていました。

　このҩྍαーϏεのところをԼࢧえするׂです
が、ౡのケアセンターのେきな課題として、࣮ࡍは
かなり۩合のѱい方がたくさん来られていて、データ
上はਫ਼ਆՊのҩྍػ関にかかっている方とあまりมわ
らない方々を๊えていますʢԼهεライドʣ。ඃࡂ
では�3年たってもҩྍݯࢿがे分にճ෮してないこ
ともあり、;くしま心のケアセンターがそこをิう状
況が続いております。
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　もう一つ、私どもが໘しているେきな題が、そ
もそも自વࡂでは、ආऀの方、ඃऀࡂの方をࢧԉ
することによってඃࡂコミュニティーのࢧԉがཱし
ます。たりલですよͶ。ところが、今おししまし
たように、�ສ �000人のආऀの方がおられて、࠷
ۙではؼってこられません。ؐؼする方が本にݮり
ました。
　ඃࡂは、わりにҠॅऀが૿ٸしてしまいました。
つまり、コミュニティーがないところにҠॅऀの方が
たくさんೖって৽しいコミュニティーがつくられてい
くという、かつての自વࡂでは全くݟられなかった
෮ܗڵଶになっています。
　;くしま心のケアセンターはもともとඃऀࡂのࢧԉ
をするところでしたけれども、これをいくらやっても
心のࢧԉになりません。ということで、今、ࠃとͣっ
とަবしていますが、このೋつのׂをこなしていか
なければいけない。これはわかりにくい構ですが、
今、私たち、このೋつの૬する課題をԿとかかんと
かり越えていこうとしております。ࠃにもౡのこ
のෳࡶな෮ڵ課題について、Կとかཧղしていただき
たいと思っています。

　そういうことで、গしؒ࣌が長くなりましたが、兵
庫県こころのケアセンターઃཱ�0周年、におめで
とうございます。引き続き、ౡ県のごࢧԉ、ごཧ
ղをよろしくお願いします。今でもセンターからౡ
にࢧԉに来てもらっています。ઌि、େᖒઌ生にも来
てもらってྭましていただきました。引き続き、今ޙ
ともよろしくお願いします。
ʲେᖒ 　rલాઌ生、ありがとうございました。Կかެ
։でラϒϨターをಡまれたみたいな、うれしいような
ஏͣかしいようないろいろな࣋ؾちになりました。
ʲ加౻ 　r本にいろいろなことを思い出します。લా
ઌ生はཹٱถにおられ、ガϧーμ事ނが起きた࣌にؤ

ுられてʮガϧーμલాʯと私たちはݺんでいました。
それをػ会にこのྖҬに引っுりࠐまれて、౦日本େ
ࡂのޙは、Ԭ県からわざわざౡ県にҠॅされて、
本にࠎをຒめる֮ޛでߦっておられるのだと思いま
す。本に಄がԼがります。
　えͻめؙの࣌、લాઌ生はアドϨφϦン全։で、ి
があった࣌、ਖ਼なところの༰が分͙らいし
かわかりませんでした。Կかཔんでいるということは
わかったので、ではऔりあえͣ一ॹにやりましΐうと
いうをして、それでӉౡにߦくことになって、長
くいろいろな׆ಈをしましたが、あれはඇৗにಛघな
。でしたࡂ
　生きった生ెさんとધһさんがいて、Ҩの方が
おられて、場ॴはϋϫイですからͶ。だからࢧԉがඇ
ৗにしい状況でしたけれども、そのதでӉౡのอ
ってுられたことがҹにؤさんたちがとてもࢣ݈
いますし、それを�0年されました。今でもӉౡの
อ݈ࢣさんからقઅのՌがૹってきますけれども、
ඇৗにҹਂいࡂでした。
Ҏ߱、普௨のਫ਼ਆՊҩだった自分ࡂਆɾ୶࿏େࡕ　
がࡂのことに಄したように、લాઌ生もいつのؒ
にかこちらのੈքに引きͣりࠐまれ、ౡにߦっても
う�0年たったことをඇৗにਂ֒ײく思いますが、࠷
におしになったように今もౡにはたくさんのޙ
課題があると思います。私もʮ;くしま心のケアセン
ターʯのސになっているので、ۤ࿑されてきた状況
はよくっていますけれども、େมでしたよͶ。يಓ
にるまでどの͙らいかかりましたか。
ʲલా 　rౡはݪ発ࡂがございましたので、ଟくの
ԉऀがౡ県からආしてしまい、ҩऀもφーεたࢧ
ちもいなくなりました。ですから、それこそ本にԿ
もないところに日本全ࠃから人がूまってきて、名લ
もわからない͡ײです。もちろん皆さんౡのことを
りませんし、ݪ発ࡂなんて全વイϝーδできない、
寄せूめのूஂでした。�、5年͙らいまで年ؒの
৬が�ׂ、ϒラοΫۀاみたいな͡ײでした。加
౻ઌ生がおっしΌっていたように、マωδϝントがඇ
ৗにしくてۤ࿑しました。
ʲ加౻ 　rࡕਆɾ୶࿏େࡂの࣌も৬がඇৗに高く
て、࠷ॳの�0人のうち5年ޙにったのは�ׂだけ
でした。そういう;うにこころのケアの׆ಈというの
はඇৗにましく、やった人ؒはۤ࿑するということ
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　また、େن࣌ࡂのࢧԉを積ۃ的に展։したので、
日本におけるトラウマケアの一つのେきなγンϘϧ、
私にとっての心のࢧえになったと思います。
　さて、せっかくౡから来ましたので、ౡ県のݱ
状も手におしさせていただきます。
　ౡ県には、࣮はまだ�ສ �000人ものଟくのආ
ऀがおられますʢԼهεライドʣ。ౡ県はٶ県、
、はগなかったのですがऀࢮ手県とҧい、のؠ
ࡂ関࿈ࢮは�000人をえており、�30名をえる
方がࡂ関࿈自ࡴとೝ定されています。ഇまではඇ
ৗにԕいಓのりで、本にಓばにかかっているかど
うかのところでございます。

　そのதでʮ;くしま心のケアセンターʯができました。
׆しかࡂ෦、のඃ؛手県はવԊؠ、県ٶ　
ಈしていませんが、ౡ県は全がඃࡂでආऀの
方がたくさんおられましたので、あちこちに方セン
ターがありましたけれども、今は�つにूされてい
ますʢԼهεライドʣ。

　εタοϑは様々な৬छが�0名ほどいて、ҩऀは私
�人しかいませんが、େॴଳのケアセンターです。そ
して、ࡏݱまで5000名をえるॅຽ、Ԇ�ສ݅
のࢧԉをߦってきました。加౻ઌ生がڧௐしていたア
ウトϦーν、๚ܕのࢧԉに加えて、ۙ࠷ではిの
ԉもかなり૿えています。あと来ॴ૬ஊも૿えましࢧ
たʢԼهεライドʣ。

　これは加౻ઌ生がڧௐされていましたものと同͡
*"4$のϐラミοドですʢԼهεライドʣ。ただ、加
౻ઌ生はϐラミοドの一൪上のลり、つまり࣬ױϨϕ
ϧの方のケアをするところに兵庫県こころのケアセン
ターを࣋ってきていますけど、私どものセンターはそ
こまでのྗがないので、その一า手લの方々をケアす
ることをそもそもは考えていました。

　このҩྍαーϏεのところをԼࢧえするׂです
が、ౡのケアセンターのେきな課題として、࣮ࡍは
かなり۩合のѱい方がたくさん来られていて、データ
上はਫ਼ਆՊのҩྍػ関にかかっている方とあまりมわ
らない方々を๊えていますʢԼهεライドʣ。ඃࡂ
では�3年たってもҩྍݯࢿがे分にճ෮してないこ
ともあり、;くしま心のケアセンターがそこをิう状
況が続いております。
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　もう一つ、私どもが໘しているେきな題が、そ
もそも自વࡂでは、ආऀの方、ඃऀࡂの方をࢧԉ
することによってඃࡂコミュニティーのࢧԉがཱし
ます。たりલですよͶ。ところが、今おししまし
たように、�ສ �000人のආऀの方がおられて、࠷
ۙではؼってこられません。ؐؼする方が本にݮり
ました。
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くという、かつての自વࡂでは全くݟられなかった
෮ܗڵଶになっています。
　;くしま心のケアセンターはもともとඃऀࡂのࢧԉ
をするところでしたけれども、これをいくらやっても
心のࢧԉになりません。ということで、今、ࠃとͣっ
とަবしていますが、このೋつのׂをこなしていか
なければいけない。これはわかりにくい構ですが、
今、私たち、このೋつの૬する課題をԿとかかんと
かり越えていこうとしております。ࠃにもౡのこ
のෳࡶな෮ڵ課題について、Կとかཧղしていただき
たいと思っています。

　そういうことで、গしؒ࣌が長くなりましたが、兵
庫県こころのケアセンターઃཱ�0周年、におめで
とうございます。引き続き、ౡ県のごࢧԉ、ごཧ
ղをよろしくお願いします。今でもセンターからౡ
にࢧԉに来てもらっています。ઌि、େᖒઌ生にも来
てもらってྭましていただきました。引き続き、今ޙ
ともよろしくお願いします。
ʲେᖒ 　rલాઌ生、ありがとうございました。Կかެ
։でラϒϨターをಡまれたみたいな、うれしいような
ஏͣかしいようないろいろな࣋ؾちになりました。
ʲ加౻ 　r本にいろいろなことを思い出します。લా
ઌ生はཹٱถにおられ、ガϧーμ事ނが起きた࣌にؤ

ுられてʮガϧーμલాʯと私たちはݺんでいました。
それをػ会にこのྖҬに引っுりࠐまれて、౦日本େ
ࡂのޙは、Ԭ県からわざわざౡ県にҠॅされて、
本にࠎをຒめる֮ޛでߦっておられるのだと思いま
す。本に಄がԼがります。
　えͻめؙの࣌、લాઌ生はアドϨφϦン全։で、ి
があった࣌、ਖ਼なところの༰が分͙らいし
かわかりませんでした。Կかཔんでいるということは
わかったので、ではऔりあえͣ一ॹにやりましΐうと
いうをして、それでӉౡにߦくことになって、長
くいろいろな׆ಈをしましたが、あれはඇৗにಛघな
。でしたࡂ
　生きった生ెさんとધһさんがいて、Ҩの方が
おられて、場ॴはϋϫイですからͶ。だからࢧԉがඇ
ৗにしい状況でしたけれども、そのதでӉౡのอ
ってுられたことがҹにؤさんたちがとてもࢣ݈
いますし、それを�0年されました。今でもӉౡの
อ݈ࢣさんからقઅのՌがૹってきますけれども、
ඇৗにҹਂいࡂでした。
Ҏ߱、普௨のਫ਼ਆՊҩだった自分ࡂਆɾ୶࿏େࡕ　
がࡂのことに಄したように、લాઌ生もいつのؒ
にかこちらのੈքに引きͣりࠐまれ、ౡにߦっても
う�0年たったことをඇৗにਂ֒ײく思いますが、࠷
におしになったように今もౡにはたくさんのޙ
課題があると思います。私もʮ;くしま心のケアセン
ターʯのސになっているので、ۤ࿑されてきた状況
はよくっていますけれども、େมでしたよͶ。يಓ
にるまでどの͙らいかかりましたか。
ʲલా 　rౡはݪ発ࡂがございましたので、ଟくの
ԉऀがౡ県からආしてしまい、ҩऀもφーεたࢧ
ちもいなくなりました。ですから、それこそ本にԿ
もないところに日本全ࠃから人がूまってきて、名લ
もわからない͡ײです。もちろん皆さんౡのことを
りませんし、ݪ発ࡂなんて全વイϝーδできない、
寄せूめのूஂでした。�、5年͙らいまで年ؒの
৬が�ׂ、ϒラοΫۀاみたいな͡ײでした。加
౻ઌ生がおっしΌっていたように、マωδϝントがඇ
ৗにしくてۤ࿑しました。
ʲ加౻ 　rࡕਆɾ୶࿏େࡂの࣌も৬がඇৗに高く
て、࠷ॳの�0人のうち5年ޙにったのは�ׂだけ
でした。そういう;うにこころのケアの׆ಈというの
はඇৗにましく、やった人ؒはۤ࿑するということ

57ฌ͜͜ݝݿΖのέΞηϯλʔɾྩ̒ۀࣄใࠂॻɹ

ɹᶙɹࢀɹߟ



����

をޠっています。
　この࢛ੈلでચ࿅されてきたはͣですが、ࡂが
起きるとݱ場の人たちはඇৗにۤ࿑するということを
今おししていただきました。
　લాઌ生、ౡには課題がたくさんっていますけ
ど、今ޙどうなりそうですか。続けてもらわないとࠔ
るのですが、どうですかͶ。
ʲલా 　r加౻ઌ生が今日おしになりましたが、ࡂ
Ҏ߱にཱち上げられるこころのケアセンターはج本的
にはݶ࣌的なもので、なくならなければବだと思い
ます。ٶ県、ؠ手県は今ޙԕからͣด͡ていくと思
いますが、ౡ県はそういうわけにはいかないݱ状が
あります。;くしま心のケアセンターも兵庫と一ॹで、
できた࣌はʮ�年ޙの今になってԿをするんだʯみた
いな͡ײでݟられていましたが、今はʮまさか;くし
ま心のケアセンターだけはやめないでしΐうͶʯとい
うかなり൵痛なڣͼがඃࡂしたࢢொଜから聞こえてい
ます。というのが、�0年͙らいたつとࢧԉஂମがど
んどんফえていってしまいます。ఫୀしてしまうこと
もあって、ʮ;くしま心のケアセンターだけはって
くださいʯとݴわれますけれども、今、私たちのセン
ターは౦日本େࡂ෮ަڵ付ۚでӡӦされています。
あと�年で෮ڵிがなくなることもあって、そのޙは
がなくなります。一ମどうするのか。これは心のݯࡒ
センターだけではなくて、そもそもഇをどうするの
か、ഇまでのۀ࡞をどこが一ମࢧえていくのかとい
うところがあり、とてもౡ県だけではそういうྗは
ないので、今もࠃとかなりݫしいަবをͣっと続けて
いますが、ԿとかӬ続ܕの৫にҥସえしなければい
けないところに来ていると思います。
　ただ、日本でそれをやったのはまさに兵庫県こころ
のケアセンターだけなので、ౡ県としてもઌ生方の
アϓϩーνをඇৗに高い関心を࣋ってݟておりまして、
今ޙともご૬ஊにっていただければと思っています。
ʲ加౻ 　rありがとうございます。
　皆さん、ࡢ日のは͡ײておられましたか。この
ลも݁構༳れましたが。౦日本େࡂのをしました
が、ۙ࠷起こったొౡの状況は、�年͙らい
がれています。私もॳ�݄にچつのにඇৗに෮ܦ
参りまして、ݱ場にೖったઌ生が今日いらしています
が、ݱ場にೖった人はݶられていて、ଟくのνーϜは
ۚにػしなければいけない状況で、なかなかࢧԉ

がߦきಧきませんでした。࣮はੴ県にもこころのケ
アセンターができています。ただ、今ޙの׆ಈにまだ
ってっておられる状況らしくて、େきな課題がށ
いることをͥͻここでおえしたいと思います。
ʲલా 　r֬かにこころのケアセンターはマωδϝント
がେมですし、େॴଳになればなるほど৫ͮくりに
かなりؒ࣌がかかってしまうというܽがあります。
ただ、私たちはࡢ年�年ؒ、あるγンΫタンΫのϨ
Ϗューをडけました。ࠃの関でケアセンターのࡦ
的なධՁをडけました。その࣌に一つのେきな指ඪに
なったのが、もしケアセンターがなければどうなった
かということです。
　֬かにケアセンターをつくることはデϝϦοトもେ
きく、࿑ྗもかかります。しかし、なかった場合、ط
ଘのγεテϜ、ྫえばਫ਼ਆอ݈ࢱセンターやอ݈ॴ
にઐ৬をஔすることになりますが、その方法がՌ
たしてうまくいくのかと思います。খنであればΉ
しろそのほうがいいと思いますが、େنなࡂの場
合、とてもࢢொଜやਫ਼ਆอ݈ࢱセンターではडけೖ
れるྗがありません。ケアセンターのଘ続ҙٛを考
えるとすれば、ケアセンターがなかった場合のସ的
な手ஈを考えてみるといいのではないかと思います。
ʲ加౻ 　rさっきもݴいましたが、ຽؒ৫だったϝ
Ϧοトは݁構େきくて、ॴは࠷ॳにཱてたܭըをこ
なすことしかできませんが、ຽؒஂମですので、それ
をมߋしながらやっていけて、ॊೈੑを発شできると
いうϝϦοトがあったと思います。֬かにセンターが
なければどうなったのだろうというのはେきなࢹで
しΐうͶ。ありがとうございます。
ࠃ、ԋでは৮れられませんでしたがߨに、今日私の࣍　
だけではなく、ւ֎のࡂにରしてもいろいろなࢧԉ
をしてまいりましたので、େᖒからհしてもらいます。
ʲେᖒ 　rそれでは、ւ֎でセンターがどのようなࢧ
ԉ׆ಈをߦってきたのかについておします。
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　兵庫県こころのケアセンターができた年、�00�年
の ��݄ ��日にεマトラԭでେࡂによるେきな
が発生しました。年をまたいだ�݄、出ுからのؼ
りಓ、Ԭࢁで৽װઢにる࣌にセンター長からిが
あり、ʮεマトラにߦくことになるかもしれないʯと
っているのだろうと思ったのがջかしݴわれ、Կをݴ
いです。そののち、日本はඃࠃࡂに0%"として
େきなおۚをམとすことになるがϋードウΤアばかり
ではҙຯがないので、ࡕਆɾ୶࿏େࡂでのݧܦをԿ
らかのܗでιϑトウΤアとしてえることができない
のかというが +*$"からあり、私たちがݣされる
ことになりました。
　これがその࣌に私がࡱったඃࡂのࣸਅです。ेࡾ
年લ、私はこのϙートアイランドでඃࡂしています。
ඃऀࡂでありながらࢧԉ׆ಈをしないといけないとい
う࣌のݧܦが私のࢧԉऀとしてのݪです。そのた
め、のඃݧܦࡂは࣮ମݧとしてありましたが、
ඃはݧܦしたことがなかったので、こんな;うに
なるのだと思ったことをهԱしています。
　ݣされたのが�݄ので、発ࡂから�か݄たっ
ていましたが、࣌もຖ日のように、נをͻっくり
返すとԿेというごҨମが出てくる状ଶでした。ಓの
にେきなࠇいϏニーϧାがஔいてあり、ʮあれはԿ ʯ
とਘͶるとごҨମだとڭえられました。࣌、私たち
のνーϜにはઐଐのドライόーと௨༁がいて、ドライ
όーは自ಈখॐを࣋っていました。όンμɾアνΣは
ઓが終わったばかりだったので加౻ઌ生のޢӴも݉
Ͷていました。そもそも長年、֎ࠃ人がೖれるような
Ҭではなかったのです。

　センターの事はࡂに関する事だとはཧղし
ていましたが、まさか、いきなりこんなところにݣ
されるのか、と思ったことを֮えています。ݱで௨
༁をհしてニーζの聞きऔりௐࠪをߦいました。ඃࡂ
からの෮ڵでେ事なことは、社会的な関心をどうूめ
るのかでした。ඃࡂされた人はແྗײにさいなまれて
いるし、ଟくの人はઈしか࣋ってない場合はಛに、
です。
　࣌ҹ的だったのは、インドωγアにはイεラϜ
の人もଟく、にյされなかったϞεΫがたくさڭ
んっていました。あるঁੑのඃऀࡂとおをしてい
たら、ʮ私たちが生きったのは、アラーのਆが自分
たちを身ۙにஔきたくないからで、ਆが自分のۙくに
ஔいておくきだと思った人だけくなったʯとݴわ
れました。ॳ、ʮޡ༁にҧいないʯと思い、もう一
֬ೝしてもらいましたが、どうやら本にそうݴっ
ているようだったのです。い、か݄ޙにはʮ生き
する人たちだʯとղऍがมわったݐ࠶をࠃった人は
のでよかったのですが、ޙࡂにはいろいろなӟがྲྀ
れるయྫܕです。

　ઓが続き、日ৗにトラウマがあ;れているとここ
ろのケアはしくなります。その上、ඃࠃࡂのࢢຽみ
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をޠっています。
　この࢛ੈلでચ࿅されてきたはͣですが、ࡂが
起きるとݱ場の人たちはඇৗにۤ࿑するということを
今おししていただきました。
　લాઌ生、ౡには課題がたくさんっていますけ
ど、今ޙどうなりそうですか。続けてもらわないとࠔ
るのですが、どうですかͶ。
ʲલా 　r加౻ઌ生が今日おしになりましたが、ࡂ
Ҏ߱にཱち上げられるこころのケアセンターはج本的
にはݶ࣌的なもので、なくならなければବだと思い
ます。ٶ県、ؠ手県は今ޙԕからͣด͡ていくと思
いますが、ౡ県はそういうわけにはいかないݱ状が
あります。;くしま心のケアセンターも兵庫と一ॹで、
できた࣌はʮ�年ޙの今になってԿをするんだʯみた
いな͡ײでݟられていましたが、今はʮまさか;くし
ま心のケアセンターだけはやめないでしΐうͶʯとい
うかなり൵痛なڣͼがඃࡂしたࢢொଜから聞こえてい
ます。というのが、�0年͙らいたつとࢧԉஂମがど
んどんফえていってしまいます。ఫୀしてしまうこと
もあって、ʮ;くしま心のケアセンターだけはって
くださいʯとݴわれますけれども、今、私たちのセン
ターは౦日本େࡂ෮ަڵ付ۚでӡӦされています。
あと�年で෮ڵிがなくなることもあって、そのޙは
がなくなります。一ମどうするのか。これは心のݯࡒ
センターだけではなくて、そもそもഇをどうするの
か、ഇまでのۀ࡞をどこが一ମࢧえていくのかとい
うところがあり、とてもౡ県だけではそういうྗは
ないので、今もࠃとかなりݫしいަবをͣっと続けて
いますが、ԿとかӬ続ܕの৫にҥସえしなければい
けないところに来ていると思います。
　ただ、日本でそれをやったのはまさに兵庫県こころ
のケアセンターだけなので、ౡ県としてもઌ生方の
アϓϩーνをඇৗに高い関心を࣋ってݟておりまして、
今ޙともご૬ஊにっていただければと思っています。
ʲ加౻ 　rありがとうございます。
　皆さん、ࡢ日のは͡ײておられましたか。この
ลも݁構༳れましたが。౦日本େࡂのをしました
が、ۙ࠷起こったొౡの状況は、�年͙らい
がれています。私もॳ�݄にچつのにඇৗに෮ܦ
参りまして、ݱ場にೖったઌ生が今日いらしています
が、ݱ場にೖった人はݶられていて、ଟくのνーϜは
ۚにػしなければいけない状況で、なかなかࢧԉ

がߦきಧきませんでした。࣮はੴ県にもこころのケ
アセンターができています。ただ、今ޙの׆ಈにまだ
ってっておられる状況らしくて、େきな課題がށ
いることをͥͻここでおえしたいと思います。
ʲલా 　r֬かにこころのケアセンターはマωδϝント
がେมですし、େॴଳになればなるほど৫ͮくりに
かなりؒ࣌がかかってしまうというܽがあります。
ただ、私たちはࡢ年�年ؒ、あるγンΫタンΫのϨ
Ϗューをडけました。ࠃの関でケアセンターのࡦ
的なධՁをडけました。その࣌に一つのେきな指ඪに
なったのが、もしケアセンターがなければどうなった
かということです。
　֬かにケアセンターをつくることはデϝϦοトもେ
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合、とてもࢢொଜやਫ਼ਆอ݈ࢱセンターではडけೖ
れるྗがありません。ケアセンターのଘ続ҙٛを考
えるとすれば、ケアセンターがなかった場合のସ的
な手ஈを考えてみるといいのではないかと思います。
ʲ加౻ 　rさっきもݴいましたが、ຽؒ৫だったϝ
Ϧοトは݁構େきくて、ॴは࠷ॳにཱてたܭըをこ
なすことしかできませんが、ຽؒஂମですので、それ
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ࠃ、ԋでは৮れられませんでしたがߨに、今日私の࣍　
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　兵庫県こころのケアセンターができた年、�00�年
の ��݄ ��日にεマトラԭでେࡂによるେきな
が発生しました。年をまたいだ�݄、出ுからのؼ
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ではҙຯがないので、ࡕਆɾ୶࿏େࡂでのݧܦをԿ
らかのܗでιϑトウΤアとしてえることができない
のかというが +*$"からあり、私たちがݣされる
ことになりました。
　これがその࣌に私がࡱったඃࡂのࣸਅです。ेࡾ
年લ、私はこのϙートアイランドでඃࡂしています。
ඃऀࡂでありながらࢧԉ׆ಈをしないといけないとい
う࣌のݧܦが私のࢧԉऀとしてのݪです。そのた
め、のඃݧܦࡂは࣮ମݧとしてありましたが、
ඃはݧܦしたことがなかったので、こんな;うに
なるのだと思ったことをهԱしています。
　ݣされたのが�݄ので、発ࡂから�か݄たっ
ていましたが、࣌もຖ日のように、נをͻっくり
返すとԿेというごҨମが出てくる状ଶでした。ಓの
にେきなࠇいϏニーϧାがஔいてあり、ʮあれはԿ ʯ
とਘͶるとごҨମだとڭえられました。࣌、私たち
のνーϜにはઐଐのドライόーと௨༁がいて、ドライ
όーは自ಈখॐを࣋っていました。όンμɾアνΣは
ઓが終わったばかりだったので加౻ઌ生のޢӴも݉
Ͷていました。そもそも長年、֎ࠃ人がೖれるような
Ҭではなかったのです。

　センターの事はࡂに関する事だとはཧղし
ていましたが、まさか、いきなりこんなところにݣ
されるのか、と思ったことを֮えています。ݱで௨
༁をհしてニーζの聞きऔりௐࠪをߦいました。ඃࡂ
からの෮ڵでେ事なことは、社会的な関心をどうूめ
るのかでした。ඃࡂされた人はແྗײにさいなまれて
いるし、ଟくの人はઈしか࣋ってない場合はಛに、
です。
　࣌ҹ的だったのは、インドωγアにはイεラϜ
の人もଟく、にյされなかったϞεΫがたくさڭ
んっていました。あるঁੑのඃऀࡂとおをしてい
たら、ʮ私たちが生きったのは、アラーのਆが自分
たちを身ۙにஔきたくないからで、ਆが自分のۙくに
ஔいておくきだと思った人だけくなったʯとݴわ
れました。ॳ、ʮޡ༁にҧいないʯと思い、もう一
֬ೝしてもらいましたが、どうやら本にそうݴっ
ているようだったのです。い、か݄ޙにはʮ生き
する人たちだʯとղऍがมわったݐ࠶をࠃった人は
のでよかったのですが、ޙࡂにはいろいろなӟがྲྀ
れるయྫܕです。

　ઓが続き、日ৗにトラウマがあ;れているとここ
ろのケアはしくなります。その上、ඃࠃࡂのࢢຽみ
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んながྗڠしないと෮ڵなんてありಘません。ࠃから
のݣであり、தԝにରしてఏҊॻを出すのが
ミογϣンだったので、ूめたใをجにこのϦεト
を࡞しใࠂॻを࡞しました。
　私はこれをॻいたޙにऀߤԼཀྵにかかってし
まい、ͻどい状ଶでした。たまたま私たち、こころの
ケアνーϜがݣされていたײ、࣌છのνーϜも一
ॹの॓にいたのでԟしてくださって、ʮこのༀҿめ
ばେৎですよ。ҿんでこなかったんですかʯとݴわ
れました。予ༀとしてҿんでいたらେৎだったと
いうをその࣌聞いて、Կでそんなେ事なことをもっ
とઌにڭえてくれなかったんだとったことを֮えて
いますが、あのޙ、加౻ઌ生も一ॹにߦっていた౻Ҫ
ઌ生も、ࠃؼの్தでおなかյしてେมでしたよͶ。
そんなことがありました。

　これは�0年લのࣸਅです。ここにセンター長がい
て、ʮݱの人は୭でしΐうʯとΫイζができる͙ら
い༹けࠐんでいるのがわかると思います。एかりしࠒ
の私と、࣌一ॹにݣされた同྅の౻Ҫઍଠઌ生と
+*$"から一ॹにߦっていた౻Ҫさん、そしてこちら
が௨༁݉ドライόーです。
　εライドのタイトϧにあるとおり、あれだけのࡂ
が起こると、୯発でどうこうできることはなく、ࡉく、
長く、Կしろ్れさせないでどうࢧԉしていくのか
がすごくॏཁなのです。それは今のౡも同͡ではな
いかと思います。

　ઌほどࠃにఏҊしたとおり、ඃࡂにおける人ࡐҭ
がେ事だとなりました。その݁Ռ、+*$"からҕୗ
をडけ、ほ΅ຖ年のように、この�0年ؒ、ඃࡂの
ઐՈをটᡈした研मϓϩάラϜをߦってきました。
　�ճの研मに参加してくれた人たちのू合ࣸਅで
す。εマトラとのඃ�0ࠃࡂかࠃから合�0ܭ
名લޙのઐ৬です。ઐ৬とݴいましても、ඃࠃࡂ
のதにはਫ਼ਆՊҩがࠃ全ମに5名にຬたないࠃもある
ので、࣮ࡍのࢧԉはࢣޢやྍۀ࡞法࢜の人がやって
いました。いろいろなࠃからいろいろなഎܠを࣋った
ઐ৬が来られ、�िؒのϓϩάラϜをߦってきまし
た。一൪࠷ॳが�005年です。
　࣌はまだ予ࢉも५だったのか、オーεトラϦア
のαンディɾマΫϑΝーϨンに来てもらったり、アϝ
ϦΧからも、ઌほどセンター長のに出てきたαイコ
ϩδΧϧɾϑΝーεトΤイドを։発した人たちに来て
もらったりと、߽՚なϝンόーで研मを࢝めました。

　एかったࠒの私たちです。�0年の年݄にはあらが
えません。൴らはそれͧれのにおいて、そのޙ、ૺ
۰するいろいろな自વࡂ、人的ࡂにରして、セ
ンターでֶんだことを生かしてくれているといいなと
思っています。
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　それから、今年にࢸるまでこれだけのࠃの人たちが、
センターの研मϓϩάラϜに参加しました。ߦった
ことがないࠃもたくさんありますが、།一のಘは、
このදの一෦のࠃ、事લௐࠪやϑΥϩーアοϓとし
てߦくػ会をಘました。νϦはԕかったです。アϝϦ
Χまでま͙ͣؒ࣌��らい、そこから同͙͡らいの࣌
ؒをかけてೆԼしました。
。から来られていますࠃしたら、3�0人が3�かࢉܭ　
�0年ってそれだけの年݄なのだと思いましたが、ଟ
くのࠃは、人ɾɾおۚがない上にϝンタϧϔϧεに
ରするεティάマがとてもڧいத、どうやってޙࡂ
のこころのケア׆ಈをやっていくのかにんでいるこ
とがଟいです。加౻センター長のにもありましたが、
コミュニティーのྗをఈ上げする。ࡂのதにこころ
のケアをऔりࠐΉ。ઐ৬はগなく、े分なトϨーニ
ンάをडけるػ会もあまりないத、ҬをרきࠐΉよ
うな事݅、事ࡂ、ނが起こると、その人たちだけで
は౸ఈରԠできません。ですから、ॅຽのྗڠがෆՄ
ܽで、そのためにはڭҭがॏཁになります。ྫえば、
ڭࡂҭ。ࢠどもがֶばՈఉに࣋ってؼってくれる
し、Ոఉに࣋ってؼってくれればҬにもがってい
きます。日本で࣮ࢪされているこのようなϞデϧを
հすることによって、ઐ৬としてのࣝに加え、よ
りൣғにのࠜϨϕϧでげていくことをओ؟とし
た研मを࣮ࢪしています。

　そして、今年のଔۀ生はこのࣸਅにࣸっている�名
です。マϨーγア、άϨφμ、ύϓアニューΪニアか
ら�名ͣつ、ϝΩγコから�名、そして今、ࡏݱਐߦ
でฆ૪が起こっているウΫライφから3名のઐՈܗ
が来日しました。
　こんなܗでࡉ々とではありますが、私たちがݧܦした
こと、そして൴らがݧܦしていることをڭえていただ
くことによって、方的なֶͼを続けてきた࣍ୈです。

　それに加えて、私たちがݱにߦくこともまれにあ
ります。その一つがインドωγア、εマトラౡでの
ٴͼです。+*$"はٸۓࡍࠃԉॿୂのۀݣ
をおこなっていらっしΌいますが、発展్上ࠃが日本
にରしてࢧԉがඞཁだと申し出ると、֎ল、ް
生࿑ಇল、૯লなどがҩྍνーϜ、ٹॿνーϜ、そ
のଞいろいろなઐ৬をݣします。こころのケア
νーϜもその一つです。ଟ分、このインドωγアの
とがこころのケアνーϜがݣされた࠷ॳの事
Ҋだと思います。
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νーϜもその一つです。ଟ分、このインドωγアの
とがこころのケアνーϜがݣされた࠷ॳの事
Ҋだと思います。
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　もう一つあったのがΧンタϕϦーです。౦日
本େࡂが起こるલの�݄ ��日に発ࡂし、ཹֶޠ
ֶ生をओとする日本人��人がおくなりになりまし
た。௨ৗニューδーランドのようなࠃに +%3がݣ
されることはありません。自ࠃでえるはͣだからで
す。ところがଟくの日本人がרきࠐまれる事ଶだった
ため、֎লがӡӦするݱの本෦にอ݈ࢣの同྅と
一ॹに私がݣされました。
　ݣલ、今から࢝まるごҨମの身֬ݩೝのࡍにごҨ
のこころのケアがඞཁだからߦってほしい、今す͙
われていました。ところݴるとࠔってもらわないとߦ
が、ݱに౸ணすると、֎লの人たちはすごく༏ल
で、私たちがߦかなくても全વ題ありませんでした。
͡ײʮԿしに来たんだʯみたいなগしఢର的な、ࡍ࣮
もあって、ඇৗにࠔしました。どうしたものかと思
いながら、֎লの人たちのಈきをഈݟし、ॳ日の、
本෦でߦわれる定ྫの会ٞで自ݾհを݉Ͷて、こう
発ݴしました �ʮ皆さん方があまりにもすばらしい
事をしているので、ݣされてきたけれどもଟ分に
ཱてることはԿもないと思います。だけど、一Ԡ私は
こういう৬छなので、Կかおにཱてることがあった
らݴってください。ʯすると、࣍の日からよくして
くれたのでॿかりましたが、࣌はどうなるかと思っ
たものでした。
け出しのۦしながらࡂで、私はඃࡂਆɾ୶࿏େࡕ　
心ཧ࢜として׆ಈするத、センター長とも出会うこと
になりました。そのԑがあって、えͻめؙの݅でϖン
タΰンとのંিに௨༁として関わることになりまし
た。େࡕのྖ事ؗだったと思いますが、今でこそオン
ラインの会ٞは普௨ですけれども、�3年લの �00�
年にテϨϏ会ٞってݴうだけでもすごいのに、૬手は
ϖンタΰンだ、ࠃ૯লだと聞いてͼっくりしたのを

֮えています。ແ事におがՌたせたようでԿよりで
した。
　このように、ࠃでもւ֎においても、ֶ んだこと、
えていただいたことのほうがѹ的にଟいのですڭ
が、私たちのݧܦをւ֎のࢧԉ৬の人たちにؐݩする
。会をಘられた、ということですػ
ʲ加౻ 　r�0年લのࣸਅをݟると年औったなと思いま
すが、本にେᖒとはいろいろなところ、Ոとߦっ
てないようなところもたくさんߦきました。தࠃに
は�0ճ͙らいߦきましたͶ。νϦには�、5ճߦき
ましたが、େมでしたͶ。日本人はೖれないようなό
ンμɾアνΣやミϟンマーにも。ミϟンマーは本に
େมでした。本にのՌてまで一ॹにߦった�0年
でした。
　まだ私たちがؾݩだったのでできましたが、֦େし
ա͗ですかͶ。やりա͗たのかもしれないという思い
があって、私ももう�0をա͗ましたので、今ޙどう
していけばいいのか。今のগないεタοϑʕগないど
ころかݮっていくத、これまでやってきたことをどう
ҡ࣋するかはとてもେきな課題です。
　今日は兵庫県の方がたくさんおられるので、そのล
についてまたおをしたいと思っておりますが、そう
いうҙຯではどこかにઐ೦しなければいけないと思い
ます。うちはどのลにूதしたらいいと思いますか。
લాઌ生、Կかお考えがありますか。
ʲલా 　r兵庫県こころのケアセンターのׂで֎から
一൪ظするのは、研मや人ࡐҭの໘です。ಛにઐ
৬のҭをܧ続してͣっとやっているところは日本
でも本にগないので、ͥͻそれは引き続きやってほ
しいと思います。ౡにもこちらでֶんだ方がたくさ
んいて、そういった人たちはݟていて҆心です。
　もう一つは、େنࡂが起こった࣌、ඞͣ同ٞ͡
が出てきます。ྫえばこころのケアです。加౻ઌ生
はこころのケアというݴ༿をうのにためらうظ࣌が
長かったとݴわれましたが、今はਖ਼ରで、こころの
ケアをしなかったら൷されるような࣌になりまし
た。でも、どうしてやっていいかわからない࣌があり、
その࣌に兵庫県こころのケアセンターのݧܦをγΣア
してもらうとすごくにཱちます。
　そのೋつです。つまり、人ࡐҭの໘、それからେ
してαδΣεࡍのཱҊなどに࣌が起こったࡂن
νϣンをいただくといったׂをͥͻՌたしていただ
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きたいと思います。
ʲ加౻ 　rありがとうございます。େᖒさんԿかありま
すか、どこにूதしなければいけないとか。
ʲେᖒ 　rうちのセンターにいたからこそ、あれだけい
ろいろなࠃにߦったり、人に関わることができました
し、あとは、私は加౻センター長のϑィーϧドをܧい
でফࢂ事εトϨε、ٹࡂԉ৬のۀにಛԽした事
ฑをͣっと長いことやっていて、たくさんのফ本෦
にߦき、いろいろなを聞いており、ଟ分私は日本で
一൪ফ研मをやっていると自ෛできる͙らいやって
います。それは今の৬場で�0年ಇいてきたという積
み上げがあるからこそですが、そのลりを考えると、
どうしてもおۚの໘でεタοϑが༗ޏظ༻で5年と
なってしまうと、5年でएいࢠをҭてて、ଔۀして、
いろいろେֶでڭえたりする、すばらしい人ࡐがҭ
されているのは事࣮ですが、センターのதでのݧܦが
積み上がっていかない。
　兵庫県でもଟ分、ࡕਆɾ୶࿏େࡂの࣌にલઢでಇ
いていた県ிの方やॴの方、อ݈ࢣさんたちはもう
ୀ৬されていますよͶ。えͻめؙでؤுっていらっ
しΌったอ݈ࢣさんたちも皆さんୀ৬されていて、そ
のݧܦがޙになかなかわりͮらいことを考える
と、いろいろなしいことはあるのかもしれませんけ
れども、ϋϒとなるようなところでは、த心でって
ಇき続けられる人というのがいない。
　ଟ分、લాઌ生のところも同͡ではないかと思い
ますが、私たちはもう �0年センターにいるので、ほ
かの人がସわったとしても༰をっている人が୭
かいる状況ではあるけれども、それがなくなると、
今まで積していたものはθϩにはならないかもし
れませんけど、かゆいところに手をಧかせるような
ことはしくなるというҙຯにおいては、いい人ࡐ
を長くΩーϓできるようなૉがないと人ࡐҭに
もつながらない。
　�0年のݧܦによって、ࡂབྷみのαイコϩδΧϧɾ
ϑΝーεトΤイドの研मなどに今全ࠃからおݺͼがか
かって私はߦっていますが、これはまさに、�0年ؒ
こころのケアセンターにいて、ࡂのみならͣฏ࣌の
様々なػةʕ事ۀॴで୭かがくなったり、事݅が起
こったりしたようなところにߦき、を聞き、հೖを
した積みॏͶのՌだと思います。
　そういったことを考えた࣌に、センターが人ࡐҭ

をするのもそうですが、センターのεタοϑの人ࡐҭ
をத長ظのࢹで考えないといけない。せっかく
�0年続いたけれども、加౻ઌ生が�0ࡀをա͗て、私
はもうす͙�0ࡀになると考えると、私たちはӬԕに
いませんし、どうするのかなと、もうগししたらさよ
うならをݴう私にしてみれば心です。
ʲ加౻ 　r本にどうしましΐうͶ。私も自分のݧܦだ
と、日本のあらゆるࡂにߦきました。この࢛ੈل
に起きたࡂにほとんどߦったと思いますが、ݱ場で
はத長ظのࢧԉはどうするかを一൪聞かれます。ੑٸ
ԉというのは、ઌほどࣔしたようにνーϜがたࢧのظ
くさんできて、それなりにϊウϋウが積されました。
でも、ಛに心ཧ社会的なࢧԉというのはத長ظのほう
がେ事で、これをどうするのかについては、あまり੍
がありません。事にたってからあた;たしなけれ
ばいけなくなるので、事લにいろいろなݧܦをͥͻ聞
かせてくださいとݴわれることがଟいわけです。
　ొౡにも%1"5でߦきましたが、私にはΉし
ろத長ظにどうするかをしてほしいということだっ
たので、それを本に自分のׂだと思ってやってき
ました。しかし今ޙもしࡂが起きたらߦけるのか
と。ମྗ໘でもਰえを͡ײるので、今ޙどうしようか
と思っていて、これからはલాઌ生にؤுってもらっ
て౦のݧܦをえていただく方がいいかもしれませ
ん。
ʲલా 　rいや、私もઌ生と年はあまりҧいませんよ。
もうϩートϧです。
　まさにઌ生におっしΌっていただいた෮ࢧظڵԉで
すよͶ。֬かにظੑٸのࢧԉは、େมだということで
みんながアドϨφϦン全։でߦきますが、それをडけ
るଆ、डԉऀଆは本にେมだと思います。
　私も౦日本େࡂではࢧԉするଆでしたけど、今は
ԉに来てࢧであってもظ࣌ԉをडけるଆです。このࢧ
いただくと本にうれしいのです。ઌिେᖒઌ生に来
てもらった࣌もεタοϑが本にتんでいました。ઌ
生が来るとྭましてもらえて、֎の人からʮよくؤுっ
ていますͶʯとݴってもらえるのが一൪のྭみになり
ます。
　෮ࢧظڵԉのしさは人々の関心がなくなったࠒに
ԉをしなければいけないところで、そこを高にࢧ
ってくれる人がいません。ʮまだやっているんですݴ
かʯʮいいかげん終わったらどうですかʯみたいな
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　もう一つあったのがΧンタϕϦーです。౦日
本େࡂが起こるલの�݄ ��日に発ࡂし、ཹֶޠ
ֶ生をओとする日本人��人がおくなりになりまし
た。௨ৗニューδーランドのようなࠃに +%3がݣ
されることはありません。自ࠃでえるはͣだからで
す。ところがଟくの日本人がרきࠐまれる事ଶだった
ため、֎লがӡӦするݱの本෦にอ݈ࢣの同྅と
一ॹに私がݣされました。
　ݣલ、今から࢝まるごҨମの身֬ݩೝのࡍにごҨ
のこころのケアがඞཁだからߦってほしい、今す͙
われていました。ところݴるとࠔってもらわないとߦ
が、ݱに౸ணすると、֎লの人たちはすごく༏ल
で、私たちがߦかなくても全વ題ありませんでした。
͡ײʮԿしに来たんだʯみたいなগしఢର的な、ࡍ࣮
もあって、ඇৗにࠔしました。どうしたものかと思
いながら、֎লの人たちのಈきをഈݟし、ॳ日の、
本෦でߦわれる定ྫの会ٞで自ݾհを݉Ͷて、こう
発ݴしました �ʮ皆さん方があまりにもすばらしい
事をしているので、ݣされてきたけれどもଟ分に
ཱてることはԿもないと思います。だけど、一Ԡ私は
こういう৬छなので、Կかおにཱてることがあった
らݴってください。ʯすると、࣍の日からよくして
くれたのでॿかりましたが、࣌はどうなるかと思っ
たものでした。
け出しのۦしながらࡂで、私はඃࡂਆɾ୶࿏େࡕ　
心ཧ࢜として׆ಈするத、センター長とも出会うこと
になりました。そのԑがあって、えͻめؙの݅でϖン
タΰンとのંিに௨༁として関わることになりまし
た。େࡕのྖ事ؗだったと思いますが、今でこそオン
ラインの会ٞは普௨ですけれども、�3年લの �00�
年にテϨϏ会ٞってݴうだけでもすごいのに、૬手は
ϖンタΰンだ、ࠃ૯লだと聞いてͼっくりしたのを

֮えています。ແ事におがՌたせたようでԿよりで
した。
　このように、ࠃでもւ֎においても、ֶ んだこと、
えていただいたことのほうがѹ的にଟいのですڭ
が、私たちのݧܦをւ֎のࢧԉ৬の人たちにؐݩする
。会をಘられた、ということですػ
ʲ加౻ 　r�0年લのࣸਅをݟると年औったなと思いま
すが、本にେᖒとはいろいろなところ、Ոとߦっ
てないようなところもたくさんߦきました。தࠃに
は�0ճ͙らいߦきましたͶ。νϦには�、5ճߦき
ましたが、େมでしたͶ。日本人はೖれないようなό
ンμɾアνΣやミϟンマーにも。ミϟンマーは本に
େมでした。本にのՌてまで一ॹにߦった�0年
でした。
　まだ私たちがؾݩだったのでできましたが、֦େし
ա͗ですかͶ。やりա͗たのかもしれないという思い
があって、私ももう�0をա͗ましたので、今ޙどう
していけばいいのか。今のগないεタοϑʕগないど
ころかݮっていくத、これまでやってきたことをどう
ҡ࣋するかはとてもେきな課題です。
　今日は兵庫県の方がたくさんおられるので、そのล
についてまたおをしたいと思っておりますが、そう
いうҙຯではどこかにઐ೦しなければいけないと思い
ます。うちはどのลにूதしたらいいと思いますか。
લాઌ生、Կかお考えがありますか。
ʲલా 　r兵庫県こころのケアセンターのׂで֎から
一൪ظするのは、研मや人ࡐҭの໘です。ಛにઐ
৬のҭをܧ続してͣっとやっているところは日本
でも本にগないので、ͥͻそれは引き続きやってほ
しいと思います。ౡにもこちらでֶんだ方がたくさ
んいて、そういった人たちはݟていて҆心です。
　もう一つは、େنࡂが起こった࣌、ඞͣ同ٞ͡
が出てきます。ྫえばこころのケアです。加౻ઌ生
はこころのケアというݴ༿をうのにためらうظ࣌が
長かったとݴわれましたが、今はਖ਼ରで、こころの
ケアをしなかったら൷されるような࣌になりまし
た。でも、どうしてやっていいかわからない࣌があり、
その࣌に兵庫県こころのケアセンターのݧܦをγΣア
してもらうとすごくにཱちます。
　そのೋつです。つまり、人ࡐҭの໘、それからେ
してαδΣεࡍのཱҊなどに࣌が起こったࡂن
νϣンをいただくといったׂをͥͻՌたしていただ
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きたいと思います。
ʲ加౻ 　rありがとうございます。େᖒさんԿかありま
すか、どこにूதしなければいけないとか。
ʲେᖒ 　rうちのセンターにいたからこそ、あれだけい
ろいろなࠃにߦったり、人に関わることができました
し、あとは、私は加౻センター長のϑィーϧドをܧい
でফࢂ事εトϨε、ٹࡂԉ৬のۀにಛԽした事
ฑをͣっと長いことやっていて、たくさんのফ本෦
にߦき、いろいろなを聞いており、ଟ分私は日本で
一൪ফ研मをやっていると自ෛできる͙らいやって
います。それは今の৬場で�0年ಇいてきたという積
み上げがあるからこそですが、そのลりを考えると、
どうしてもおۚの໘でεタοϑが༗ޏظ༻で5年と
なってしまうと、5年でएいࢠをҭてて、ଔۀして、
いろいろେֶでڭえたりする、すばらしい人ࡐがҭ
されているのは事࣮ですが、センターのதでのݧܦが
積み上がっていかない。
　兵庫県でもଟ分、ࡕਆɾ୶࿏େࡂの࣌にલઢでಇ
いていた県ிの方やॴの方、อ݈ࢣさんたちはもう
ୀ৬されていますよͶ。えͻめؙでؤுっていらっ
しΌったอ݈ࢣさんたちも皆さんୀ৬されていて、そ
のݧܦがޙになかなかわりͮらいことを考える
と、いろいろなしいことはあるのかもしれませんけ
れども、ϋϒとなるようなところでは、த心でって
ಇき続けられる人というのがいない。
　ଟ分、લాઌ生のところも同͡ではないかと思い
ますが、私たちはもう �0年センターにいるので、ほ
かの人がସわったとしても༰をっている人が୭
かいる状況ではあるけれども、それがなくなると、
今まで積していたものはθϩにはならないかもし
れませんけど、かゆいところに手をಧかせるような
ことはしくなるというҙຯにおいては、いい人ࡐ
を長くΩーϓできるようなૉがないと人ࡐҭに
もつながらない。
　�0年のݧܦによって、ࡂབྷみのαイコϩδΧϧɾ
ϑΝーεトΤイドの研मなどに今全ࠃからおݺͼがか
かって私はߦっていますが、これはまさに、�0年ؒ
こころのケアセンターにいて、ࡂのみならͣฏ࣌の
様々なػةʕ事ۀॴで୭かがくなったり、事݅が起
こったりしたようなところにߦき、を聞き、հೖを
した積みॏͶのՌだと思います。
　そういったことを考えた࣌に、センターが人ࡐҭ

をするのもそうですが、センターのεタοϑの人ࡐҭ
をத長ظのࢹで考えないといけない。せっかく
�0年続いたけれども、加౻ઌ生が�0ࡀをա͗て、私
はもうす͙�0ࡀになると考えると、私たちはӬԕに
いませんし、どうするのかなと、もうগししたらさよ
うならをݴう私にしてみれば心です。
ʲ加౻ 　r本にどうしましΐうͶ。私も自分のݧܦだ
と、日本のあらゆるࡂにߦきました。この࢛ੈل
に起きたࡂにほとんどߦったと思いますが、ݱ場で
はத長ظのࢧԉはどうするかを一൪聞かれます。ੑٸ
ԉというのは、ઌほどࣔしたようにνーϜがたࢧのظ
くさんできて、それなりにϊウϋウが積されました。
でも、ಛに心ཧ社会的なࢧԉというのはத長ظのほう
がେ事で、これをどうするのかについては、あまり੍
がありません。事にたってからあた;たしなけれ
ばいけなくなるので、事લにいろいろなݧܦをͥͻ聞
かせてくださいとݴわれることがଟいわけです。
　ొౡにも%1"5でߦきましたが、私にはΉし
ろத長ظにどうするかをしてほしいということだっ
たので、それを本に自分のׂだと思ってやってき
ました。しかし今ޙもしࡂが起きたらߦけるのか
と。ମྗ໘でもਰえを͡ײるので、今ޙどうしようか
と思っていて、これからはલాઌ生にؤுってもらっ
て౦のݧܦをえていただく方がいいかもしれませ
ん。
ʲલా 　rいや、私もઌ生と年はあまりҧいませんよ。
もうϩートϧです。
　まさにઌ生におっしΌっていただいた෮ࢧظڵԉで
すよͶ。֬かにظੑٸのࢧԉは、େมだということで
みんながアドϨφϦン全։でߦきますが、それをडけ
るଆ、डԉऀଆは本にେมだと思います。
　私も౦日本େࡂではࢧԉするଆでしたけど、今は
ԉに来てࢧであってもظ࣌ԉをडけるଆです。このࢧ
いただくと本にうれしいのです。ઌिେᖒઌ生に来
てもらった࣌もεタοϑが本にتんでいました。ઌ
生が来るとྭましてもらえて、֎の人からʮよくؤுっ
ていますͶʯとݴってもらえるのが一൪のྭみになり
ます。
　෮ࢧظڵԉのしさは人々の関心がなくなったࠒに
ԉをしなければいけないところで、そこを高にࢧ
ってくれる人がいません。ʮまだやっているんですݴ
かʯʮいいかげん終わったらどうですかʯみたいな
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ばかり聞こえます。もちろん終わらなければいけない
のですが、終わり方を考えなければいけなくて、終わ
り方をޡるとかえってॅຽの方のトラウマになりま
す。兵庫県こころのケアセンターには、その෮ࢧظڵ
ԉのほうを୲っていただきたいです。ଟ分、加౻ઌ生
がؤுらなくても、ࢧظੑٸԉはやる人がたくさんい
ると思います。ઌ生、あまりແཧされないようにして
ください。
がつけば、;くしま心のケアセンターももうؾ　 ��
年をܦաしていて、ଉの長い、ࠊをਾえた෮ظڵの
ԉのେࢧࡂԉをいかに展։していくかが日本のࢧ
きな課題だと思いますので、ͥͻ一ॹに考えていき
たいし、それをまたࠃ֎に発৴していければと思っ
ています。
ʲ加౻ 　r本にそのとおりですͶ。%1"5ができて
ਫ਼ਆՊのいろいろなҩྍνーϜ、ҩྍ׆ಈがॆ࣮しま
した。でも、%1"5をத心的にやっている人は、ਫ਼
ਆՊのපӃのࢧԉをϝインに考えています。それはେ
事なことですが、そのޙのඃࡂをどうࢧԉしていく
のかというࢹがܽけていて、繰り返し%1"5のい
ろいろなところでそういうおしをするதで、ようや
くそのこともཧղしていただけるようになったので、
それは続けていかなければいけないと思います。
　本にଉの長い׆ಈをしていかなければいけないと
いうҙຯでは、もうগしؤுらなければいけませんか
Ͷ。今日は、とてもΤンύϫーしていただきましたけ
れども。
　もう一つ、研मや෮ࢧظڵԉもそうですが、ઐ࣏
ྍも私たちのେきなׂで、ޙޕにそういったに
なっていきますが、154%というのがとても社会で関
心を࣋たれて、ྍ࣏についてはいろいろなҩྍ関ऀ
が関心を࣋ってくれています。しかし、ઐ的なΤϏ
デンε、ূڌのある、ޮՌがあるྍ࣏をしていく方法
はまだまだ普ٴしていかなければいけないと思ってい
ます。ࢠどものྍ࣏については෭センター長のُԬが
ඇৗにؤுってやってくれていることを、ͥͻまたޕ
、に聞いていただこうと思います。それについてもޙ
センターのػྍ࣏を今ޙҡ࣋していかなければい
けないと思っているところです。
ʲେᖒ 　rւ֎のいろいろな人たちのを聞いて、さっ
きݴっていた人ɾɾۚがないதでどうࢧԉをࡉく長
く続けていくのかと考えた࣌に、ొౡはが起

こった上にਫඃが起こって、本に踏んだりऽっ
たりとニューεでインタϏューをされている人がおっ
しΌっていました。ましてやۚとొってすごくڑ
があります。ౡがしい一つのཧ༝は、心のケア
センターがいくつかあるத、そこ同࢜がཧ的にれ
ているということで、これがεタοϑがಇき続けるこ
とのしさの一つなのかもしれません。
　ొౡで起こっていることはこれから日本のどこ
で起こってもෆ思ٞではありません。人ޱも࿑ಇऀも
どんどんݮっていく࣌に、த長ظもそうですが、予
できることも含めてもっとԿかないか。今ճのొの
は、高ྸऀがଟくてݶքूམだとݴわれるような
ところが、֖を։けてみると、Ҫށもあるし、ാもあ
るし、ผにࢧԉがೖらなくても全વࠔらないみたいな
ことをݴうおؾݩな人たちもいる໘、人がってこ
なかったら෮ڵはどんなܗになるだろうということも
あります。そのลをこれからどう考えていけば、ある
いはどんなことを४උしないといけないのか。
ʲલా 　r私のେֶの࠲ߨに来てもらっている౻೫ཧ
出身の心ཧのઌ生がおられますށतというਆڭ।ࢠ
が、൴ঁに今、ొにਂく関わっていただいています。
ੴ県にこころのケアセンターができまして、࠷ॳは
ిࢧԉだけでしたが、ۙ࠷になって本֨的な׆ಈを
。めました࢝
　私がすばらしいなと思うのは、まͣࢧԉऀࢧԉを
やっているところです。ۙ࠷あるඃࡂしたொの全৬һ
の໘ஊをしたというを聞きました。ଟ分今ࠒ、ੴ
のࢧԉऀの方はർฐのۃみにあると思います。もとも
とࡕਆɾ୶࿏େ࣌ࡂのこころのケアはॅຽの方にす
ると。これはたりલとݴえばたりલで、ࢧԉऀと
いう考えはなかったと思いますが、それから�0年Ҏ
上たって、こころのケアセンターがやるきඇৗにେ
きなテーマとしてࢧԉऀࢧԉがあります。ॅຽのࢧԉ
をやるところはほかにもありますが、ࢧԉऀをࢧԉで
きるようなઐػ関はそれこそこころのケアセンター
をおいてないというのがେ分ਁಁしてきて、それがੴ
にもөされている。ですから、これからੴここ
ろのケアセンターもେมだと思いますけれども、Կと
かؤுってもらいたいし、それを私たちがࢧえていけ
たらと思います。
　ちなみに、うちの৬һもർฐして、今、あるۙྡの
පӃの&"1、ۀ࢈ΧウンセϦンάみたいなものをड
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けています。こころのケアをやる人たちにもこころの
ケアがඞཁなところがあり、そういうܗでࢧԉऀࢧԉ
のྠが、ಛにこれからొではେ事ではないかと思い
ます。
ʲ加౻ 　rありがとうございます。ࡕਆɾ୶࿏େ࣌ࡂ
はϝディアが手ްくऔり上げ続けてくれたので社会的
関心がͣっとҡ࣋されましたし、౦日本େࡂもあれ
だけのࡂなので、ϝディアがใಓし続けてくれて
題をरってくれたので社会的関心も続きましたが、
ొౡのようなだとϝディアもऔり上げるྔがগ
なくなり、ใがわってこないですよͶ。そうする
とݱ場の状況をなかなかることができなくて、ࢧԉ
がڱくなってしまいます。そういうҙຯで、ࢧࡂԉ
の一つのج本は、社会的な関心をどうҡ࣋するかとい
うことだと思います。今日はϝディアの方が来られて
いますが、ϝディアのׂもとてもେきいですし、ࢧ
ԉのඞཁੑをͣっとえ続けなければいけないと思い
ます。
　த長ظとݴいますが、長ظというのはԿ年͙らいで
しΐうͶ。ࡕਆɾ୶࿏の5࣌年で終わったと申し上げ
たでしΐう。なͥ終わったかというとちΐうどհޢอ
まったのです。だから、Ծઃॅとか෮࢝の੍がݥ
すればߦԉはそちらにҠࢧかれた高ྸऀのߦにॅڵ
いいということになりまして、そのޙどうなったかは
わかりません。
　ただ、私はこの�0年͙らいで、ࡕਆɾ୶࿏େࡂ
から�0年Ҏ上たっても、いまだにਂࠁなトラウマ
状を࣋っておられる方がӅれていたというݧܦをして
います。ઌほどもݴいましたが、題がある人ほどそ
れをそうとしません。৮れたくなくて、ͣーっとආ
けます。౦日本େࡂのө૾をݟて自分のମݧがよみ
がえって、いてもཱってもいられないほどۤしさがڧ
まって、やΉにやまれͣྍに来られたという方も݁
構おられます。
　その方に聞いてみると、自分ののલでՈೋ人が
মけࢮんだとか、本にたくさんのҨମをງり出して
しんどかったとか、あと、ֶߍのઌ生でආॴӡӦが
とてもେมだったとか、自分のܑఋをくしたといっ
た࣌のମݧがとてもେมだったとか、そういうもの
を長く引きͣっておられます。そういった人たちがた
くさんいるんだろうな、手がಧいてないんだろうなと
てはいましたけれども、そういった方たちに出会͡ײ

うことになって、この�0年でඇৗにଟくの方にお会
いして、本にਂࠁなॏたい状況だったことをվめて
ҙࣝしました。
　もちろん、その方々にରしては、たまたま私たちが
ઐ的なࣝを身につけて、ྍ࣏でよくなられたケー
εがあったのはඇৗによかったのですが、どんなに࣌
ؒがたってもۤしみ続ける方がいることはれてはな
らないと思いますし、े年たった౦にもそういう
な題を๊えている方がまだまだおられると思いࠁਂ
ます。あれだけのࡂですから。
　私、ੴࢢרのେখֶߍの݅にͣっと関わってきま
したけれども、ごҨのதにはඇৗにॏಞな題を
っている方がまだまだおられることをお聞きしてお࣋
ります。社会的なことだけではなくて、そういうݸ人
が๊え続けるいろいろな題もれてはならないこと
を申し添えたいと思います。
ʲલా 　r今のઌ生のを聞きながら思い出しました
が、兵庫県こころのケアセンターがՌたしたඇৗにେ
きなׂ、ࡕਆɾ୶࿏ɾ୶࿏େࡂでֶんだׂの一
つが、ઌ生も今日Կճかおしされていましたอ݈ࢣ
さんのׂをݟしたことですよͶ。
が起こるちΐっとલまで、ちΐうࡂਆɾ୶࿏େࡕ　
どιーγϟϧϫーΧーの֨ࢿԽがେ分ਐんでいた࣌で
もあったので、もはやอ݈ࢣさんはཁらないのではな
いかというٞがありました。Ԭ県もそうでした。
อ݈ࢣさんにやめてもらっても、ιーγϟϧϫーΧー
がそれをつなげられるのではないかというがありま
したが、そのྲྀれをมえて、อ݈ࢣさんはඇৗにॏཁ
だと、今日、加౻ઌ生がおっしΌっていたϙϐュϨー
γϣンアϓϩーνの୲い手の一൪େ事なところ、࠷લ
ઢにいるのがอ݈ࢣさんだというೝࣝがまっていっ
たのは、まさにࡕਆɾ୶࿏େࡂҎ߱だと思います。
これはすごくେきくて、今でもอ݈ࢣさんたちはそ
の思いを࣋っていて、อ݈ࢣさんたちのアイデンティ
ティーを࡞っていったというのはେきいと思います。
　もう一つがアウトϦーνですよͶ。ࠔった࣌に来て
くださいというのではなくて、こっちからߦくとい
うアウトϦーνの手法をࠜͮかせたことも、兵庫県
こころのケアセンターの一つのେきなՌだと思いま
す。アウトϦーνに関しては、ࡂରԠのアウトϦー
νは֬かにେ事ですけれども、ͣっとそれをやるわけ
にはいかなくて、アウトϦーνでඃऀࡂをΤンύϫー
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ばかり聞こえます。もちろん終わらなければいけない
のですが、終わり方を考えなければいけなくて、終わ
り方をޡるとかえってॅຽの方のトラウマになりま
す。兵庫県こころのケアセンターには、その෮ࢧظڵ
ԉのほうを୲っていただきたいです。ଟ分、加౻ઌ生
がؤுらなくても、ࢧظੑٸԉはやる人がたくさんい
ると思います。ઌ生、あまりແཧされないようにして
ください。
がつけば、;くしま心のケアセンターももうؾ　 ��
年をܦաしていて、ଉの長い、ࠊをਾえた෮ظڵの
ԉのେࢧࡂԉをいかに展։していくかが日本のࢧ
きな課題だと思いますので、ͥͻ一ॹに考えていき
たいし、それをまたࠃ֎に発৴していければと思っ
ています。
ʲ加౻ 　r本にそのとおりですͶ。%1"5ができて
ਫ਼ਆՊのいろいろなҩྍνーϜ、ҩྍ׆ಈがॆ࣮しま
した。でも、%1"5をத心的にやっている人は、ਫ਼
ਆՊのපӃのࢧԉをϝインに考えています。それはେ
事なことですが、そのޙのඃࡂをどうࢧԉしていく
のかというࢹがܽけていて、繰り返し%1"5のい
ろいろなところでそういうおしをするதで、ようや
くそのこともཧղしていただけるようになったので、
それは続けていかなければいけないと思います。
　本にଉの長い׆ಈをしていかなければいけないと
いうҙຯでは、もうগしؤுらなければいけませんか
Ͷ。今日は、とてもΤンύϫーしていただきましたけ
れども。
　もう一つ、研मや෮ࢧظڵԉもそうですが、ઐ࣏
ྍも私たちのେきなׂで、ޙޕにそういったに
なっていきますが、154%というのがとても社会で関
心を࣋たれて、ྍ࣏についてはいろいろなҩྍ関ऀ
が関心を࣋ってくれています。しかし、ઐ的なΤϏ
デンε、ূڌのある、ޮՌがあるྍ࣏をしていく方法
はまだまだ普ٴしていかなければいけないと思ってい
ます。ࢠどものྍ࣏については෭センター長のُԬが
ඇৗにؤுってやってくれていることを、ͥͻまたޕ
、に聞いていただこうと思います。それについてもޙ
センターのػྍ࣏を今ޙҡ࣋していかなければい
けないと思っているところです。
ʲେᖒ 　rւ֎のいろいろな人たちのを聞いて、さっ
きݴっていた人ɾɾۚがないதでどうࢧԉをࡉく長
く続けていくのかと考えた࣌に、ొౡはが起

こった上にਫඃが起こって、本に踏んだりऽっ
たりとニューεでインタϏューをされている人がおっ
しΌっていました。ましてやۚとొってすごくڑ
があります。ౡがしい一つのཧ༝は、心のケア
センターがいくつかあるத、そこ同࢜がཧ的にれ
ているということで、これがεタοϑがಇき続けるこ
とのしさの一つなのかもしれません。
　ొౡで起こっていることはこれから日本のどこ
で起こってもෆ思ٞではありません。人ޱも࿑ಇऀも
どんどんݮっていく࣌に、த長ظもそうですが、予
できることも含めてもっとԿかないか。今ճのొの
は、高ྸऀがଟくてݶքूམだとݴわれるような
ところが、֖を։けてみると、Ҫށもあるし、ാもあ
るし、ผにࢧԉがೖらなくても全વࠔらないみたいな
ことをݴうおؾݩな人たちもいる໘、人がってこ
なかったら෮ڵはどんなܗになるだろうということも
あります。そのลをこれからどう考えていけば、ある
いはどんなことを४උしないといけないのか。
ʲલా 　r私のେֶの࠲ߨに来てもらっている౻೫ཧ
出身の心ཧのઌ生がおられますށतというਆڭ।ࢠ
が、൴ঁに今、ొにਂく関わっていただいています。
ੴ県にこころのケアセンターができまして、࠷ॳは
ిࢧԉだけでしたが、ۙ࠷になって本֨的な׆ಈを
。めました࢝
　私がすばらしいなと思うのは、まͣࢧԉऀࢧԉを
やっているところです。ۙ࠷あるඃࡂしたொの全৬һ
の໘ஊをしたというを聞きました。ଟ分今ࠒ、ੴ
のࢧԉऀの方はർฐのۃみにあると思います。もとも
とࡕਆɾ୶࿏େ࣌ࡂのこころのケアはॅຽの方にす
ると。これはたりલとݴえばたりલで、ࢧԉऀと
いう考えはなかったと思いますが、それから�0年Ҏ
上たって、こころのケアセンターがやるきඇৗにେ
きなテーマとしてࢧԉऀࢧԉがあります。ॅຽのࢧԉ
をやるところはほかにもありますが、ࢧԉऀをࢧԉで
きるようなઐػ関はそれこそこころのケアセンター
をおいてないというのがେ分ਁಁしてきて、それがੴ
にもөされている。ですから、これからੴここ
ろのケアセンターもେมだと思いますけれども、Կと
かؤுってもらいたいし、それを私たちがࢧえていけ
たらと思います。
　ちなみに、うちの৬һもർฐして、今、あるۙྡの
පӃの&"1、ۀ࢈ΧウンセϦンάみたいなものをड
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けています。こころのケアをやる人たちにもこころの
ケアがඞཁなところがあり、そういうܗでࢧԉऀࢧԉ
のྠが、ಛにこれからొではେ事ではないかと思い
ます。
ʲ加౻ 　rありがとうございます。ࡕਆɾ୶࿏େ࣌ࡂ
はϝディアが手ްくऔり上げ続けてくれたので社会的
関心がͣっとҡ࣋されましたし、౦日本େࡂもあれ
だけのࡂなので、ϝディアがใಓし続けてくれて
題をरってくれたので社会的関心も続きましたが、
ొౡのようなだとϝディアもऔり上げるྔがগ
なくなり、ใがわってこないですよͶ。そうする
とݱ場の状況をなかなかることができなくて、ࢧԉ
がڱくなってしまいます。そういうҙຯで、ࢧࡂԉ
の一つのج本は、社会的な関心をどうҡ࣋するかとい
うことだと思います。今日はϝディアの方が来られて
いますが、ϝディアのׂもとてもେきいですし、ࢧ
ԉのඞཁੑをͣっとえ続けなければいけないと思い
ます。
　த長ظとݴいますが、長ظというのはԿ年͙らいで
しΐうͶ。ࡕਆɾ୶࿏の5࣌年で終わったと申し上げ
たでしΐう。なͥ終わったかというとちΐうどհޢอ
まったのです。だから、Ծઃॅとか෮࢝の੍がݥ
すればߦԉはそちらにҠࢧかれた高ྸऀのߦにॅڵ
いいということになりまして、そのޙどうなったかは
わかりません。
　ただ、私はこの�0年͙らいで、ࡕਆɾ୶࿏େࡂ
から�0年Ҏ上たっても、いまだにਂࠁなトラウマ
状を࣋っておられる方がӅれていたというݧܦをして
います。ઌほどもݴいましたが、題がある人ほどそ
れをそうとしません。৮れたくなくて、ͣーっとආ
けます。౦日本େࡂのө૾をݟて自分のମݧがよみ
がえって、いてもཱってもいられないほどۤしさがڧ
まって、やΉにやまれͣྍに来られたという方も݁
構おられます。
　その方に聞いてみると、自分ののલでՈೋ人が
মけࢮんだとか、本にたくさんのҨମをງり出して
しんどかったとか、あと、ֶߍのઌ生でආॴӡӦが
とてもେมだったとか、自分のܑఋをくしたといっ
た࣌のମݧがとてもେมだったとか、そういうもの
を長く引きͣっておられます。そういった人たちがた
くさんいるんだろうな、手がಧいてないんだろうなと
てはいましたけれども、そういった方たちに出会͡ײ

うことになって、この�0年でඇৗにଟくの方にお会
いして、本にਂࠁなॏたい状況だったことをվめて
ҙࣝしました。
　もちろん、その方々にରしては、たまたま私たちが
ઐ的なࣝを身につけて、ྍ࣏でよくなられたケー
εがあったのはඇৗによかったのですが、どんなに࣌
ؒがたってもۤしみ続ける方がいることはれてはな
らないと思いますし、े年たった౦にもそういう
な題を๊えている方がまだまだおられると思いࠁਂ
ます。あれだけのࡂですから。
　私、ੴࢢרのେখֶߍの݅にͣっと関わってきま
したけれども、ごҨのதにはඇৗにॏಞな題を
っている方がまだまだおられることをお聞きしてお࣋
ります。社会的なことだけではなくて、そういうݸ人
が๊え続けるいろいろな題もれてはならないこと
を申し添えたいと思います。
ʲલా 　r今のઌ生のを聞きながら思い出しました
が、兵庫県こころのケアセンターがՌたしたඇৗにେ
きなׂ、ࡕਆɾ୶࿏ɾ୶࿏େࡂでֶんだׂの一
つが、ઌ生も今日Կճかおしされていましたอ݈ࢣ
さんのׂをݟしたことですよͶ。
が起こるちΐっとલまで、ちΐうࡂਆɾ୶࿏େࡕ　
どιーγϟϧϫーΧーの֨ࢿԽがେ分ਐんでいた࣌で
もあったので、もはやอ݈ࢣさんはཁらないのではな
いかというٞがありました。Ԭ県もそうでした。
อ݈ࢣさんにやめてもらっても、ιーγϟϧϫーΧー
がそれをつなげられるのではないかというがありま
したが、そのྲྀれをมえて、อ݈ࢣさんはඇৗにॏཁ
だと、今日、加౻ઌ生がおっしΌっていたϙϐュϨー
γϣンアϓϩーνの୲い手の一൪େ事なところ、࠷લ
ઢにいるのがอ݈ࢣさんだというೝࣝがまっていっ
たのは、まさにࡕਆɾ୶࿏େࡂҎ߱だと思います。
これはすごくେきくて、今でもอ݈ࢣさんたちはそ
の思いを࣋っていて、อ݈ࢣさんたちのアイデンティ
ティーを࡞っていったというのはେきいと思います。
　もう一つがアウトϦーνですよͶ。ࠔった࣌に来て
くださいというのではなくて、こっちからߦくとい
うアウトϦーνの手法をࠜͮかせたことも、兵庫県
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νは֬かにେ事ですけれども、ͣっとそれをやるわけ
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ϝントして、ࠔった࣌には自分でߦけるようにすると
いうところにはまだ課題がありますけれども、গなく
ともࡂのૣظにおいてアウトϦーνがେ事であるこ
とがまったのは、まさに౦日本େࡂҎ߱ではない
でしΐうか。それまではҩऀや心ཧ࢜のઌ生は、ࠔっ
たら来てください、しないとお会いできませんと
いうことがଟかったと思います。Ծઃॅやආॴを
๚するような׆ಈが࢝まったのはまさにࡕਆɾ୶࿏
େࡂからで、その୲い手が兵庫県こころのケアセン
ターだったことはڧௐしておきたいと思います。
ʲ加౻ 　rありがとうございます。今日はࡕਆɾ୶࿏େ
ࡂから30年とセンターができてからの�0年を振
り返って、いろいろな題をऔり上げてきましたし、
લాઌ生にはඇৗに๙めてΤンύϫーしていただい
て、গしؾஏͣかしい͡ײもしますけれども、ありが
とうございます。
　ただ、申し上げたようにいろいろな課題がまだまだ
、の౦やొもそうですしܗߦਐࡏݱ。っています
今ޙはೆւトラϑを定しなければいけません。ւ֎
にをけるとウΫライφなどでのઓ૪もあり、そう
いったことにいろいろ関わりを࣋たなければいけませ
ん。まだまだׂがあることを࠶ೝࣝした上で、年を
औりましたけれどももうগしؤுろうという࣋ؾちに
なれたということで、このセογϣンをด͡たいと思
います。ごਗ਼ௌありがとうございました。

4�4�

　本日は、センターがઃཱ�0周年をܴえるにあた
り、جௐߨԋを�題اըしておりますが、それにઌཱ
ち、ࢠどもとՈのトラウマケアに関して、センター
がどのように׆ಈしてきたかをใࠂいたします。

から社会を振り返ってみるࢹのٮどもࢠ　
と、ઓޙにઓࣇݽࡂや人身ചങがܹ૿し、それにର
Ԡするために、ࣇಐࢱ法が੍定されました。その
に֩ՈԽなど様々な社会มԽظ長ࡁܦ高、ޙ
のதで、ࢠどものҨغやࡴࢠしが題になりまし
た。���� 年にถࠃでケンϓが、ʮ#BUUFSFE�$IJME�
4ZOESPNFʯという༻ޠでࢠどもٮをҩֶ的にऔり
上げました。一方、���0年ࠒから、ࡍࠃ的にࢠども
のݖརをଚॏしようとするಈきがڧまりましたが、わ

がࠃでは、ࢠどもٮがࠃՈ全ମの題になりました。
�000年には、ࣇಐٮࢭ法が੍定されましたが、
そのޙも、େきくใಓされるようなࢠどもٮ事݅が
繰り返し起こっています。そして、ࠃຽ全ମにিܸを
༩えるような事݅が起こるたͼに、様々なࢠどもٮ
のࢧԉࡦࢪがڧԽされてきました。

　それҎ֎にも、ࢠどもやࢣڭ、生ెがඃをडける
。Ήようなେ事݅も起こっていますࠐきר全ମをߍֶ
このਆށのでも起こりました。

兵庫県こころのケアセンター副センター長

亀岡　智美

ɹԋɹ̡ߨ ୈ �෦ʳࢠͲͱՈのτϥϚケア

ಋೖ � ͲͱՈのτϥϚケアࢠ
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　このように、ࢠどものトラウマ事ྫには、自વࡂ
や事ނだけではなくて、様々な出来事が含まれます。
こうしたトラウマ的な出来事は、ࢠどものϝンタϧϔ
ϧε全ൠをは͡めとして、身ମ݈߁やそのޙの社会ద
ԠにもଟେなӨڹをٴ΅すことがわかっています。私
たちはトラウマによって生͡るϝンタϧϔϧε題の
தでも154%のケア、ྍ࣏をどうしていくかという
ことについて、研ڀや࣮ફをॏͶてまいりました。

　まͣ、センターઃཱ࣌のわがࠃで、ࢠどものト
ラウマྍがどういう状況であったのかをௐࠪしたใ
ಐ੨年ਫ਼ਆҩֶ会ॴଐのҩࣇをごհします。日本ࠂ
൜、ނが、事ࢣ会һରのௐࠪですが、աのҩࢣ
ܦなどのトラウマ関࿈ྫのྍࡂやྗ、自વࡑ
࣏を༗していました。しかし、それらのྫのݧ
ྍ方法は、࣋ࢧ的ਫ਼ਆྍ法やༀྍ法がओで、ޮࡏݱ
Ռが࣮ূされているೝߦಈྍ法などはごくগしか
औりまれていませんでした。また、トラウマのྍ
にはڵຯがあるけれども研मはडߨしたことがないと
か、研मをどこでडけられるのかわからないといった
もଟ聞かれました。

　そこで私たちは、࠷ॳに、日本ޠでར༻できるࢠど
もの154%のアセεϝントईのඋにऔりみま
した。ࡍࠃ的に࠷も൚༻されている6$-"心的֎傷
や、154%ࢴインデοΫεという࣭εトϨεোޙ
のྟচஅ໘接ईʢࣇಐ੨年ظ൛ʣの日本ޠ൛を࡞
し、それらのईの৴པੑやଥੑをূݕしました。
これでࢠどもの154%のධՁがきちんとできる状ଶ
になったわけです。

　また、センターのෟଐྍॴをडする、ࢠども
やੑྗなど、さまざまなトラウマ的出来事をମٮ
どもたちに、ޮՌが࣮ূされた154%ࢠしたଟくのݧ
のྍ࣏ϓϩάラϜである、トラウマϑΥーΧεトೝ
ߦಈྍ法ʢ5'�$#5ʣというྍ࣏ϓϩάラϜの࣮ફ
にもऔりんでまいりました。このϓϩάラϜは、ඃ
でऀどもと、加ࢠをडけて154%状にۤしΉ
はないཆҭऀがࢠで参加するのがಛです。

　この5'�$#5は、ྟচՈであり研ऀڀであるถࠃ
の3人によって։発されたϓϩάラϜですが、ࢠども

4�4�

の154%のୈ�બྍ࣏としてࡍࠃ的にਪされ
ています。本日جௐߨԋでおしいただきますϝϦο
αɾラニオンઌ生は、このϓϩάラϜが։発されたػ
関に一࣌ॴଐされていましたし、5'�$#5のެೝト
Ϩーφーとしても׆躍されています。

　私たちは、5'�$#5をଞػ関とのڞ同で、日本人の
いたূݕしても֬かにޮՌがあることをࢪどもに࣮ࢠ
しました。

　同࣌に、わがࠃでの人ࡐҭにもऔりみました。
ϓϩάラϜの։発ऀらからトϨーφーけの研मを
डߨし、センターでも5'�$#5のイントϩμΫト
ϦーɾトϨーニンάをຖ年ఏڙするようになりました。
さらに、ྍ࣏தのケーεにରするコンαϧテーγϣン
をఏڙしたり、ྟচՈたちのֶͼの場として、ラーニ
ンάɾコラϘラティϒ研ڀ会をཱち上げたりし、ྟচ
Ոたちがおޓいにٕज़を高めていけるようなऔりみ
をしています。これで、ถࠃと同様の人ࡐҭγεテ
Ϝができたわけです。ちなみに、私たちがఏڙしたコ
ンαϧテーγϣンをडけたྟচՈが࣮ફした5'�$#5
も、ࢠどもたちの154%状をେきくվળしたこと
がわかっています。

ಐ૬ஊॴʢҎࣇ関といえばػのୈ一ରԠٮどもࢠ　
Լ、ʮࣇ૬ʯとදهʣですが、ࣇ૬での5'�$#5普ٴ
にもྗをೖれてきました。جௐߨԋ�でおしいた
だきますࡔઌ生に分୲してもらったௐࠪでは、全ࠃ
�00かॴちΐっとあるࣇ૬のうち、5'�$#5を接、
ؒ接的に࣮ࢪしているとճしたࣇ૬が、ௐࠪ࣌で
50かॴありました。これからもどんどん૿えていく
と思います。

　このようにඇৗに༗ޮな5'�$#5ですが、ϓϩά
ラϜの構上、೦ながら、加ऀであるཆҭऀは参
加できないことになっています。一方、わがࠃでも、
Խしようڧԉをࢧཆҭऀのケーεの加ٮどもࢠ
というྲྀれがあります。そこで私たちは、�0��年か
ら、ޙでおしいただきますϝϦοαɾラニオンઌ生
が։発されたࢠෳ合ܕೝߦಈྍ法ʢ$1$�$#5ʣ
の研ڀにऔりみ࢝めています。$1$�$#5は、身ମ
的ٮをडけているࢠどもあるいはそのϦεΫのある
を含ΉՈ全ମをରにしたϓϩάラどもと加ࢠ
Ϝです。ࡏݱ、ଟくのػ関にごྗڠをいただきながら
ྟচ研ڀを։࢝したところです。研ڀ։࢝にઌཱって、
�0��年にॳめてラニオンઌ生に来日いただき、ॳظ
研मをఏڙしていただきました。
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Խしようڧԉをࢧཆҭऀのケーεの加ٮどもࢠ
というྲྀれがあります。そこで私たちは、�0��年か
ら、ޙでおしいただきますϝϦοαɾラニオンઌ生
が։発されたࢠෳ合ܕೝߦಈྍ法ʢ$1$�$#5ʣ
の研ڀにऔりみ࢝めています。$1$�$#5は、身ମ
的ٮをडけているࢠどもあるいはそのϦεΫのある
を含ΉՈ全ମをରにしたϓϩάラどもと加ࢠ
Ϝです。ࡏݱ、ଟくのػ関にごྗڠをいただきながら
ྟচ研ڀを։࢝したところです。研ڀ։࢝にઌཱって、
�0��年にॳめてラニオンઌ生に来日いただき、ॳظ
研मをఏڙしていただきました。
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　5'�$#5や$1$�$#5のようなトラウマྍ࣏ϓϩ
άラϜのඞཁੑはݴうまでもありませんが、それだけ
ではෆे分であると考えられています。トラウマケア
のࡾ構で考えると、一൪上に5'�$#5のような
ϓϩάラϜがҐஔするわけですが、これをྍ࣏154%
えるトラウマインϑΥーϜドケアʢトラウマにྀࢧ
したࢧԉʣがෆՄܽであるとされています。そして、
構のࡾ続Մなトラウマケアのためには、この࣋
き来がεϜーζであることがෆՄܽであると考えらߦ
れているのです。

　そこで私たちは、トラウマインϑΥーϜドケア�5*$
の普ܒٴ発にもྗをೖれるようになりました。�0��年
に5*$の૯આจを発දしたり、ถࠃอ݈লのༀ
ཚ༻αーϏεہが発ץしている࠷もج本的な手引ॻを
༁し、ϗーϜϖーδでެ։したりすることによっ
て、さまざまなྖҬのઐՈのใఏڙにめて
います。

ࣇ、をத心としてװओڀはセンターのञҪ研ۙ࠷　

ಐྖࢱҬでの5*$の࣮ફ研ڀにもྗをೖれていま
す。ถࢠࠃどものトラウマティοΫεトϨεɾωοト
ϫーΫがެ։しているʮࣇಐࢱトラウマ研मπーϧ
Ωοトʯの日本ޠ༁にもऔりみ、今ޙわがࠃでも
。されていますظくར༻されることが

ҭやࡐલதのύωϧディεΧογϣンでも、人ޕ　
ԉがॏཁであるというが出ましたが、セࢧԉऀࢧ
ンターでは、こころのケア研मということで年ؒに
�0本の研मϓϩάラϜをఏڙしております。
ࢠどもとՈのトラウマケアに関しては、ॳʮࢠ　
どものトラウマのૅجࣝʯという研मを年ؒ�ճ
ఏڙしていましたが、ඇৗに関心が高く、5、�年࣮
いたしましײしてきたことを࣮ٴするதでࣝが普ࢪ
た。そこで、今は5*$の研म、ಛに�0��年からは
してڙのྖҬでの5*$にಛԽした研मをఏࢱಐࣇ
おります。
　同࣌ฒߦで、ઌड़のࢠどもの154%アセεϝント
研मや、5'�$#5のॳظ研मもఏڙしています。これ
らの研मも、定һの3ഒۙくのྟচՈにごԠืいただ
いていており、関心の高さを࣮ײしています。

　こういった׆ಈをウΣϒ上でもࡌܝしております。
ʮ兵庫県こころのケアセンターʯとࡧݕいただきます
と、ʮࢧԉऀけࢿྉʯという߲がございます。この
தに様々なࢠどものこころのケアにཱつࢿྉをアο
ϓしています。ޕલதのおに関࿈する1'"のࢿྉ
などもଟ࠼にࡌܝしておりますので、皆様にもごར༻

4444

いただければと思います。
　本日のجௐߨԋですけれども、それにઌཱちまして
。のઌ生方をհしたいと思いますࢣߨ

。です࢜はϝϦοαɾラニオンതࢣߨԋ�のߨௐج　
5'�$#5の࣮ફՈでありެೝのトϨーφーでもいらっ
しΌいます。そして$1$�$#5の։発ऀでもいらっ
しΌるということで、今日はそのଟ࠼なごݧܦとݟ
をجにʮޮՌが࣮ূされたྍ࣏とトラウマインϑΥー
Ϝドケアʯについておいただきます。
　そのܜٳ、ޙをڬみ、جௐߨԋ�としてࡔ༞ࢠઌ
生にʮ日本におけるトラウマインϑΥーϜドケアのҙ
ٛと課題ʯについておいただきます。ࡔઌ生は日
本の5*$ਪਐにਚྗされているେ人ؾのઌ生で、今
日もおしいத、来ていただきました。
　私からのհを終わります。
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　ごհありがとうございました。このようなػ会を
いてありがとうございます。トラウマインϑΥーϜ
ドケア、そして私たちの׆ಈについてগしおしたい
と思います。

　まͣॳめに、トラウマインϑΥーϜドケア�5*$の
定ٛを申し上げます。
　5*$は、トラウマをମݧした人たちについて考え、
その人たちと関わる方法です。ここでॏཁなのは、
5*$はਫ਼ਆӴ生上のྍ࣏や、トラウマあるいは154%
にհೖするਫ਼ਆอ݈上のྍ࣏やհೖではありません。
またを༩えるεトϨεに長ظにさらされたことによ
るӨڹにରしてのྍ࣏でもありません。このようなト
ラウマをݧܦした人にମܥ的に関わっていく方法で
す。5*$、あるいはそのアϓϩーνにおいては、こう

いった方々に関わる全ての人が長ظ的なトラウマや、
さらにはڥٯ的খظࣇମݧ�"$&TのӨڹをཧղする
ඞཁがあります。
　また、トラウマインϑΥーϜドアϓϩーν、あるい
はトラウマインϑΥーϜドケアγεテϜは、ウΤϧω
εのจԽを発展させていくものです。ウΤϧωεのจ
Խは、私たちのαーϏεのରとなるトラウマのݧܦ
ऀをαϙートし、αーϏεをఏڙするεタοϑにରし
てもαϙートを༩えるものです。

　では、5*$のརはԿでしΐうか。5*$について
はいくつか࣮ূされているものがあります。
　まͣୈ�に、5*$はケアのアΫセεと࣭をվળさ
せます。トラウマをମݧした人はαーϏεのγεテϜ
からཧղされていて、҆全で、αϙートされていると
औることによって、もっとケアをडけようという͡ײ
されるαーϏεのڙちになります。さらに、ఏ࣋ؾ
Ռとຬを高めます。ݸ人やコミュニティーがαϙー
トされ҆全だと思うことができたら、αーϏεにରす
るຬは高まり、よりよいՌとつながります。
　5*$はまたϝンタϧϔϧεに関࿈するภݟをܰݮし
てくれます。ϝンタϧϔϧεのઐՈは、ྫえばトラ
ウマのߦಈ上のද出にணすることがよくあります。

ケンタοΩーभެೝ৺ཧࢣɾ
5'�$#5φγϣφϧτϨーφー

ϝϦοαɾϥχΦンത࢜

ԋߨௐج �� ޮՌ͕࣮ূ͞Εͨྍ࣏ͱτϥϚΠンϑΥーϜυケア

4�4�

トラウマをݧܦした੨গ年のଟくはߦಈোのஅを
डけ、ߦಈোというஅにうภݟをडけがちです。
しかしながら、そうした方々にରしてαーϏεをఏڙ
するγεテϜのଆが、൴らのԠがトラウマԠであ
ることをೝࣝしཧղすれば、このようなภݟやࠩผは
。されていきますݮܰ
　5*$はさらにݸ々人にΤンύϫϝントを࣮ݱしま
す。൴らのडけるαーϏεにରし自らબをし、発ݴ
し、そして一ॹにྗڠしていく方になっていきます。
　さらに、5*$は、ઌほどもݴいましたが、ਫ਼ਆอ݈
上のհೖではありません。それ自ମがΤϏデンεϕー
εのྍ࣏ではありません。5*$は全てのαーϏεγ
εテϜを௨して࣮ߦできます。本にいろいろありま
す。ϝンタϧϔϧεの分もそうですが、トラウマイ
ンϑΥーϜドεΫーϧʢֶߍʣ、あるいはトラウマイ
ンϑΥーϜドの੍ࢱ、トラウマインϑΥーϜド法
੍、පӃやϓライマϦーϔϧεケア、গ年࢘法といっ
た੍、ٸٹ֎来、あるいはܯ、こういったトラウ
マをݧܦした方々とやりऔりのある全てのγεテϜや
੍においては、トラウマが൴らに༩えるӨڹをཧղ
するඞཁがあるし、同࣌に、いかに൴らをαϙートす
るのか、どうすれば൴らの҆全ײを高めることができ
るのかをཧղするඞཁがあります。ैって�5*$には
ଟくのརがଘࡏしています。

　5*$のཁૉをݟていきましΐう。
　まͣ、アϝϦΧにおいては、ྫえばༀཚ༻ਫ਼ਆӴ
生ཧி�4".)4"は5*$のϦーμーであり、5*$
のॏཁなཁૉについてड़ています。4".)4"はこ
のεライドにあるように3つのॏཁなཁૉをࣔしてい
ます。ଞにもཁૉはありますが、それはޙでおをす
ることとして、まͣこの3つにযをてます。
　ୈ一に、トラウマのऀݧܦにରして҆全なڥを構
築することをड़ています。これはޙほど�つのΤϏ
デンεϕーεのհೖについてす࣌にઆ明します。ೋ

つは、関ੑとつながりの構築です。その人をࢧԉ
し、αϙートしていく、そしてつながりを構築するこ
とがॏཁです。ࡾつのཁૉは、ײのコントϩーϧ
をॿけ、またそのεΩϧをڭえることです。これにつ
いてもޙほどৄड़いたします。

　さらに、皆さんは5*$の�つの3をごଘ͡でしΐう。
まͣ、Ϧアライζʢ3FBMJ[Fʣの3、トラウマのൣ
なӨڹをʮཧղするʯඞཁがあります。ྫえばڥٯ的
খظࣇମݧ�"$&Tについてこの30年ؒになされて
きた"$&研ڀは皆さんもごଘかもしれません。こ
ういった研ڀをݟると、トラウマがその人の生֔に
り本にൣなӨڹを༩えていることがわかります。
そのൣなトラウマのӨڹを୯にʮཧղするʯだけで
はなくて、こういったトラウマのஹީや状にʮͮؾ
くʢ3FDPHOJ[Fʣʯඞཁがあります。こういった方々
がզ々のγεテϜに来た࣌に、それがαーϏεγεテ
Ϝであっても、そのଞのγεテϜであっても、൴らの
ԠがトラウマԠであり、トラウマのԠであり、
トラウマの状であることにͮؾくඞཁがあります。
つまり、これらはඞͣしもߦಈোではありません。
　さらに、私たちはそれにରԠする 	3FTQPOTJWF
 ඞ
ཁがあります。それらの状をʮཧղするʯʮͮؾくʯ
だけではे分ではありません。ࡦや手続、それから
࣮ફをきちんとઃ定して、トラウマをݧܦしたそれͧ
れのݸ人にʮରԠするʯඞཁがあります。
　そして、Կよりもʮ࠶トラウマを予する 	3FTJTU
ʯ
ඞཁがあります。5*$においてはΤϏデンεϕーεの
հೖをするとݴわれますが、そのதで私たちはݸ々人
のトラウマからの༊しをଅし、そして状をܰݮしよ
うとし、それによって࠶トラウマԽをճආするྗを
します。
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ンϑΥーϜドの੍ࢱ、トラウマインϑΥーϜド法
੍、පӃやϓライマϦーϔϧεケア、গ年࢘法といっ
た੍、ٸٹ֎来、あるいはܯ、こういったトラウ
マをݧܦした方々とやりऔりのある全てのγεテϜや
੍においては、トラウマが൴らに༩えるӨڹをཧղ
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　まͣ、アϝϦΧにおいては、ྫえばༀཚ༻ਫ਼ਆӴ
生ཧி�4".)4"は5*$のϦーμーであり、5*$
のॏཁなཁૉについてड़ています。4".)4"はこ
のεライドにあるように3つのॏཁなཁૉをࣔしてい
ます。ଞにもཁૉはありますが、それはޙでおをす
ることとして、まͣこの3つにযをてます。
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つは、関ੑとつながりの構築です。その人をࢧԉ
し、αϙートしていく、そしてつながりを構築するこ
とがॏཁです。ࡾつのཁૉは、ײのコントϩーϧ
をॿけ、またそのεΩϧをڭえることです。これにつ
いてもޙほどৄड़いたします。

　さらに、皆さんは5*$の�つの3をごଘ͡でしΐう。
まͣ、Ϧアライζʢ3FBMJ[Fʣの3、トラウマのൣ
なӨڹをʮཧղするʯඞཁがあります。ྫえばڥٯ的
খظࣇମݧ�"$&Tについてこの30年ؒになされて
きた"$&研ڀは皆さんもごଘかもしれません。こ
ういった研ڀをݟると、トラウマがその人の生֔に
り本にൣなӨڹを༩えていることがわかります。
そのൣなトラウマのӨڹを୯にʮཧղするʯだけで
はなくて、こういったトラウマのஹީや状にʮͮؾ
くʢ3FDPHOJ[Fʣʯඞཁがあります。こういった方々
がզ々のγεテϜに来た࣌に、それがαーϏεγεテ
Ϝであっても、そのଞのγεテϜであっても、൴らの
ԠがトラウマԠであり、トラウマのԠであり、
トラウマの状であることにͮؾくඞཁがあります。
つまり、これらはඞͣしもߦಈোではありません。
　さらに、私たちはそれにରԠする 	3FTQPOTJWF
 ඞ
ཁがあります。それらの状をʮཧղするʯʮͮؾくʯ
だけではे分ではありません。ࡦや手続、それから
࣮ફをきちんとઃ定して、トラウマをݧܦしたそれͧ
れのݸ人にʮରԠするʯඞཁがあります。
　そして、Կよりもʮ࠶トラウマを予する 	3FTJTU
ʯ
ඞཁがあります。5*$においてはΤϏデンεϕーεの
հೖをするとݴわれますが、そのதで私たちはݸ々人
のトラウマからの༊しをଅし、そして状をܰݮしよ
うとし、それによって࠶トラウマԽをճආするྗを
します。
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　それから、4".)4"はトラウマインϑΥーϜドア
ϓϩーνの�つのج本ݪଇをうたっています。このϦ
εトの全てを含め、様々なύンϑϨοトやϦーϑϨο
トでॏཁなཁૉをࣔしておりますが、全てがॏࢹする
のがま ʮͣ҆全ʯです。トラウマのऀݧܦにとっては、
αーϏεをٻめる࣌に自分が҆全な状ଶであると͡ײ
ることがԿよりॏཁです。
　ೋつはʮಁ明ੑと৴པੑʯです。どのようなαー
Ϗεであれ、なͥそこにあるのか、そこでԿがఏڙさ
れているのかに関わらͣ、全てに関してオーϓンでِ
りない全ମとしてのಁ明ੑがඞཁです。
　それからこれらのγεテϜにおいてはʮϐアαϙー
トʯがఏڙされます。
ݧܦಇʯです。どのようなトラウマのڠつはʮ࢛　
ऀであれ、その人にを༩えること、αーϏεはఏڙ
されているか、Կが本人にとってϓラεになるか、α
ϙートになるか、Կによって҆全と͡ײられるか、そ
ういったʮҙݟද明ʯができることもॏཁです。ʮڠಇʯ
です。本人たちとڠಇし、Τンύϫーすること。
　それから、アϝϦΧは日本の状況とҟなるかもしれ
ませんが、もう一つॏཁなのはʮจԽ、ྺ࢙、δΣン
μーの課題やׂʯを考ྀすることです。これらのཁ
ૉもಛ定のݸ人のトラウマのࠜװにあるかもしれませ
ん。このようなཁૉについてをするࡍにॏཁなのは
৫におけるจԽのมԽやγϑトです。ྫえば、ϝ
ンタϧϔϧεの৫では、私たちがしているのは
αーϏεをఏڙするセラϐεトのことではなくて、そ
の৫の一人ͻとりがトラウマのӨڹをཧղし、それ
ͧれのトラウマऀݧܦとどのようにやりऔりをし、ど
のようにରԠできるのかがॏཁです。ࣇಐࢱの分
におきましても、そのγεテϜでಇいている全ての
人たちが全てのϨϕϧでこのཧղをすることがॏཁで
す。私たちがݴっているのはその৫におけるจԽの
γϑト、จԽのมԽです。

　今ճトラウマインϑΥーϜドケアཁૉのதでಛに
ྗしておをしていきたいところがいくつかあります。
　まͣ、5*$のཁૉのதで࠷ॳにڧௐしたいことはʮཧ
ղすることʯです。トラウマのൣなӨڹをཧղし、
੨গ年、ཆҭऀ、そして৫のεタοϑのஹީや
状をಛ定することがॏཁです。

　皆さんのதのଟくの方も、この��年にϑΣϦοテ�
	'FMJUUJ
 らが発දした"$&T�の研ݧମظࣇ的খڥٯ
についてڀについてはごଘかと思います。この研ڀ
ௐしたいがあります。参加ऀڧつかز �ສ �000
人の方々のうち ���がগなくとも �つの"$&を、
さらに�����が�つҎ上の"$&をใࠂしていますが、
���がগなくとも�つの"$&をݧܦしているのです。
ॏཁなのは、このような"$&Tは、トラウマを引き起
こす出来事でありಘることです。ྫえばٮ、ྗ、
身ମ的ٮ、ωάϨΫト、あるいはੑ的ٮにૺった
ことが考えられます。さらに、ॏେなεトϨεをࢠど
もにٴ΅すようなもの、ྫえば"$&Tにおけるの
ࠗもධՁされています。あるいはのༀཚ༻なども
あり、զ々がしやすい、ै来ݴわれてきたࣇಐٮ
やྗの࿐だけではありません。

4�4�

　この研ڀで"$&についてԿがわかったかですが、こ
れはランドマーΫ的な研ڀであり、私たちの分にお
いて、"$&TやとなるεトϨεのӨڹをཧղする上
でとてもॏཁな研ڀとなりました。この研ڀにおいて
ॳめて、"$&のがଟければଟいほど、ಈ໘、ߦಈ໘、
そして身ମ的な題のϦεΫが高まることが明らかに
なったからです。しかしಛにॏཁなことは"$&と身ମ
的݈߁とのつながりを明らかにしたことでした。

　これまでにもたくさんの研ڀにおいて"$&Tとトラ
ウマ状、ᓔは関࿈があることをࣔしていますが、
身ମ的な݈߁ϦεΫや݈߁の題が高まることをॳめ
てࣔしたのがઌほどの研ڀです。全てをಡみ上げるこ
とはいたしません。
　ここで、指ఠをしておきたいのは、"$&Tがあれば
こういったಈ、ߦಈ、身ମ的な題のϦεΫが高ま
ることで、そのதの�つ、ᓔとༀཚ༻が、ࢠどもの
身ମ的ٮのจݙでも明らかにされている࠷もओཁな
ϦεΫҼࢠです。

　そして、"$&のが૿えれば૿えるほどこういっ
たϦεΫが高まる、それはਖ਼ൺྫしてஈ֊的に૿えて
いくということです。"$&Tに࿐されたことによっ
て身ମ的な݈߁にもӨڹがあるだけではありません。
ૣա͗るࢮにもつながっています。ྫえば、"$&を
�つҎ上ݧܦした人たちは、�つҎ上の"$&のݧܦ
のない人にൺて�0年ૣくࢮをܴえるとݴわれてい
ます。

　また、みなさんごଘのように࠷ॳの研ڀは���0
年に発දされていますが、そのޙもたくさんの研ڀ
がなされ、このॴݟをݱ࠶しています。ۙ࠷の研ڀも
このεライドには上げております。なので、こういっ
た"$&TのӨڹをཧղした࣌に、そのӨڹはඇৗに
ൣであることがわかると思います。

　このϐラミοドはݟられたことがあるかもしれませ
ん。アϝϦΧの$%$がެදしているਤです。今を
してきたことがදれていますが、"$&Tをݧܦするこ
とによっての発ୡ、ਆܦ発ୡにোが出ます。その
ことによって社会ੑ、ײ、ೝػにもӨڹが生͡、
それによって݈߁にରしてϦεΫのあるߦಈをとるよ
うになる。またෆదなコーϐンάをߦうようになる。
その݁Ռ、࣬ױやো、そして社会的な題のϦεΫ
が高まり、ૣա͗るࢮをܴえることになります。
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ンタϧϔϧεの৫では、私たちがしているのは
αーϏεをఏڙするセラϐεトのことではなくて、そ
の৫の一人ͻとりがトラウマのӨڹをཧղし、それ
ͧれのトラウマऀݧܦとどのようにやりऔりをし、ど
のようにରԠできるのかがॏཁです。ࣇಐࢱの分
におきましても、そのγεテϜでಇいている全ての
人たちが全てのϨϕϧでこのཧղをすることがॏཁで
す。私たちがݴっているのはその৫におけるจԽの
γϑト、จԽのมԽです。
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　まͣ、5*$のཁૉのதで࠷ॳにڧௐしたいことはʮཧ
ղすることʯです。トラウマのൣなӨڹをཧղし、
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身ମ的ٮ、ωάϨΫト、あるいはੑ的ٮにૺった
ことが考えられます。さらに、ॏେなεトϨεをࢠど
もにٴ΅すようなもの、ྫえば"$&Tにおけるの
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なったからです。しかしಛにॏཁなことは"$&と身ମ
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ることで、そのதの�つ、ᓔとༀཚ༻が、ࢠどもの
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　私たちは"$&があるとࢠҭてにもӨڹするՄੑ
があると考えています。こういったになるεトϨε
に生֔にわたってさらされると、ྫえば自分のײコ
ントϩーϧがࠔになります。それがࢠҭてにどうӨ
するか考えてみてください。本人がམちணいておらڹ
れͣ自分のײをコントϩーϧできないとֶशする
と生ଘののにあったように、εトϨεԠがトϦ
ガーされます。これがࢠ関にもӨڹを༩え、ࢠど
もにରしてམちணいたରԠができなくなります。
　また、"$&TがࢠҭてにӨڹするということについ
てはさらに、が自分のײのコントϩーϧができͣ、
どもにରして一؏ੑのないαϙーティϒではないରࢠ
Ԡをしていると、にରして҆心してѪணを࣋つこと
ができなくなるࢠどももいます。アタονϝントの
Өڹはߦಈ໘のࠔにつながっていきます。ѱ॥の
࿈が続くということではないでしΐうか。ࢠどもが
そういった҆定したѪணをにରして࣋てない。それ
によってߦಈ題がࢠどもに出る。それをݟたはま
たײがコントϩーϧできなくなる。がײのコン
トϩーϧができないから、ࢠどもにରして൱定的にର
Ԡし、ࢠどもはにରして҆定したѪணを࣋てなくて、
どものؒのަྲྀࢠが生͡る。ཆҭऀとࠔಈ໘でのߦ
にѱ॥が生͡ます。

　また、"$&Tをݧܦした人は自分のडけたࢠҭての
εタイϧに自分がؕることがあります。高ѹ的なࢠҭ
てをしていたにҭてられると、自分がେ人になった

方をするϦεΫが高まるとҭてのࢠに同͡ような࣌
いうことです。
　研ڀによるとアϝϦΧでは、$1$�$#5に参加する
の�0�の人たちが、࣮は自分もに、ྫえば身ମ
的なしつけをされたとか、身ମ的ٮをडけたとใࠂ
しています。自分のݸ人的なݧܦは、自分が今やって
いるࢠҭてよりもངかにͻどかったとใࠂするもଟ
く、"$&T�がࢠҭてにもඇৗにେきなӨڹを༩えるこ
とが明らかになっています。

がいくつかありますのでそڀにそれに関する研ࡍ࣮　
れをࡌせていますけれども、一つの研ڀでは、の
"$&TがのεトϨεやࡏݱのҭࣇのεトϨεにӨ
ڹಈにもӨߦどもの題ࢠ、を༩えるだけではなくڹ
を༩えていることがهされています。
　また、ผの研ڀでは、に"$&Tがあるほどࢠども
にରしてॹԠができない、その݁Ռとしてඇৗに
高ѹ的なࢠҭてをしてしまうϦεΫが高まり、そのこ
とによってࢠどもがߦಈ題を起こしたり、そのϦε
Ϋが高まるとใࠂされています。この研ڀのڵຯਂい
は、さらにこれにはの状がհࡏしていることを
ࣔしています。のᓔやղ状がܰいほど"$&Tの
Өڹはऑくなるということで、の状のհࡏも明ら
かです。
　"$&Tは生֔にわたってӨڹを༩えることがわかり
ました。トラウマはੈをえてわり、ܧ続的なα
イΫϧとしてします。この研ڀに参加をしたも
"$&Tをݧܦしている、そのたちはトラウマのྍ࣏
をडけていないՄੑが高いので、自分がになった
どもにରして高ࢠ、させݧܦどもに"$&Tをࢠ、に࣌
ѹ的なࢠҭてや、身ମ的なٮをし、こうしてさらに
ੈをえたトラウマのαイΫϧが続きます。
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　ここでզ々の身ମの自વなεトϨεԠ、εトϨε
Ԡについて考えてみたいと思います。ྫえば、ಀげ
る、ઓう、いてつく、もしくはごݏػをऔるといった
ものがあると思います。ྫえばあなた自身が自ಈं事
にଞのंࡍ࣮、したとかݧܦまたはそのニアミεをނ
とিಥをした࣌のことを考えてみてください。ଞの人
がӡసをしていたり、あなた自身がӡసをしている࣌
に、Կかंのલに飛ͼ出してきてٸϒϨーΩを踏んだ。
そのときに自分の身ମにどういったԠが出るでしΐ
うか。そのときのମのԠが自વなεトϨεԠです。
身ମが���のܯใを໐らします。私たちのፏ౧ମが
εトϨεԠを引き起します。身ମは、ઓうか、ಀげ
るか、いてつくかというԠをします。これは生ମ
。ϝΧニζϜではないでしΐうかޚ
　こういったݧܦをした࣌にあなたの身ମがどうԠ
するか考えてみてください。݂ѹは上がります。ٵݺ
も上がります。また手がえることがあるかもしれ
ません。アドϨφϦンが出ます。こうݴったݧܦをす
ると身ମの���のܯใが໐り出します。಄がくらく
らし、がえےもۓுするかもしれません。これ
は身ମがࣔすޙのԠで、εトϨεԠしています。
私たちはৗに同͡ようなԠをしています。とし
て、ઓうとか、ಀげるとか、そういったԠをするこ
ともあります。ଟくの人はそういうԠをします。
どもがトラࢠ。どものことを考えてみてくださいࢠ　
ウマ的状況にஔかれたらどうなるでしΐうか。ࢠど
もはトラウマɾεトϨεԠをࣔします。自ಈं事
した私たちのଟくはそれによってݧܦのニアミεをނ
154%になることは໓ଟにありません。զ々の身ମは
そのޙ、自વな҆੩࣌の状ଶにります。もちろん自
વな҆੩࣌の状ଶにるのにඞཁなؒ࣌は人によって
ҧうでしΐう。その自વな状ଶにるまでのؒ࣌にӨ
もいろいろあるかと思います。�ճのトࢠするҼڹ
ラウマ的ݧܦならまたҧってくるかもしれません。そ

の人のϨδϦΤンεによってもҧうでしΐう。的ࢿ
、やコーϐンάεΩϧにもよるでしΐう。だけれどもݯ
େ人がそのようなニアミεମݧをしても154%には
なりません。そのうちにそのԠはऩまってきます。
まる。そしてまたࢭもってくる。手のえもٵݺ
身ମやਆܥܦはϦラοΫεをしてམちணいた状ଶにな
ります。でも੨গ年やখさなࢠどもの場合、154%を
発することがよくあります。そうすると自વな҆੩
状ଶにることがなかなかできません。もちろんϐー
ΫのεトϨε状ଶを�日Կճもݧܦするわけではあり
ません。今ݴったようないͣれかのԠがݟられたり、
またগしམちணくことはあるかもしれません。でもま
たそのݧܦのهԱやԿかのトϦガーでϐーΫのԠが
ってくることもあるでしΐう。Ϩϕϧこそҧえৗに
そのԠੑがっています。
　ઌほどをしたようなこと、私たちの身ମのԠを
もう一考えていただきたいと思います。ここでは生
ཧֶ的なԠについてはݴっていません。εトϨε
Ԡ࣌にݧܦするコϧνκーϧのϨϕϧの高さとか、そ
ういったことではありません。高いコϧνκーϧϨϕ
ϧがଁܥثに༩える長ظ的Өڹについてはしていま
せん。でもあるఔのԠੑを࣋ったままの発ୡ్上
のࢠどもの場合を考えてみてください。そのԠがど
ういうӨڹを༩えるか、൴らのײ໘、ಈ໘の発ୡ、
ೝの発ୡ、ߦಈの発ୡにӨڹを༩えます。ޙのӨ
るとそݟをڀは明らかで、"$&研ڹ的なӨظ、ڹ
れがさらに長ظ的なӨڹを༩えることが明らかになっ
ています。それが身ମ的な݈߁とૣす͗るࢮにつなが
ることもࣔされています。　

　これはಡみ上げませんが、トラウマがどれだけࢠど
もに、さらにେ人にӨڹを༩えているかをදしている
ྑいεライドです。そのଟくはطにたくさんおして
います。
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　私たちは"$&があるとࢠҭてにもӨڹするՄੑ
があると考えています。こういったになるεトϨε
に生֔にわたってさらされると、ྫえば自分のײコ
ントϩーϧがࠔになります。それがࢠҭてにどうӨ
するか考えてみてください。本人がམちணいておらڹ
れͣ自分のײをコントϩーϧできないとֶशする
と生ଘののにあったように、εトϨεԠがトϦ
ガーされます。これがࢠ関にもӨڹを༩え、ࢠど
もにରしてམちணいたରԠができなくなります。
　また、"$&TがࢠҭてにӨڹするということについ
てはさらに、が自分のײのコントϩーϧができͣ、
どもにରして一؏ੑのないαϙーティϒではないରࢠ
Ԡをしていると、にରして҆心してѪணを࣋つこと
ができなくなるࢠどももいます。アタονϝントの
Өڹはߦಈ໘のࠔにつながっていきます。ѱ॥の
࿈が続くということではないでしΐうか。ࢠどもが
そういった҆定したѪணをにରして࣋てない。それ
によってߦಈ題がࢠどもに出る。それをݟたはま
たײがコントϩーϧできなくなる。がײのコン
トϩーϧができないから、ࢠどもにରして൱定的にର
Ԡし、ࢠどもはにରして҆定したѪணを࣋てなくて、
どものؒのަྲྀࢠが生͡る。ཆҭऀとࠔಈ໘でのߦ
にѱ॥が生͡ます。

　また、"$&Tをݧܦした人は自分のडけたࢠҭての
εタイϧに自分がؕることがあります。高ѹ的なࢠҭ
てをしていたにҭてられると、自分がେ人になった

方をするϦεΫが高まるとҭてのࢠに同͡ような࣌
いうことです。
　研ڀによるとアϝϦΧでは、$1$�$#5に参加する
の�0�の人たちが、࣮は自分もに、ྫえば身ମ
的なしつけをされたとか、身ମ的ٮをडけたとใࠂ
しています。自分のݸ人的なݧܦは、自分が今やって
いるࢠҭてよりもངかにͻどかったとใࠂするもଟ
く、"$&T�がࢠҭてにもඇৗにେきなӨڹを༩えるこ
とが明らかになっています。

がいくつかありますのでそڀにそれに関する研ࡍ࣮　
れをࡌせていますけれども、一つの研ڀでは、の
"$&TがのεトϨεやࡏݱのҭࣇのεトϨεにӨ
ڹಈにもӨߦどもの題ࢠ、を༩えるだけではなくڹ
を༩えていることがهされています。
　また、ผの研ڀでは、に"$&Tがあるほどࢠども
にରしてॹԠができない、その݁Ռとしてඇৗに
高ѹ的なࢠҭてをしてしまうϦεΫが高まり、そのこ
とによってࢠどもがߦಈ題を起こしたり、そのϦε
Ϋが高まるとใࠂされています。この研ڀのڵຯਂい
は、さらにこれにはの状がհࡏしていることを
ࣔしています。のᓔやղ状がܰいほど"$&Tの
Өڹはऑくなるということで、の状のհࡏも明ら
かです。
　"$&Tは生֔にわたってӨڹを༩えることがわかり
ました。トラウマはੈをえてわり、ܧ続的なα
イΫϧとしてします。この研ڀに参加をしたも
"$&Tをݧܦしている、そのたちはトラウマのྍ࣏
をडけていないՄੑが高いので、自分がになった
どもにରして高ࢠ、させݧܦどもに"$&Tをࢠ、に࣌
ѹ的なࢠҭてや、身ମ的なٮをし、こうしてさらに
ੈをえたトラウマのαイΫϧが続きます。
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　ここでզ々の身ମの自વなεトϨεԠ、εトϨε
Ԡについて考えてみたいと思います。ྫえば、ಀげ
る、ઓう、いてつく、もしくはごݏػをऔるといった
ものがあると思います。ྫえばあなた自身が自ಈं事
にଞのंࡍ࣮、したとかݧܦまたはそのニアミεをނ
とিಥをした࣌のことを考えてみてください。ଞの人
がӡసをしていたり、あなた自身がӡసをしている࣌
に、Կかंのલに飛ͼ出してきてٸϒϨーΩを踏んだ。
そのときに自分の身ମにどういったԠが出るでしΐ
うか。そのときのମのԠが自વなεトϨεԠです。
身ମが���のܯใを໐らします。私たちのፏ౧ମが
εトϨεԠを引き起します。身ମは、ઓうか、ಀげ
るか、いてつくかというԠをします。これは生ମ
。ϝΧニζϜではないでしΐうかޚ
　こういったݧܦをした࣌にあなたの身ମがどうԠ
するか考えてみてください。݂ѹは上がります。ٵݺ
も上がります。また手がえることがあるかもしれ
ません。アドϨφϦンが出ます。こうݴったݧܦをす
ると身ମの���のܯใが໐り出します。಄がくらく
らし、がえےもۓுするかもしれません。これ
は身ମがࣔすޙのԠで、εトϨεԠしています。
私たちはৗに同͡ようなԠをしています。とし
て、ઓうとか、ಀげるとか、そういったԠをするこ
ともあります。ଟくの人はそういうԠをします。
どもがトラࢠ。どものことを考えてみてくださいࢠ　
ウマ的状況にஔかれたらどうなるでしΐうか。ࢠど
もはトラウマɾεトϨεԠをࣔします。自ಈं事
した私たちのଟくはそれによってݧܦのニアミεをނ
154%になることは໓ଟにありません。զ々の身ମは
そのޙ、自વな҆੩࣌の状ଶにります。もちろん自
વな҆੩࣌の状ଶにるのにඞཁなؒ࣌は人によって
ҧうでしΐう。その自વな状ଶにるまでのؒ࣌にӨ
もいろいろあるかと思います。�ճのトࢠするҼڹ
ラウマ的ݧܦならまたҧってくるかもしれません。そ

の人のϨδϦΤンεによってもҧうでしΐう。的ࢿ
、やコーϐンάεΩϧにもよるでしΐう。だけれどもݯ
େ人がそのようなニアミεମݧをしても154%には
なりません。そのうちにそのԠはऩまってきます。
まる。そしてまたࢭもってくる。手のえもٵݺ
身ମやਆܥܦはϦラοΫεをしてམちணいた状ଶにな
ります。でも੨গ年やখさなࢠどもの場合、154%を
発することがよくあります。そうすると自વな҆੩
状ଶにることがなかなかできません。もちろんϐー
ΫのεトϨε状ଶを�日Կճもݧܦするわけではあり
ません。今ݴったようないͣれかのԠがݟられたり、
またগしམちணくことはあるかもしれません。でもま
たそのݧܦのهԱやԿかのトϦガーでϐーΫのԠが
ってくることもあるでしΐう。Ϩϕϧこそҧえৗに
そのԠੑがっています。
　ઌほどをしたようなこと、私たちの身ମのԠを
もう一考えていただきたいと思います。ここでは生
ཧֶ的なԠについてはݴっていません。εトϨε
Ԡ࣌にݧܦするコϧνκーϧのϨϕϧの高さとか、そ
ういったことではありません。高いコϧνκーϧϨϕ
ϧがଁܥثに༩える長ظ的Өڹについてはしていま
せん。でもあるఔのԠੑを࣋ったままの発ୡ్上
のࢠどもの場合を考えてみてください。そのԠがど
ういうӨڹを༩えるか、൴らのײ໘、ಈ໘の発ୡ、
ೝの発ୡ、ߦಈの発ୡにӨڹを༩えます。ޙのӨ
るとそݟをڀは明らかで、"$&研ڹ的なӨظ、ڹ
れがさらに長ظ的なӨڹを༩えることが明らかになっ
ています。それが身ମ的な݈߁とૣす͗るࢮにつなが
ることもࣔされています。　

　これはಡみ上げませんが、トラウマがどれだけࢠど
もに、さらにେ人にӨڹを༩えているかをදしている
ྑいεライドです。そのଟくはطにたくさんおして
います。
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　まだトラウマとのはしていませんでした。トラ
ウマは発ୡしているにもӨڹを༩えます。ྫえばલ
಄લൽ࣭。人がこういったڥٯ的なମݧやトラウマ
ମݧをするとײのコントϩーϧがࠔになります。
લ಄લにৗにトラウマがӨڹを༩えると、この෦分
がখさくなっていきます。ここはԿをやっているとこ
ろか考えてみてください。ײをコントϩーϧしてい
るところ、িಈੑなどをコントϩーϧするところです。
　それから、ፏ౧ମのもしました。ፏ౧ମはこう
いったڪාのݧܦとਆܦ接続しています。େมな���
のܯใԠが出てくるところでもあります。ݸ人で
154%を発する人たちは࣮はፏ౧ମのਆܦ接続が
よりଟいとݴわれています。なので、その自વなอޢ
ԠとしてઌほどݴったようなεトϨεԠを引き起
します。
　もちろんւഅのӨڹもあります。ւഅは、աڈと
るところでもありま࢘Աをه、を۠ผする場ॴでࡏݱ
す。ところがトラウマに長ظにわたって࿐されると
ここもまたॖখします。
　トラウマがいかに、さらにಈ、ߦಈ、ೝにӨ
を༩えるかというおをしました。さらに身ମ的なڹ
。がありますڹ的なӨظにも長߁݈

　154%の༗පをݟてみましΐう。154%の༗ප
はใऀࠂや研ڀによってҧいます。
　一ൠूஂにおいてはどのௐࠪかでҟなります。ここ
で、ྫ えば3���はੈքอ݈ػ関です。����はケεラー

	,FTTMFS
 らが࣮ࢪしたௐࠪの༗පで、このதでは
உঁをൺֱしています。154%の༗පは、உੑより
もঁੑのほうがएׯ高くなっています。
　それから、もう一つこのεライドで指ఠしたいのは、
アϝϦΧのઓಆୀ܉人、ઓಆに関わったୀ܉人の
154%のࣈです。このάϧーϓの発をݟてみる
と、��d�0�となっています。
、のある੨গ年ではݧܦ、ωάϨΫトをडけたٮ　
一ൠ人ޱだけではなくてこのようなઓಆୀ܉人の༗
පよりも高くなっています。さらにまた、ཬのԼ
にいるࢠどもの場合には30�が154%のج४をຬた
す状ଶをࣔしたとॻいています。
　さらにもう一つの研ڀで���という154%༗ප
が出ています。これはࢠどもを身ମ的にٮする、
ཆҭऀにおいての༗පです。これはઓಆୀ܉人と
ൺるとそれほど高くありませんが、しかしながら明
らかに高い方に振れていることがわかります。この
研ڀはϝタアφϦγεですけれども、そこには�ճ身
ମ的ٮをしたཆҭऀだけがೖっていて、ෳճ身ମ
的にࢠどもをٮしたはೖっていません。それでも
���になっているのです。

　この研ڀから、トラウマに関して、そしてそのൣ
なӨڹについてԿがわかるでしΐうか。
　これはઌほど申し上げたですが、ઐՈやトラウ
マインϑΥーϜドではないγεテϜはどうもトラウマ
のߦಈ的ද出にযをてることがଟいということで
す。さらに、このようなߦಈ的なද出にযをてる
とߦಈ上の題にԿとかରԠしようとして、トラウマ
のӨڹについてはे分にしていません。これがト
ラウマのஹީや状をڧௐしたいཧ༝の一つです。ト
ラウマの状やあるいはεトϨεԠは、5*$のとて
もॏཁなཁૉなのです。
　さらに、トラウマをݧܦしたࢠどもたちは様々なߦ
ಈোとஅされています。ྫえばҙܽؕো、
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など%4.にはたくさんのஅ名ҝোߦ、ઓ߅
が上がっています。しかし、ߦಈোとしてஅする
とそれにରするྍ࣏をしてしまい、トラウマྍ࣏をߦ
いません。そのߦಈのࠜ本ݪҼであるトラウマにରす
るରԠがなされていません。こういったߦಈ上の題
のݪҼのଟくはすでにおししたεトϨεԠである
ことはいろんな研ڀがࣔしているとおりであり、長い
Ϧεトをಡみ上げることはしませんが、ご関心のある
方がおられたらおૹりします。
　ྫえば、ΧϦϑΥϧニアにあるεタンϑΥードେֶ
のϋンεɾεタイφーʢ)BOT�4UFJOFSʣとマγューζ
ʢ.BUUIFXTʣは���0年に、ΧϦϑΥϧニアのগ年
法੍Լでগ年Ӄにೖっている੨গ年たちはトラウ࢘
マݧܦがあるՄੑが高いことをࣔしています。൴ら
はそのগ年たちにトラウマମݧがあり、154%状を
༗するが一ൠ人ޱより高いというԾઆのもとに、Χ
ϦϑΥϧニアभ੨গ年ہやΧϦϑΥϧニアগ年࢘法ہ
に申し出て、গ年Ӄにߦって໘ஊをしました。そして、
֬かにトラウマମݧの࿐のසが高く、さらに
154%のׂ合が一ൠ人ޱよりもངかに高いというデー
タをࣔしました。
　トラウマӨڹについて、これまでの研ڀからさらに
わかっているは、ྫえば੨গ年で身ମ的ٮをडけ
たことがある人、あるいはີなύートφーからの
ྗやそのଞのྗをडけたことがある人は、දಛに
தཱ的なදをఏࣔされた࣌に、身ମ的ٮをडけて
いない੨গ年とൺると、そのදをڴഭ的なදま
たはౖりのදとଊえがちだということです。さらに、
身ମ的ٮやྗをडけたことがある੨গ年は、ଞऀ
とのަྲྀ場໘で、その૬手との関が҆全ではない、
૬手によって傷つけられる、૬手はڴഭ的だ、ఢର的
だ、҆全な૬手ではないとडけऔりがちです。
　そのようなࢠはֶߍでどうなるのでしΐうか。ֶߍ
がトラウマインϑΥーϜドなֶߍでなければ、身ମ的
のӡಈ場ではどうߍどもがֶࢠのあるݧやྗମٮ
いう状ଶでしΐうか ଞのࢠどもୡとަྲྀします。そ
のؒのԿらかのߦಈが、自分たちにରしてఢର的で
ある、あるいはාいと͡ײて、それにԠします。ε
トϨεԠを起こし、それが場合によってはܸ߈的に
૬手にかっていくこともあるでしΐう。ӡಈ場をϞ
ニターしていた人がいたとすると、その人は、ଞのࢠ
どもたちはそのࢠにରしてԿら発などしていないの

に、ܸ߈しようとしているとݟるわけです。そのࢠは
。的だと考えますܸ߈、ಈ題があるߦ
　皆さんはこういうことがよくある、皆さん自身のܦ
。たことがあると思われるかもしれませんݟのதでݧ
このようにして全てがεタートするのです。そのࢠど
もを、ߦಈをݟるϨンζだけでݟてしまう。そしてト
ラウマのྍ࣏をडけͣにߦಈにରするྍ࣏をडけてい
る場合に、গ年࢘法੍のதでؑผॴにೖってしまっ
たりします。
　これまでトラウマମݧをԿもମݧしている੨গ年
は、その154%が一ൠよりも高く、この੨গ年たち
は"$&Tの研ڀにおいては、生֔にわたって༗なε
トϨεをडけ、そしてΤϏデンεϕーεのトラウマの
を全くडけていませんでした。というのも、ॳྍ࣏
の研ڀがなされた࣌では5*$はきちんと定ٛͮけ
さえされていなかったからです。ΤϏデンεϕーεの
ྍ法がちΐうど発展しかかっていた࣌でしたが、まだ
本にがগなかったのです。

　これまでおししてきたこと、それからトラウマ
インϑΥーϜドアϓϩーν、5*$をલఏに、様々な
ઐՈやγεテϜが、トラウマをݧܦしたことがある
੨গ年たちをトラウマがݟえるϨンζを௨して࢝ݟめ
ると、Կがわかってくるでしΐうか。つまり、܅はԿ
をやったかというのではなくて、その࣌にԿが܅に起
こったのかをਘͶ、そしてなͥそのようにԠするの
かを考え࢝めたらば、そのようなԠをࣔすཧ༝がわ
かり࢝めるはͣです。そうするとこの人たちとの関わ
り方が全くมわってくるのです。୯に関わり方が全く
มわってくるだけではなく、様々なαーϏεやαϙー
ト、さらにΤϏデンεϕーεの様々なհೖにつなげる
ことができ、その༊しをॿけることができ、そしてこ
こまでにしてきたトラウマのӨڹをࠀしಘるՄ
ੑがݟえてくるわけです。
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　まだトラウマとのはしていませんでした。トラ
ウマは発ୡしているにもӨڹを༩えます。ྫえばલ
಄લൽ࣭。人がこういったڥٯ的なମݧやトラウマ
ମݧをするとײのコントϩーϧがࠔになります。
લ಄લにৗにトラウマがӨڹを༩えると、この෦分
がখさくなっていきます。ここはԿをやっているとこ
ろか考えてみてください。ײをコントϩーϧしてい
るところ、িಈੑなどをコントϩーϧするところです。
　それから、ፏ౧ମのもしました。ፏ౧ମはこう
いったڪාのݧܦとਆܦ接続しています。େมな���
のܯใԠが出てくるところでもあります。ݸ人で
154%を発する人たちは࣮はፏ౧ମのਆܦ接続が
よりଟいとݴわれています。なので、その自વなอޢ
ԠとしてઌほどݴったようなεトϨεԠを引き起
します。
　もちろんւഅのӨڹもあります。ւഅは、աڈと
るところでもありま࢘Աをه、を۠ผする場ॴでࡏݱ
す。ところがトラウマに長ظにわたって࿐されると
ここもまたॖখします。
　トラウマがいかに、さらにಈ、ߦಈ、ೝにӨ
を༩えるかというおをしました。さらに身ମ的なڹ
。がありますڹ的なӨظにも長߁݈

　154%の༗පをݟてみましΐう。154%の༗ප
はใऀࠂや研ڀによってҧいます。
　一ൠूஂにおいてはどのௐࠪかでҟなります。ここ
で、ྫ えば3���はੈքอ݈ػ関です。����はケεラー

	,FTTMFS
 らが࣮ࢪしたௐࠪの༗පで、このதでは
உঁをൺֱしています。154%の༗පは、உੑより
もঁੑのほうがएׯ高くなっています。
　それから、もう一つこのεライドで指ఠしたいのは、
アϝϦΧのઓಆୀ܉人、ઓಆに関わったୀ܉人の
154%のࣈです。このάϧーϓの発をݟてみる
と、��d�0�となっています。
、のある੨গ年ではݧܦ、ωάϨΫトをडけたٮ　
一ൠ人ޱだけではなくてこのようなઓಆୀ܉人の༗
පよりも高くなっています。さらにまた、ཬのԼ
にいるࢠどもの場合には30�が154%のج४をຬた
す状ଶをࣔしたとॻいています。
　さらにもう一つの研ڀで���という154%༗ප
が出ています。これはࢠどもを身ମ的にٮする、
ཆҭऀにおいての༗පです。これはઓಆୀ܉人と
ൺるとそれほど高くありませんが、しかしながら明
らかに高い方に振れていることがわかります。この
研ڀはϝタアφϦγεですけれども、そこには�ճ身
ମ的ٮをしたཆҭऀだけがೖっていて、ෳճ身ମ
的にࢠどもをٮしたはೖっていません。それでも
���になっているのです。

　この研ڀから、トラウマに関して、そしてそのൣ
なӨڹについてԿがわかるでしΐうか。
　これはઌほど申し上げたですが、ઐՈやトラウ
マインϑΥーϜドではないγεテϜはどうもトラウマ
のߦಈ的ද出にযをてることがଟいということで
す。さらに、このようなߦಈ的なද出にযをてる
とߦಈ上の題にԿとかରԠしようとして、トラウマ
のӨڹについてはे分にしていません。これがト
ラウマのஹީや状をڧௐしたいཧ༝の一つです。ト
ラウマの状やあるいはεトϨεԠは、5*$のとて
もॏཁなཁૉなのです。
　さらに、トラウマをݧܦしたࢠどもたちは様々なߦ
ಈোとஅされています。ྫえばҙܽؕো、
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など%4.にはたくさんのஅ名ҝোߦ、ઓ߅
が上がっています。しかし、ߦಈোとしてஅする
とそれにରするྍ࣏をしてしまい、トラウマྍ࣏をߦ
いません。そのߦಈのࠜ本ݪҼであるトラウマにରす
るରԠがなされていません。こういったߦಈ上の題
のݪҼのଟくはすでにおししたεトϨεԠである
ことはいろんな研ڀがࣔしているとおりであり、長い
Ϧεトをಡみ上げることはしませんが、ご関心のある
方がおられたらおૹりします。
　ྫえば、ΧϦϑΥϧニアにあるεタンϑΥードେֶ
のϋンεɾεタイφーʢ)BOT�4UFJOFSʣとマγューζ
ʢ.BUUIFXTʣは���0年に、ΧϦϑΥϧニアのগ年
法੍Լでগ年Ӄにೖっている੨গ年たちはトラウ࢘
マݧܦがあるՄੑが高いことをࣔしています。൴ら
はそのগ年たちにトラウマମݧがあり、154%状を
༗するが一ൠ人ޱより高いというԾઆのもとに、Χ
ϦϑΥϧニアभ੨গ年ہやΧϦϑΥϧニアগ年࢘法ہ
に申し出て、গ年Ӄにߦって໘ஊをしました。そして、
֬かにトラウマମݧの࿐のසが高く、さらに
154%のׂ合が一ൠ人ޱよりもངかに高いというデー
タをࣔしました。
　トラウマӨڹについて、これまでの研ڀからさらに
わかっているは、ྫえば੨গ年で身ମ的ٮをडけ
たことがある人、あるいはີなύートφーからの
ྗやそのଞのྗをडけたことがある人は、දಛに
தཱ的なදをఏࣔされた࣌に、身ମ的ٮをडけて
いない੨গ年とൺると、そのදをڴഭ的なදま
たはౖりのදとଊえがちだということです。さらに、
身ମ的ٮやྗをडけたことがある੨গ年は、ଞऀ
とのަྲྀ場໘で、その૬手との関が҆全ではない、
૬手によって傷つけられる、૬手はڴഭ的だ、ఢର的
だ、҆全な૬手ではないとडけऔりがちです。
　そのようなࢠはֶߍでどうなるのでしΐうか。ֶߍ
がトラウマインϑΥーϜドなֶߍでなければ、身ମ的
のӡಈ場ではどうߍどもがֶࢠのあるݧやྗମٮ
いう状ଶでしΐうか ଞのࢠどもୡとަྲྀします。そ
のؒのԿらかのߦಈが、自分たちにରしてఢର的で
ある、あるいはාいと͡ײて、それにԠします。ε
トϨεԠを起こし、それが場合によってはܸ߈的に
૬手にかっていくこともあるでしΐう。ӡಈ場をϞ
ニターしていた人がいたとすると、その人は、ଞのࢠ
どもたちはそのࢠにରしてԿら発などしていないの

に、ܸ߈しようとしているとݟるわけです。そのࢠは
。的だと考えますܸ߈、ಈ題があるߦ
　皆さんはこういうことがよくある、皆さん自身のܦ
。たことがあると思われるかもしれませんݟのதでݧ
このようにして全てがεタートするのです。そのࢠど
もを、ߦಈをݟるϨンζだけでݟてしまう。そしてト
ラウマのྍ࣏をडけͣにߦಈにରするྍ࣏をडけてい
る場合に、গ年࢘法੍のதでؑผॴにೖってしまっ
たりします。
　これまでトラウマମݧをԿもମݧしている੨গ年
は、その154%が一ൠよりも高く、この੨গ年たち
は"$&Tの研ڀにおいては、生֔にわたって༗なε
トϨεをडけ、そしてΤϏデンεϕーεのトラウマの
を全くडけていませんでした。というのも、ॳྍ࣏
の研ڀがなされた࣌では5*$はきちんと定ٛͮけ
さえされていなかったからです。ΤϏデンεϕーεの
ྍ法がちΐうど発展しかかっていた࣌でしたが、まだ
本にがগなかったのです。

　これまでおししてきたこと、それからトラウマ
インϑΥーϜドアϓϩーν、5*$をલఏに、様々な
ઐՈやγεテϜが、トラウマをݧܦしたことがある
੨গ年たちをトラウマがݟえるϨンζを௨して࢝ݟめ
ると、Կがわかってくるでしΐうか。つまり、܅はԿ
をやったかというのではなくて、その࣌にԿが܅に起
こったのかをਘͶ、そしてなͥそのようにԠするの
かを考え࢝めたらば、そのようなԠをࣔすཧ༝がわ
かり࢝めるはͣです。そうするとこの人たちとの関わ
り方が全くมわってくるのです。୯に関わり方が全く
มわってくるだけではなく、様々なαーϏεやαϙー
ト、さらにΤϏデンεϕーεの様々なհೖにつなげる
ことができ、その༊しをॿけることができ、そしてこ
こまでにしてきたトラウマのӨڹをࠀしಘるՄ
ੑがݟえてくるわけです。
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　こうしてಆ૪Ԡ、身ମのεトϨεの自વなԠ
のཧղができるようになります。これはߦಈ上の題
ではなくトラウマԠです。ౚりつくのもトラウマ
Ԡ、ಀげるのもトラウマԠです。ౚりつくԠはֶ
աごされがちです。୯に੩かにしているݟにおいてߍ
だけだとஅされ、Ϩーμーにかからͣ、αーϏε
のհにࢸりません。ಀするߍֶ、ࢠからಀげよう
とするࢠの場合には、ߦಈ上の題とଊえられ、հ
にࢸる場合もあります。さらに、ಆ૪する、૬手を߈
ܸするというܗでԠを֎ࡏԽするࢠどもたちは࣮֬
にհにࢸります。しかし、そのߦಈがどこからきて
いるのかをཧղし࢝めれば、私たちのରԠもҟなって
きます。

　このֆで考えると、খظࣇのトラウマはに�ణの
しͣくがམちるようなもので、そのޙਫ全ମにどんど
んޮٴՌを起こします。このޮٴՌは人ؒのػ
全てにӨڹを༩え、ઌほどおししたૣظのࢮにࢸ
りかͶません。トラウマのӨڹがいかに෯いかをཧ
ղすると、これは私たちઐՈにとっても本に心が
ౚえるようなです。
　ただ、うれしいらせもあります。ΤϏデンεϕー
εのトラウマのհೖは、このようなޮٴՌをࢭめ
ることができます。༏れたΤϏデンεϕーεのトラウ
マのհೖをߦうことによってトラウマ状やほかの
状をえることができます。"$&T研ڀでࣔされて
いる෯い༗なεトϨεԠの݁Ռをܰݮすること

がՄです。その݁Ռをよりখさくすることができる
のです。このようなޮٴՌをݮできるというデー
タもあります。

　今ճアϝϦΧのケアーζインεティνュートで։発
された�つのΤϏデンεϕーεのセラϐーについて
してほしいというґཔがありました。私はここに��
年ۈめて、ここで$1$�$#5を։発し、さらに私の
同྅であるデϒϦンδϟーઌ生、それからその同྅の
コーϔンઌ生、マφϦーϊઌ生が։発された5'�$#5
の࣮ࢪと研ڀもしています。

　ここでগしって、5*$のॏཁなཁૉをもう一ճݟ
し、これらがいかに私たちのΤϏデンεϕーεのհ
ೖにݱれているかをड़ます。5*$は৫のจԽであ
り、アϓϩーνです。հೖ、ྍ࣏ではありません。し
かし、トラウマにରしてのհೖはここにࣔす5*$の
ཁૉをたくさん含んでいます。ྫえば、トラウマの
ൣなӨڹをཧղするというཁૉです。状やஹީをཧ
ղし、それͧれのݸ人にݟられるトラウマ状に合っ

�4�4

たܗでྍ࣏をௐしなくてはなりません。
　さらに、このհೖにおいてはՈఉであれ、その੨গ
年がػするあらゆる場໘において本人の心ཧ的、身
ମ的҆全ײを高めなくてはなりません。੨গ年がաڈ
のトラウマを༊やすことはできますが、今心ཧ的な҆
全を͡ײていなければそれはしくなります。身ମ的
҆全はඇৗにॏཁであり、ඞਢです。しかし心ཧ的҆
全もॏཁです。ैってΤϏデンεϕーεのྍ࣏հೖに
おいてզ々は心ཧ的҆全ײを高めることにめます。
身ମ的҆全はඞਢです。と同࣌に心ཧ的҆全もॏཁな
のです。
　それから、ཆҭऀもαϙートします。ઐՈやγε
テϜがトラウマのϨンζでݸ人をݟていないというこ
とをڧௐして申し上げましたが、ཆҭऀもまたトラウ
マϨンζをってトラウマをडけたࢠどもをݟていな
い場合がଟくあります。ཆҭऀもまた題ߦಈ、ߦಈ
上のԠだと思っている。その݁Ռ、ཆҭऀはやり方
こそҧえ、ઐՈと同͡ようなԠをしてしまうので
す。そのためにトラウマのݧܦをडけた੨গ年は、҆
全҆ײ心ײを高めるのではなく、ڴかされている、あ
るいはාい、҆全でないという֮ײをさらに高めてし
まうのです。
　また私たちのトラウマインϑΥーϜドྍ࣏հೖにお
いては、ཆҭऀにトラウマインϑΥーϜドϖアϨン
ティンάについてのڭҭをߦい、同࣌に੨গ年も自分
たちのコントϩーϧができるようにしています。そう
することによってが੨গ年に༩えるใをきちんと
ཧղできるようになるのです。
　さらにもう一つ、ઌほどもड़たように࠶トラウマ
Խを࠷খݶにえるということです。੨গ年だけでは
なくて、ཆҭऀの࠶トラウマԽも࠷খݶにえる。ઌ
ほどݴったように、ཆҭऀのଟくもトラウマݧܦがあ
り、その状をࣔします。さらにԠ的でもあります。
　さらに、私たち৬һの࠶トラウマԽも࠷খݶにえ
なくてはなりません。5*$をఏڙしている、あるい
はΤϏデンεϕーεのトラウマインϑΥーϜドհೖを
ってい࣋っている৬һの皆さん自身がトラウマྺをߦ
ることをཧղするඞཁがあります。そして自分のऀױ
さんやΫライアントからಛ定のことを聞いた࣌に、自
分自身のトラウマのཤྺとࣅていると思うことがある
でしΐう。また、༗ҙなトラウマのݧܦがなかったと
しても、ຖ日ຖ日このようなほかの୭かのトラウマの

をඇৗにৄࡉに聞くのはとてもਏいことです。私た
ち、あるいは৫全ମがウΤϧωεのจԽを௨して৬
һの状ʕόーンアウトやೋ࣍的なトラウマԽを自分
の事のதでݧܦしている࣌に、その状にͮؾくこ
とがॏཁです。私たちの৫は、୯にՈや੨গ年だ
けでなくて、৬һにରしてもαーϏεをఏڙしなけれ
ばなりません。

　もう一つॏཁな5*$のཁૉにযをてます。そ
れは੨গ年とཆҭऀのྍ࣏தٴͼՈఉ、あるいはֶߍ
またはどこであっても҆全を͡ײられないڥにおい
てܧ続的な҆全ײをଅਐするということです。もちろ
ん身ମ的҆全はඞਢですが、ઌほどݴったように、心
ཧ的҆全も同͡ようにॏཁです。ࢠどもたちがաڈの
トラウマとき合い、そしてそこから༊やしをಘるた
めにඞཁです。

　まͣ、$1$�$#5のから࢝めます。ُԬઌ生が
ઌほど$1$�$#5はࢠどもを身ମ的にٮしたݧܦ
のあるཆҭऀ、それから࣮ࡍにその٘ਜ਼となったࢠど
もにରしてのアϓϩーν、ྍ࣏だとおっしΌいまし
た。いくつかの研ڀでこの$1$�$#5のධՁがなさ
れており、全ての研ڀであらゆるタイϓのମേのݮগ
がใࠂされています。ྫえばアϝϦΧのケアーζイ
ンεティνュートがߦったແ࡞ҝׂり付け研ڀでは、
とだけのհೖをൺֱしていますྍ࣏$1$�$#5
が、いͣれもલޙでൺֱすると、あらゆるछྨのମേ
がେきくݮগしています。
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　こうしてಆ૪Ԡ、身ମのεトϨεの自વなԠ
のཧղができるようになります。これはߦಈ上の題
ではなくトラウマԠです。ౚりつくのもトラウマ
Ԡ、ಀげるのもトラウマԠです。ౚりつくԠはֶ
աごされがちです。୯に੩かにしているݟにおいてߍ
だけだとஅされ、Ϩーμーにかからͣ、αーϏε
のհにࢸりません。ಀするߍֶ、ࢠからಀげよう
とするࢠの場合には、ߦಈ上の題とଊえられ、հ
にࢸる場合もあります。さらに、ಆ૪する、૬手を߈
ܸするというܗでԠを֎ࡏԽするࢠどもたちは࣮֬
にհにࢸります。しかし、そのߦಈがどこからきて
いるのかをཧղし࢝めれば、私たちのରԠもҟなって
きます。

　このֆで考えると、খظࣇのトラウマはに�ణの
しͣくがམちるようなもので、そのޙਫ全ମにどんど
んޮٴՌを起こします。このޮٴՌは人ؒのػ
全てにӨڹを༩え、ઌほどおししたૣظのࢮにࢸ
りかͶません。トラウマのӨڹがいかに෯いかをཧ
ղすると、これは私たちઐՈにとっても本に心が
ౚえるようなです。
　ただ、うれしいらせもあります。ΤϏデンεϕー
εのトラウマのհೖは、このようなޮٴՌをࢭめ
ることができます。༏れたΤϏデンεϕーεのトラウ
マのհೖをߦうことによってトラウマ状やほかの
状をえることができます。"$&T研ڀでࣔされて
いる෯い༗なεトϨεԠの݁Ռをܰݮすること

がՄです。その݁Ռをよりখさくすることができる
のです。このようなޮٴՌをݮできるというデー
タもあります。

　今ճアϝϦΧのケアーζインεティνュートで։発
された�つのΤϏデンεϕーεのセラϐーについて
してほしいというґཔがありました。私はここに��
年ۈめて、ここで$1$�$#5を։発し、さらに私の
同྅であるデϒϦンδϟーઌ生、それからその同྅の
コーϔンઌ生、マφϦーϊઌ生が։発された5'�$#5
の࣮ࢪと研ڀもしています。

　ここでগしって、5*$のॏཁなཁૉをもう一ճݟ
し、これらがいかに私たちのΤϏデンεϕーεのհ
ೖにݱれているかをड़ます。5*$は৫のจԽであ
り、アϓϩーνです。հೖ、ྍ࣏ではありません。し
かし、トラウマにରしてのհೖはここにࣔす5*$の
ཁૉをたくさん含んでいます。ྫえば、トラウマの
ൣなӨڹをཧղするというཁૉです。状やஹީをཧ
ղし、それͧれのݸ人にݟられるトラウマ状に合っ
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たܗでྍ࣏をௐしなくてはなりません。
　さらに、このհೖにおいてはՈఉであれ、その੨গ
年がػするあらゆる場໘において本人の心ཧ的、身
ମ的҆全ײを高めなくてはなりません。੨গ年がաڈ
のトラウマを༊やすことはできますが、今心ཧ的な҆
全を͡ײていなければそれはしくなります。身ମ的
҆全はඇৗにॏཁであり、ඞਢです。しかし心ཧ的҆
全もॏཁです。ैってΤϏデンεϕーεのྍ࣏հೖに
おいてզ々は心ཧ的҆全ײを高めることにめます。
身ମ的҆全はඞਢです。と同࣌に心ཧ的҆全もॏཁな
のです。
　それから、ཆҭऀもαϙートします。ઐՈやγε
テϜがトラウマのϨンζでݸ人をݟていないというこ
とをڧௐして申し上げましたが、ཆҭऀもまたトラウ
マϨンζをってトラウマをडけたࢠどもをݟていな
い場合がଟくあります。ཆҭऀもまた題ߦಈ、ߦಈ
上のԠだと思っている。その݁Ռ、ཆҭऀはやり方
こそҧえ、ઐՈと同͡ようなԠをしてしまうので
す。そのためにトラウマのݧܦをडけた੨গ年は、҆
全҆ײ心ײを高めるのではなく、ڴかされている、あ
るいはාい、҆全でないという֮ײをさらに高めてし
まうのです。
　また私たちのトラウマインϑΥーϜドྍ࣏հೖにお
いては、ཆҭऀにトラウマインϑΥーϜドϖアϨン
ティンάについてのڭҭをߦい、同࣌に੨গ年も自分
たちのコントϩーϧができるようにしています。そう
することによってが੨গ年に༩えるใをきちんと
ཧղできるようになるのです。
　さらにもう一つ、ઌほどもड़たように࠶トラウマ
Խを࠷খݶにえるということです。੨গ年だけでは
なくて、ཆҭऀの࠶トラウマԽも࠷খݶにえる。ઌ
ほどݴったように、ཆҭऀのଟくもトラウマݧܦがあ
り、その状をࣔします。さらにԠ的でもあります。
　さらに、私たち৬һの࠶トラウマԽも࠷খݶにえ
なくてはなりません。5*$をఏڙしている、あるい
はΤϏデンεϕーεのトラウマインϑΥーϜドհೖを
ってい࣋っている৬һの皆さん自身がトラウマྺをߦ
ることをཧղするඞཁがあります。そして自分のऀױ
さんやΫライアントからಛ定のことを聞いた࣌に、自
分自身のトラウマのཤྺとࣅていると思うことがある
でしΐう。また、༗ҙなトラウマのݧܦがなかったと
しても、ຖ日ຖ日このようなほかの୭かのトラウマの

をඇৗにৄࡉに聞くのはとてもਏいことです。私た
ち、あるいは৫全ମがウΤϧωεのจԽを௨して৬
һの状ʕόーンアウトやೋ࣍的なトラウマԽを自分
の事のதでݧܦしている࣌に、その状にͮؾくこ
とがॏཁです。私たちの৫は、୯にՈや੨গ年だ
けでなくて、৬һにରしてもαーϏεをఏڙしなけれ
ばなりません。

　もう一つॏཁな5*$のཁૉにযをてます。そ
れは੨গ年とཆҭऀのྍ࣏தٴͼՈఉ、あるいはֶߍ
またはどこであっても҆全を͡ײられないڥにおい
てܧ続的な҆全ײをଅਐするということです。もちろ
ん身ମ的҆全はඞਢですが、ઌほどݴったように、心
ཧ的҆全も同͡ようにॏཁです。ࢠどもたちがաڈの
トラウマとき合い、そしてそこから༊やしをಘるた
めにඞཁです。

　まͣ、$1$�$#5のから࢝めます。ُԬઌ生が
ઌほど$1$�$#5はࢠどもを身ମ的にٮしたݧܦ
のあるཆҭऀ、それから࣮ࡍにその٘ਜ਼となったࢠど
もにରしてのアϓϩーν、ྍ࣏だとおっしΌいまし
た。いくつかの研ڀでこの$1$�$#5のධՁがなさ
れており、全ての研ڀであらゆるタイϓのମേのݮগ
がใࠂされています。ྫえばアϝϦΧのケアーζイ
ンεティνュートがߦったແ࡞ҝׂり付け研ڀでは、
とだけのհೖをൺֱしていますྍ࣏$1$�$#5
が、いͣれもલޙでൺֱすると、あらゆるछྨのମേ
がେきくݮগしています。
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　また、いくつかの研ڀがྍ࣏લޙのൺֱをしており、
それはεウΣーデンとถࠃでߦわれています。どの研
ても、あらゆるछྨの身ମ的なしつけやମേがݟをڀ
っていることがࣔされています。これはཆҭऀがこݮ
ういった高ѹ的なࢠҭてをしなくなったとใࠂしてい
るだけではなく、ࢠどももがそのような方ུをう
ことがݮったとใࠂしています。様々な研ڀにおいて、
あらゆる身ମ的なしつけが༗ҙにݮっていることがわ
かります。
　なͥこんなことをݴうかというと、ถࠃでは日本や
そのଞのࠃのように、このような身ମ的なしつけを身
ମ的ٮと定ٛしていません。しかし定ٛがどうであ
れ、研ڀはアϝϦΧでの身ମ的ٮにてはまらない
ものも含めて、全ての身ମ的しつけʢମേʣがݮって
いることがใࠂされています。

　$1$�$#5は��ճから�0ճの�0分をϓϩトコー
ϧとするセογϣンです。ࢠどもだけのセογϣン、
それからཆҭऀだけのセογϣンがあり、そしてࢠど

もとཆҭऀの合同セογϣンがあります。ؒ࣌があ
りませんので今日はࡉかくはઆ明しませんが、$1$�
$#5のྍ࣏は�つのஈ֊に分かれています。そのத
のいくつかをϋイライトしておしします。
される$1$�$#5のڙどもとཆҭऀにରしてఏࢠ　
�つのஈ֊をݟると、�ஈ֊はΤンήーδϝントで、
Τンήーδϝントにかなりのؒ࣌をかけます。ਖ਼
をしているཆҭऀٮどもにରして身ମ的ࢠ、ってݴ
は、なかなかྍ࣏にΤンήーδϝントできない人がଟ
いからです。
　そのޙ、かなりのؒ࣌をかけてコーϐンάの方ུ、
えます。ҎલおをڭのコントϩーϧのεΩϧをײ
したのを֮えておられると思いますが、ײコント
ϩーϧのεΩϧをཆҭऀにڭえ、ࢠどもとの関わりの
தでམちணいていられるようにし、このεΩϧはࢠど
もにもڭえます。྆ ऀが自分のײをコントϩーϧし、
そしてମをϦラοΫεできるようにします。
　そして、3൪のஈ֊がՈの҆全ϓランの࡞で
す。$1$�$#5においては࠷ॳの3つのஈ֊でࢠども
の身ମ的、そして心ཧ的な҆全ੑを୲อしていきます。
これがୈ一のඪです。
　҆全ੑが高まったޙ࠷、ޙのஈ֊がٮの明֬Խで
す。Ոのதでཆҭऀと一ॹにいても心ཧ的に҆全だと
ڈどもはաࢠられるようになってॳめて͡ײどもがࢠ
のトラウマମݧをॲཧし、そこから༊やされることが
でき、աڈのトラウマをॲཧし、そこから༊されるだ
けでなく、関ੑのम෮にもऔりΉことができるの
です。今日はؒ࣌がありませんのでこのテーマについ
てਂくおしできませんけれども、ߦࡏݱわれている
においてڀをテーマとしていない研ݧମظࣇ的খڥٯ
も、ࢠどものߠ定的なݧܦにযをてていることが
わかります。ࢠどものߠ定的なݧܦをڧௐすることに
よって、ڥٯ的なݧܦに関࿈するϦεΫをܰݮしてい
くことができます。
　ॏཁなことはଟくの研ڀにおいて、খظࣇのߠ定的
なݧܦはཆҭऀにରするαϙートにもつながってい
る、ཆҭऀとのߠ定的なަྲྀにつながることがࣔされ
ています。$1$�$#5では関ੑのम෮がとても༗༻
なものですので、ࢠどものにରする࣋ؾちをαϙー
トし、とࢠどもとのߠ定的なަྲྀをαϙートしてい
きます。それがあって"$&TのӨڹをܰݮするػ会が
ಘられるのです。
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　5'�$#5、これについてさらにすඞཁがあるかと
いうことですが、5'�$#5はੈքதでよりଟくのྟচ
どもやࢠ、われߦがݧҝׂ付ൺֱ࣮࡞そしてແ、ݧ࣮
੨গ年がٮのݧܦをり越える上で今あるଞのհೖ
より༏れているかのݕ౼がߦわれています。どの研ڀ
をݟても5'�$#5により༗ҙにࢠどものトラウマ
状がܰݮしています。5'�$#5に関࿈したアウトΧϜ
をݟると、ࢠどものᓔをධՁした研ڀでは、ᓔをվળ
しているというใࠂがあります。それからのใࠂに
よるࢠどもの題ߦಈもݮっていることがࣔされてい
ます。5'�$#5は定ٛ上Ոྍ࣏で、それによって
のٮに関࿈するεトϨεもݮし、のٮではな
く、ඃٮࣇのトラウマにରするのԠもվળされ、
のࢠҭてεΩϧにもよいޮՌがあったということが
ใࠂされていますし、のᓔがݮったというใࠂもあ
ります。ઌほどもड़たようにᓔはの高ѹ的ࢠҭて
方ུのϦεΫҼࢠです。
　さらにڧௐしたいは、ۙ࠷はը૾研ڀもߦわれて
いることです。そのதの�つでは、5'�$#5を࢝める
લにまͣࢠどものը૾をऔってਆܦ接続、֤ྖҬؒの
接続、すなわちፏ౧ମにつながるਆܦ接続をݟています。
5'�$#5を࣮ࢪしたޙは、このようにፏ౧ମのਆܦ接
続がݮっていることがわかりました。
　これはとてもັྗ的な研ڀで、ॳの"$&研ڀにっ
ても、ॳظのトラウマྍ࣏のアウトΧϜ研ڀをݟても、
ޮՌがあることはわかっていたけれどもなͥޮՌがあっ
たのかがわからなかった。しかし、こういった研ڀによっ
てなͥそれがޮՌ的なのかがわかってきました。
　またの׆ಈੑについても研ڀがされていて、そこ
では、トラウマφラティϒでそのトラウマମݧをޠり、
ॲཧする࣌に、の׆ಈੑにもมԽがݟられたことが
ࣔされています。これはとてもڵຯある研ڀです。

　5'�$#5は、$1$�$#5と同͡ように、ࢠども、そ
れからαϙーティϒなཆҭऀにも参加をしてもらって
それͧれセογϣンをし、そのޙ合同セογϣンもし
ます。これも�セογϣンが�0分ؒで、$1$�$#5
よりはগしい��ճから��ճで構されています。

࣏ていただくとわかるように、3ஈ֊にわたってݟ　
ྍをߦい、それͧれのセογϣンにおいて࿅शセο
γϣンもあります。طにおをしたཁૉもೖっている
ことがわかるでしΐう。コーϐンάεΩϧにもযを
てているし、ײのコントϩーϧのεΩϧをڭえる
ことにもযをて、それからཆҭऀにରしてトラウ
マのϨンζを௨してࢠどもをݟ、トラウマをཧղし、
ಛ定のトラウマが、たとえばର人関のトラウマなど
がどういったӨڹを༩えるかということにもযを
て、ཆҭऀにରしてײのコントϩーϧをڭえ、దԠ
的なコーϐンάεΩϧを身につけられるようࢧԉし、
コーϐンάのϞデϧをࣔしてࢠどもをαϙートできる
ようにもしています。さらにաڈのトラウマମݧをࢠ
どもがॲཧできるようなऔりみもߦいます。
　5'�$#5ではαϙートティϒなཆҭऀが参加をする
ので、ࢠどもがաڈのトラウマをॲཧするのにඞཁな
心ཧ的な҆心ײの構築にはさほどؒ࣌をඞཁとしませ
ん。ैって、ここではす͙にεΩϧの構築をਤるஈ֊
にೖり、そしてୈ�ஈ֊でトラウマφラティϒとϓϩ
セγンάにߦき、そしてޙ࠷のஈ֊が౷合とݻめの
ஈ֊となります。ΰーϧは、αϙーティϒなཆҭऀと
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　また、いくつかの研ڀがྍ࣏લޙのൺֱをしており、
それはεウΣーデンとถࠃでߦわれています。どの研
ても、あらゆるछྨの身ମ的なしつけやମേがݟをڀ
っていることがࣔされています。これはཆҭऀがこݮ
ういった高ѹ的なࢠҭてをしなくなったとใࠂしてい
るだけではなく、ࢠどももがそのような方ུをう
ことがݮったとใࠂしています。様々な研ڀにおいて、
あらゆる身ମ的なしつけが༗ҙにݮっていることがわ
かります。
　なͥこんなことをݴうかというと、ถࠃでは日本や
そのଞのࠃのように、このような身ମ的なしつけを身
ମ的ٮと定ٛしていません。しかし定ٛがどうであ
れ、研ڀはアϝϦΧでの身ମ的ٮにてはまらない
ものも含めて、全ての身ମ的しつけʢମേʣがݮって
いることがใࠂされています。

　$1$�$#5は��ճから�0ճの�0分をϓϩトコー
ϧとするセογϣンです。ࢠどもだけのセογϣン、
それからཆҭऀだけのセογϣンがあり、そしてࢠど

もとཆҭऀの合同セογϣンがあります。ؒ࣌があ
りませんので今日はࡉかくはઆ明しませんが、$1$�
$#5のྍ࣏は�つのஈ֊に分かれています。そのத
のいくつかをϋイライトしておしします。
される$1$�$#5のڙどもとཆҭऀにରしてఏࢠ　
�つのஈ֊をݟると、�ஈ֊はΤンήーδϝントで、
Τンήーδϝントにかなりのؒ࣌をかけます。ਖ਼
をしているཆҭऀٮどもにରして身ମ的ࢠ、ってݴ
は、なかなかྍ࣏にΤンήーδϝントできない人がଟ
いからです。
　そのޙ、かなりのؒ࣌をかけてコーϐンάの方ུ、
えます。ҎલおをڭのコントϩーϧのεΩϧをײ
したのを֮えておられると思いますが、ײコント
ϩーϧのεΩϧをཆҭऀにڭえ、ࢠどもとの関わりの
தでམちணいていられるようにし、このεΩϧはࢠど
もにもڭえます。྆ ऀが自分のײをコントϩーϧし、
そしてମをϦラοΫεできるようにします。
　そして、3൪のஈ֊がՈの҆全ϓランの࡞で
す。$1$�$#5においては࠷ॳの3つのஈ֊でࢠども
の身ମ的、そして心ཧ的な҆全ੑを୲อしていきます。
これがୈ一のඪです。
　҆全ੑが高まったޙ࠷、ޙのஈ֊がٮの明֬Խで
す。Ոのதでཆҭऀと一ॹにいても心ཧ的に҆全だと
ڈどもはաࢠられるようになってॳめて͡ײどもがࢠ
のトラウマମݧをॲཧし、そこから༊やされることが
でき、աڈのトラウマをॲཧし、そこから༊されるだ
けでなく、関ੑのम෮にもऔりΉことができるの
です。今日はؒ࣌がありませんのでこのテーマについ
てਂくおしできませんけれども、ߦࡏݱわれている
においてڀをテーマとしていない研ݧମظࣇ的খڥٯ
も、ࢠどものߠ定的なݧܦにযをてていることが
わかります。ࢠどものߠ定的なݧܦをڧௐすることに
よって、ڥٯ的なݧܦに関࿈するϦεΫをܰݮしてい
くことができます。
　ॏཁなことはଟくの研ڀにおいて、খظࣇのߠ定的
なݧܦはཆҭऀにରするαϙートにもつながってい
る、ཆҭऀとのߠ定的なަྲྀにつながることがࣔされ
ています。$1$�$#5では関ੑのम෮がとても༗༻
なものですので、ࢠどものにରする࣋ؾちをαϙー
トし、とࢠどもとのߠ定的なަྲྀをαϙートしてい
きます。それがあって"$&TのӨڹをܰݮするػ会が
ಘられるのです。
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　5'�$#5、これについてさらにすඞཁがあるかと
いうことですが、5'�$#5はੈքதでよりଟくのྟচ
どもやࢠ、われߦがݧҝׂ付ൺֱ࣮࡞そしてແ、ݧ࣮
੨গ年がٮのݧܦをり越える上で今あるଞのհೖ
より༏れているかのݕ౼がߦわれています。どの研ڀ
をݟても5'�$#5により༗ҙにࢠどものトラウマ
状がܰݮしています。5'�$#5に関࿈したアウトΧϜ
をݟると、ࢠどものᓔをධՁした研ڀでは、ᓔをվળ
しているというใࠂがあります。それからのใࠂに
よるࢠどもの題ߦಈもݮっていることがࣔされてい
ます。5'�$#5は定ٛ上Ոྍ࣏で、それによって
のٮに関࿈するεトϨεもݮし、のٮではな
く、ඃٮࣇのトラウマにରするのԠもվળされ、
のࢠҭてεΩϧにもよいޮՌがあったということが
ใࠂされていますし、のᓔがݮったというใࠂもあ
ります。ઌほどもड़たようにᓔはの高ѹ的ࢠҭて
方ུのϦεΫҼࢠです。
　さらにڧௐしたいは、ۙ࠷はը૾研ڀもߦわれて
いることです。そのதの�つでは、5'�$#5を࢝める
લにまͣࢠどものը૾をऔってਆܦ接続、֤ྖҬؒの
接続、すなわちፏ౧ମにつながるਆܦ接続をݟています。
5'�$#5を࣮ࢪしたޙは、このようにፏ౧ମのਆܦ接
続がݮっていることがわかりました。
　これはとてもັྗ的な研ڀで、ॳの"$&研ڀにっ
ても、ॳظのトラウマྍ࣏のアウトΧϜ研ڀをݟても、
ޮՌがあることはわかっていたけれどもなͥޮՌがあっ
たのかがわからなかった。しかし、こういった研ڀによっ
てなͥそれがޮՌ的なのかがわかってきました。
　またの׆ಈੑについても研ڀがされていて、そこ
では、トラウマφラティϒでそのトラウマମݧをޠり、
ॲཧする࣌に、の׆ಈੑにもมԽがݟられたことが
ࣔされています。これはとてもڵຯある研ڀです。

　5'�$#5は、$1$�$#5と同͡ように、ࢠども、そ
れからαϙーティϒなཆҭऀにも参加をしてもらって
それͧれセογϣンをし、そのޙ合同セογϣンもし
ます。これも�セογϣンが�0分ؒで、$1$�$#5
よりはগしい��ճから��ճで構されています。

࣏ていただくとわかるように、3ஈ֊にわたってݟ　
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ಛ定のトラウマが、たとえばର人関のトラウマなど
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の関わりにおいて҆全ײ、҆心ײを高め、աڈのトラ
ウマからの༊しをಘて、αϙーティϒなཆҭऀからα
ϙートされているという֮ײのڧԽ、そしてަྲྀに҆
全ײを࣋てるようにすることです。

　ここまでしてきたことをまとめたいと思います。
　5*$、そしてトラウマインϑΥーϜドアϓϩーνを
࣮ફするためには܇࿅とڭҭがॏཁです。あらゆるϨ
ϕϧのεタοϑにରしてڭҭをするඞཁがあります。
ྫえば、デεΫでిに出る人から、࣮ࡍにΤϏデン
εϕーεのྍ࣏をしているセラϐεトまで、トラウマ
のӨڹやトラウマԠとしての状やஹީがどういう
ものであるかを全һがཧղするඞཁがあります。
　また、৫のจԽのγϑトについてもおししまし
た。そのためにはその৫のதで様々な方や手ॱを
明֬にしておくඞཁがあります。5*$のج本ݪଇを
өした方と手ॱをࡦ定し、それを৫の全һがཧղ
をすることがॏཁです。
　さらに、それらの方や手ॱについてはܧ続的なධ
Ձ、ϞニタϦンάがඞཁです。それによって৫จԽ
がมわったかどうかをৗにݟていく、それもॏཁなこ
とです。

　それでは、今からす͙に私たちにできることはԿか
ということです。
　まͣ、あらゆるϨϕϧのεタοϑにڭҭをする。す
でに申し上げましたが、全てのεタοϑ、࣮ࡍにトラ
ウマをݧܦした人にԿらかのܗで接する人は、トラウ

マやトラウマԠ、トラウマのӨڹについてཧղして
いるඞཁがあります。また、全ての人にとって心ཧ的
に҆心ײをڧԽするようなڥをつくることがඞཁで
す。あらゆるจԽ、あらゆるഎܠの人にとって、全て
のδΣンμーにとって、全ての人にରしてです。
　アセεϝントやྍҭにおけるࢠどもやཆҭऀとの
ಇ。またあらゆるஈ֊で൴らのを聞き、Τンύڠ
ϫϝントすること。私たちはϧーνンのケアとして
"$&T、トラウマྺ、ᓔ、154%、それからࢠҭての
方ུのアセεϝントをしなければなりません。िؒ
લにϑィンランドでجௐߨԋをしましたが、私はこの
分で長いこと事をしているので、ҎલはアϝϦΧ
ではࢠどもにରするੑ的なٮ、ੑ的なトラウマ、୭
かがࢠどもにϓライϕートな෦分をݟせたり、৮れた
りすることをਘͶませんでしたが、今はྍ࣏に来たࢠ
どもୡにੑ的ٮやトラウマなどについてすという
ではେきくલਐしています。しかしアϝϦΧでは
にରしてࢠҭてについてまだे分には聞けていませ
ん。ϧーνンとしてਘͶてはいません。トラウマྺに
ついては聞くことがありますが、なͥかにରしてࢠ
ҭての方ུについてなかなか聞きͮらいものがありま
す。しかしながら、それを聞くことをϧーνンのガイ
μンεとするඞཁがあります。ਫ਼ਆอ݈の分でも、
ϓライマϦーケアでも、খࣇՊのところでもこれら全
てについて聞き、アセεϝントをするඞཁがあります。
もちろん、それにରԠするαーϏεがあればのです。
またディεΧογϣンのதでおしできるかもしれま
せんが、దなαーϏεがなければアセεϝントして
もԿもなりません。アセεϝントをして、その人をαー
Ϗεにつないでॳめてにཱつのです。
　それから、ࣇಐอޢのαーϏεやࣇಐࢱにおける
όϦアをなくさなければなりません。ྫえば、ཆҭऀ
にରし、ࢠどもにରしてٮをしたٙいでௐࠪをする
ことがあります。ཆҭऀにおける�154%の高さにつ
いてしました。またڥٯ的খظࣇମݧとそのޙの高
ѹ的ࢠҭての関࿈についてもしました。ࢠどもにର
するマϧトϦートϝントや身ମ的ٮをしたにରし
てௐࠪをする࣌に、これら全てについて考をするඞ
ཁがあります。
　5*$、トラウマインϑΥーϜドアϓϩーνにおいて
は、ཆҭऀとࢠどもを含めՈ全ମのニーζにରԠす
る、ΤϏデンεにͮجく予とհೖϞデϧをみࠐΉ
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ඞཁがあります。5*$、トラウマインϑΥーϜドアϓ
ϩーνはཧղとަྲྀの方法です。จԽのγϑトです。
これはݸ人が"$&T、トラウマやٮから༊しをಘる
ためのհೖではありません。そしてٮのମݧをした
人たちと関わり、ڠಇすることがトラウマମݧをした
人のニーζに全てԠえることをอূします。

　さて、このߨԋを終えるにあたり、日本でڞ同研ڀを
しているُԬઌ生、৽Ҫઌ生のおೋ人、そしてほかの同
྅の方々も含めて、5'�$#5、$1$�$#5を日本に導ೖし、
。げることにඇৗにྗをしてくださいました
　また、ُԬઌ生からおがありましたが、兵庫県こ
ころのケアセンターは5'�$#5の研ڀ、そしてۙ࠷
は$1$�$#5の研ڀを࢝めてくださっています。日
本の状況のதでそれがどのようなޮՌをもたらすか、
を今औってくださっています。そのऔりみにه
よってΤϏデンεにͮجく一࿈のトラウマٮのケア
が日本でもさらにਐ展することを願って私のを終わ
ります。ごਗ਼ௌありがとうございました。
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　本日は兵庫県こころのケアセンターઃཱ�0周年ه೦
事ۀにおݺͼいただきまして、ඇৗにޫӫに思います。
のこころのケアがどのޙࡂલத、日本においてޕ　
ようにਐ展してきたのかについておをうかがいまし
た。30年લ、私はେֶのֶ生でしたが、࣌、まだʮこ
ころのケアʯというݴ༿は一ൠ的ではありませんでし
た。マεϝディアでわれ࢝めた࣌のことを、私は
݁構明に֮えています。
　30年લの一ൠの人々の֮ײでݴうと、ޙࡂの෮
されたり、Ҏલと同ݐ࠶がݐというのは、յれたڵ
͡生׆がૹれるようになったりするなど、ݩにるこ
とだと思われていました。ところが、ݐはせても
こころの状ଶは自વには࣏らない、なͥならこころも
ケガをするからだ、ということがられるようになっ
たわけです。ֶ生だった私にはらなかったことばか
りでした。
　それを考えると、この30年のうちに、こころのケ
ガであるトラウマについて社会にられるようにな
り、それによってେきな事݅や事ނがあったらす͙に
ਫ਼ਆ໘のケアがཁるというೝࣝを一ൠの人も࣋てるよ
うになったことは、ޕલதにうかがったさまざまなऔ
があってこそのେきなมԽだと思います。社会はେ
きくมわってきたとݴえるでしΐう。
　私自身は、今、しましたようにֶ生のࠒにこころ
のケアをり、ちΐうど日本にもトラウマに関する࣏
ྍやࢧԉに関するใがೖってきたظ࣌でもあったの
で、それらにڵຯを࣋ってษڧし࢝めました。౦ژで
൜ࡑඃをडけた方のΧウンセϦンάをするといった
やごҨ、なかでもऀのඃނや事ࡑ事にबき、൜
%7やੑྗのඃऀのࢧԉにܞわってきました。

その�00、ࠒ�年にେڭࡕҭେֶෟଐాখֶߍでの
事݅がありました。ֶߍのதでࡴ傷事݅が起こるとい
うඇৗにインύΫトのେきい事݅でした。事݅ޙ
から全ࠃのࢧԉऀがूまるܗでରԠが࢝まり、࠷ॳの
ϦーμーはُԬஐඒઌ生だったとうかがっています。
ॳظのରԠだけではなく、長ظ的に҆定したࢧԉମ੍
を構築するඞཁがあり、େڭࡕҭେֶにֶػةߍϝン
タϧαϙートセンターʢݱɾֶ҆ߍ全ਪਐセンターʣ
がઃஔされ、そこにணしました。�00�年のことで、
すでに事݅から3年たった࣌でしたが、まだݱ場は
まで会ٞが続くような状況でした。
　େࡕでֶػةߍରԠのۀにあたるようになったこ
とで、全ࠃのֶߍやҬで事݅や事ނが起きたときに
、ԉの方をཱてたりࢧհೖをする、۩ମ的にはػة
しました。いろんなݧܦ事をԉをしたりするࢧ方ޙ
さんとごՈࢠをडけたおくと、そこにはඃߦ場にݱ
だけではなく、ྫ えば、い͡め、ମേ、ϋラεϝント、
をしのす͙そばに加ऀといった場合には、ඃٮ
た人もいるわけです。とくにର人ྗのհೖにおい
ては、ඃऀだけでなく、加ऀや周ғの関ऀにも
ରԠしていくඞཁがあるのではないか。トラウマにま
つわるࢧԉとして、ඃऀだけではなく加ଆにはど
んなڭҭがཁるのか、ٮをしたにはどんなࢧԉが
ཁるのかなど、加をしたଆのことも一ॹにѻってい
くඞཁੑを考えるようになりました。
　ඃであれ、加であれ、あるいはༀの༻であ
れ、どんな事であっても、それらのഎܠにトラウマ
があるかもしれないと考えてケアをしていくというト
ラウマインϑΥーϜドケア�5*$というアϓϩーν
は、そうした私の関心にͽったりのものでした。まさ

େࡕେֶେֶӃਓؒՊֶڀݚՊڭत

ࡔ　༞ࢠ
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にこれだなと思い、ُԬઌ生たちと一ॹにษڧさせて
いただいてࡏݱにࢸります。
　まだまだݶられたݧܦではありますが、ࣇಐࢱのྖ
Ҭをは͡め、いろいろなݱ場をݟせていただくػ会をಘ
たなかで͡ײたことをおししていきたいと思います。

、༿自ମはݴॳにड़たように、ʮトラウマʯという࠷　
日本ではこの30年͙らいで一ൠにもられるように
なってきましたけれども、࣌はઐՈが৻ॏにѻう
きもので、一ൠの人は৮れてはいけない、あるいは
とても৮れられるようなものではないと思われていま
した。心ཧ৬としてۈめていてもʮύンドラのശを։
けるなʯというදݱをよくࣖにしました。トラウマに
は৮れないほうがいいという状況が長く続いてきたと
。えますݴ
　それにରして、この�0年くらいで5*$の考え方、
つまり、接的にトラウマهԱをཧしたりトラウマ
状を࣏したりするのではなくて、トラウマについて
ਖ਼しくཧղしている人たちが૿えることで、もっと思
いやりのあるରԠができて、よりޮՌ的な関わりがで
きて、ڥ全ମもมわっていく。こんな;うにトラウ
マをཧղすることで社会はมわるという5*$がら
れるようになったことは、େきなసであったとݴえ
ます。5*$は、ྍ࣏Ϩϕϧではなく、事ऀを含めた
さまざまな人々のཧղをਂめるアϓϩーνであり、身
ۙな人でもできるケアです。
　5*$のج本は、トラウマについてることです。ト
ラウマをらないことにはཧղできませんので、ج本
的なࣝを࣋つ。そのࣝがトラウマのϝガωやϨン
ζになって、ۙ࠷のݴ༿でݴえばղ૾が上がる、つ
まりݟえ方がΫϦアになっていく。৭ڸ؟でܾめつけ
るのではなくて、その人のࠔり事をޡղなくཧղして
いくわけです。ʮトラウマのϝガωでݟるʯというΩϟο

νコϐーとともに、݁構いউ手のいいಓ۩だなとい
うײ৮がまってきているように͡ײています。
　ॳめてトラウマについてֶんだ人からよく聞かれる
のが、ʮԿे年もલのことであっても、こんなにӨڹ
するんですͶʯというものです。ྫえば、༮গظにٮ
をडけていた生ెがいたとしても、ྗを;るって
いたはすでにࠗしていないし、ࢠでのらし
がもうԿ年も続いているなら、ֶߍのڭһはʮੲのこ
とだし、もうେৎだろうʯと思う。高ߍ生の今になっ
て༮গظにݧܦしたことのӨڹが出るなんて、あまり
定していないわけです。ࢠども自身ですら、今の生
きͮらさやさまざまなࠔさがԿから来ているのかわ
かりません。
　でも、トラウマのことをればるほど、にडけ
たμϝーδによってԿ年たってもまさに今、ාいとか、
今、ମがԠしてしまうとか、ͣっと人が৴͡られな
いとか、トラウマがٴ΅すਂࠁなӨڹがわかり、ݟえ
方がมわっていきます。ै来、手にෛえないと思われ
てきたトラウマが、ࣝをಘることによってʮ私にも
できることがあるかもしれないʯʮྍ࣏はできないけ
れども、ཧղをしたりをかけたりすることはできる
かもしれないʯという;うにมわってきたのはよいม
Խだと思います。
　日本では、とจԽ的なಛをڧௐしてよいかわかり
ませんが、トラウマに関する研मで、一࣍予といっ
てະવにػةをいだり事લにඋえたりすることのॏ
ཁੑをえると、ʮෆ٢なことݴわないでくださいよʯ
というԠがあったりします。日本のจԽɾจ຺のத
では、ྶݴとでもいいますか、Կかݴ༿にすると࣮ݱ
してしまう͡ײ、ʮԑ起でもないʯといった;うにѱ
いことはޱにしないほうがいい、ෆۘ৻な͡ײがする
といった֮ײもあるように思います。それによってト
ラウマにରしてٴͼࠊになっていた໘もあるかもしれ
ません。
　ઌほどラニオンઌ生が、アϝϦΧでもੑඃの題
をせるจԽがつくられるまですごくؒ࣌がかかった
とおっしΌっていましたが、日本でも同͡く、ඃに
ついてしにくいとかそれに৮れたらؾのಟだなとい
う֮ײもあると思います。よかれと思ってトラウマに
৮れない、ݟないようにすることもあるでしΐう。ແ
ཧにトラウマに৮れるのではなく、あくまでもࣝ
を௨してཧղするという5*$のアϓϩーνであれば、
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　本日は兵庫県こころのケアセンターઃཱ�0周年ه೦
事ۀにおݺͼいただきまして、ඇৗにޫӫに思います。
のこころのケアがどのޙࡂલத、日本においてޕ　
ようにਐ展してきたのかについておをうかがいまし
た。30年લ、私はେֶのֶ生でしたが、࣌、まだʮこ
ころのケアʯというݴ༿は一ൠ的ではありませんでし
た。マεϝディアでわれ࢝めた࣌のことを、私は
݁構明に֮えています。
　30年લの一ൠの人々の֮ײでݴうと、ޙࡂの෮
されたり、Ҏલと同ݐ࠶がݐというのは、յれたڵ
͡生׆がૹれるようになったりするなど、ݩにるこ
とだと思われていました。ところが、ݐはせても
こころの状ଶは自વには࣏らない、なͥならこころも
ケガをするからだ、ということがられるようになっ
たわけです。ֶ生だった私にはらなかったことばか
りでした。
　それを考えると、この30年のうちに、こころのケ
ガであるトラウマについて社会にられるようにな
り、それによってେきな事݅や事ނがあったらす͙に
ਫ਼ਆ໘のケアがཁるというೝࣝを一ൠの人も࣋てるよ
うになったことは、ޕલதにうかがったさまざまなऔ
があってこそのେきなมԽだと思います。社会はେ
きくมわってきたとݴえるでしΐう。
　私自身は、今、しましたようにֶ生のࠒにこころ
のケアをり、ちΐうど日本にもトラウマに関する࣏
ྍやࢧԉに関するใがೖってきたظ࣌でもあったの
で、それらにڵຯを࣋ってษڧし࢝めました。౦ژで
൜ࡑඃをडけた方のΧウンセϦンάをするといった
やごҨ、なかでもऀのඃނや事ࡑ事にबき、൜
%7やੑྗのඃऀのࢧԉにܞわってきました。

その�00、ࠒ�年にେڭࡕҭେֶෟଐాখֶߍでの
事݅がありました。ֶߍのதでࡴ傷事݅が起こるとい
うඇৗにインύΫトのେきい事݅でした。事݅ޙ
から全ࠃのࢧԉऀがूまるܗでରԠが࢝まり、࠷ॳの
ϦーμーはُԬஐඒઌ生だったとうかがっています。
ॳظのରԠだけではなく、長ظ的に҆定したࢧԉମ੍
を構築するඞཁがあり、େڭࡕҭେֶにֶػةߍϝン
タϧαϙートセンターʢݱɾֶ҆ߍ全ਪਐセンターʣ
がઃஔされ、そこにணしました。�00�年のことで、
すでに事݅から3年たった࣌でしたが、まだݱ場は
まで会ٞが続くような状況でした。
　େࡕでֶػةߍରԠのۀにあたるようになったこ
とで、全ࠃのֶߍやҬで事݅や事ނが起きたときに
、ԉの方をཱてたりࢧհೖをする、۩ମ的にはػة
しました。いろんなݧܦ事をԉをしたりするࢧ方ޙ
さんとごՈࢠをडけたおくと、そこにはඃߦ場にݱ
だけではなく、ྫ えば、い͡め、ମേ、ϋラεϝント、
をしのす͙そばに加ऀといった場合には、ඃٮ
た人もいるわけです。とくにର人ྗのհೖにおい
ては、ඃऀだけでなく、加ऀや周ғの関ऀにも
ରԠしていくඞཁがあるのではないか。トラウマにま
つわるࢧԉとして、ඃऀだけではなく加ଆにはど
んなڭҭがཁるのか、ٮをしたにはどんなࢧԉが
ཁるのかなど、加をしたଆのことも一ॹにѻってい
くඞཁੑを考えるようになりました。
　ඃであれ、加であれ、あるいはༀの༻であ
れ、どんな事であっても、それらのഎܠにトラウマ
があるかもしれないと考えてケアをしていくというト
ラウマインϑΥーϜドケア�5*$というアϓϩーν
は、そうした私の関心にͽったりのものでした。まさ
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にこれだなと思い、ُԬઌ生たちと一ॹにษڧさせて
いただいてࡏݱにࢸります。
　まだまだݶられたݧܦではありますが、ࣇಐࢱのྖ
Ҭをは͡め、いろいろなݱ場をݟせていただくػ会をಘ
たなかで͡ײたことをおししていきたいと思います。

、༿自ମはݴॳにड़たように、ʮトラウマʯという࠷　
日本ではこの30年͙らいで一ൠにもられるように
なってきましたけれども、࣌はઐՈが৻ॏにѻう
きもので、一ൠの人は৮れてはいけない、あるいは
とても৮れられるようなものではないと思われていま
した。心ཧ৬としてۈめていてもʮύンドラのശを։
けるなʯというදݱをよくࣖにしました。トラウマに
は৮れないほうがいいという状況が長く続いてきたと
。えますݴ
　それにରして、この�0年くらいで5*$の考え方、
つまり、接的にトラウマهԱをཧしたりトラウマ
状を࣏したりするのではなくて、トラウマについて
ਖ਼しくཧղしている人たちが૿えることで、もっと思
いやりのあるରԠができて、よりޮՌ的な関わりがで
きて、ڥ全ମもมわっていく。こんな;うにトラウ
マをཧղすることで社会はมわるという5*$がら
れるようになったことは、େきなసであったとݴえ
ます。5*$は、ྍ࣏Ϩϕϧではなく、事ऀを含めた
さまざまな人々のཧղをਂめるアϓϩーνであり、身
ۙな人でもできるケアです。
　5*$のج本は、トラウマについてることです。ト
ラウマをらないことにはཧղできませんので、ج本
的なࣝを࣋つ。そのࣝがトラウマのϝガωやϨン
ζになって、ۙ࠷のݴ༿でݴえばղ૾が上がる、つ
まりݟえ方がΫϦアになっていく。৭ڸ؟でܾめつけ
るのではなくて、その人のࠔり事をޡղなくཧղして
いくわけです。ʮトラウマのϝガωでݟるʯというΩϟο

νコϐーとともに、݁構いউ手のいいಓ۩だなとい
うײ৮がまってきているように͡ײています。
　ॳめてトラウマについてֶんだ人からよく聞かれる
のが、ʮԿे年もલのことであっても、こんなにӨڹ
するんですͶʯというものです。ྫえば、༮গظにٮ
をडけていた生ెがいたとしても、ྗを;るって
いたはすでにࠗしていないし、ࢠでのらし
がもうԿ年も続いているなら、ֶߍのڭһはʮੲのこ
とだし、もうେৎだろうʯと思う。高ߍ生の今になっ
て༮গظにݧܦしたことのӨڹが出るなんて、あまり
定していないわけです。ࢠども自身ですら、今の生
きͮらさやさまざまなࠔさがԿから来ているのかわ
かりません。
　でも、トラウマのことをればるほど、にडけ
たμϝーδによってԿ年たってもまさに今、ාいとか、
今、ମがԠしてしまうとか、ͣっと人が৴͡られな
いとか、トラウマがٴ΅すਂࠁなӨڹがわかり、ݟえ
方がมわっていきます。ै来、手にෛえないと思われ
てきたトラウマが、ࣝをಘることによってʮ私にも
できることがあるかもしれないʯʮྍ࣏はできないけ
れども、ཧղをしたりをかけたりすることはできる
かもしれないʯという;うにมわってきたのはよいม
Խだと思います。
　日本では、とจԽ的なಛをڧௐしてよいかわかり
ませんが、トラウマに関する研मで、一࣍予といっ
てະવにػةをいだり事લにඋえたりすることのॏ
ཁੑをえると、ʮෆ٢なことݴわないでくださいよʯ
というԠがあったりします。日本のจԽɾจ຺のத
では、ྶݴとでもいいますか、Կかݴ༿にすると࣮ݱ
してしまう͡ײ、ʮԑ起でもないʯといった;うにѱ
いことはޱにしないほうがいい、ෆۘ৻な͡ײがする
といった֮ײもあるように思います。それによってト
ラウマにରしてٴͼࠊになっていた໘もあるかもしれ
ません。
　ઌほどラニオンઌ生が、アϝϦΧでもੑඃの題
をせるจԽがつくられるまですごくؒ࣌がかかった
とおっしΌっていましたが、日本でも同͡く、ඃに
ついてしにくいとかそれに৮れたらؾのಟだなとい
う֮ײもあると思います。よかれと思ってトラウマに
৮れない、ݟないようにすることもあるでしΐう。ແ
ཧにトラウマに৮れるのではなく、あくまでもࣝ
を௨してཧղするという5*$のアϓϩーνであれば、
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ྫえば、མちணきがないࢠどもにରして、࣮はාがり
でෆ҆を๊えているみたいで、よくれない、それな
らམちணかないのもવだ、などと周ғがわかること
が૿えていきます。Կより本人も、ʮそうだったんだ、
自分がѱいࢠだから͡Όないんだʯとわかる。େ人で
あれば、自分がおञをࢭめられないのはҙ思がऑいか
らだと思っていたけれどもҧうんだ、ݏなことをれ
たくておञにґଘしてしまうんだ、といったことがわ
かってくるわけです。
ؾどもであれେ人であれ、このΉしΌくしΌしたࢠ　
࣌ちがどうして出てきてしまうんだろうと考えた࣋
に、自分には本はすごくऐしい思いがあるんだとわ
かってきたりすると、自分でもʮなるほどなʯとଊえ
方がมわってきて、いろんなことを発ݟしたりೲಘし
たりするようになります。こんな;うにトラウマにつ
いてることは、自ݾཧղとଞऀཧղのためにܽかせ
ないϐーε、ॏཁな෦分だと思います。
　題ߦಈとみなされやすいߦಈʕྫえば、れてし
まう、མちணかない、ݴ、ྗ、うそ、発ߦಈ、
ສ引き、自傷、ඇߦߦಈなど、それが本人のಓಙ؍や
Ϟラϧ、思いやりの題ではなく、ߦಈのഎܠにٮ
されてきた傷つきがあったり、ྗを༻いない人ؒ関
があったりしたのかなݧܦをきちんとֶていない
とわかってくると、ֶߍなどでもରԠしやすくなって
くるはͣです。
　そして、題がないとݟられてきたࢠどもʕઌほど
ラニオンઌ生もౚりつきというトラウマԠは、社会
では୯に੩かにしているだけのࢠだ、おとなしいࢠだ
という;うにݟえてしまう、そういうޡղがまだある
とおっしΌっていましたが、日本でもこうしたことは
ଟくみられます。
　จԽ的なことに৮れると、日本のจԽでは、おとな
しく、จ۟をݴわͣ、自分のことよりଞऀのために自
分を٘ਜ਼にして生きることはඒಙとみなされがちで
す。ですが、自分のҙݟがݴえͣに、ଞऀにैॱで、
自分自身をωάϨΫトしてしまうଶは、トラウマの
Өڹともいえます。Ոఉでϊーがݴえなかったࢠ、つ
まりԿをݴってもに聞いてもらえなかったり、そも
そもҙݟをݴったらԥられるなどのݥةがあったりし
て、ͣっとզຫをॏͶてきたࢠは、つͶに人のإ৭を
ճしにしてしまいがޙたり、૬手を༏ઌして自分をݟ
ちです。これは҆全をकれない、とてもϦεΫの高い

生き方といえます。ですが、そういうࢠども、あるい
はঁੑであればなおさら、そうしたଶはδΣンμー
のੑׂともີ接につながっていて、社会ではదԠ的
だとすら思われてしまいます。
　こんな;うに、まだまだݟաごされやすいӨڹも
ありますが、しかし、トラウマのϝガωでݟえてきた
えてきたけどݟ৭がある。そして今、私たちはʮܠ
どうすればいいの  ʯというஈ֊にきているのでは
ないかと思います。

　私自身がトラウマをかかえた人をࢧԉする事のな
かでֶんできたことは、トラウマはෳࡶなものだとい
うことです。ݴうまでもないことですが、さまざまな
方に会うたͼにトラウマのෳࡶさを痛ײします。ࢧԉ
のテΩεトをಡΉとʮトラウマମݧをするとこんなト
ラウマԠが生͡るʯといったઆ明がされています。
、にはࡍ࣮、本的なࣝとしてはඞཁなことですがج
そのとおりの状をࣔす人なんていません。同͡ମݧ
をしても状は全くҧっていて、ମݧとԠは୯७に
はつながりません。これを؊に͡ておかないと、せっ
かく私たちはよくݟえるϝガωを手にೖれたはͣなの
に、ඃにૺった人はこうなるものだとܾめつける৭
ϝガωでݟてしまったらݩもࢠもない。なので、一人
ͻとりをよくݟる、トラウマのෳࡶさをཧղしておく
ということがେだと思います。
　また、これまでのトラウマ研ڀで、トラウマになり
うるさまざまな出来事のなかでも、ࡂや事ނよりも
といったର人的なྗのほうが154%とかੑඃٮ
になりやすいこともわかってきました。ですが、トラ
ウマになりうる出来事は؆୯に分ྨできるものではあ
りません。ࡂや事ނのதにも人ࡂのཁૉがଟ分に含
まれています。ޕલதにされた౦日本େࡂでのݪ
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発事ނも、֬ かに事ނそのもののڪාもありますが、
ଟくの人が人ؒ関の౻や෩ධඃ、ࠩผ的なରԠ
など、ର人的な題にまされていました。
　日本におけるトラウマの֓೦はࡂをػܖにまっ
たこともありڪාというイϝーδがڧいのですが、ト
ラウマにはཪりというཁૉも含まれます。人はཪ
りやࣺݟてられたことにରしてਂく傷つくものです。
　私は心ཧ৬としてճ෮ࢧԉにܞわってきました。さ
まざまなඃମݧがある方のトラウマ状をऔりআく
ことが自分の事だと思っていました。もちろんそれ
もׂの一つですが、トラウマのϝガωをかけてその
方がどうしてそんなߦಈをとるのかをよくௌくうちに
わかってきたのは、どんなԠ、どんな状もその人
にとってඞཁなものであるということです。れない
といっても、ͣっとؾをுってۓுしてඋえているの
は҆全のためです。ཪられたݧܦを࣋つ人がだれも
৴͡られなくなっても、そこにはもうೋとཪられ
たくないからこころをดざしているといったཧ༝があ
るわけです。
　その人の҆全のためにどんな状もඞཁであり、
たりલのもので、自分の身をकってくれる۩として
その人にとってܽかせないものでもある。しかし同࣌
に、その۩が自分をۤしめている෦分もある。この
྆方にまれているのだとཧղすれば、ԉॿऀがトラ
ウマ状をແཧやり引きはがすような関わりはෆ҆を
高めてしまうことがわかります。
　状がなくなっていくということは、ご本人にとっ
ては一つのࣦମݧでもあることにཹҙするඞཁがあ
るでしΐう。生き方がมわるわけですから。ྫえば、
おञがࢭめられない人がおञにཔらない人生をૹるの
も一つのࣦମݧです。長いでݟればஅञによって
をଛなわͣにすΉわけですが、これまでのରॲ法߁݈
を手์すのはෆ҆で心ڐないものです。໘はしら;
でաごすۤ痛をおञなしでやりすごさなければなりま
せん。5*$をֶͿࢧԉऀも同͡ように、今までのやり
方を手์す、มえることは一つのࣦମݧだと考えれ
ば、ڪれやෆ҆、自৴のなさがうのもવといえま
す。そういうҙຯで、トラウマからのճ෮においては
ࣦをどのようにり越えていくのかがආけられない
課題となります。人がมԽしてճ෮していくのは؆୯
なことではなく、Ήしろ痛みをうものなのです。
　これにͮؾいたのは、私のࣦഊମݧからです。私が

ઐ的な心ཧྍ法をֶんで࣮ࢪすると、֬かにΫライ
Τントのトラウマ状はܰݮしていきました。私はう
れしくなって心ཧࠪݕの݁Ռをઆ明しました。ʮこん
なに状がよくなっていますよʯと。ところが、ご本
人はあまりتばれない。ʮ֬かに状がなくなってき
たのは͡ײるけれど、でも生きるのがつらいんですʯ
と。ϋοとしました。トラウマ状がとれても生きる
のがָになるわけでないばかりか、Ήしろさまざまな
状がなくなっていくことで、それまで心身をकるた
めにຑᙺしていたײや֮ײがってきて、考えない
ようにしていた࣮ݱに໘して、生׆ががり出した
ことでたくさんのࠔにͿつかっていくわけです。ト
ラウマ状がܰݮしたあとのࢧԉがとてもେ事なのだ
とわかりました。
　そこで、�0年くらいલから、ੑඃのαόイόー、
つまりੑྗのޙに生きൈいてきたঁੑたちのάϧー
ϓをཱち上げました。༮গظにੑඃをडけた方がଟ
く、ࢠどものࠒにやܑ、やۙྡの人など、身
ۙな人たちからඃをडけられた人がほとんどです。
�0をա͗てようやくせるようになったという方
もগなくありません。そこでされるのは、生きるこ
とが今もۤしいといったことやニューεをݟて思い出
すこと、あるいは自分なりのରॲ法など、日ৗで͡ײ
るさまざまなことです。そうしたを分かち合ってい
ます。
　ಛにੑඃでは、ଟくの場合、ີࣨのதで起こるた
めূڌがっていません。୭にもͮؾかれͣ、कって
もらえないなかでੑྗが起こる。自分がগしͣつよ
くなっていくとき、自分がडけたੑඃの事࣮がなく
なってしまうのではないか、あのときの自分のۤしみ
もなかったことになってしまうのではないかとෆ҆に
ؾݩ、るαόイόーはগなくありません。つまり͡ײ
になったらあのେมな出来事がうやΉやになって、み
んなにʮよかったͶ、もうେৎなんでしΐうʯと思
われてしまうん͡Όないか。なかでも加ऀからʮฏ
ݴΌないか、たいしたことなかったんだʯなんて͡ؾ
われたらえられないと思うわけです。状がなくなっ
ていくことにも、さまざまな౻やڪාがあるのです。
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ྫえば、མちணきがないࢠどもにରして、࣮はාがり
でෆ҆を๊えているみたいで、よくれない、それな
らམちணかないのもવだ、などと周ғがわかること
が૿えていきます。Կより本人も、ʮそうだったんだ、
自分がѱいࢠだから͡Όないんだʯとわかる。େ人で
あれば、自分がおञをࢭめられないのはҙ思がऑいか
らだと思っていたけれどもҧうんだ、ݏなことをれ
たくておञにґଘしてしまうんだ、といったことがわ
かってくるわけです。
ؾどもであれେ人であれ、このΉしΌくしΌしたࢠ　
࣌ちがどうして出てきてしまうんだろうと考えた࣋
に、自分には本はすごくऐしい思いがあるんだとわ
かってきたりすると、自分でもʮなるほどなʯとଊえ
方がมわってきて、いろんなことを発ݟしたりೲಘし
たりするようになります。こんな;うにトラウマにつ
いてることは、自ݾཧղとଞऀཧղのためにܽかせ
ないϐーε、ॏཁな෦分だと思います。
　題ߦಈとみなされやすいߦಈʕྫえば、れてし
まう、མちணかない、ݴ、ྗ、うそ、発ߦಈ、
ສ引き、自傷、ඇߦߦಈなど、それが本人のಓಙ؍や
Ϟラϧ、思いやりの題ではなく、ߦಈのഎܠにٮ
されてきた傷つきがあったり、ྗを༻いない人ؒ関
があったりしたのかなݧܦをきちんとֶていない
とわかってくると、ֶߍなどでもରԠしやすくなって
くるはͣです。
　そして、題がないとݟられてきたࢠどもʕઌほど
ラニオンઌ生もౚりつきというトラウマԠは、社会
では୯に੩かにしているだけのࢠだ、おとなしいࢠだ
という;うにݟえてしまう、そういうޡղがまだある
とおっしΌっていましたが、日本でもこうしたことは
ଟくみられます。
　จԽ的なことに৮れると、日本のจԽでは、おとな
しく、จ۟をݴわͣ、自分のことよりଞऀのために自
分を٘ਜ਼にして生きることはඒಙとみなされがちで
す。ですが、自分のҙݟがݴえͣに、ଞऀにैॱで、
自分自身をωάϨΫトしてしまうଶは、トラウマの
Өڹともいえます。Ոఉでϊーがݴえなかったࢠ、つ
まりԿをݴってもに聞いてもらえなかったり、そも
そもҙݟをݴったらԥられるなどのݥةがあったりし
て、ͣっとզຫをॏͶてきたࢠは、つͶに人のإ৭を
ճしにしてしまいがޙたり、૬手を༏ઌして自分をݟ
ちです。これは҆全をकれない、とてもϦεΫの高い

生き方といえます。ですが、そういうࢠども、あるい
はঁੑであればなおさら、そうしたଶはδΣンμー
のੑׂともີ接につながっていて、社会ではదԠ的
だとすら思われてしまいます。
　こんな;うに、まだまだݟաごされやすいӨڹも
ありますが、しかし、トラウマのϝガωでݟえてきた
えてきたけどݟ৭がある。そして今、私たちはʮܠ
どうすればいいの  ʯというஈ֊にきているのでは
ないかと思います。

　私自身がトラウマをかかえた人をࢧԉする事のな
かでֶんできたことは、トラウマはෳࡶなものだとい
うことです。ݴうまでもないことですが、さまざまな
方に会うたͼにトラウマのෳࡶさを痛ײします。ࢧԉ
のテΩεトをಡΉとʮトラウマମݧをするとこんなト
ラウマԠが生͡るʯといったઆ明がされています。
、にはࡍ࣮、本的なࣝとしてはඞཁなことですがج
そのとおりの状をࣔす人なんていません。同͡ମݧ
をしても状は全くҧっていて、ମݧとԠは୯७に
はつながりません。これを؊に͡ておかないと、せっ
かく私たちはよくݟえるϝガωを手にೖれたはͣなの
に、ඃにૺった人はこうなるものだとܾめつける৭
ϝガωでݟてしまったらݩもࢠもない。なので、一人
ͻとりをよくݟる、トラウマのෳࡶさをཧղしておく
ということがେだと思います。
　また、これまでのトラウマ研ڀで、トラウマになり
うるさまざまな出来事のなかでも、ࡂや事ނよりも
といったର人的なྗのほうが154%とかੑඃٮ
になりやすいこともわかってきました。ですが、トラ
ウマになりうる出来事は؆୯に分ྨできるものではあ
りません。ࡂや事ނのதにも人ࡂのཁૉがଟ分に含
まれています。ޕલதにされた౦日本େࡂでのݪ
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発事ނも、֬ かに事ނそのもののڪාもありますが、
ଟくの人が人ؒ関の౻や෩ධඃ、ࠩผ的なରԠ
など、ର人的な題にまされていました。
　日本におけるトラウマの֓೦はࡂをػܖにまっ
たこともありڪාというイϝーδがڧいのですが、ト
ラウマにはཪりというཁૉも含まれます。人はཪ
りやࣺݟてられたことにରしてਂく傷つくものです。
　私は心ཧ৬としてճ෮ࢧԉにܞわってきました。さ
まざまなඃମݧがある方のトラウマ状をऔりআく
ことが自分の事だと思っていました。もちろんそれ
もׂの一つですが、トラウマのϝガωをかけてその
方がどうしてそんなߦಈをとるのかをよくௌくうちに
わかってきたのは、どんなԠ、どんな状もその人
にとってඞཁなものであるということです。れない
といっても、ͣっとؾをுってۓுしてඋえているの
は҆全のためです。ཪられたݧܦを࣋つ人がだれも
৴͡られなくなっても、そこにはもうೋとཪられ
たくないからこころをดざしているといったཧ༝があ
るわけです。
　その人の҆全のためにどんな状もඞཁであり、
たりલのもので、自分の身をकってくれる۩として
その人にとってܽかせないものでもある。しかし同࣌
に、その۩が自分をۤしめている෦分もある。この
྆方にまれているのだとཧղすれば、ԉॿऀがトラ
ウマ状をແཧやり引きはがすような関わりはෆ҆を
高めてしまうことがわかります。
　状がなくなっていくということは、ご本人にとっ
ては一つのࣦମݧでもあることにཹҙするඞཁがあ
るでしΐう。生き方がมわるわけですから。ྫえば、
おञがࢭめられない人がおञにཔらない人生をૹるの
も一つのࣦମݧです。長いでݟればஅञによって
をଛなわͣにすΉわけですが、これまでのରॲ法߁݈
を手์すのはෆ҆で心ڐないものです。໘はしら;
でաごすۤ痛をおञなしでやりすごさなければなりま
せん。5*$をֶͿࢧԉऀも同͡ように、今までのやり
方を手์す、มえることは一つのࣦମݧだと考えれ
ば、ڪれやෆ҆、自৴のなさがうのもવといえま
す。そういうҙຯで、トラウマからのճ෮においては
ࣦをどのようにり越えていくのかがආけられない
課題となります。人がมԽしてճ෮していくのは؆୯
なことではなく、Ήしろ痛みをうものなのです。
　これにͮؾいたのは、私のࣦഊମݧからです。私が

ઐ的な心ཧྍ法をֶんで࣮ࢪすると、֬かにΫライ
Τントのトラウマ状はܰݮしていきました。私はう
れしくなって心ཧࠪݕの݁Ռをઆ明しました。ʮこん
なに状がよくなっていますよʯと。ところが、ご本
人はあまりتばれない。ʮ֬かに状がなくなってき
たのは͡ײるけれど、でも生きるのがつらいんですʯ
と。ϋοとしました。トラウマ状がとれても生きる
のがָになるわけでないばかりか、Ήしろさまざまな
状がなくなっていくことで、それまで心身をकるた
めにຑᙺしていたײや֮ײがってきて、考えない
ようにしていた࣮ݱに໘して、生׆ががり出した
ことでたくさんのࠔにͿつかっていくわけです。ト
ラウマ状がܰݮしたあとのࢧԉがとてもେ事なのだ
とわかりました。
　そこで、�0年くらいલから、ੑඃのαόイόー、
つまりੑྗのޙに生きൈいてきたঁੑたちのάϧー
ϓをཱち上げました。༮গظにੑඃをडけた方がଟ
く、ࢠどものࠒにやܑ、やۙྡの人など、身
ۙな人たちからඃをडけられた人がほとんどです。
�0をա͗てようやくせるようになったという方
もগなくありません。そこでされるのは、生きるこ
とが今もۤしいといったことやニューεをݟて思い出
すこと、あるいは自分なりのରॲ法など、日ৗで͡ײ
るさまざまなことです。そうしたを分かち合ってい
ます。
　ಛにੑඃでは、ଟくの場合、ີࣨのதで起こるた
めূڌがっていません。୭にもͮؾかれͣ、कって
もらえないなかでੑྗが起こる。自分がগしͣつよ
くなっていくとき、自分がडけたੑඃの事࣮がなく
なってしまうのではないか、あのときの自分のۤしみ
もなかったことになってしまうのではないかとෆ҆に
ؾݩ、るαόイόーはগなくありません。つまり͡ײ
になったらあのେมな出来事がうやΉやになって、み
んなにʮよかったͶ、もうେৎなんでしΐうʯと思
われてしまうん͡Όないか。なかでも加ऀからʮฏ
ݴΌないか、たいしたことなかったんだʯなんて͡ؾ
われたらえられないと思うわけです。状がなくなっ
ていくことにも、さまざまな౻やڪාがあるのです。
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　վめて、トラウマのϝガωでݟるというのは、どう
いうことでしΐうか。ྫえば、イラεトにあるように、
。どもがれたとします。すると、ઌ生にౖられますࢠ
そのときはγュンとしてʮもうやりません、ごめんな
さいʯとݴうけれどもまた繰り返す。ྗにݶらͣ、
いろいろなことがあてはまります。ύニοΫになる、
自傷ߦҝやສ引きがやめられない、おञをҿΉなど。
　このときにしばしばݟաごされるのは、このࢠも自
分自身にԿが起きているのかわかっているわけではな
いということです。どうしてあのときにΧοとなっ
ちΌったのか、どうして༑だちにつかみかかっちΌっ
たのか、どうしてす͙うそが出てきてしまうのか、自
分でもわからない。本人はౖられることはわかってい
ます。でも、題はそこではなくて、どうして༑だち
のあの一ݴにあんなにΧνンときたのか、どうしてڭ
ࣨのসいを聞いてあんなに身がすくんだのか、どう
してࢧԉऀのことをٙってしまうのか、そういうこと
が自分でもわからないわけです。なんとかϞϠϞϠし
た࣋ؾちをえようとしても、ʮݴい༁するん͡Όあ
りませんʯなんてࣤられたら、ଟくのࢠどもは自分が
ѱいのだと思うようになります。
　事࣮、ٮをडけたり、ੑඃをडけたりしたࢠど
もたちは、加ऀからʮおまえのせいだʯとݴわれて
いることもあるので、なおさら自分のせいかなと思い
んでしまいます。もしくは、あいつのせいだ、ઌ生ࠐ
のせいだ、のせいだとݴうわけです。でも、これは
୭のせいでもなくトラウマによるӨڹです。そのこ
とをࢠどももらないし、同͡ようにࢧԉऀもʮどう
してԿもݴっているのに、このࢠは同͡ことを繰り
返すのかʯʮもうଧつ手がないʯと思う。そうすると、
いていないのではないかʯ事にԉऀはʮ私はこのࢧ
と思うようになります。ࢠどもが自分をめるのと同

͡ことが起きています。ࢧԉऀも、私がѱいんだ、上
がѱいんだ、がѱいんだ、あの人さえҟಈすれ࢘
ばいいのに、というわけです。
　これは、トラウマのࢧԉをしている࣌によく起こる
して起こるというߦです。同͡ようなԠがฒݱ
ことから、ʮฒߦϓϩセεʯともݺばれます。さらに、
ؾԉऀがॴଐする৫もϐϦϐϦとしたෆԺなงғࢧ
になり、おޓいにٙ心҉َになってしまう。こんな;
うに、みんながトラウマのӨڹをडけてωガティϒに
なっていくのです。
　このѱ॥をஅつために5*$が生まれました。ઌ
ほどラニオンઌ生が5*$には �つのϙイントがある
とされていました。ӳޠでݴうと಄จࣈが3で࢝ま
る�つ。日本ޠでݴうと、まͣはࣝを࣋っておきま
しΐう。そのࣝをϝガωにしてೝࣝをมえましΐう
というのが�つ。そして、ೝࣝがมわればそのࢠに
けるまなざしやଶ、私たちの関わりややり方がม
わるというのが3つ。このように関わりをมえて、
૬手をさらに傷つけてしまう࠶トラウマを͙という
�つまでを�3とݴいます。トラウマのϝガωをお
方をมえて、関わりをより҆全なものにするとݟにڙ
いうちΐっとしたมԽ、それをきちんとしていこうと
いうのが5*$なのです。
　では、ϝガωでどんなことをݟていけばいいのか。
その人にとって、あるݴ༿がどう聞こえたのか、その
状況がどうݟえたのか、今どんなことを͡ײているの
か、ࢧԉऀは本人よりもาくらいϦードして定し
ておくඞཁがあるでしΐう。トラウマについてֶんだ
分、ݟえてくるものがあるはͣです。ですが、いくら
ษڧしたとしても、そのࢠのதで起きていることはわ
かりません。なので、ࣝを࣋つことでඋえておきな
がらも、本人にڭえてもらうという࢟がとてもେ事
です。こうしたڠಇ的なアϓϩーν、つまり本人とڠ
ྗしながら一ॹにऔりんでいくという࢟が5*$
なのです。
　もし、ある人がݥةな状況でාがっているのであれ
ば、それは状ではなく自વなԠです。でも、ݥة
なにૺった人がそのޙもͣっと、どなりをࣖにす
るだけでもաにҤॖしてしまうのであればトラウマ
のӨڹかもしれません。これはൺֱ的わかりやすいྫ
ですͶ。では、๙められたのにාがるࢠがいたとした
らどうでしΐう。ちΐっとෆ思ٞですよͶ。そのࢠは
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かつて๙めݴ༿によってだまされてࡡऔされたり、ཪ
られたりしたݧܦがあるのかもしれません。そうで
あれば、๙められたらまたݥةなにૺいそうだとܯ
ռしてしまうでしΐう。ほかにも、সいを聞いたり、
ָしそうなงғؾを͡ײたりした࣌に、自分がসわれ
ていると思ってしまうといったԠもよくみられます。
　ある人のΫライアントは、໘接ࣨに来た࣌にすご
くډ心がѱそうにしていました。ʮすみません、私、
こんな෦に来ちΌってʯと。自分にはきれいな෦
が合わないとݴうのです。ͣっと自分を٘ਜ਼にして生
きてこられた方で、ΧウンセϦンάという自分のため
のؒ࣌や場ॴをମݧするのがॳめてだったようです。
同͡ڥでもʮ私はେ事にされているʯとتͿ人もい
れば、ʮすみません、私なんかでʯという;うにҤॖ
してしまう人もいる。そうしたԠをݟಀさͣに、き
ちんとରしていくことがٻめられます。どんな心ڥ
かをڭえてもらえれば私たちもཧղできるし、ཧղで
きてॳめて૬手にײڞをࣔせるからです。
　ඃと加のྟচにおいては、ඃをडけたଆのほ
うが自分がѱかったと思っていることがଟいですが、
められるものではないし、トࢭが৯いऀにはඃࡍ࣮
ラウマԠも自વに生͡るものです。ですから、ඃ
をडけたことやそのޙのトラウマԠは自分でコント
ϩーϧできないものだときちんとえるඞཁがありま
す。こうしたઆ明を心ཧڭҭといいます。心ཧڭҭに
よって、自分がѱかったという自ײをܰݮすること
を指します。
　にԥられた、同ڃ生にい͡められた、ੑྗをड
けたなどのඃମݧを自分のམちだと思っているࢠ
はたくさんいます。自વࡂですら、ࢠどもはേが
たったんだ、自分がおばあちΌんのݴうことを聞かな
かったのがいけなかったんだなどと思いࠐんで、自分
をめていることがあります。ాখֶߍ事݅のよう
な൜ࡑでも、ࢠどもは自分が༑だちをॿけられなかっ
た、テϨϏのώーϩーみたいに൜人をやっつけられな
かったと思っていたりします。そうしたෆ҆をडけと
めながら、ʮあなたのせい͡Όないよʯとઆ明するの
がେ人のׂとݴえるでしΐう。
　自分がされたことをͣっと自分のせいだと思う一方
で、そのޙ、自分がଞऀを傷つけるߦಈをとったこと
にରしては、らない、あいつのせいだとݴっている
ことがあります。たとえ、ඃをडけたからといって、

加をしてよいというཧ༝にはなりません。トラウマ
はྗの໔ූࡑにはならないのです。ですからʮあな
たのߦಈはあなたにがあるʯという;うに
をきちんと本人に返していかなければいけません。こ
れはʮのڥքઢʯともݴわれますが、とりわけର
人関のなかでみられるྗについては、୭がを
ෛうきかをࢧԉऀもよくೝࣝしておくඞཁがあるで
しΐう。ඃऀにʮҙがりなかったのではないかʯ
とめるのはおかしいし、たとえトラウマをかかえた
人であっても自分の加ߦҝにはをऔらなければ
なりません。
、かしたり、ාがらせたりڴԉにおいては、૬手をࢧ　
ஏをかかせたりすることがないようにྀするඞཁが
あります。わざとڴかす人はいないでしΐうが、Ոఉ
やҬ、ֶݱߍ場では、しばしばࢠどもをきちんとҭ
てなければという思いから、ʮࢠどもをやかしては
いけないʯʮ痛いをみないとߦಈはมわらないʯʮこ
のままではେ人になってからۤ࿑するʯなどとݴって
すようなϝοセーδをえてしまいがちでڴどもをࢠ
す。こうしたՁ؍は、これまでのྺ࢙やจԽのதに
たくさんありました。
　また、一ൠ的にֶߍではଞऀとのൺֱがよく༻いら
れます。ʮみんなؤுっているよʯʮྡのΫラεにෛけ
るなʯなど、ڭҭというのはڝ૪を׆༻してうまくい
く໘もあります。ですが、こころがどれだけճ෮する
かはڝ૪ではないのです。同͡ݧܦをしてもʮあのࢠ
はもうֶߍに来ているよʯʮいつまでもؾにしている
のはあなただけʯʮほかのࢠはきちんとできているの
にʯなんてൺられるものではありません。൵しみや
ۤしみのදし方も人それͧれなので、ʮほかのࢠはٽ
いているのに、ྦもྲྀさないࢠはྫྷたいʯなどとଊえ
るきではありません。೦ながら、ֶߍやूஂの場
ではʮみんなはできているʯʮほかのࢠはこうなのにʯ
といったݴいճしがわれがちです。こうしたൺֱを
༻いた൷は、トラウマにݶらͣճ෮のαϙートには
なりません。
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　վめて、トラウマのϝガωでݟるというのは、どう
いうことでしΐうか。ྫえば、イラεトにあるように、
。どもがれたとします。すると、ઌ生にౖられますࢠ
そのときはγュンとしてʮもうやりません、ごめんな
さいʯとݴうけれどもまた繰り返す。ྗにݶらͣ、
いろいろなことがあてはまります。ύニοΫになる、
自傷ߦҝやສ引きがやめられない、おञをҿΉなど。
　このときにしばしばݟաごされるのは、このࢠも自
分自身にԿが起きているのかわかっているわけではな
いということです。どうしてあのときにΧοとなっ
ちΌったのか、どうして༑だちにつかみかかっちΌっ
たのか、どうしてす͙うそが出てきてしまうのか、自
分でもわからない。本人はౖられることはわかってい
ます。でも、題はそこではなくて、どうして༑だち
のあの一ݴにあんなにΧνンときたのか、どうしてڭ
ࣨのসいを聞いてあんなに身がすくんだのか、どう
してࢧԉऀのことをٙってしまうのか、そういうこと
が自分でもわからないわけです。なんとかϞϠϞϠし
た࣋ؾちをえようとしても、ʮݴい༁するん͡Όあ
りませんʯなんてࣤられたら、ଟくのࢠどもは自分が
ѱいのだと思うようになります。
　事࣮、ٮをडけたり、ੑඃをडけたりしたࢠど
もたちは、加ऀからʮおまえのせいだʯとݴわれて
いることもあるので、なおさら自分のせいかなと思い
んでしまいます。もしくは、あいつのせいだ、ઌ生ࠐ
のせいだ、のせいだとݴうわけです。でも、これは
୭のせいでもなくトラウマによるӨڹです。そのこ
とをࢠどももらないし、同͡ようにࢧԉऀもʮどう
してԿもݴっているのに、このࢠは同͡ことを繰り
返すのかʯʮもうଧつ手がないʯと思う。そうすると、
いていないのではないかʯ事にԉऀはʮ私はこのࢧ
と思うようになります。ࢠどもが自分をめるのと同

͡ことが起きています。ࢧԉऀも、私がѱいんだ、上
がѱいんだ、がѱいんだ、あの人さえҟಈすれ࢘
ばいいのに、というわけです。
　これは、トラウマのࢧԉをしている࣌によく起こる
して起こるというߦです。同͡ようなԠがฒݱ
ことから、ʮฒߦϓϩセεʯともݺばれます。さらに、
ؾԉऀがॴଐする৫もϐϦϐϦとしたෆԺなงғࢧ
になり、おޓいにٙ心҉َになってしまう。こんな;
うに、みんながトラウマのӨڹをडけてωガティϒに
なっていくのです。
　このѱ॥をஅつために5*$が生まれました。ઌ
ほどラニオンઌ生が5*$には �つのϙイントがある
とされていました。ӳޠでݴうと಄จࣈが3で࢝ま
る�つ。日本ޠでݴうと、まͣはࣝを࣋っておきま
しΐう。そのࣝをϝガωにしてೝࣝをมえましΐう
というのが�つ。そして、ೝࣝがมわればそのࢠに
けるまなざしやଶ、私たちの関わりややり方がม
わるというのが3つ。このように関わりをมえて、
૬手をさらに傷つけてしまう࠶トラウマを͙という
�つまでを�3とݴいます。トラウマのϝガωをお
方をมえて、関わりをより҆全なものにするとݟにڙ
いうちΐっとしたมԽ、それをきちんとしていこうと
いうのが5*$なのです。
　では、ϝガωでどんなことをݟていけばいいのか。
その人にとって、あるݴ༿がどう聞こえたのか、その
状況がどうݟえたのか、今どんなことを͡ײているの
か、ࢧԉऀは本人よりもาくらいϦードして定し
ておくඞཁがあるでしΐう。トラウマについてֶんだ
分、ݟえてくるものがあるはͣです。ですが、いくら
ษڧしたとしても、そのࢠのதで起きていることはわ
かりません。なので、ࣝを࣋つことでඋえておきな
がらも、本人にڭえてもらうという࢟がとてもେ事
です。こうしたڠಇ的なアϓϩーν、つまり本人とڠ
ྗしながら一ॹにऔりんでいくという࢟が5*$
なのです。
　もし、ある人がݥةな状況でාがっているのであれ
ば、それは状ではなく自વなԠです。でも、ݥة
なにૺった人がそのޙもͣっと、どなりをࣖにす
るだけでもաにҤॖしてしまうのであればトラウマ
のӨڹかもしれません。これはൺֱ的わかりやすいྫ
ですͶ。では、๙められたのにාがるࢠがいたとした
らどうでしΐう。ちΐっとෆ思ٞですよͶ。そのࢠは
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かつて๙めݴ༿によってだまされてࡡऔされたり、ཪ
られたりしたݧܦがあるのかもしれません。そうで
あれば、๙められたらまたݥةなにૺいそうだとܯ
ռしてしまうでしΐう。ほかにも、সいを聞いたり、
ָしそうなงғؾを͡ײたりした࣌に、自分がসわれ
ていると思ってしまうといったԠもよくみられます。
　ある人のΫライアントは、໘接ࣨに来た࣌にすご
くډ心がѱそうにしていました。ʮすみません、私、
こんな෦に来ちΌってʯと。自分にはきれいな෦
が合わないとݴうのです。ͣっと自分を٘ਜ਼にして生
きてこられた方で、ΧウンセϦンάという自分のため
のؒ࣌や場ॴをମݧするのがॳめてだったようです。
同͡ڥでもʮ私はେ事にされているʯとتͿ人もい
れば、ʮすみません、私なんかでʯという;うにҤॖ
してしまう人もいる。そうしたԠをݟಀさͣに、き
ちんとରしていくことがٻめられます。どんな心ڥ
かをڭえてもらえれば私たちもཧղできるし、ཧղで
きてॳめて૬手にײڞをࣔせるからです。
　ඃと加のྟচにおいては、ඃをडけたଆのほ
うが自分がѱかったと思っていることがଟいですが、
められるものではないし、トࢭが৯いऀにはඃࡍ࣮
ラウマԠも自વに生͡るものです。ですから、ඃ
をडけたことやそのޙのトラウマԠは自分でコント
ϩーϧできないものだときちんとえるඞཁがありま
す。こうしたઆ明を心ཧڭҭといいます。心ཧڭҭに
よって、自分がѱかったという自ײをܰݮすること
を指します。
　にԥられた、同ڃ生にい͡められた、ੑྗをड
けたなどのඃମݧを自分のམちだと思っているࢠ
はたくさんいます。自વࡂですら、ࢠどもはേが
たったんだ、自分がおばあちΌんのݴうことを聞かな
かったのがいけなかったんだなどと思いࠐんで、自分
をめていることがあります。ాখֶߍ事݅のよう
な൜ࡑでも、ࢠどもは自分が༑だちをॿけられなかっ
た、テϨϏのώーϩーみたいに൜人をやっつけられな
かったと思っていたりします。そうしたෆ҆をडけと
めながら、ʮあなたのせい͡Όないよʯとઆ明するの
がେ人のׂとݴえるでしΐう。
　自分がされたことをͣっと自分のせいだと思う一方
で、そのޙ、自分がଞऀを傷つけるߦಈをとったこと
にରしては、らない、あいつのせいだとݴっている
ことがあります。たとえ、ඃをडけたからといって、

加をしてよいというཧ༝にはなりません。トラウマ
はྗの໔ූࡑにはならないのです。ですからʮあな
たのߦಈはあなたにがあるʯという;うに
をきちんと本人に返していかなければいけません。こ
れはʮのڥքઢʯともݴわれますが、とりわけର
人関のなかでみられるྗについては、୭がを
ෛうきかをࢧԉऀもよくೝࣝしておくඞཁがあるで
しΐう。ඃऀにʮҙがりなかったのではないかʯ
とめるのはおかしいし、たとえトラウマをかかえた
人であっても自分の加ߦҝにはをऔらなければ
なりません。
、かしたり、ාがらせたりڴԉにおいては、૬手をࢧ　
ஏをかかせたりすることがないようにྀするඞཁが
あります。わざとڴかす人はいないでしΐうが、Ոఉ
やҬ、ֶݱߍ場では、しばしばࢠどもをきちんとҭ
てなければという思いから、ʮࢠどもをやかしては
いけないʯʮ痛いをみないとߦಈはมわらないʯʮこ
のままではେ人になってからۤ࿑するʯなどとݴって
すようなϝοセーδをえてしまいがちでڴどもをࢠ
す。こうしたՁ؍は、これまでのྺ࢙やจԽのதに
たくさんありました。
　また、一ൠ的にֶߍではଞऀとのൺֱがよく༻いら
れます。ʮみんなؤுっているよʯʮྡのΫラεにෛけ
るなʯなど、ڭҭというのはڝ૪を׆༻してうまくい
く໘もあります。ですが、こころがどれだけճ෮する
かはڝ૪ではないのです。同͡ݧܦをしてもʮあのࢠ
はもうֶߍに来ているよʯʮいつまでもؾにしている
のはあなただけʯʮほかのࢠはきちんとできているの
にʯなんてൺられるものではありません。൵しみや
ۤしみのදし方も人それͧれなので、ʮほかのࢠはٽ
いているのに、ྦもྲྀさないࢠはྫྷたいʯなどとଊえ
るきではありません。೦ながら、ֶߍやूஂの場
ではʮみんなはできているʯʮほかのࢠはこうなのにʯ
といったݴいճしがわれがちです。こうしたൺֱを
༻いた൷は、トラウマにݶらͣճ෮のαϙートには
なりません。
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　5*$について、どのくらいトラウマに৮れるものな
のかと࣭されることがあります。トラウマに৮れる
のはාいとおっしΌる方もいます。5*$はྍ࣏ではな
く、աڈの出来事についてৄࡉをޠってもらうもので
もありません。աڈではなくて、Ήしろ今、૬手がど
う͡ײているのかにすることがେです。
　ྫえば、ٮをしてしまうޚさんは、どうしてお
さんࢠさんに手をあげてしまうのか。あるいは、おࢠ
にແ関心なのか。そして、ʮ今れそうかʯʮ࣍に同
͡ような状況になったらどうするかʯといったちΐっ
とઌのະ来を一ॹに考えていく͡ײです。トラウマの
Өڹに৮れないということはありಘません。ݴうなれ
ば、トラウマのӨڹはৗに出ています。ෆݏػなإに
も出ているし、周ғをܯռしたଶにも出ているわけ
ですから。
　こころのケガとݴうとわかりにくいので、ମのケガ
をྫにして考えてみましΐう。ંࠎした࣌に、ࠎに
接৮れてྍ࣏できるのはҩऀだけです。ૉ人がෆ༻ҙ
にࠎをಈかしたら、よけい痛めてしまいます。ࠎの手
ज़やϨントήンࡱӨなどはઐՈしかできませんが、
ҩऀではない人々がંࠎしたࢠどもにできるαϙート
はたくさんあります。ʮ痛かったͶʯʮେมだったͶʯʮ今
、පӃいつߦくのʯʮܽ੮していたतۀはେৎ ʯ
などとؾにかけてあげることができるからです。ંれ
たࠎが࣏るのにཁするؒ࣌がわかっていれば、�、3
日ܦっただけでʮまだಈかないの ʯなんてݴわなく
てすみます。ج本的なࣝがあれば、ճ෮をٸかした
り、い٧めたり、ແཧなཁٻをしたりすることはな
くなるでしΐう。ʮ࣏すʯをҙຯするʮΩュアʯとҟ
なり、࣏༊やճ෮をࢧえていくことをʮケアʯといい
ます。5*$はʮケアʯのϨϕϧをやっていくものです。
　もう一つେ事なのは、ճ෮は本人にしかできないと

いうことです。ࢧԉऀは、とりわけ૬手がࢠどもだと
こちらがؤுって一生໋ݒやってしまいがちです。で
も、ϦϋϏϦにऔりΉのは本人です。গしͣつಈい
て、ؤுってνϟϨンδしていくのも本人です。そこ
のؤுりを私たちがࢧえていくということです。
　まとめると、ંࠎとはどんな状ଶでどんな;うに痛
くてෆศなのかがཧղできていれば、ແཧなことをさ
せͣに҆全に関わることができる。ケガをѱԽさせる
ようなແなཁٻをせͣに、本人が自分でؤுって自
をײをऔりしていけるような҆心ײコントϩーϧݾ
高めていくαϙートができます。トラウマは自分でコ
ントϩーϧができなかったମݧです。ʮやめてʯとݴっ
たのにやめてもらえなかった。ࡂも人がࢭめられる
ものではありません。ࣦわれたコントϩーϧײをऔり
せるように、それͧれのϖーεでগしͣつऔりん
でいけるようにすることがେです。

　これからの日本にΉのは、トラウマのϝガωで社
会全ମをݟていくというࢹを࣋つことです。今、ト
ラウマのϝガωがくわれつつあり、おࢠさんのཧ
ղにもཱてられています。ですが、とりわけର人関
えݟで起きていることは、一人にணするだけでは
ないことがたくさんあります。ʮこのࢠはʯではなくて、
ʮこのՈはʯʮこのҬはʯ、あるいはもっとେきくʮ日
本社会はʯというूஂのจ຺でݟていく。ݸ人のԠ
は周ғのԠによってදわれ方がมわります。Ո一
人ͻとりをόラόラにݟるのではなく、Ո全ମをݟ
ていくࢹがٻめられます。
　これはઐ的にはʮՈγεテϜʯとݺばれます。
γεテϜとは生ଶܥというҙຯで、Ոもまた生き
なのです。୭かが加ऀやඃऀというಛ定のཱ場に
いるだけでなく、それͧれがいろんなׂをෛってお
り、さまざまなྗによってՈఉのྗがҡ࣋されて
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いる。そういうγεテϜがՈにあります。ྫえば、
Ոにはさまざまなڥքઢഁりʕがࢠどもにޱを出
しա͗たり手を出しա͗たりすることもあれば、֎で
はやらないようなແ礼なことをՈのதではしたりする
わけです。そうしたՈのதで起きていることをトラ
ウマのϝガωでݟていくこともେ事でしΐう。
　こうしたことをラニオンઌ生はʮੈؒトラウマʯ
とおっしΌっていました。今、起きていることは、こ
れまで຺々と続いてきたྗのෛのҨ࢈なのです。ٮ
したおさんは今、加としてѻわれているかも
しれませんが、同࣌に%7のඃऀかもしれませんし、
年ればඃٮࣇだったかもしれません。そんな;
うにྗは࿈しており、一人の今の状ଶだけではཧ
ղできないところがあります。
　こうしたੈؒトラウマは、Ոのൿີもしくはタ
ϒーとしてҡ࣋され、みんながそれに৮れたくないと
いう൱ೝやճආがಇくため、長年ղܾされないままෛ
のαイΫϧやύターンが続くことがあります。それが
どんどんେきくなり、Ոだけではなくて、傷ついた
Ҭ、コミュニティ全ମのύターン、つまりこのこと
には৮れないほうがいい、それはஏである、ඃにૺっ
たなんてઈରݴっちΌいけないといったՁ؍をҡ࣋
させてしまいます。ݸ人のトラウマではなくҬ全ମ
におけるू合的トラウマをʮコϨΫティϒトラウマʯ
とݴって、今ޙさらにされていくと思われます。
　私のもઓ૪をମݧしたੈですので、日本も
ちΐっとれば、ઓޙを生きԆͼて、ۤしみやײを
ԡしࡴしてアϧコーϧにཔりながらඞࢮにやってき
た࣌があるわけです。それはݱのࢠҭてやڭҭな
どにもӨڹしていると考えられます。ٮやྗの
をݸ人だけにෛわせるのではなく、社会で起きてい
ることをݟていくࢹがٻめられます。

場でもトラウマのϝガωが༻いݱઃなどのࢪやߍֶ　
られるようになり、ࢠどもの傷つきがཧղされるよう
になってきました。しかし、それにͮؾいたڭһや৬
һが自分のύϫーを༻いることに᪳する、ύϫーの
どもࢠもみられます。傷ついた࢟れてしまうڪをߦ
をもう傷つけたくない、ԿかԼ手なことݴって࠶トラ
ウマを༩えてしまったらどうしようというށいとෆ
҆です。でも、େ人であること、৬һであることは
વύϫーを࣋ったଘࡏだということです。そして、そ
のύϫーをదにߦするもあります。ですから、
私たちେ人がύϫーをわないようにするのがトラウ
マインϑΥーϜドなのではなくて、ύϫーをదに
うことがେなのです。
ߦでܗっているύϫーをෆదな࣋とは、がٮ　
غしたものです。あるいはωάϨΫトというཆҭ์
や์ஔはύϫーをわなかったことをݴいます。どち
らもෆదなύϫーのい方です。ࢧԉऀは、ରऀ
を傷つけないようにྀしなければなりませんが、そ
れは傷つけるのをڪれてڑをとることではありませ
ん。ࢧԉऀ自身のύϫーを自֮して、どれだけ、どの
ようにύϫーをうかをҙࣝしていくことがେです。
　৫のதやࢧԉ関においても、ૢ࡞的なύϫーは
るところで༻いられています。ྫえば、ϋラεϝンࢸ
トはڪාをར༻したૢ࡞としてయܕ的なものです。ٯ
に、ඃऀがʮࢮ͵ʯとݴってࢧԉऀをಈかしたり、
周ғをڴしたりする場合もあります。こうした身ۙに
あるύϫーの題も今ޙさらにトラウマのϝガωでݟ
ていくඞཁがあるでしΐう。
　トラウマをෛった人との関わりはਖ਼しい໘があ
ります。ඃをडけた人はෆ৴ײをいだいており、හ
でもあり、すごくౖっています。そのౖりはਖ਼なײ
ものではありますが、ײのදし方がඇৗにྗ的に
なることがあります。そのような状ଶの࣌にどのよう
に接していくか。ౖりのໃઌをけられたࢧԉऀが
ෆに傷つけられて৽たな٘ਜ਼ऀになるのもおかしい
し、それならこちらもやり返すというのもおかしい。
こんな;うにトラウマをかかえた人が૬手を傷つけた
り、あるいは傷つけられたりするύターンにؕってし
まうことをʮトラウマティοΫな関ੑの࠶ԋʯとݴ
います。そうならないようにするには、ࢧԉऀがݸ人
でରԠするのではなく、ࢧԉνーϜや৫全ମを݈߁
な状ଶにしていくことがେ事です。
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　5*$について、どのくらいトラウマに৮れるものな
のかと࣭されることがあります。トラウマに৮れる
のはාいとおっしΌる方もいます。5*$はྍ࣏ではな
く、աڈの出来事についてৄࡉをޠってもらうもので
もありません。աڈではなくて、Ήしろ今、૬手がど
う͡ײているのかにすることがେです。
　ྫえば、ٮをしてしまうޚさんは、どうしてお
さんࢠさんに手をあげてしまうのか。あるいは、おࢠ
にແ関心なのか。そして、ʮ今れそうかʯʮ࣍に同
͡ような状況になったらどうするかʯといったちΐっ
とઌのະ来を一ॹに考えていく͡ײです。トラウマの
Өڹに৮れないということはありಘません。ݴうなれ
ば、トラウマのӨڹはৗに出ています。ෆݏػなإに
も出ているし、周ғをܯռしたଶにも出ているわけ
ですから。
　こころのケガとݴうとわかりにくいので、ମのケガ
をྫにして考えてみましΐう。ંࠎした࣌に、ࠎに
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はたくさんあります。ʮ痛かったͶʯʮେมだったͶʯʮ今
、පӃいつߦくのʯʮܽ੮していたतۀはେৎ ʯ
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たࠎが࣏るのにཁするؒ࣌がわかっていれば、�、3
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てすみます。ج本的なࣝがあれば、ճ෮をٸかした
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いうことです。ࢧԉऀは、とりわけ૬手がࢠどもだと
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　これからの日本にΉのは、トラウマのϝガωで社
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ラウマのϝガωがくわれつつあり、おࢠさんのཧ
ղにもཱてられています。ですが、とりわけର人関
えݟで起きていることは、一人にணするだけでは
ないことがたくさんあります。ʮこのࢠはʯではなくて、
ʮこのՈはʯʮこのҬはʯ、あるいはもっとେきくʮ日
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いる。そういうγεテϜがՈにあります。ྫえば、
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しա͗たり手を出しա͗たりすることもあれば、֎で
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　こうしたことをラニオンઌ生はʮੈؒトラウマʯ
とおっしΌっていました。今、起きていることは、こ
れまで຺々と続いてきたྗのෛのҨ࢈なのです。ٮ
したおさんは今、加としてѻわれているかも
しれませんが、同࣌に%7のඃऀかもしれませんし、
年ればඃٮࣇだったかもしれません。そんな;
うにྗは࿈しており、一人の今の状ଶだけではཧ
ղできないところがあります。
　こうしたੈؒトラウマは、Ոのൿີもしくはタ
ϒーとしてҡ࣋され、みんながそれに৮れたくないと
いう൱ೝやճආがಇくため、長年ղܾされないままෛ
のαイΫϧやύターンが続くことがあります。それが
どんどんେきくなり、Ոだけではなくて、傷ついた
Ҭ、コミュニティ全ମのύターン、つまりこのこと
には৮れないほうがいい、それはஏである、ඃにૺっ
たなんてઈରݴっちΌいけないといったՁ؍をҡ࣋
させてしまいます。ݸ人のトラウマではなくҬ全ମ
におけるू合的トラウマをʮコϨΫティϒトラウマʯ
とݴって、今ޙさらにされていくと思われます。
　私のもઓ૪をମݧしたੈですので、日本も
ちΐっとれば、ઓޙを生きԆͼて、ۤしみやײを
ԡしࡴしてアϧコーϧにཔりながらඞࢮにやってき
た࣌があるわけです。それはݱのࢠҭてやڭҭな
どにもӨڹしていると考えられます。ٮやྗの
をݸ人だけにෛわせるのではなく、社会で起きてい
ることをݟていくࢹがٻめられます。

場でもトラウマのϝガωが༻いݱઃなどのࢪやߍֶ　
られるようになり、ࢠどもの傷つきがཧղされるよう
になってきました。しかし、それにͮؾいたڭһや৬
һが自分のύϫーを༻いることに᪳する、ύϫーの
どもࢠもみられます。傷ついた࢟れてしまうڪをߦ
をもう傷つけたくない、ԿかԼ手なことݴって࠶トラ
ウマを༩えてしまったらどうしようというށいとෆ
҆です。でも、େ人であること、৬һであることは
વύϫーを࣋ったଘࡏだということです。そして、そ
のύϫーをదにߦするもあります。ですから、
私たちେ人がύϫーをわないようにするのがトラウ
マインϑΥーϜドなのではなくて、ύϫーをదに
うことがେなのです。
ߦでܗっているύϫーをෆదな࣋とは、がٮ　
غしたものです。あるいはωάϨΫトというཆҭ์
や์ஔはύϫーをわなかったことをݴいます。どち
らもෆదなύϫーのい方です。ࢧԉऀは、ରऀ
を傷つけないようにྀしなければなりませんが、そ
れは傷つけるのをڪれてڑをとることではありませ
ん。ࢧԉऀ自身のύϫーを自֮して、どれだけ、どの
ようにύϫーをうかをҙࣝしていくことがେです。
　৫のதやࢧԉ関においても、ૢ࡞的なύϫーは
るところで༻いられています。ྫえば、ϋラεϝンࢸ
トはڪාをར༻したૢ࡞としてయܕ的なものです。ٯ
に、ඃऀがʮࢮ͵ʯとݴってࢧԉऀをಈかしたり、
周ғをڴしたりする場合もあります。こうした身ۙに
あるύϫーの題も今ޙさらにトラウマのϝガωでݟ
ていくඞཁがあるでしΐう。
　トラウマをෛった人との関わりはਖ਼しい໘があ
ります。ඃをडけた人はෆ৴ײをいだいており、හ
でもあり、すごくౖっています。そのౖりはਖ਼なײ
ものではありますが、ײのදし方がඇৗにྗ的に
なることがあります。そのような状ଶの࣌にどのよう
に接していくか。ౖりのໃઌをけられたࢧԉऀが
ෆに傷つけられて৽たな٘ਜ਼ऀになるのもおかしい
し、それならこちらもやり返すというのもおかしい。
こんな;うにトラウマをかかえた人が૬手を傷つけた
り、あるいは傷つけられたりするύターンにؕってし
まうことをʮトラウマティοΫな関ੑの࠶ԋʯとݴ
います。そうならないようにするには、ࢧԉऀがݸ人
でରԠするのではなく、ࢧԉνーϜや৫全ମを݈߁
な状ଶにしていくことがେ事です。
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　そのため、ޙ࠷に申し上げたいのは、5*$を࣮ફし
ていくࡍには、ࢧԉのରऀ、つまりࢠどもやՈに
ରするケアの࣭を高めるだけでなく、それҎલにࢧԉ
ऀ同࢜が݈߁的なつながりを࣋っていることがઈର
݅であり、そうしたつながりがないと私たちはࢧԉが
できないということです。

　では、どのようにつながるか。ࢧԉऀがたくさんい
ればうまくいくかというとそうでもありません。Ήし
ろʮધ಄ଟくしてધࢁにొるʯのようにऩरがつかな
くなることもありますし、ࢧԉऀ同࢜がରཱしていて
はよいࢧԉはできません。5*$について、ࢧԉのର
ऀとともにトラウマのϝガωをうڠಇ的なアϓϩー
νだとઆ明しましたが、ࢧԉऀ同࢜でもϝガωを༻い
ながら今Կが起きているのかをݟていきます。ࢧԉの
ԉऀ自ࢧ、けて場でԿが起きているのかにҙࣝをݱ
身が҆全なつながりを࣋つことがେです。さきほど
ฒߦϓϩセεについてઆ明しました。ࢠどもがࣔして
いるωガティϒなԠがࢧԉऀにも起こるというもの
でしたが、それならばϙδティϒなฒߦϓϩセεを生
み出せばよいわけです。ࢧԉऀ同࢜がいい関をอて
ているԹかいݱ場に来るだけで、ࢠどももよいมԽを
起こしていくことがظできます。
ड傷、ある࣍のなかで傷つくというೋۀԉऀがࢧ　
いはࢂ事εトϨεなどにҙࣝをけ、きちんと手て
していくにはνーϜࢧԉがܽかせません。っている
だけではいいνーϜにはなれません。୯なる同྅に
す͗ない関ੑからνーϜϝイトになることがେ事で
す。おޓいのڧみをり、自分自身をるϓϩセεの
なかでよいνーϜがつくられていきます。
でし合えるようになるにも࿅शがඞཁ࢜ԉऀ同ࢧ　
です。େ人ならし合えるというものではないからで
す。೦ながら、私たちはこれまでのڭҭや社会のத

でޱをつ͙Ή࿅शばかりしてきたとݴえるかもしれま
せん。あるいはਖ਼しいことをݴわなければஏͣかしい
とか、自分の発ݴでؒ࣌をとるのは申し༁ないとか、
いろんなؒҧったֶशをしてきました。だから、େ人
でもきちんとରの方をֶशして、し合ったり分
かち合ったりするؒをつくっていくことがٻめられ
ます。一ॹにࢧԉしていくؒとのつながりのことを
ϑΝーεトαーΫϧとݺͿこともあります。これは࣏
同ମʢセラϐューティοΫコミュニティʣの考えڞྍ
方のج本です。ࢧԉऀ同࢜がつながっていなければ、
నれた人をॿけることはできません。
　そのためにはࢿがཁります。つまり、ϑΝーεト
αーΫϧをつくるためのྗやؒ࣌、そこに࿑ྗをか
けるという思いったܾஅとνϟϨンδがඞཁです。
おޓいにೝめ合うというアϑΝϝーγϣンと、自分や
૬手を࿑わるコンύογϣンをେにしましΐう。コ
ンύογϣンʢDPNQBTTJPOʣとは、ʮともにʯをҙຯ
するʠコンʡ、ʠύογϣンʡはʮ痛みʯをݯޠとする
༿です。つまり、自分の痛みをӅしたり൱ೝしたりݴ
ごまかしたりするのではなく、きちんと͡ײて自分に
༏しくする、人にも༏しくするということです。5*$
においてもコンύογϣンはॏཁなཁૉです。
　おはҎ上になります。
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　私が5*$をֶばせてもらったお一人にαンドラɾ
ϒϧーϜઌ生という方がおられます。こちらのセン
ターのُԬ෭センター長とञҪ研ڀһと一ॹにアϝϦ
Χにߦってֶんできて、ϒϧーϜઌ生の研मಈըを
༁してެ։しています。また、ࢠどもに関わるࡍに
える心ཧڭҭのࡐڭについては、ここにڍげたࢿྉな
ども参考にしていただけたらと思います。
　これからも一ॹにいろいろऔりんでいけたらと
思っておりますので、今ޙともよろしくお願いします。
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ʲُԬ 　rラニオンઌ生、ࡔઌ生、وॏなおをどう
もありがとうございました。ラニオンઌ生には、トラ
ウマインϑΥーϜドケア�5*$からޮՌが࣮ূされた
5'�$#5や$1$�$#5にわたる෯いแׅ的なお
をいました。ࡔઌ生には、5*$の本にϕーγο
Ϋなところをもう一おڭえいただいたところです。
　࣮はզがࠃに5'�$#5や 5*$が導ೖされたのは
�0�0年͙らいです。この�0年ؒ、様々な人たちの
しつつありٴಈがありまして、5'�$#5も日本に普׆
ます。その一方で、ラニオンઌ生がおっしΌっていた
心ཧ的な҆全ੑが֬อできていないෆ҆定な状況で、
ݟࢄだけ5'�$#5をやってしまうというケーεもܗ
されますので、今ޙは࣭をどう୲อしていくかという
ことも題になると思います。
　5*$につきましても、ॳは、ࡔઌ生がおっしΌっ
たように、ϕテランのྟচՈ、ࢧԉऀほどʮύンドラ
のശを։けるなʯ的なରԠがଟかったわけです。でも、
今や5*$というݴ༿をらないϝンタϧϔϧεのઐ
Ոはいない͙らい、この�0年で普ٴしてきました。
　そうなると、ண࣮に5*$を৫にࠜͮかせようと
してಓにやっているところもあれば、ほかにれを
औってはいけないとযって、ଈ੮でϋウπーをりた
いという෩ைもあります。ラニオンઌ生も5*$はイ
ンターϕーγϣンではない、それからࡔઌ生もやり
औりのϓϩセεなのだというおをしてくださったの
で、֤Ҭ、֤ػ関でましいܗで普ٴしてほしいと
思っています。
　そこで、おೋ人にগしおいしてみたいのですが、
まͣ、5*$はࢧԉされるΫライアントのためだけでは
なくて、その周りの人たち、それからࢧԉऀのための

ものでもあるというおがありました。ࢠどものྖҬ
でಛにࣇಐٮのࢧԉをしているݱ場などはඇৗに
場がもݱԉऀをઌにαϙートしないとࢧ、ですのでࠅ
たないというもあります。ラニオンઌ生、ࢧԉऀࢧ
ԉについて、ถࠃの状況をڭえていただけますか Կ
かよいྫがあるでしΐうか 
ʲラニオン 　rඇৗにいい࣭をいただきました。ਖ਼
ݴって、私たちも5*$というݴ༿はগなくともこ
の�0年、�0年、アϝϦΧではよくわれてまいりま
したが、い࢝めたॳはεタοϑのӨڹはܰࢹさ
れていたと思います。ࢠどもୡにରしてはྑいαϙー
トをしたいと思っていましたが、εタοϑにରするα
ϙートはे分ではなかったと思います。しかしその
はվળされてきています。ΤΩεύートによれば、こ
れはεタοϑもαϙートできるし、Ոも同࣌にα
ϙートできる。そのจԽが定ணすれば、̓ 全ײを࣋ち、
状やஹީにͮؾけるので、Ոだけではなく、εタο
ϑを含めて、その৫にいる୭もがαϙートされると
。われていますݴ
　ྑいイニγアνϒということですが、それでも私た
ちはՈࢧԉの方がうまくやれています。しかしそれ
を࣮ફするྫを一つڍげるならば、デϒϦンδϟーઌ
生が今ਐめておられる研ڀがあります。5'�$#5でश
ಘするײのコントϩーϧやコーϐンάεΩϧなどの
ったらどうなっཁૉを、εタοϑのαϙートにྍ࣏
たかという研ڀです。5'�$#5においてՈにରして
していることを৬場でもऔりೖれてみよう、そうࢪ࣮
することでεタοϑの೩えਚきをݮらそう、εトϨε
をݮらそうといったಈきです。これは一つのྫだと思
います。

ʲίーσΟωーターʳ
兵庫県こころのケアセンター副センター長

亀岡　智美
ʲࢣߨʳ
ケンタοΩーभެೝ৺ཧࢣɾ5'�$#5φγϣφϧτϨーφー
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ʲُԬ 　rありがとうございます。
　自分たちのセϧϑケアは࠷もれてしまいがちなと
ころだとࡔઌ生もઌほどおっしΌっていましたが、
どうでしΐう、ࡔઌ生、日本全ࠃでいろいろなとこ
ろをࢧԉしておられて、ࢧԉऀࢧԉのいい事ྫなどは
ありますか。
ʲࡔ 　rࢧԉऀࢧԉの事ྫをհするલに、まͣ、日
本ではまだࢧԉऀࢧԉのඞཁੑについてे分ೝࣝされ
ていないということを指ఠしておきたいと思います。
ԉऀのイϝーδとして、ϕテランになればࢧ状ではݱ
タϑになるとか、ݧܦを積めば事をこなせるように
なるといったイϝーδがڧいのではないでしΐうか。
でも࣮ࡍには、ݧܦをいくら積んでも、人はトラウマ
にさらされればগなからͣӨڹをडけるものです。こ
うしたج本的なࣝがもっとられるようになるとい
いと思います。トラウマはこころにিܸを༩えます。
ྫえば、事ݱ場でಇいている人がどんなにϕテラン
であっても、Կ֊かの高さからམちたらࠎをંるし、
໋をམとすՄੑもある。それは࣮ݧܦと関なく
て、ある高さからམちれば人ମはμϝーδをडけてケ
ガをするわけです。でも、私たちは心ཧ的なμϝーδ
をܰくݟているところがある。それもあって、ࢧԉऀ
ԉのऔりみはれているのではないかと思いまࢧ
す。なので、ࢧԉऀࢧԉのためにඞཁなऔりみをڍ
げるなら、ج本のになってしまいますが、まͣはࢧ
ԉऀの心身のμϝーδについてきちんとֶͿことが
େ事だと思います。
　そしてもう一つ、たとえࢧԉऀのӨڹをֶんでい
ても、自分自身ではなかなか状にͮؾきにくいとい
う題があります。私自身もそうでした。ྟচを࢝め
たࠒにॏಞなトラウマのケーεを୲した࣌、朝ૣく
が֮めるようになりました。自分ではやるؾがある
のだと思っていました。でも、それはෆ状だし、
ա֮੧だったのでしΐう。ա֮੧はհな状で、ओ
られます。ᓔっΆくམち͡ײだとؾݩ的にはとても؍
もしな͡ײんでいるわけではないし、傷ついているࠐ
い。だから私は、ෆ状もա֮੧もࣝとしてはわ
かっていたけれど、自分のؾݩな状ଶがそうであると
はわかりませんでした。
　そう考えると、ࣝがあるだけではବで、それに
えてくれるؒがいたり、ؒとし合うڭいてͮؾ
なかで自分のことがわかったり、ʮこういうことある ʯ

とおޓいに҆心してせることがେで、一人でԿと
かしようとしないことがϙイントだと思っています。
ʲُԬ 　rありがとうございます。そういうҙຯでも
৫でやっていくということがඇৗにॏཁですよͶ。
　それでは、今日のもう一つのϙイントとしまして、
5*$とޮՌが࣮ূされたྍ࣏をどう༗ػ的につないで
いくかという題があったと思います。5*$はできる
だけ痛みをগなくするऔなわけですので、5*$をい
くら一生໋࣮ݒફしても、こころのケガがେきくてਂ
い場合、それだけでは࣏らない場合もあります。その
場合は、トラウマযԽྍ࣏に݁ͼつけるඞཁがあり
ますが、ͻたすら5*$をやり続けているというྫも
にします。
　このลりはどうでしΐうか。ラニオンઌ生、アϝϦ
Χでは5*$とޮՌが࣮ূされたྍ࣏がεϜーζにつ
ながっているような状況がありますか。
ʲラニオン 　rアϝϦΧでもいろいろྗがなされて
います。भによってかなりҧっていて、一ྫですが、
5*$について、アϝϦΧ全ମで�0�3年だけでも��5
の法Ҋがఏ出されています。この全てがՄܾされたわ
けではありません。
　ྫをڍげます。お聞きになったことがあるかわかり
ませんが、ϋンドϧウイζケアというऔりみがあり
ます。このイニγアνϒは様々なγεテϜؒのྗڠを
指すものです。ྫえば、コミュニティーにおいてこ
のようなϋンドϧウイζケアというイニγアνϒが࣮
は研मをडけて、トラウマやトラܯ、されますとࢪ
ウマのӨڹ、トラウマの状やஹީをೝࣝします。そ
して、ྗ的な൜ࡑ、あるいはトラウマを起こすよう
な൜ࡑが起こって出ಈする場合、そしてそこにࢠども
がいた場合、ܯはそのࢠどものֶߍに࿈བྷをして、
ࠂどもが事݅のܸऀであるՄੑがあることをใࢠ
します。ϋンドϧウイζケアの法にͮجきֶߍの৬
һはきちんとトラウマやトラウマの状についてのト
Ϩーニンάをडけていますし、5*$についての様々な
手続きやࣝを࣋っています。そうして൜ݱࡑ場にい
たࢠどもがトラウマをݧܦしてしまったかもしれない
ことをֶߍはೝࣝし、そのࢠどもがどういう状況にあ
るかにきちんとҙをいϞニターしていきます。
題があるかないかを֬ೝしていきます。
　भによっては、法やنଇにͮجいてֶߍの心ཧࢣ
がಛに5'�$#5のようなトラウマհೖについての܇
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ʲُԬ 　rラニオンઌ生、ࡔઌ生、وॏなおをどう
もありがとうございました。ラニオンઌ生には、トラ
ウマインϑΥーϜドケア�5*$からޮՌが࣮ূされた
5'�$#5や$1$�$#5にわたる෯いแׅ的なお
をいました。ࡔઌ生には、5*$の本にϕーγο
Ϋなところをもう一おڭえいただいたところです。
　࣮はզがࠃに5'�$#5や 5*$が導ೖされたのは
�0�0年͙らいです。この�0年ؒ、様々な人たちの
しつつありٴಈがありまして、5'�$#5も日本に普׆
ます。その一方で、ラニオンઌ生がおっしΌっていた
心ཧ的な҆全ੑが֬อできていないෆ҆定な状況で、
ݟࢄだけ5'�$#5をやってしまうというケーεもܗ
されますので、今ޙは࣭をどう୲อしていくかという
ことも題になると思います。
　5*$につきましても、ॳは、ࡔઌ生がおっしΌっ
たように、ϕテランのྟচՈ、ࢧԉऀほどʮύンドラ
のശを։けるなʯ的なରԠがଟかったわけです。でも、
今や5*$というݴ༿をらないϝンタϧϔϧεのઐ
Ոはいない͙らい、この�0年で普ٴしてきました。
　そうなると、ண࣮に5*$を৫にࠜͮかせようと
してಓにやっているところもあれば、ほかにれを
औってはいけないとযって、ଈ੮でϋウπーをりた
いという෩ைもあります。ラニオンઌ生も5*$はイ
ンターϕーγϣンではない、それからࡔઌ生もやり
औりのϓϩセεなのだというおをしてくださったの
で、֤Ҭ、֤ػ関でましいܗで普ٴしてほしいと
思っています。
　そこで、おೋ人にগしおいしてみたいのですが、
まͣ、5*$はࢧԉされるΫライアントのためだけでは
なくて、その周りの人たち、それからࢧԉऀのための

ものでもあるというおがありました。ࢠどものྖҬ
でಛにࣇಐٮのࢧԉをしているݱ場などはඇৗに
場がもݱԉऀをઌにαϙートしないとࢧ、ですのでࠅ
たないというもあります。ラニオンઌ生、ࢧԉऀࢧ
ԉについて、ถࠃの状況をڭえていただけますか Կ
かよいྫがあるでしΐうか 
ʲラニオン 　rඇৗにいい࣭をいただきました。ਖ਼
ݴって、私たちも5*$というݴ༿はগなくともこ
の�0年、�0年、アϝϦΧではよくわれてまいりま
したが、い࢝めたॳはεタοϑのӨڹはܰࢹさ
れていたと思います。ࢠどもୡにରしてはྑいαϙー
トをしたいと思っていましたが、εタοϑにରするα
ϙートはे分ではなかったと思います。しかしその
はվળされてきています。ΤΩεύートによれば、こ
れはεタοϑもαϙートできるし、Ոも同࣌にα
ϙートできる。そのจԽが定ணすれば、̓ 全ײを࣋ち、
状やஹީにͮؾけるので、Ոだけではなく、εタο
ϑを含めて、その৫にいる୭もがαϙートされると
。われていますݴ
　ྑいイニγアνϒということですが、それでも私た
ちはՈࢧԉの方がうまくやれています。しかしそれ
を࣮ફするྫを一つڍげるならば、デϒϦンδϟーઌ
生が今ਐめておられる研ڀがあります。5'�$#5でश
ಘするײのコントϩーϧやコーϐンάεΩϧなどの
ったらどうなっཁૉを、εタοϑのαϙートにྍ࣏
たかという研ڀです。5'�$#5においてՈにରして
していることを৬場でもऔりೖれてみよう、そうࢪ࣮
することでεタοϑの೩えਚきをݮらそう、εトϨε
をݮらそうといったಈきです。これは一つのྫだと思
います。

ʲίーσΟωーターʳ
兵庫県こころのケアセンター副センター長
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ʲُԬ 　rありがとうございます。
　自分たちのセϧϑケアは࠷もれてしまいがちなと
ころだとࡔઌ生もઌほどおっしΌっていましたが、
どうでしΐう、ࡔઌ生、日本全ࠃでいろいろなとこ
ろをࢧԉしておられて、ࢧԉऀࢧԉのいい事ྫなどは
ありますか。
ʲࡔ 　rࢧԉऀࢧԉの事ྫをհするલに、まͣ、日
本ではまだࢧԉऀࢧԉのඞཁੑについてे分ೝࣝされ
ていないということを指ఠしておきたいと思います。
ԉऀのイϝーδとして、ϕテランになればࢧ状ではݱ
タϑになるとか、ݧܦを積めば事をこなせるように
なるといったイϝーδがڧいのではないでしΐうか。
でも࣮ࡍには、ݧܦをいくら積んでも、人はトラウマ
にさらされればগなからͣӨڹをडけるものです。こ
うしたج本的なࣝがもっとられるようになるとい
いと思います。トラウマはこころにিܸを༩えます。
ྫえば、事ݱ場でಇいている人がどんなにϕテラン
であっても、Կ֊かの高さからམちたらࠎをંるし、
໋をམとすՄੑもある。それは࣮ݧܦと関なく
て、ある高さからམちれば人ମはμϝーδをडけてケ
ガをするわけです。でも、私たちは心ཧ的なμϝーδ
をܰくݟているところがある。それもあって、ࢧԉऀ
ԉのऔりみはれているのではないかと思いまࢧ
す。なので、ࢧԉऀࢧԉのためにඞཁなऔりみをڍ
げるなら、ج本のになってしまいますが、まͣはࢧ
ԉऀの心身のμϝーδについてきちんとֶͿことが
େ事だと思います。
　そしてもう一つ、たとえࢧԉऀのӨڹをֶんでい
ても、自分自身ではなかなか状にͮؾきにくいとい
う題があります。私自身もそうでした。ྟচを࢝め
たࠒにॏಞなトラウマのケーεを୲した࣌、朝ૣく
が֮めるようになりました。自分ではやるؾがある
のだと思っていました。でも、それはෆ状だし、
ա֮੧だったのでしΐう。ա֮੧はհな状で、ओ
られます。ᓔっΆくམち͡ײだとؾݩ的にはとても؍
もしな͡ײんでいるわけではないし、傷ついているࠐ
い。だから私は、ෆ状もա֮੧もࣝとしてはわ
かっていたけれど、自分のؾݩな状ଶがそうであると
はわかりませんでした。
　そう考えると、ࣝがあるだけではବで、それに
えてくれるؒがいたり、ؒとし合うڭいてͮؾ
なかで自分のことがわかったり、ʮこういうことある ʯ

とおޓいに҆心してせることがେで、一人でԿと
かしようとしないことがϙイントだと思っています。
ʲُԬ 　rありがとうございます。そういうҙຯでも
৫でやっていくということがඇৗにॏཁですよͶ。
　それでは、今日のもう一つのϙイントとしまして、
5*$とޮՌが࣮ূされたྍ࣏をどう༗ػ的につないで
いくかという題があったと思います。5*$はできる
だけ痛みをগなくするऔなわけですので、5*$をい
くら一生໋࣮ݒફしても、こころのケガがେきくてਂ
い場合、それだけでは࣏らない場合もあります。その
場合は、トラウマযԽྍ࣏に݁ͼつけるඞཁがあり
ますが、ͻたすら5*$をやり続けているというྫも
にします。
　このลりはどうでしΐうか。ラニオンઌ生、アϝϦ
Χでは5*$とޮՌが࣮ূされたྍ࣏がεϜーζにつ
ながっているような状況がありますか。
ʲラニオン 　rアϝϦΧでもいろいろྗがなされて
います。भによってかなりҧっていて、一ྫですが、
5*$について、アϝϦΧ全ମで�0�3年だけでも��5
の法Ҋがఏ出されています。この全てがՄܾされたわ
けではありません。
　ྫをڍげます。お聞きになったことがあるかわかり
ませんが、ϋンドϧウイζケアというऔりみがあり
ます。このイニγアνϒは様々なγεテϜؒのྗڠを
指すものです。ྫえば、コミュニティーにおいてこ
のようなϋンドϧウイζケアというイニγアνϒが࣮
は研मをडけて、トラウマやトラܯ、されますとࢪ
ウマのӨڹ、トラウマの状やஹީをೝࣝします。そ
して、ྗ的な൜ࡑ、あるいはトラウマを起こすよう
な൜ࡑが起こって出ಈする場合、そしてそこにࢠども
がいた場合、ܯはそのࢠどものֶߍに࿈བྷをして、
ࠂどもが事݅のܸऀであるՄੑがあることをใࢠ
します。ϋンドϧウイζケアの法にͮجきֶߍの৬
һはきちんとトラウマやトラウマの状についてのト
Ϩーニンάをडけていますし、5*$についての様々な
手続きやࣝを࣋っています。そうして൜ݱࡑ場にい
たࢠどもがトラウマをݧܦしてしまったかもしれない
ことをֶߍはೝࣝし、そのࢠどもがどういう状況にあ
るかにきちんとҙをいϞニターしていきます。
題があるかないかを֬ೝしていきます。
　भによっては、法やنଇにͮجいてֶߍの心ཧࢣ
がಛに5'�$#5のようなトラウマհೖについての܇
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࿅をडけることをٛ付けていて、ֶߍで5'�$#5�
をडけられるようにしているところもあります。ほ
かのभでは5'�$#5をֶんだֶߍ֎のセラϐεトに
5'�$#5�をґཔするところもあります。これはࢠど
もがඇৗに൵ࢂな事ݱނ場にいた、またはそのܸऀ
になったような場合、ߍֶ、ܯの৬һ、それからト
ラウマにରしてհೖをߦうセラϐεトがޓいにྗڠし
てそのࢠどもの҆全ײを֬อしようという一つのྫで
す。こういったྫはଞにもたくさんあります。
　もう一つ加したいのは、こういった様々な法
について、あるいはどういったػ関がおޓいにྗڠ
しているのか、アϝϦΧでどのようなイニγアνϒ
があるのかについては、$5*11�PSHʢ$BNQBJHO�GPS�
5SBVNB�*OGPSNFE�1PMJDZ�BOE�1SBDUJDFʣというϗー
Ϝϖーδがあります。これはトラウマインϑΥーϜド
な方や࣮ફについてのใをまとめたαイトです。
このػ関はトラウマインϑΥーϜドιαΤティー、社
会全ମをトラウマインϑΥーϜドにしようといった高
いඪを࣋ってӡӦされているஂମであり、これはਸ
高なඪですのでୡできたらすばらしいと思いま
す。こちらのϗーϜϖーδでは、Մܾされているもの、
いないものを含めてこれまでにఏ出された全ての法
Ҋ、法、نଇ、またどのようなػ関や੍がこのよ
うな法、نଇにͮجいてྗڠをしているのか、どのよ
うな܇࿅がٻめられているのかというใがまとまっ
ています。
ʲُԬ 　rありがとうございます。アϝーδンάでતま
しա͗て、日本はいつそのような状ଶになるのだろう
かと思いました。ࡔઌ生、どうですか。
ʲࡔ 　r本に、そんな社会的な੍がっていて、
γεテϜとしてαーϏεがఏڙできる、そしてϨϕϧ
ผのつながりのあるαーϏεがఏڙできるのはすごい
ですͶ。
のところ、そうした社会的な੍がない日本にࡏݱ　
おいてどのようにトラウマྍ࣏につなげていけるのか
を考えると、今あるݯࢿをհするようなަ௨ཧの
ׂがあるといいのかもしれません。ྫえば、5*$の
本的なケアだけでもճ෮していけそうだとか、このج
状ଶだとҩྍػ関でもうগしઐ的なトラウマྍ࣏を
したほうがいいのではないかといったコンγΣϧδュ
的なۃݟめをするコーディωーターに׆躍してもらえ
るといいなʜ。今、ʮ୭がやるんだ  ʯというإをし

ていますよͶ。
　୭がやるのか。ྫえば、ֶߍだったらεΫーϧΧウ
ンセラーなどがトラウマのج本的なࣝとྍ࣏につい
てっていれば、どのఔのケアがඞཁかݟ௨しを࣋
つことができるのではないでしΐうか。あるいは私た
ちが一൪ظしているのはおҩऀさんなのですが、ਫ਼
ਆՊҩがʮこのϨϕϧはྍ࣏がඞཁだͶʯなどとޙԡ
ししてくれるとありがたいですͶ。
　私はҩऀではないのでපؾについてৄしいわけでは
ないのですが、一ൠ人のϨϕϧでも、ྫえば、がんと
いうපؾにはεテーδがあって、ૣめに手をଧてばճ
෮がࠐݟめるとかྍ࣏法があるとか、݁構っている
わけです。ほかのපؾのことはใをっている、つ
まりインϑΥーϜドされているので、インϑΥーϜド
νϣイεができます。なのに、トラウマྍ࣏について
はର人ԉॿのۀքにいてもあまりられていないほど
インϑΥーϜドがりないし、一ൠの人々にはさらに
な͡みがないものでしΐう。
ʲُԬ 　rありがとうございます。この題を࢝めると
いつもډ心がѱくなりますけれども、֤におに
関だったػかせていただくと、このҬのどのҩྍߦ
ら5'�$#5ができますかということになり、まだま
だ֤県どこでも5'�$#5にアΫセεできるわけでは
ありませんので、そのลりはもっと私たちもؤுって
いきたいと思います。
　ただ、日本では、5*$にしろ、5'�$#5にしろ、
それをਪਐしていくためにはݱ場の༗ࢤというか、や
るؾのある人たちがϘトϜアοϓしていくというܗに
ならざるをಘません。アϝϦΧでは法にͮجいて
やっているということで、すごくεケーϧがҧうな
と思いました。センターで、今まさにࣇಐࢱのྖҬ
でどうしたら5*$を普ٴできるか、研म方法なども
研ڀしているञҪ研ڀओװどうでしΐうか。課題でも
ౖりでもԿでもいいので一ݴお願いします。
ʲञҪ 　rありがとうございます。センターで研ڀを
しているञҪと申します。
　私はトラウマインϑΥーϜドケア研मをセンター
で୲しておりますが、研मには本にҙある方が
参加されます。その方々が৬場にられ、৬場で෮
໋されて৫のதでԿとかࠜͮかせたいという思いを
っているにもかかわらͣ、ʠԿかうまくいきませんʡ࣋
というおもお聞きしております。
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　一方で、本における5*$普ٴに関する研ڀをす
るதで、5*$をうまく৫としてऔりみ、そして県
全ମで5*$をੑ׆Խさせていこうというಈきをऔっ
ていらっしΌる৫、ஂମなども出てきています。こ
れはデータの積தではありますが、そういった৫
の方々のおをアϝϦΧのઌߦ研ڀのจݙਫ਼ࠪ݁Ռと
রらし合わせて思うに、さきほど5'�$#5はϘトϜ
アοϓで上がってきたとおっしΌっていましたけれど
も、日本の5*$に関してもҙある、そしてదなϦー
μーγοϓを発شできる方が一人いて、そこからٴ
して、そして෩をมえて、積ۃ的に৫全ମでऔり
んでいらっしΌるなと͡ײています。
　そのதでは、ࡔઌ生がおっしΌったように本に
ࣦをう、これまでのやり方にରしてବだとݴっ
ているのかという߅なども、もちろん出てきますけ
れども、そういう࣌は5*$のまなざしをࢧԉऀ自身
にରしてもけて、自分のதでԿが起きているのかと
いうことにରしてあらゆる場໘でし合うػ会を࣋ち
ながらすごく丁ೡに෩をつくっておられるなとい
うҹを࣋っております。
　アϝϦΧのྫとはҧって法がないதではあります
けれども、そういったదなϦーμーγοϓを発شで
きる人ࡐをこれからҭしていくことなども、5*$の
普ٴにおいてはॏཁなཁૉかと思います。
ʲُԬ 　rありがとうございました。この݅について、
ࡔઌ生、Կかコϝントはありますか。
ʲࡔ 　rࣇಐࢱのྖҬでは、େ分県や高県が全ࠃ
にઌۦけてڵຯਂいऔりみをしています。どちらに
もڞ௨しているのは、一つは、ϘトϜアοϓにݱ場の
心な৬һがऔりんでいるだけでなく、県や自࣏ମ
としてトοϓμウンで5*$をやるとܾめたことです。
県や自࣏ମのࡦࢪとして5*$をやるͧとඪをܝげ
ると、やるؾのある৬һたちがಈきやすくなる。もう
一つのڞ௨は、研म୲ऀが一人ないしೋ人でやっ
ているのではなく、研म自ମをϓϩδΣΫトԽして、
৫に合わせたޮՌ的な方法を考えてやっていること
です。
　私が思うに、研मは৫のアセεϝントࡏりきでや
るものです。ほかの県でやっている研मを同͡ように
やったとしてもରऀもҧえばニーζもҧう。ですか
ら、自分の৬場でԿがඞཁなのか、Կが起きているの
かをトラウマのϝガωでݟて、どんな研मをどれだけ

やればいいのかという長ظ的なݟ௨しを࣋ってϓラン
をཱてることでॳめてػすると思います。
　そういうで、今申し上げた自࣏ମは長ظϓランで
ըをやっاը的に、໖ີに、そしてָしくいろんなܭ
ています。େ分県などは5*$のඪޠをूめたり、い
つもにするΧϨンμーにඪޠをࡌせたり、ۙ࠷では
5*$についてさまざまな৬һがޠるのを聞けるラδオ
も࢝めました。いろんなָしい発৴をして、それに関
わると事が૿えるのではなくてεトϨεがݮる、ָ
しめる、一ॹにやりたいなと思えるようなֻけがݤ
だと思っています。
ʲُԬ 　rありがとうございます。
　日本でもそこここで様々な׆ಈがժ生えてきている
ということですけれども、いかがでしΐうか、ラニオ
ンઌ生、今の日本の状況をお聞きになってԿかコϝン
トいただけますでしΐうか。
ʲラニオン 　rまͣ、私は皆さんをミεϦードしたくあ
りません。というのはアϝϦΧでは、全ࠃ的にコーディ
ωーγϣンされたようなେنなϓϩάラϜはないか
らです。भによってҧいますから、भによってਐんで
いるところもあればそうではないところもある。もち
ろん全ถでやれていればいいのですけれども、ܾして
全ถでそういうಈきがあるわけではないということを
まͣ申し上げておきたいと思います。
　もちろん、こういったྗがアϝϦΧでߦわれてい
ることはೝࣝされていますが、アϝϦΧでもまだ5*$
やトラウマインϑΥーϜドγεテϜについてはまだま
だ༮ऑظにあり、発展్上です。ࣇಐࢱに関する全
ถのऔりみがあり、ϋンドϧウィζケア法のように
Կをするかをܾめてऔりんでいるभもあります。私
のॅΉभでもトラウマインϑΥーϜドεΫーϧを࡞る
とかֶߍのதにトラウマインϑΥーϜドγεテϜをऔ
りೖれΤϏデンεにͮجくαーϏεఏڙするなどのಈ
きをしていますが、まだ全ମでߦわれているのではな
く、ࡏ的です。
　皆さんが日本でこれをどう࣮ࢪをしていくかは私
たちもඇৗに関心を࣋っています。
ʲُԬ 　rありがとうございます。
　日本でもこの�0年༨り、様々なऔがなされてお
りまして、そしていろんな研मのޮՌূݕなどもどん
どんจでใࠂされておりますので、ゆくゆくはࠃの
ެऺӴ生ࡦࢪとしてऔりまれるきものだと思いま
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࿅をडけることをٛ付けていて、ֶߍで5'�$#5�
をडけられるようにしているところもあります。ほ
かのभでは5'�$#5をֶんだֶߍ֎のセラϐεトに
5'�$#5�をґཔするところもあります。これはࢠど
もがඇৗに൵ࢂな事ݱނ場にいた、またはそのܸऀ
になったような場合、ߍֶ、ܯの৬һ、それからト
ラウマにରしてհೖをߦうセラϐεトがޓいにྗڠし
てそのࢠどもの҆全ײを֬อしようという一つのྫで
す。こういったྫはଞにもたくさんあります。
　もう一つ加したいのは、こういった様々な法
について、あるいはどういったػ関がおޓいにྗڠ
しているのか、アϝϦΧでどのようなイニγアνϒ
があるのかについては、$5*11�PSHʢ$BNQBJHO�GPS�
5SBVNB�*OGPSNFE�1PMJDZ�BOE�1SBDUJDFʣというϗー
Ϝϖーδがあります。これはトラウマインϑΥーϜド
な方や࣮ફについてのใをまとめたαイトです。
このػ関はトラウマインϑΥーϜドιαΤティー、社
会全ମをトラウマインϑΥーϜドにしようといった高
いඪを࣋ってӡӦされているஂମであり、これはਸ
高なඪですのでୡできたらすばらしいと思いま
す。こちらのϗーϜϖーδでは、Մܾされているもの、
いないものを含めてこれまでにఏ出された全ての法
Ҋ、法、نଇ、またどのようなػ関や੍がこのよ
うな法、نଇにͮجいてྗڠをしているのか、どのよ
うな܇࿅がٻめられているのかというใがまとまっ
ています。
ʲُԬ 　rありがとうございます。アϝーδンάでતま
しա͗て、日本はいつそのような状ଶになるのだろう
かと思いました。ࡔઌ生、どうですか。
ʲࡔ 　r本に、そんな社会的な੍がっていて、
γεテϜとしてαーϏεがఏڙできる、そしてϨϕϧ
ผのつながりのあるαーϏεがఏڙできるのはすごい
ですͶ。
のところ、そうした社会的な੍がない日本にࡏݱ　
おいてどのようにトラウマྍ࣏につなげていけるのか
を考えると、今あるݯࢿをհするようなަ௨ཧの
ׂがあるといいのかもしれません。ྫえば、5*$の
本的なケアだけでもճ෮していけそうだとか、このج
状ଶだとҩྍػ関でもうগしઐ的なトラウマྍ࣏を
したほうがいいのではないかといったコンγΣϧδュ
的なۃݟめをするコーディωーターに׆躍してもらえ
るといいなʜ。今、ʮ୭がやるんだ  ʯというإをし

ていますよͶ。
　୭がやるのか。ྫえば、ֶߍだったらεΫーϧΧウ
ンセラーなどがトラウマのج本的なࣝとྍ࣏につい
てっていれば、どのఔのケアがඞཁかݟ௨しを࣋
つことができるのではないでしΐうか。あるいは私た
ちが一൪ظしているのはおҩऀさんなのですが、ਫ਼
ਆՊҩがʮこのϨϕϧはྍ࣏がඞཁだͶʯなどとޙԡ
ししてくれるとありがたいですͶ。
　私はҩऀではないのでපؾについてৄしいわけでは
ないのですが、一ൠ人のϨϕϧでも、ྫえば、がんと
いうපؾにはεテーδがあって、ૣめに手をଧてばճ
෮がࠐݟめるとかྍ࣏法があるとか、݁構っている
わけです。ほかのපؾのことはใをっている、つ
まりインϑΥーϜドされているので、インϑΥーϜド
νϣイεができます。なのに、トラウマྍ࣏について
はର人ԉॿのۀքにいてもあまりられていないほど
インϑΥーϜドがりないし、一ൠの人々にはさらに
な͡みがないものでしΐう。
ʲُԬ 　rありがとうございます。この題を࢝めると
いつもډ心がѱくなりますけれども、֤におに
関だったػかせていただくと、このҬのどのҩྍߦ
ら5'�$#5ができますかということになり、まだま
だ֤県どこでも5'�$#5にアΫセεできるわけでは
ありませんので、そのลりはもっと私たちもؤுって
いきたいと思います。
　ただ、日本では、5*$にしろ、5'�$#5にしろ、
それをਪਐしていくためにはݱ場の༗ࢤというか、や
るؾのある人たちがϘトϜアοϓしていくというܗに
ならざるをಘません。アϝϦΧでは法にͮجいて
やっているということで、すごくεケーϧがҧうな
と思いました。センターで、今まさにࣇಐࢱのྖҬ
でどうしたら5*$を普ٴできるか、研म方法なども
研ڀしているञҪ研ڀओװどうでしΐうか。課題でも
ౖりでもԿでもいいので一ݴお願いします。
ʲञҪ 　rありがとうございます。センターで研ڀを
しているञҪと申します。
　私はトラウマインϑΥーϜドケア研मをセンター
で୲しておりますが、研मには本にҙある方が
参加されます。その方々が৬場にられ、৬場で෮
໋されて৫のதでԿとかࠜͮかせたいという思いを
っているにもかかわらͣ、ʠԿかうまくいきませんʡ࣋
というおもお聞きしております。
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　一方で、本における5*$普ٴに関する研ڀをす
るதで、5*$をうまく৫としてऔりみ、そして県
全ମで5*$をੑ׆Խさせていこうというಈきをऔっ
ていらっしΌる৫、ஂମなども出てきています。こ
れはデータの積தではありますが、そういった৫
の方々のおをアϝϦΧのઌߦ研ڀのจݙਫ਼ࠪ݁Ռと
রらし合わせて思うに、さきほど5'�$#5はϘトϜ
アοϓで上がってきたとおっしΌっていましたけれど
も、日本の5*$に関してもҙある、そしてదなϦー
μーγοϓを発شできる方が一人いて、そこからٴ
して、そして෩をมえて、積ۃ的に৫全ମでऔり
んでいらっしΌるなと͡ײています。
　そのதでは、ࡔઌ生がおっしΌったように本に
ࣦをう、これまでのやり方にରしてବだとݴっ
ているのかという߅なども、もちろん出てきますけ
れども、そういう࣌は5*$のまなざしをࢧԉऀ自身
にରしてもけて、自分のதでԿが起きているのかと
いうことにରしてあらゆる場໘でし合うػ会を࣋ち
ながらすごく丁ೡに෩をつくっておられるなとい
うҹを࣋っております。
　アϝϦΧのྫとはҧって法がないதではあります
けれども、そういったదなϦーμーγοϓを発شで
きる人ࡐをこれからҭしていくことなども、5*$の
普ٴにおいてはॏཁなཁૉかと思います。
ʲُԬ 　rありがとうございました。この݅について、
ࡔઌ生、Կかコϝントはありますか。
ʲࡔ 　rࣇಐࢱのྖҬでは、େ分県や高県が全ࠃ
にઌۦけてڵຯਂいऔりみをしています。どちらに
もڞ௨しているのは、一つは、ϘトϜアοϓにݱ場の
心な৬һがऔりんでいるだけでなく、県や自࣏ମ
としてトοϓμウンで5*$をやるとܾめたことです。
県や自࣏ମのࡦࢪとして5*$をやるͧとඪをܝげ
ると、やるؾのある৬һたちがಈきやすくなる。もう
一つのڞ௨は、研म୲ऀが一人ないしೋ人でやっ
ているのではなく、研म自ମをϓϩδΣΫトԽして、
৫に合わせたޮՌ的な方法を考えてやっていること
です。
　私が思うに、研मは৫のアセεϝントࡏりきでや
るものです。ほかの県でやっている研मを同͡ように
やったとしてもରऀもҧえばニーζもҧう。ですか
ら、自分の৬場でԿがඞཁなのか、Կが起きているの
かをトラウマのϝガωでݟて、どんな研मをどれだけ

やればいいのかという長ظ的なݟ௨しを࣋ってϓラン
をཱてることでॳめてػすると思います。
　そういうで、今申し上げた自࣏ମは長ظϓランで
ըをやっاը的に、໖ີに、そしてָしくいろんなܭ
ています。େ分県などは5*$のඪޠをूめたり、い
つもにするΧϨンμーにඪޠをࡌせたり、ۙ࠷では
5*$についてさまざまな৬һがޠるのを聞けるラδオ
も࢝めました。いろんなָしい発৴をして、それに関
わると事が૿えるのではなくてεトϨεがݮる、ָ
しめる、一ॹにやりたいなと思えるようなֻけがݤ
だと思っています。
ʲُԬ 　rありがとうございます。
　日本でもそこここで様々な׆ಈがժ生えてきている
ということですけれども、いかがでしΐうか、ラニオ
ンઌ生、今の日本の状況をお聞きになってԿかコϝン
トいただけますでしΐうか。
ʲラニオン 　rまͣ、私は皆さんをミεϦードしたくあ
りません。というのはアϝϦΧでは、全ࠃ的にコーディ
ωーγϣンされたようなେنなϓϩάラϜはないか
らです。भによってҧいますから、भによってਐんで
いるところもあればそうではないところもある。もち
ろん全ถでやれていればいいのですけれども、ܾして
全ถでそういうಈきがあるわけではないということを
まͣ申し上げておきたいと思います。
　もちろん、こういったྗがアϝϦΧでߦわれてい
ることはೝࣝされていますが、アϝϦΧでもまだ5*$
やトラウマインϑΥーϜドγεテϜについてはまだま
だ༮ऑظにあり、発展్上です。ࣇಐࢱに関する全
ถのऔりみがあり、ϋンドϧウィζケア法のように
Կをするかをܾめてऔりんでいるभもあります。私
のॅΉभでもトラウマインϑΥーϜドεΫーϧを࡞る
とかֶߍのதにトラウマインϑΥーϜドγεテϜをऔ
りೖれΤϏデンεにͮجくαーϏεఏڙするなどのಈ
きをしていますが、まだ全ମでߦわれているのではな
く、ࡏ的です。
　皆さんが日本でこれをどう࣮ࢪをしていくかは私
たちもඇৗに関心を࣋っています。
ʲُԬ 　rありがとうございます。
　日本でもこの�0年༨り、様々なऔがなされてお
りまして、そしていろんな研मのޮՌূݕなどもどん
どんจでใࠂされておりますので、ゆくゆくはࠃの
ެऺӴ生ࡦࢪとしてऔりまれるきものだと思いま
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すけれども、そこまでߦくには私たち一人ͻとりの
ྗがまだまだඞཁだと思います。
　େม༗ҙٛなし合いができました。ラニオンઌ生、
ࡔઌ生、ありがとうございました。
　ラニオンઌ生は本日オンラインでご参加くださいま
した。皆さま、もうおわかりかと思いますが、ラニオ
ンઌ生は今、ࠩ࣌の関で、ਅதにこのγンϙδウ
Ϝにご参加いただいたことになります。աࠅな状況で
ご参加いただいたことも含めて、ँײのҙຯをࠐめて
ഥ手をしたいと思います。どうもありがとうございま
した。
ʲラニオン 　r今、ޕલ࣌� ��分です。࣌�がۙͮい
ております。ૣ朝です。
ʲُԬ 　rこれをもちましてୈ�෦を終ྃします。

7474

　皆様、本日は朝から長丁場でしたが、お付き合い
いただきましてありがとうございます。
　本日会場にお越しくださった方々を含め、オンラ
イン、それからオンデマンドで聞いていただく予定
の方も合わせますと 500 名くらいの方にご参加いた
だきました。皆様方の高い関心に心よりお礼を申し
上げます。
　振り返ってみますと、この 30 年、トラウマ的な
出来事が繰り返し、たくさん起こりました。その一
方で、こころのケア、トラウマケアの手法は飛躍的
に発展してきましたが、今の状況を考えますと、こ
ころのケアに終わりはないと思います。
　こころが傷ついた人、こころにケガをした人の痛
みにどう寄り添って接していくか、自分自身がここ
ろにケガをしないようにするためにどうしたらいい
のか、周りの人のこころを傷つけないためにどうす
ればよいかを考えることは、あらゆるコミュニティー
の全ての人が生きやすい社会を構築するための普遍
的な課題だと思います。
　そういったことを踏まえまして、私たち兵庫県こ
ころのケアセンター一同、明日からまたますます研
さんを積んでまいりますので、引き続きご指導、ご
鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
　本日はどうもありがとうございました。

兵庫県こころのケアセンター副センター長

亀岡　智美

閉会の挨拶
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すけれども、そこまでߦくには私たち一人ͻとりの
ྗがまだまだඞཁだと思います。
　େม༗ҙٛなし合いができました。ラニオンઌ生、
ࡔઌ生、ありがとうございました。
　ラニオンઌ生は本日オンラインでご参加くださいま
した。皆さま、もうおわかりかと思いますが、ラニオ
ンઌ生は今、ࠩ࣌の関で、ਅதにこのγンϙδウ
Ϝにご参加いただいたことになります。աࠅな状況で
ご参加いただいたことも含めて、ँײのҙຯをࠐめて
ഥ手をしたいと思います。どうもありがとうございま
した。
ʲラニオン 　r今、ޕલ࣌� ��分です。࣌�がۙͮい
ております。ૣ朝です。
ʲُԬ 　rこれをもちましてୈ�෦を終ྃします。

7474

　皆様、本日は朝から長丁場でしたが、お付き合い
いただきましてありがとうございます。
　本日会場にお越しくださった方々を含め、オンラ
イン、それからオンデマンドで聞いていただく予定
の方も合わせますと 500 名くらいの方にご参加いた
だきました。皆様方の高い関心に心よりお礼を申し
上げます。
　振り返ってみますと、この 30 年、トラウマ的な
出来事が繰り返し、たくさん起こりました。その一
方で、こころのケア、トラウマケアの手法は飛躍的
に発展してきましたが、今の状況を考えますと、こ
ころのケアに終わりはないと思います。
　こころが傷ついた人、こころにケガをした人の痛
みにどう寄り添って接していくか、自分自身がここ
ろにケガをしないようにするためにどうしたらいい
のか、周りの人のこころを傷つけないためにどうす
ればよいかを考えることは、あらゆるコミュニティー
の全ての人が生きやすい社会を構築するための普遍
的な課題だと思います。
　そういったことを踏まえまして、私たち兵庫県こ
ころのケアセンター一同、明日からまたますます研
さんを積んでまいりますので、引き続きご指導、ご
鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
　本日はどうもありがとうございました。

兵庫県こころのケアセンター副センター長

亀岡　智美

閉会の挨拶
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̎ɹڀݚһの׆ಈ࣮ɹ

（�） ߦץ

ʲެදจʳ

・加౻� 大ࡂ害復ظڵのਫ਼ਆ保݈活動� 本ਫ਼ਆՊපӃڠ会ࢽࡶ� 第 43 ߸第 � ߸ɺ23-2� 2024

・加౻ࡂ �害後の͜͜Ζのケアのํ法� 21 ͻΐ͏͝� 第لੈ 3� ר 20-2� 2024

・亀岡智美．TF-CBT の実ફにΑるアタッチメントͱトラウマの回復．ਫ਼ਆਆܦ学ࢽࡶɼ12�

（4）ɼ280ʵ28�ɼ2024

・亀岡智美．ෳੑࡶ 1T4D の֓೦ͱྍ࣏．ਫ਼ਆྍ法૿刊第̍̍߸ɼ112-118ɼ2024

・亀岡智美．トラウマ関࿈ো害ͱਫ਼ਆප症ঢ়．児童੨年ਫ਼ਆҩ学ͱͦのۙྖҬɼ�4（4）ɼ4�1

ʵ480ɼ2023

・亀岡智美．本におけるトラウマインフォームドケアのల։ͱ͜Ε͔Βの՝．トラウマ

テΟッΫ・ストϨス．22（1）ɼ5ʵ12ɼ2024

・亀岡智美．トラウマযԽྍ࣏．ਫ਼ਆՊྍ࣏学．3�（�）ʀ�35ʵ�3�ɼ2024

・亀岡智美．トラウマ関࿈ো害のૣظհೖ．ྟচਫ਼ਆҩ学．53（�）ɼ1135-1140ɼ2024

・TBOBLB & ,BNeoLB 4 4VHB : 0UTVLB M MoNoEB M MBUTVNoUo , 0UoNo R ,BUo )� 

CSoTT-DVMUVSBM 7BMiEBUioO oG UIe CMiOiDiBO-"ENiOiTUeSeE 1T4D TDBMe GoS D4M-5 DIiME BOE 

BEoMeTDeOU WeSTioO iO +BQBO� &VS + 1TZDIoUSBVNBUoM� 15 （ 1 ） 2424�0��Eoi 

10�1080/200080���2024�2424�0�

・亀岡智美．島ΏΈɺాཧਘɺখฏխج．ੑతトラウマΛ๊͑た子どものྍ࣏．子どもの虐

待ͱωグϨΫト．2�（3）ɼ34�ʵ35�ɼ2024

・亀岡智美．子どもの 1T4D アセスメントɼྟচਫ਼ਆҩ学．54（2）ɼ15�ʵ1�3ɼ2025

・亀岡智美．トラウマ関࿈ͱࣗࡴ．ਫ਼ਆྍ法ɼ51（2）ɼ18�-18�ɼ2025

・大澤智子．「ूஂྍ法学会」特ผ講ԋ 支援者支援の現ঢ়ͱ՝ 40（2）15�-1�3．

・大澤智子．「ྟচਫ਼ਆҩ学」サイコロジΧル・リΧバリースΩル（41R）54（̍）ɿ�3�-42ɺ

2025

・大澤智子．「プϨϗスϐタル」ইප者͔Βのݴྗにૺ遇͠たୂ員の対応ɿストϨス・

フΝーストΤイド͔Β学Ϳ 第 38 第ר 1 ߸（185）�21-23�

・酒井佐枝子．トラウマインフォームドケアートラウマのࢹ͔ΒڥΛるーྟচਫ਼ਆҩ

学ɼ54（̍）ɿ11-18� 2025

・֟৻ޗ．֟৻ޗ・ՅෑΈどΓ・市井խڪܗृ �࠸ා症者における֮ࢹใ処ཧに

྆ଆੑ͕ܹ及΅͢Өڹ� &MDR 研ڀ 1�（1） �3-�2� 2024

・֟৻ޗ．ೆ川՚ಸ・֟৻ޗ・市井խ࠸・લాଟষ� &MDR においͯ൱定తهԱΛ͠ى

ͳ͕Β行͏ٿ؟ӡ動に関͢るߟ察ɿスϐードにணͯ͠� &MDR 研ڀ 1�（1） �3-85� 2024

ʲஶॻɾ༁ʳ

・亀岡智美．ൃୡো害のѪண・トラウマのの対応にはどのΑ͏ͳもの͕͋Γま͔͢ʁ

ۚੜ༝ل子ฤ．ൃୡো害 2ˍ"．ҩ学ॻӃ．2024．12�3-2�5．

・スーザン・フΣイバー・ストラウスஶɼ亀岡智美（༁）ɼଜ༗ཬ（༁）͜͜ΖのケΨ

の͜ͱわ͔ͬたΑʂトラウマΛ͠ݧܦた͜どものたΊのΨイド（子どものトラウマྍ࣏の

たΊのֆ本シリーズ）．৴ॻ．2024
・亀岡智美．トラウマインフォームドケア．Ӭ井ྑ三総修ɺּ井ਗ਼ొଞฤू．ਫ਼ਆՊ研修ϊ

ートվగ第 3 ൛．அͱ2-�2024．12．ࣾྍ࣏�．

・大澤智子．ڮߴথ・ڮߴᠳ༑ฤɺࡂ害ਫ਼ਆҩ学ೖ門 第 2 ൛．ۚ߶ग़൛．2025（分担ࣥච

「第 5 ষサイコロジΧル・フΝーストΤイド」の߲担当）

ʲその他ߦץʳ

・亀岡智美．八३子．খฏխج．成．（࠲談会）児童・੨年ظにおけるトラウマケア．

トラウマテΟッΫ・ストϨス．22（1）ɼ��-�5．2024

・亀岡智美．マインドフルωスͱビール（ͯΒい͋）．ਫ਼ਆྍ法．50（4）ɼ5�1．2024

・亀岡智美．学ߍͰݟΒΕるトラウマʕアタッチメントɺൃୡো害ΛΊ͙ͬͯʕ．ࢦಋͱධ

Ձ．�0（11）ɼ28ʖ30．2024

・亀岡智美．ॻධ「ਅ実ͱ修復」．ྟচ৺ཧ学．24（�）ɼ��8．2024

・亀岡智美．ॻධ「マイステップվగ൛ʕੑ被害Λडけた子どもͱ支援者のたΊの৺ཧڭ育」．

トラウマテΟッΫ・ストϨス．22（2）ɼ203ɼ2024

・֟৻ޗ．市井խ࠸・֟৻ޗ・ೆ川՚ಸ・佐౻ढ़հ� &MDR தのͰはԿ͕ͯͬ͜ىいる

の͔ʁ ਫ਼ਆՊྍ࣏学 3�（�） �35-�38� 2024

（�） ֶձɾڀݚձʹ͓͚Δൃද

ʲಛผߨԋɺڭҭߨԋɺύωϧσΟεΧογϣϯɺγϯϙδϜɺҰൠԋɺϫʔΫγϣοϓ

ʳ

・加౻� 大ࡂ害後のਫ਼ਆՊҩྍおΑびਫ਼ਆ保݈活動のํ法ͱ՝ʕD1"T 設立まͰのܦҢ

Λ౿ま͑ͯ 第 120 回本ਫ਼ਆਆܦ学会学ज़総会シンポジウム 14 ਫ਼ਆҩྍチームݣ害ࡂ

D1"T ൃ͔Β 10 年-͜Ε͔Βのࡂ害ਫ਼ਆ支援の՝ͱల� 2024/�/22

・加౻�シンポジウム「ࡂ後 13 年Λܴ͑た島のࠓɿ被ࡂコϛϡχテΟ࠶ੜͱ՝」に

おけるࢦ定ൃݴ� 本トラウマテΟッΫ・ストϨス学会 Φンσマンド৴

・加౻．トラウマ関࿈࣬ױのݟ立ͯͱ対応�第 43 回本ਫ਼ਆՊஅ学会ڭ育講ԋ 2024/�/22

・加౻．͜͜Ζのケアのํ法-ࡂ害後の৺ཧࣾ会త支援の͋Γํ-ਫ਼ਆՊҩྍ機関のׂΛத

৺にٶ�県ਫ਼ਆՊྍ所ڠ会トラウマྟচ研修会� 2024/10/2�

・亀岡智美．ڭ育講ԋ̐．子どもの 1T4D のトラウマフォーΧスト認行動ྍ法．2024 年

度本ෆ安症学会ʗ本認ྍ法・認行動ྍ法学会．2024/�/20．തଟ

・亀岡智美．シンポジウム &1．͖ΐ͏ͩいΛく͠た͜どものケア．ࢦ定ൃݴ．第 23 回

本トラウマテΟッΫ・ストϨス学会．2024/8/10-11．ژ（Φンライン）

・亀岡智美．子どものੑ被害のケア．第 �1 回ۙـ児童੨年ਫ਼ਆ保݈࠙会．2024/8/24．大阪
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（1） 刊行物 

【公表論文】 

・加藤寛. 大災害復興期の精神保健活動. 日本精神科病院協会雑誌. 第 43 号第 9 号、23-27, 2024 

・加藤寛. 災害後のこころのケアの方法. 21 世紀ひょうご. 第 37 巻, 20-29, 2024 

・亀岡智美．TF-CBT の実践によるアタッチメントとトラウマの回復．精神神経学雑誌，126

（4），280－286，2024 

・亀岡智美．複雑性 PTSD の概念と治療．精神療法増刊第１１号，112-118，2024 

・亀岡智美．トラウマ関連障害と精神病症状．児童青年精神医学とその近接領域，64（4），471

－480，2023 

・亀岡智美．日本におけるトラウマインフォームドケアの展開とこれからの課題．トラウマ

ティック・ストレス．22（1），5－12，2024 

・亀岡智美．トラウマ焦点化治療．精神科治療学．39（7）；735－739，2024 

・亀岡智美．トラウマ関連障害への早期介入．臨床精神医学．53（9），1135-1140，2024 

・Tanaka E, Kameoka S, Suga Y, Otsuka M, Momoda M, Matsumoto K, Otomo R, Kato H. 

Cross-cultural Validation of the Clinician-Administered PTSD scale for DSM-5, child and 

adolescent version in Japan. Eur J Psychotraumatol. 15 （ 1 ）  2424607.doi 

10.1080/20008066.2024.2424607 

・亀岡智美．島ゆみ、福田理尋、小平雅基．性的トラウマを抱えた子どもの治療．子どもの虐

待とネグレクト．26（3），349－357，2024 

・亀岡智美．子どもの PTSD アセスメント，臨床精神医学．54（2），159－163，2025 

・亀岡智美．トラウマ関連問題と自殺．精神療法，51（2），186-189，2025 

・大澤智子．「集団療法学会」特別講演 支援者支援の現状と課題 40（2）,159-163． 

・大澤智子．「臨床精神医学」サイコロジカル・リカバリースキル（SPR）54（１）：.37-42、

2025 

・大澤智子．「プレホスピタル」傷病者からの暴言や暴力に遭遇した隊員への対応：ストレス・

ファーストエイドから学ぶ 第 38 巻第 1 号（185）.21-23. 

・酒井佐枝子．トラウマインフォームドケアートラウマの視点から環境を創るー臨床精神医

学，54（１）：11-18. 2025 

・柿木慎吾．柿木慎吾・渡嘉敷みどり・市井雅哉. 醜形恐怖症傾向者における視覚情報処理に

両側性刺激が及ぼす影響. EMDR 研究, 16（1）, 63-72. 2024 

・柿木慎吾．南川華奈・柿木慎吾・市井雅哉・前田多章. EMDR において否定的記憶を想起し

ながら行う眼球運動に関する考察：スピードに着目して. EMDR 研究, 16（1）, 73-85. 2024 

【著書・翻訳】 

・亀岡智美．発達障害の愛着・トラウマの問題への対応にはどのようなものがありますか？

金生由紀子編．発達障害 Q＆A．医学書院．2024．P293-295． 

・スーザン・フェイバー・ストラウス著，亀岡智美（監訳），木村有里（翻訳）こころのケガ

のことわかったよ！トラウマを経験したこどものためのガイド（子どものトラウマ治療の

ための絵本シリーズ）．誠信書房．2024
・亀岡智美．トラウマインフォームドケア．永井良三総監修、笠井清登他編集．精神科研修ノ 

ート改訂第 3 版．診断と治療社．2024．P27-29．

・大澤智子．高橋晶・高橋翔友編、災害精神医学入門 第 2 版．金剛出版．2025（分担執筆

「第 5 章サイコロジカル・ファーストエイド」の項目担当）

【その他刊行物】 

・亀岡智美．八木淳子．小平雅基．福地成．（座談会）児童・青年期におけるトラウマケア．

トラウマティック・ストレス．22（1），67-75．2024

・亀岡智美．マインドフルネスと地ビール（てらぺいあ）．精神療法．50（4），561．2024

・亀岡智美．学校で見られるトラウマ―アタッチメント、発達障害をめぐって―．指導と評

価．70（11），28‐30．2024

・亀岡智美．書評「真実と修復」．臨床心理学．24（6），768．2024

・亀岡智美．書評「マイステップ改訂版―性被害を受けた子どもと支援者のための心理教育」．

トラウマティック・ストレス．22（2），203，2024

・柿木慎吾．市井雅哉・柿木慎吾・南川華奈・佐藤俊介. EMDR 中の脳では何が起こっている

のか？ 精神科治療学, 39（6）, 635-638. 2024

（2） 学会・研究会における発表

【特別講演、教育講演、パネルディスカッション、シンポジウム、一般演題、ワークショップ

等】 

・加藤寛. 大災害後の精神科医療および精神保健活動の方法と課題―DPAT 設立までの経緯

を踏まえて, 第 120 回日本精神神経学会学術総会シンポジウム 14 災害派遣精神医療チーム

DPAT 発足から 10 年-これからの災害精神支援の課題と展望. 2024/6/22

・加藤寛.シンポジウム「震災後 13 年目を迎えた福島の今：被災コミュニティ再生と課題」に

おける指定発言. 日本トラウマティック・ストレス学会 オンデマンド配信

・加藤寛．トラウマ関連疾患の見立てと対応.第 43 回日本精神科診断学会教育講演 2024/9/22

・加藤寛．こころのケアの方法-災害後の心理社会的支援のあり方-精神科医療機関の役割を中

心に.宮城県精神科診療所協会トラウマ臨床研修会. 2024/10/26

・亀岡智美．教育講演４．子どもの PTSD へのトラウマフォーカスト認知行動療法．2024 年

度日本不安症学会／日本認知療法・認知行動療法学会．2024/7/20．博多

・亀岡智美．シンポジウム E1．きょうだいを亡くしたこどもへのケア．指定発言．第 23 回日

本トラウマティック・ストレス学会．2024/8/10-11．京都（オンライン）

・亀岡智美．子どもの性被害のケア．第 61 回近畿児童青年精神保健懇話会．2024/8/24．大阪
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・亀岡智美．国際活動委員会企画シンポジウム７．わが国での TF-CBT の軌跡と挑戦．第 30

回日本子ども虐待防止学会．2024/12/1．香川

・亀岡智美．性虐待ワーキンググループ企画シンポジウム 10．被害児治療／加害児治療．第

30 回日本子ども虐待防止学会．2024/12/1．香川

・亀岡智美．教育講演１．トラウマインフォームドケア～トラウマの視点から見えてくるも

の～．第４回日本公認心理師学会学術集会千葉大会．2024/12/15～2025/1/14．オンデマン

ド

・亀岡智美．教育講演８．多様化する社会とトラウマインフォームドケア．第 43 回日本社会

精神医学会．2025/3/14．東京

・三宅和佳子．全国の小児病院におけるトラウマインフォームドケアについての調査．第 131

回日本小児精神神経学会．2024/6/22．つくば

・三宅和佳子．シンポジウム 子どもの医療分野におけるトラウマインフォームドケア．小

児病院におけるトラウマインフォームドケアに関する調査．第 23 回トラウマティック・ス

トレス学会．2024/8/11．京都

・三宅和佳子．小児医療におけるトラウマインフォームドケアに関する調査．第 132 回日本

小児精神神経学会．2024/11/30．名古屋

・三宅和佳子．症例検討．ひょうご子どものこころ研究会．2024/6/2．神戸

・三宅和佳子．性虐待を受けた子どもの精神的影響とトラウマ治療．第 21 回法と小児医療研

究会．2025/2/16．津

・大澤智子．特別講演「支援者支援について考える」．公認心理師総会．2024/5/12．東京

・大澤智子．支援者とトラウマ「災害時における保健師のための支援者支援とは」第 23 回日

本トラウマティックストレス学会．2024/8/11．京都

・大澤智子．震災記念シンポジウム．「災害対応のこれまでとこれから」．兵庫県臨床心理士

会．2025/2/2.オンライン（神戸）

・柿木慎吾．南川華奈・柿木慎吾・市井雅哉・前田多章. EMDR におけるサッカード眼球運動

の役割. 第 19 回日本 EMDR 学会. 2024/7/7.

・柿木慎吾．植西弘成・柿木慎吾・市井雅哉. 眼球運動が ASD 者の知覚処理に及ぼす影響. 第

19 回日本 EMDR 学会. 2024/7/7.．

（3） 講演

・加藤寛.災害時メンタル研修会. 広島市精神保健福祉センター. 2024/8/7

・加藤寛. 災害・事故時のこころのケア対策事業専門研修. 北九州市精神保健福祉センター.

2025/1/29

・加藤寛.こころのケアの方法-阪神・淡路大震災から東北、そしてこれから. 兵庫県臨床心理

士会 第 63 回研修会 2025/2/2

・亀岡智美．トラウマインフォームドケア．SC セミナー．横浜思春期問題研究所．2024/5/12．
．

オンライン

・亀岡智美．TF-CBT トラウマフォーカスト認知行動療法．金剛出版ワークショップ．金剛

出版．2024/6/9．東京

・亀岡智美．心的外傷後ストレス障害とトラウマフォーカスト認知行動療法（１）．乳幼児精

神保健入門セミナー．医療法人春乃会．2024/6/10～．オンライン

・亀岡智美．心的外傷後ストレス障害とトラウマフォーカスト認知行動療法（２）．乳幼児精

神保健入門セミナー．医療法人春乃会．2024/6/10～．オンライン

・亀岡智美．児童虐待ケースのトラウマアセスメント．児童心理司キャリアアップ研修.．山

口県社会福祉協議会．2024/6/18．山口

・亀岡智美．トラウマインフォームドケアの理解と実践．実践研究会．トラウマ＆バイオレン

ス・インフォームド実践研究会．2024/6/23．名古屋

・亀岡智美．医療者なら知っておきたいトラウマインフォームドケア．精神療法・ストレスケ

アセンター公開講座．聖マリアンナ医科大学病院．2024/7/5．オンライン

・亀岡智美．子ども虐待とトラウマ．基礎講座．児童虐待防止協会．2024/7/13．大阪

・亀岡智美．子ども虐待の心理的評価とケア．児童・思春期精神保健対策医療従事者専門研

修．国立国際医療研究センター国府台病院．2024/7/31～8/27．オンライン

・亀岡智美．被害者支援におけるトラウマインフォームドケア．広島県犯罪被害者等支援研

修．広島被害者支援センター．2024/8/19．広島

・亀岡智美．子ども虐待の心理的評価とケア．児童・思春期精神保健対策医療従事者専門研

修．国立国際医療研究センター国府台病院．2024/8/28～9/25．オンライン

・亀岡智美．子どもの PTSD のアセスメント．特別研修．日本福祉大学トラウマ＆バイオレ

ンス・インフォームド実践研修会．2024/8/30．オンライン

・亀岡智美．TF-CBT イントロダクトリー・トレーニング．特別研修．日本福祉大学トラウ

マ＆バイオレンス・インフォームド実践研修会．2024/8/31-9/1．オンライン

・亀岡智美．トラウマインフォームドケアと TF-CBT. 子ども家庭庁母子保健医療対策総合支

援事業．子どものこころの診療ネットワーク事業中央拠点病院主催研修会．2024.9.6. オン

ライン

・亀岡智美．子どもの PTSD のアセスメント．職員企画研修．品川区子ども未来部．2024/9/13．

東京 

・亀岡智美．TF-CBT イントロダクトリー・トレーニング．職員企画研修．品川区子ども未

来部．2024/9/14-15．東京

・亀岡智美．トラウマインフォームドケアとトラウマ焦点化治療．東京大学「職域・地域架橋

型-価値に基づく支援者育成」C コース．東京大学医学部付属病院精神神経科．2024/10/6．

東京

・亀岡智美．トラウマの観点から子どもの面接を考える．児童虐待に関するオンライン研修．
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・亀岡智美．国際活動委員会企画シンポジウム７．わが国での TF-CBT の軌跡と挑戦．第 30

回日本子ども虐待防止学会．2024/12/1．香川

・亀岡智美．性虐待ワーキンググループ企画シンポジウム 10．被害児治療／加害児治療．第

30 回日本子ども虐待防止学会．2024/12/1．香川

・亀岡智美．教育講演１．トラウマインフォームドケア～トラウマの視点から見えてくるも

の～．第４回日本公認心理師学会学術集会千葉大会．2024/12/15～2025/1/14．オンデマン

ド

・亀岡智美．教育講演８．多様化する社会とトラウマインフォームドケア．第 43 回日本社会

精神医学会．2025/3/14．東京

・三宅和佳子．全国の小児病院におけるトラウマインフォームドケアについての調査．第 131

回日本小児精神神経学会．2024/6/22．つくば

・三宅和佳子．シンポジウム 子どもの医療分野におけるトラウマインフォームドケア．小

児病院におけるトラウマインフォームドケアに関する調査．第 23 回トラウマティック・ス

トレス学会．2024/8/11．京都

・三宅和佳子．小児医療におけるトラウマインフォームドケアに関する調査．第 132 回日本

小児精神神経学会．2024/11/30．名古屋

・三宅和佳子．症例検討．ひょうご子どものこころ研究会．2024/6/2．神戸

・三宅和佳子．性虐待を受けた子どもの精神的影響とトラウマ治療．第 21 回法と小児医療研

究会．2025/2/16．津

・大澤智子．特別講演「支援者支援について考える」．公認心理師総会．2024/5/12．東京

・大澤智子．支援者とトラウマ「災害時における保健師のための支援者支援とは」第 23 回日

本トラウマティックストレス学会．2024/8/11．京都

・大澤智子．震災記念シンポジウム．「災害対応のこれまでとこれから」．兵庫県臨床心理士

会．2025/2/2.オンライン（神戸）

・柿木慎吾．南川華奈・柿木慎吾・市井雅哉・前田多章. EMDR におけるサッカード眼球運動

の役割. 第 19 回日本 EMDR 学会. 2024/7/7.

・柿木慎吾．植西弘成・柿木慎吾・市井雅哉. 眼球運動が ASD 者の知覚処理に及ぼす影響. 第

19 回日本 EMDR 学会. 2024/7/7.．

（3） 講演

・加藤寛.災害時メンタル研修会. 広島市精神保健福祉センター. 2024/8/7

・加藤寛. 災害・事故時のこころのケア対策事業専門研修. 北九州市精神保健福祉センター.

2025/1/29

・加藤寛.こころのケアの方法-阪神・淡路大震災から東北、そしてこれから. 兵庫県臨床心理

士会 第 63 回研修会 2025/2/2

・亀岡智美．トラウマインフォームドケア．SC セミナー．横浜思春期問題研究所．2024/5/12．
．

オンライン

・亀岡智美．TF-CBT トラウマフォーカスト認知行動療法．金剛出版ワークショップ．金剛

出版．2024/6/9．東京

・亀岡智美．心的外傷後ストレス障害とトラウマフォーカスト認知行動療法（１）．乳幼児精

神保健入門セミナー．医療法人春乃会．2024/6/10～．オンライン

・亀岡智美．心的外傷後ストレス障害とトラウマフォーカスト認知行動療法（２）．乳幼児精

神保健入門セミナー．医療法人春乃会．2024/6/10～．オンライン

・亀岡智美．児童虐待ケースのトラウマアセスメント．児童心理司キャリアアップ研修.．山

口県社会福祉協議会．2024/6/18．山口

・亀岡智美．トラウマインフォームドケアの理解と実践．実践研究会．トラウマ＆バイオレン

ス・インフォームド実践研究会．2024/6/23．名古屋

・亀岡智美．医療者なら知っておきたいトラウマインフォームドケア．精神療法・ストレスケ

アセンター公開講座．聖マリアンナ医科大学病院．2024/7/5．オンライン

・亀岡智美．子ども虐待とトラウマ．基礎講座．児童虐待防止協会．2024/7/13．大阪

・亀岡智美．子ども虐待の心理的評価とケア．児童・思春期精神保健対策医療従事者専門研

修．国立国際医療研究センター国府台病院．2024/7/31～8/27．オンライン

・亀岡智美．被害者支援におけるトラウマインフォームドケア．広島県犯罪被害者等支援研

修．広島被害者支援センター．2024/8/19．広島

・亀岡智美．子ども虐待の心理的評価とケア．児童・思春期精神保健対策医療従事者専門研

修．国立国際医療研究センター国府台病院．2024/8/28～9/25．オンライン

・亀岡智美．子どもの PTSD のアセスメント．特別研修．日本福祉大学トラウマ＆バイオレ

ンス・インフォームド実践研修会．2024/8/30．オンライン

・亀岡智美．TF-CBT イントロダクトリー・トレーニング．特別研修．日本福祉大学トラウ

マ＆バイオレンス・インフォームド実践研修会．2024/8/31-9/1．オンライン

・亀岡智美．トラウマインフォームドケアと TF-CBT. 子ども家庭庁母子保健医療対策総合支

援事業．子どものこころの診療ネットワーク事業中央拠点病院主催研修会．2024.9.6. オン

ライン

・亀岡智美．子どもの PTSD のアセスメント．職員企画研修．品川区子ども未来部．2024/9/13．

東京 

・亀岡智美．TF-CBT イントロダクトリー・トレーニング．職員企画研修．品川区子ども未

来部．2024/9/14-15．東京

・亀岡智美．トラウマインフォームドケアとトラウマ焦点化治療．東京大学「職域・地域架橋

型-価値に基づく支援者育成」C コース．東京大学医学部付属病院精神神経科．2024/10/6．

東京

・亀岡智美．トラウマの観点から子どもの面接を考える．児童虐待に関するオンライン研修．
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最高検察庁．2024/10/21．大阪 

・亀岡智美．トラウマインフォームドケア～トラウマの視点から見えてくること～．思春期

問題研修．青森県立精神保健福祉センター．2024/11/1．青森

・亀岡智美．トラウマインフォームドケア．心理学部心理学科講演会．追手門学院大学．

2024/11/6．オンライン

・亀岡智美．TF-CBT イントロダクトリー・トレーニング．職員研修．さいたま市児童相談

所．2024/11/11-12．さいたま

・亀岡智美．TF-CBT イントロダクトリー・トレーニング．職員研修．群馬県児童相談所．

2024/12/7-8．高崎

・亀岡智美．トラウマインフォームドケア～トラウマメガネと子どもの処遇～．職員研修．埼

玉県児童相談所．2024/12/11．オンライン

・亀岡智美．施設養育におけるトラウマインフォームドケア．権利擁護セミナー．兵庫県児童

養護連絡協議会．2024/12/13．神戸

・亀岡智美．トラウマインフォームドケアの基本と実践．全体研修．兵庫県公認心理師会．

2024/12/22．神戸

・亀岡智美．トラウマインフォームドケアの基礎知識．家庭裁判所調査官等研修．大阪家庭裁

判所．2024/12/24．大阪

・亀岡智美．子どもの PTSD のアセスメント．職員研修．埼玉県児童相談所．2025/1/10．オ

ンライン

・亀岡智美．TF-CBT イントロダクトリー・トレーニング．職員研修．埼玉県児童相談所．

2025/1/11-12．オンライン

・亀岡智美．相談支援に潜むトラウマを見極める～生きづらさを抱えた人へのかかわり方を

考える～．精神保健福祉関係者実務研修．山口県精神保健福祉センター．2025/1/20．山口

・亀岡智美．トラウマインフォームドケアの基礎知識．児童虐待対策スーパービジョン事業．

伊丹市健康福祉部子ども福祉課．2025/1/31．伊丹

・亀岡智美．困難を抱えた親子への支援～CPC-CBT（親子複合型認知行動療法）概論～．中

上級児童心理司研修．東京都児童相談センター．2025/2/4．東京

・亀岡智美．トラウマ・トラウマインフォームドケアについて．児童相談所設置準備に係る研

修．東大阪市．2025/2/14．東大阪

・亀岡智美．トラウマインフォームドケア～組織での普及に向けて～．学校安全推進センタ

ー・シンポジウム．大阪教育大学．2025/2/16．オンライン

・亀岡智美. 少年司法とトラウマインフォームドケア．職員講習会．東日本少年矯正医療・教

育センター．2025/3/4．東京

・三宅和佳子．こころのケア基礎知識．兵庫県教育委員会 令和６年度防災教育推進指導教員

養成講座．2024/6/19．加東

・三宅和佳子．性暴力被害と PTSD．2024/12/15．2024 年度性暴力被害者等支援カレッジ．

富山 

・三宅和佳子．子どもの発達～アタッチメントの視点から～．令和 6 年度 処遇困難事例検

討会議 和泉乳児院．2025/1/15．泉大津

・三宅和佳子．こどもの性被害～児童精神科医の立場から～．ひょうご被害者支援センター

支援員継続研修．2025/3/9．神戸

・大澤智子．面接のコツ．令和 6 年度管理職研修．西宮市消防局．2024/5/15．西宮

・大澤智子．あなたの職場は働きやすいですか？－健全性の高い組織を目指すコツ．鈴鹿市

消防本部．2024/5/17. 鈴鹿

・大澤智子．ストレスマネジメント．令和 5 年度初任科教育課程．徳島県消防学校．2024/5/22．

徳島 

・大澤智子．ストレスとの上手な付き合い方．市町村新規採用職員メンタルヘルス研修会．地

方公務員災害補償基金徳島県支部．2024/5/22．徳島

・大澤智子．災害時の心のケア．令和 6 年度春期 災害対応専門研修「マネジメントコース」．

人と防災未来センター．2024/6/5．神戸 

・大澤智子．メンタルヘルス ストレスマネジメント．令和 5 年度初任科教育課程．神戸市

消防学校教育．2024/6/7．神戸

・大澤智子．被害者支援－誰もが安全に関わるために－．かがわ被害者支援センター．

2024/6/11．高松

・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイド研修．令和 6 年度精神保健福祉基礎研修 II

（災害時支援）．広島県立精神保健福祉センター．2024/6/14．広島

・大澤智子．消防職員のためのラインケア．奈良県広域消防組合メンタルヘルス研修．奈良県

広域消防組合．2024/6/18-19．橿原

・大澤智子．メンタルヘルス研修．2024 年度 豊岡市職員研修．2024/7/3．豊岡

・大澤智子．ラインケア研修．2024 年度 豊岡市職員研修．2024/7/4．豊岡

・大澤智子．メンタルヘルス．令和 6 年度消防士長昇任課程．神戸市消防学校．2024/7/5．神

戸 

・大澤智子．ハラスメントの予防と基礎知識．職員研修会．湯浅広川消防組合．2024/7/9．湯

浅 

・大澤智子．メンタルヘルス研修．第 89 期兵庫県消防学校初任科教育．兵庫県消防学校．

2024/7/10．三木

・大澤智子．消防職場のメンタルヘルス対策とハラスメント予防対策. 管理職研修会．江津邑

智消防組合 2024/7/17．オンライン（江津）

・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイド概要．令和 6 年度災害支援ナースフォロー

アップ研修．大阪府看護協会．2024/7/18．オンライン（大阪）
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最高検察庁．2024/10/21．大阪 

・亀岡智美．トラウマインフォームドケア～トラウマの視点から見えてくること～．思春期

問題研修．青森県立精神保健福祉センター．2024/11/1．青森

・亀岡智美．トラウマインフォームドケア．心理学部心理学科講演会．追手門学院大学．

2024/11/6．オンライン

・亀岡智美．TF-CBT イントロダクトリー・トレーニング．職員研修．さいたま市児童相談

所．2024/11/11-12．さいたま

・亀岡智美．TF-CBT イントロダクトリー・トレーニング．職員研修．群馬県児童相談所．

2024/12/7-8．高崎

・亀岡智美．トラウマインフォームドケア～トラウマメガネと子どもの処遇～．職員研修．埼

玉県児童相談所．2024/12/11．オンライン

・亀岡智美．施設養育におけるトラウマインフォームドケア．権利擁護セミナー．兵庫県児童

養護連絡協議会．2024/12/13．神戸

・亀岡智美．トラウマインフォームドケアの基本と実践．全体研修．兵庫県公認心理師会．

2024/12/22．神戸

・亀岡智美．トラウマインフォームドケアの基礎知識．家庭裁判所調査官等研修．大阪家庭裁

判所．2024/12/24．大阪

・亀岡智美．子どもの PTSD のアセスメント．職員研修．埼玉県児童相談所．2025/1/10．オ

ンライン

・亀岡智美．TF-CBT イントロダクトリー・トレーニング．職員研修．埼玉県児童相談所．

2025/1/11-12．オンライン

・亀岡智美．相談支援に潜むトラウマを見極める～生きづらさを抱えた人へのかかわり方を

考える～．精神保健福祉関係者実務研修．山口県精神保健福祉センター．2025/1/20．山口

・亀岡智美．トラウマインフォームドケアの基礎知識．児童虐待対策スーパービジョン事業．

伊丹市健康福祉部子ども福祉課．2025/1/31．伊丹

・亀岡智美．困難を抱えた親子への支援～CPC-CBT（親子複合型認知行動療法）概論～．中

上級児童心理司研修．東京都児童相談センター．2025/2/4．東京

・亀岡智美．トラウマ・トラウマインフォームドケアについて．児童相談所設置準備に係る研

修．東大阪市．2025/2/14．東大阪

・亀岡智美．トラウマインフォームドケア～組織での普及に向けて～．学校安全推進センタ

ー・シンポジウム．大阪教育大学．2025/2/16．オンライン

・亀岡智美. 少年司法とトラウマインフォームドケア．職員講習会．東日本少年矯正医療・教

育センター．2025/3/4．東京

・三宅和佳子．こころのケア基礎知識．兵庫県教育委員会 令和６年度防災教育推進指導教員

養成講座．2024/6/19．加東

・三宅和佳子．性暴力被害と PTSD．2024/12/15．2024 年度性暴力被害者等支援カレッジ．

富山 

・三宅和佳子．子どもの発達～アタッチメントの視点から～．令和 6 年度 処遇困難事例検

討会議 和泉乳児院．2025/1/15．泉大津

・三宅和佳子．こどもの性被害～児童精神科医の立場から～．ひょうご被害者支援センター

支援員継続研修．2025/3/9．神戸

・大澤智子．面接のコツ．令和 6 年度管理職研修．西宮市消防局．2024/5/15．西宮

・大澤智子．あなたの職場は働きやすいですか？－健全性の高い組織を目指すコツ．鈴鹿市

消防本部．2024/5/17. 鈴鹿

・大澤智子．ストレスマネジメント．令和 5 年度初任科教育課程．徳島県消防学校．2024/5/22．

徳島 

・大澤智子．ストレスとの上手な付き合い方．市町村新規採用職員メンタルヘルス研修会．地

方公務員災害補償基金徳島県支部．2024/5/22．徳島

・大澤智子．災害時の心のケア．令和 6 年度春期 災害対応専門研修「マネジメントコース」．

人と防災未来センター．2024/6/5．神戸 

・大澤智子．メンタルヘルス ストレスマネジメント．令和 5 年度初任科教育課程．神戸市

消防学校教育．2024/6/7．神戸

・大澤智子．被害者支援－誰もが安全に関わるために－．かがわ被害者支援センター．

2024/6/11．高松

・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイド研修．令和 6 年度精神保健福祉基礎研修 II

（災害時支援）．広島県立精神保健福祉センター．2024/6/14．広島

・大澤智子．消防職員のためのラインケア．奈良県広域消防組合メンタルヘルス研修．奈良県

広域消防組合．2024/6/18-19．橿原

・大澤智子．メンタルヘルス研修．2024 年度 豊岡市職員研修．2024/7/3．豊岡

・大澤智子．ラインケア研修．2024 年度 豊岡市職員研修．2024/7/4．豊岡

・大澤智子．メンタルヘルス．令和 6 年度消防士長昇任課程．神戸市消防学校．2024/7/5．神

戸 

・大澤智子．ハラスメントの予防と基礎知識．職員研修会．湯浅広川消防組合．2024/7/9．湯

浅 

・大澤智子．メンタルヘルス研修．第 89 期兵庫県消防学校初任科教育．兵庫県消防学校．

2024/7/10．三木

・大澤智子．消防職場のメンタルヘルス対策とハラスメント予防対策. 管理職研修会．江津邑

智消防組合 2024/7/17．オンライン（江津）

・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイド概要．令和 6 年度災害支援ナースフォロー

アップ研修．大阪府看護協会．2024/7/18．オンライン（大阪）
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・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイド研修．令和 6 年度災害時等こころのケア研

修・精神保健福祉業務従事者研修（スキルアップ研修）．大阪府こころの健康総合センター．

2024/7/23．大阪

・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイド研修．令和 6 年度災害後のこころのケア研

修会．熊本県精神保健福祉センター．2024/8/21．八代

・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイド研修．令和 6 年度災害後のこころのケア研

修会．熊本県精神保健福祉センター．2024/8/22．熊本

・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイド研修．令和 6 年度コンダクター型災害保健

医療人材の育成プログラム．東北大学・福島県立医科大学．2024/8/24．仙台

・大澤智子．学校におけるメンタルヘルス対策（管理職研修）．令和 6 年度学校における安全

衛生管理者研修会．地方公務員安全衛生推進協会．2024/8/27．名古屋

・大澤智子．消防職場のメンタルヘルス対策とハラスメント予防対策. 初級幹部研修会．江津

邑智消防組合 2024/8/28．オンライン（江津）

・大澤智子．消防職場のメンタルヘルス対策とハラスメント予防対策. 初級幹部研修会．江津

邑智消防組合 2024/8/29．オンライン（江津）

・大澤智子．消防職場のメンタルヘルス対策とハラスメント予防対策. 消防安全衛生管理研修

会．地方公務員安全衛生推進協会．2024/9/19．福岡

・大澤智子．被害者支援の実際（1）支援者のメンタルケア．2024 年度 被害者支援員養成講

座カリキュラム．認定 NPO 法人大阪被害者支援アドボカシーセンター．2024/9/20．オン

ライン（大阪）

・大澤智子．サイコロジカル・リカバリースキル研修．令和 6 年度精神保健福祉基礎研修（災

害時支援）．広島県精神保健福祉センター．2024/9/25～26．広島

・大澤智子．惨事ストレス対策．令和 65 年度 消防学校教育訓練計画 消防職員専科教育「救

助科」．徳島県消防学校．2024/10/4．徳島 

・大澤智子．災害時における支援者の基本姿勢とメンタルヘルス．令和６年度 芦屋管内保

健師連絡会．2024/10/16．芦屋

・大澤智子．メンタルヘルス ストレスマネジメント．令和 6 年度初任科教育課程．神戸市

消防学校教育．2024/10/18．神戸

・大澤智子．消防職場のメンタルヘルス対策とハラスメント予防対策. 消防安全衛生管理研修

会．地方公務員安全衛生推進協会．2024/10/24．大阪

・大澤智子．メンタルヘルス・ハラスメント対策．令和 6 年度幹部教育幹部科昇任課程．名古

屋市消防学校．2024/10/25．名古屋

・大澤智子．ハラスメントの予防と基礎知識．可茂消防事務組合職員研修．可茂消防事務組

合．2024/10/30．可児

・大澤智子．自殺の危機を抱えている人への相談対応～サイコロジカル・リカバリースキル

（SPR）から学ぶ～．令和 6 年度ゲートキーパー研修（レベルアップ編）．広島市精神保健

福祉センター．2024/11/13．広島 

・大澤智子．被災者支援の現状と課題について．令和 6 年度ふくしま心のケアセンター課長・

主任研修．ふくしま心のケアセンター．2024/11/15．福島

・大澤智子．中長期における支援者支援．福島県立医大 災害こころの医学講座シンポジウ

ム「災害中長期のおける支援者の疲弊とその支援」．福島県立医科大学災害こころの医学講

座．2024/11/15．福島

・大澤智子．惨事ストレスの理解と予防．職員研修会．大洲地区広域消防事務組合．2024/11/20．

大洲 

・大澤智子．惨事ストレスの理解と予防．令和 6 年度消防職員幹部教育新任消防司令補研修．

京都市消防学校．2024/11/21．京都

・大澤智子．支援者の二次受傷について．令和 6 年度職員研修．常照園．2024/11/29．吹田

・大澤智子．サイコロジカル・リカバリースキル研修．令和 6 年度精神保健福祉基礎研修（災

害時支援）．熊本県精神保健福祉センター．2024/12/4～5．熊本

・大澤智子．ハラスメントの予防と基礎知識．全国消防長会東海支部研修会．東海支部消防長

会．2024/12/6．名古屋

・大澤智子．惨事ストレスの理解と予防．消防職員研修会．地方公務員安全衛生推進協会．

2024/12/11．広島

・大澤智子．ハラスメントの予防と基礎知識．職員研修会．伊賀市消防本部．2024/12/19～20．

伊賀 

・大澤智子．対人支援職の二次受傷とそのケアについて．令和 6 年度大阪府障がい者虐待防

止・権利擁護研修．大阪府福祉部障がい福祉企画課．2025/1/15．大阪

・大澤智子．職場のラインケア研修．令和 5 年度職員研修会．五條市役所．2025/1/16．五條

・大澤智子．ハラスメントの予防と基礎知識．職員研修会．京田辺市消防本部．2025/1/17．

京田辺 

・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイドについて．令和 6 年度広島県地域リハビリ

テーション支援センター等研修．広島県地域包括ケア推進センター．2025/1/18.広島

・大澤智子．ハラスメントの予防と基礎知識．職員研修会．熊本市消防本部．2025/1/23～24．

熊本 

・大澤智子．支援者の傷つきを考える．令和 6 年度思春期問題研究会．秋田県子ども・女性・

障がい者相談センター．2025/1/29．オンライン（秋田）

・大澤智子．部下のメンタルヘルスを考える．令和 6 年度司令補昇任課程教育．神戸市消防

学校．2025/1/30.神戸

・大澤智子．支援者の傷つきを考える．令和 6 年度職員研修会．四天王寺福祉事業団．2025/1/31．

堺 
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・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイド研修．令和 6 年度災害時等こころのケア研

修・精神保健福祉業務従事者研修（スキルアップ研修）．大阪府こころの健康総合センター．

2024/7/23．大阪

・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイド研修．令和 6 年度災害後のこころのケア研

修会．熊本県精神保健福祉センター．2024/8/21．八代

・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイド研修．令和 6 年度災害後のこころのケア研

修会．熊本県精神保健福祉センター．2024/8/22．熊本

・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイド研修．令和 6 年度コンダクター型災害保健

医療人材の育成プログラム．東北大学・福島県立医科大学．2024/8/24．仙台

・大澤智子．学校におけるメンタルヘルス対策（管理職研修）．令和 6 年度学校における安全

衛生管理者研修会．地方公務員安全衛生推進協会．2024/8/27．名古屋

・大澤智子．消防職場のメンタルヘルス対策とハラスメント予防対策. 初級幹部研修会．江津

邑智消防組合 2024/8/28．オンライン（江津）

・大澤智子．消防職場のメンタルヘルス対策とハラスメント予防対策. 初級幹部研修会．江津

邑智消防組合 2024/8/29．オンライン（江津）

・大澤智子．消防職場のメンタルヘルス対策とハラスメント予防対策. 消防安全衛生管理研修

会．地方公務員安全衛生推進協会．2024/9/19．福岡

・大澤智子．被害者支援の実際（1）支援者のメンタルケア．2024 年度 被害者支援員養成講

座カリキュラム．認定 NPO 法人大阪被害者支援アドボカシーセンター．2024/9/20．オン

ライン（大阪）

・大澤智子．サイコロジカル・リカバリースキル研修．令和 6 年度精神保健福祉基礎研修（災

害時支援）．広島県精神保健福祉センター．2024/9/25～26．広島

・大澤智子．惨事ストレス対策．令和 65 年度 消防学校教育訓練計画 消防職員専科教育「救

助科」．徳島県消防学校．2024/10/4．徳島 

・大澤智子．災害時における支援者の基本姿勢とメンタルヘルス．令和６年度 芦屋管内保

健師連絡会．2024/10/16．芦屋

・大澤智子．メンタルヘルス ストレスマネジメント．令和 6 年度初任科教育課程．神戸市

消防学校教育．2024/10/18．神戸

・大澤智子．消防職場のメンタルヘルス対策とハラスメント予防対策. 消防安全衛生管理研修

会．地方公務員安全衛生推進協会．2024/10/24．大阪

・大澤智子．メンタルヘルス・ハラスメント対策．令和 6 年度幹部教育幹部科昇任課程．名古

屋市消防学校．2024/10/25．名古屋

・大澤智子．ハラスメントの予防と基礎知識．可茂消防事務組合職員研修．可茂消防事務組

合．2024/10/30．可児

・大澤智子．自殺の危機を抱えている人への相談対応～サイコロジカル・リカバリースキル

（SPR）から学ぶ～．令和 6 年度ゲートキーパー研修（レベルアップ編）．広島市精神保健

福祉センター．2024/11/13．広島 

・大澤智子．被災者支援の現状と課題について．令和 6 年度ふくしま心のケアセンター課長・

主任研修．ふくしま心のケアセンター．2024/11/15．福島

・大澤智子．中長期における支援者支援．福島県立医大 災害こころの医学講座シンポジウ

ム「災害中長期のおける支援者の疲弊とその支援」．福島県立医科大学災害こころの医学講

座．2024/11/15．福島

・大澤智子．惨事ストレスの理解と予防．職員研修会．大洲地区広域消防事務組合．2024/11/20．

大洲 

・大澤智子．惨事ストレスの理解と予防．令和 6 年度消防職員幹部教育新任消防司令補研修．

京都市消防学校．2024/11/21．京都

・大澤智子．支援者の二次受傷について．令和 6 年度職員研修．常照園．2024/11/29．吹田

・大澤智子．サイコロジカル・リカバリースキル研修．令和 6 年度精神保健福祉基礎研修（災

害時支援）．熊本県精神保健福祉センター．2024/12/4～5．熊本

・大澤智子．ハラスメントの予防と基礎知識．全国消防長会東海支部研修会．東海支部消防長

会．2024/12/6．名古屋

・大澤智子．惨事ストレスの理解と予防．消防職員研修会．地方公務員安全衛生推進協会．

2024/12/11．広島

・大澤智子．ハラスメントの予防と基礎知識．職員研修会．伊賀市消防本部．2024/12/19～20．

伊賀 

・大澤智子．対人支援職の二次受傷とそのケアについて．令和 6 年度大阪府障がい者虐待防

止・権利擁護研修．大阪府福祉部障がい福祉企画課．2025/1/15．大阪

・大澤智子．職場のラインケア研修．令和 5 年度職員研修会．五條市役所．2025/1/16．五條

・大澤智子．ハラスメントの予防と基礎知識．職員研修会．京田辺市消防本部．2025/1/17．

京田辺 

・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイドについて．令和 6 年度広島県地域リハビリ

テーション支援センター等研修．広島県地域包括ケア推進センター．2025/1/18.広島

・大澤智子．ハラスメントの予防と基礎知識．職員研修会．熊本市消防本部．2025/1/23～24．

熊本 

・大澤智子．支援者の傷つきを考える．令和 6 年度思春期問題研究会．秋田県子ども・女性・

障がい者相談センター．2025/1/29．オンライン（秋田）

・大澤智子．部下のメンタルヘルスを考える．令和 6 年度司令補昇任課程教育．神戸市消防

学校．2025/1/30.神戸

・大澤智子．支援者の傷つきを考える．令和 6 年度職員研修会．四天王寺福祉事業団．2025/1/31．

堺 
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・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイド研修．令和 6 年度山形県公認心理師・臨床心

理士会（災害時支援）研修会．山形県公認心理師・臨床心理士会．2025/2/9．山形

・大澤智子．ハラスメントの予防と基礎知識．神戸市消防局安全衛生管理教育リーダー研修．

神戸市消防局．2025/2/13．神戸

・大澤智子．トラウマ体験がもたらす日々への影響～誰にとっても安全な関わりとは～．東

海ブロック HIV カウンセラー拡大研修会．2025/2/15.オンライン（名古屋）

・大澤智子．性暴力被害者及び支援者への心理的支援〈二次受傷〉〈振り返り〉．令和 6 年度

徳島県性暴力被害者回復支援心理士養成研修．徳島県未来創生文化部男女参画・人権課．

2025/2/16．徳島

・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイド研修．令和 6 年度災害等こころのケア研修．

大分県こころとからだの相談支援センター．2025/2/19. 大分

・大澤智子．惨事ストレスの理解と予防．消防職員専科教育警防科第 23 期．岐阜県消防学校．

2025/2/25．各務原 

・大澤智子．災害後のこころのケア：回復のプロセスと支援の原則を学ぶ．南海トラフ地震に

備えた中長期なこころの健やかな支援セミナー．NPO 法人 岡山医師研修支援機構．

2025/2/22．岡山

・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイド研修．令和 6 年度災害対応研修会．一般財団

法人千葉南部災害支援センター．2025/3/1．木更津

・大澤智子．惨事ストレスの理解と予防．消防職員研修会．淡路広域消防事務組合．2025/3/6

～７．洲本

・大澤智子．被災地における心理支援について．職員研修会．徳島少年鑑別所．2025/3/12．

オンライン（徳島）

・酒井佐枝子. 支援者のためのトラウマインフォームドケア. 令和５年度医療的アドバイス

事業研修阿波国慈恵院. 2024/4/25. 徳島

・酒井佐枝子. トラウマインフォームドケア～導入編～. 児童家庭支援センターてんり

2024/8/24.  奈良 （オンライン）

・酒井佐枝子.  トラウマインフォームドケア．2024 年度 JICA 課題別研修「災害におけるこ

ころのケア」．2024/9/12．神戸

・酒井佐枝子. 障害児支援におけるトラウマインフォームドケア. 令和 6 年度 第 2 回磐田

学園心理発達支援研修会. 2024/11/7. 静岡.

・酒井佐枝子. トラウマインフォームド・ケアを学ぶ～問題行動を捉えなおす～. 令和 6 年

度精神保健対応者研修. 2024/11/26. 愛知

・酒井佐枝子. 子どもの発達について．大阪府発達障がい専門医師養成研修．2024/12/1-31．

大阪（オンデマンド配信)

・酒井佐枝子. トラウマインフォームドケア＃1. 第３回医療的アドバイス事業集中スキル

アップ研修 加茂愛育園 2024/12/11. 徳島（オンライン）

・酒井佐枝子．子どもの理解のためのトラウマインフォームドケア. 令和 6 年度高知県スク

ールカウンセラー等研修講座 2024/12/15.高知（オンライン）

・酒井佐枝子．トラウマインフォームドケア＃2. 第３回医療的アドバイス事業集中スキルア

ップ研修 加茂愛育園 2025/1/15. 徳島（オンライン）

・酒井佐枝子．トラウマインフォームドケア. 大阪市精神保健福祉にかかる保健師研修（メン

タルへする研修） 2025/1/24 大阪

・酒井佐枝子．わたしのこころの傷つきに寄り添う. 令和 6 年度医療観察家族勉強会

2025/1/29. 神戸市

・酒井佐枝子．トラウマインフォームドケア＃3. 第３回医療的アドバイス事業集中スキルア

ップ研修 加茂愛育園 2025/2/5. 徳島（オンライン）

・酒井佐枝子. トラウマインフォームドケア～実践編～. 児童家庭支援センターてんり

2025/2/12.  奈良 （オンライン）

・酒井佐枝子．社会的養護とトラウマインフォームドケア. 神戸市民福祉大学 児童福祉施設

中堅職員研修 2025/2/20.  神戸市

・酒井佐枝子．トラウマインフォームドケア. 埼玉県社会福祉法人あいの実研修 2025/2/26

埼玉（オンライン）

・酒井佐枝子．トラウマインフォームドケア～トラウマの視点から言動への理解を深める～.

第２４回浜松医大精神医学・児童精神医学合同講座 2025/3/2. 浜松（オンライン）

・酒井佐枝子．トラウマの理解と支援～トラウマインフォームドケアの視点から～. 令和 6

年度児童思春期精神保健専門研修 2025/3/6 富山（オンライン）

・酒井佐枝子．トラウマインフォームドケア＃4. 第３回医療的アドバイス事業集中スキルア

ップ研修 加茂愛育園 2025/3/12. 徳島（オンライン）

（4） 学会活動

【座長】

・亀岡智美．大会企画シンポジウム２ トラウマインフォームドアプローチが根付くには．

第 23 回日本トラウマティック・ストレス学会．2024/8/10．京都

・亀岡智美．シンポジウム２ 虐待加害親へのトラウマインフォームドケア～保護者支援プ

ログラムから考える～．第２３回日本トラウマティック・ストレス学会．2024/8/11．京都

・亀岡智美．大会国際企画特別講演．青少年とその養育者に対するトラウマフォーカスト認

知行動療法（TF-CBT）開発、概要、研究の成果．第 30 回日本子ども虐待防止学会．2024/12/1．

香川

・酒井佐枝子.公募シンポジウム S2-01 関係性支援プログラムのファシリテーションで求め

られる支援者のありようとは：「３つの眼」から考える. 日本子ども虐待防止学会第 30 回学

術集会かがわ大会. 2024/12/1. 香川

. 
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・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイド研修．令和 6 年度山形県公認心理師・臨床心

理士会（災害時支援）研修会．山形県公認心理師・臨床心理士会．2025/2/9．山形

・大澤智子．ハラスメントの予防と基礎知識．神戸市消防局安全衛生管理教育リーダー研修．

神戸市消防局．2025/2/13．神戸

・大澤智子．トラウマ体験がもたらす日々への影響～誰にとっても安全な関わりとは～．東

海ブロック HIV カウンセラー拡大研修会．2025/2/15.オンライン（名古屋）

・大澤智子．性暴力被害者及び支援者への心理的支援〈二次受傷〉〈振り返り〉．令和 6 年度

徳島県性暴力被害者回復支援心理士養成研修．徳島県未来創生文化部男女参画・人権課．

2025/2/16．徳島

・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイド研修．令和 6 年度災害等こころのケア研修．

大分県こころとからだの相談支援センター．2025/2/19. 大分

・大澤智子．惨事ストレスの理解と予防．消防職員専科教育警防科第 23 期．岐阜県消防学校．

2025/2/25．各務原 

・大澤智子．災害後のこころのケア：回復のプロセスと支援の原則を学ぶ．南海トラフ地震に

備えた中長期なこころの健やかな支援セミナー．NPO 法人 岡山医師研修支援機構．

2025/2/22．岡山

・大澤智子．サイコロジカル・ファーストエイド研修．令和 6 年度災害対応研修会．一般財団

法人千葉南部災害支援センター．2025/3/1．木更津

・大澤智子．惨事ストレスの理解と予防．消防職員研修会．淡路広域消防事務組合．2025/3/6

～７．洲本

・大澤智子．被災地における心理支援について．職員研修会．徳島少年鑑別所．2025/3/12．

オンライン（徳島）

・酒井佐枝子. 支援者のためのトラウマインフォームドケア. 令和５年度医療的アドバイス

事業研修阿波国慈恵院. 2024/4/25. 徳島

・酒井佐枝子. トラウマインフォームドケア～導入編～. 児童家庭支援センターてんり

2024/8/24.  奈良 （オンライン）

・酒井佐枝子.  トラウマインフォームドケア．2024 年度 JICA 課題別研修「災害におけるこ

ころのケア」．2024/9/12．神戸

・酒井佐枝子. 障害児支援におけるトラウマインフォームドケア. 令和 6 年度 第 2 回磐田

学園心理発達支援研修会. 2024/11/7. 静岡.

・酒井佐枝子. トラウマインフォームド・ケアを学ぶ～問題行動を捉えなおす～. 令和 6 年

度精神保健対応者研修. 2024/11/26. 愛知

・酒井佐枝子. 子どもの発達について．大阪府発達障がい専門医師養成研修．2024/12/1-31．

大阪（オンデマンド配信)

・酒井佐枝子. トラウマインフォームドケア＃1. 第３回医療的アドバイス事業集中スキル

アップ研修 加茂愛育園 2024/12/11. 徳島（オンライン）

・酒井佐枝子．子どもの理解のためのトラウマインフォームドケア. 令和 6 年度高知県スク

ールカウンセラー等研修講座 2024/12/15.高知（オンライン）

・酒井佐枝子．トラウマインフォームドケア＃2. 第３回医療的アドバイス事業集中スキルア

ップ研修 加茂愛育園 2025/1/15. 徳島（オンライン）

・酒井佐枝子．トラウマインフォームドケア. 大阪市精神保健福祉にかかる保健師研修（メン

タルへする研修） 2025/1/24 大阪

・酒井佐枝子．わたしのこころの傷つきに寄り添う. 令和 6 年度医療観察家族勉強会

2025/1/29. 神戸市

・酒井佐枝子．トラウマインフォームドケア＃3. 第３回医療的アドバイス事業集中スキルア

ップ研修 加茂愛育園 2025/2/5. 徳島（オンライン）

・酒井佐枝子. トラウマインフォームドケア～実践編～. 児童家庭支援センターてんり

2025/2/12.  奈良 （オンライン）

・酒井佐枝子．社会的養護とトラウマインフォームドケア. 神戸市民福祉大学 児童福祉施設

中堅職員研修 2025/2/20.  神戸市

・酒井佐枝子．トラウマインフォームドケア. 埼玉県社会福祉法人あいの実研修 2025/2/26

埼玉（オンライン）

・酒井佐枝子．トラウマインフォームドケア～トラウマの視点から言動への理解を深める～.

第２４回浜松医大精神医学・児童精神医学合同講座 2025/3/2. 浜松（オンライン）

・酒井佐枝子．トラウマの理解と支援～トラウマインフォームドケアの視点から～. 令和 6

年度児童思春期精神保健専門研修 2025/3/6 富山（オンライン）

・酒井佐枝子．トラウマインフォームドケア＃4. 第３回医療的アドバイス事業集中スキルア

ップ研修 加茂愛育園 2025/3/12. 徳島（オンライン）

（4） 学会活動

【座長】

・亀岡智美．大会企画シンポジウム２ トラウマインフォームドアプローチが根付くには．

第 23 回日本トラウマティック・ストレス学会．2024/8/10．京都

・亀岡智美．シンポジウム２ 虐待加害親へのトラウマインフォームドケア～保護者支援プ

ログラムから考える～．第２３回日本トラウマティック・ストレス学会．2024/8/11．京都

・亀岡智美．大会国際企画特別講演．青少年とその養育者に対するトラウマフォーカスト認

知行動療法（TF-CBT）開発、概要、研究の成果．第 30 回日本子ども虐待防止学会．2024/12/1．

香川

・酒井佐枝子.公募シンポジウム S2-01 関係性支援プログラムのファシリテーションで求め

られる支援者のありようとは：「３つの眼」から考える. 日本子ども虐待防止学会第 30 回学

術集会かがわ大会. 2024/12/1. 香川

. 

111兵庫県こころのケアセンター・令和６年度事業報告書　

　Ⅲ　参　考



【学会役員・委員】 

・亀岡智美．日本子ども虐待防止学会代議員 

・亀岡智美．日本子ども虐待医学会代議員 

・亀岡智美．内閣府こども家庭審議会専門委員 

・亀岡智美．こども家庭庁・児童買春・児童ポルノ被害児童の保護施策に関する検証・評価専門

委員会委員 

・亀岡智美．JICA トルコにおける地震被災地域の心理社会的支援に係る国内支援委員 

・亀岡智美．兵庫県児童虐待防止委員会委員    

・亀岡智美．西日本こども研修センターあかし運営委員会委員長 

・亀岡智美．兵庫県中央こども家庭センター家庭復帰等評価委員会委員 

・亀岡智美．ひょうごこどものこころ研究会運営委員 

・亀岡智美．大阪府子ども家庭審議会委員 

・亀岡智美．大阪府子ども家庭審議会児童措置審査専門分会委員 

・亀岡智美．大阪府青少年健全育成審議会委員 

・亀岡智美．大阪府児童虐待等危機介入援助チーム委員 

・亀岡智美．近畿児童青年精神保健懇話会代表世話人 

・亀岡智美．第 23 回日本トラウマティック・ストレス学会総会プログラム委員 

・亀岡智美．日本子ども虐待防止学会性虐ワーキンググループ サブグループ長 

・三宅和佳子．2023 年度～現在．日本トラウマティック・ストレス学会理事 

・三宅和佳子．2023 年度～現在．日本小児精神神経学会 災害対策委員会 委員 

・三宅和佳子．2024 年度～現在．日本児童青年精神医学会災害対策委員会 災害対策協力員 

・三宅和佳子．第 23 回トラウマティック・ストレス学会総会 プログラム委員 

・三宅和佳子．TF-CBT LC 研究会 運営委員 

・三宅和佳子．大阪自閉症研究会 運営委員 

・三宅和佳子．大阪 TF-CBT 研究会 代表 

・大澤智子．2008 年度～現在．日本トラウマティック・ストレス学会理事  

・大澤智子．2008 年度～現在．日本トラウマティック・ストレス学会 国際委員会 委員 

・大澤智子．2023 年度～現在．日本トラウマティック・ストレス学会 副会長 

・大澤智子．2024 年度～現在．ふくしま心のケアセンター外部評価委員 

・大澤智子．2024 年度～現在．子ども家庭庁 子ども・子育て支援推進調査研究事業「社会的養

護施設における人材確保と効果的な人材育成・定着に関する調査研究」検討委員 

（5） 地域支援活動 

・三宅和佳子．大阪府処遇困難事例検討会議．大阪府立こんごう福祉センターさわやか．

2024/10/24．富田林 

・三宅和佳子．大阪府処遇困難事例検討会議．児童養護施設ガーデンロイ．2024/11/6．東大

阪 

・三宅和佳子．大阪府立ライフサポートセンター．トラウマケアグループスーパーバイズ．

2024/10/24．堺 

・三宅和佳子．大阪府立ライフサポートセンター．トラウマケアグループスーパーバイズ．

2025/2/12．堺 

・三宅和佳子．堺市処遇困難事例検討会議．児童養護施設 東光学園．2025/2/12．堺 

・大澤智子．草加八潮消防本部道路陥没事故後のケア活動．2025/2/28．八潮 

（6）その他 

・亀岡智美．2013 年～．大阪府子ども家庭センター｢TF-CBT 症例検討会議」講師 

・亀岡智美．2021 年度～．大阪府子ども家庭センター「家族機能回復支援担当者のプログラ

ム実施」におけるスーパーバイザー 

・亀岡智美．兵庫県児童虐待対応等専門アドバイザー 

・亀岡智美．2021 年度～．さいたま市児童相談所．TF-CBT フォローアップ・スーパービジ

ョン講師． 

・亀岡智美．2023 年度～．豊島区児童相談所職員育成に関わる研修講師 

・亀岡智美．2023 年度～．埼玉県児童相談所．TF-CBT コンサルテーション講師． 

・亀岡智美．2024 年度～．品川区児童相談所．TF-CBT コンサルテーション講師． 

・大澤智子．2004 年度～現在．兵庫県警察本部 犯罪被害相談員 

・大澤智子．2004 年度～現在．千葉県警察本部 外部スーパーバイザー 

・大澤智子．2010 年度～現在．総務省消防庁 緊急時メンタルサポートチーム 

・大澤智子．2013 年度～現在．第五管区海上保安本部 メンタルヘルス対策アドバイザー 

・酒井佐枝子．2023 年度．認定特定非営利活動法人 チャイルド・リソース・センター 親支

援プログラム DoReMi アドバイザー 

（注）本センターの刊行物掲載分及び主催事業分等は除く。 
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【学会役員・委員】 

・亀岡智美．日本子ども虐待防止学会代議員 

・亀岡智美．日本子ども虐待医学会代議員 

・亀岡智美．内閣府こども家庭審議会専門委員 

・亀岡智美．こども家庭庁・児童買春・児童ポルノ被害児童の保護施策に関する検証・評価専門

委員会委員 

・亀岡智美．JICA トルコにおける地震被災地域の心理社会的支援に係る国内支援委員 

・亀岡智美．兵庫県児童虐待防止委員会委員    

・亀岡智美．西日本こども研修センターあかし運営委員会委員長 

・亀岡智美．兵庫県中央こども家庭センター家庭復帰等評価委員会委員 

・亀岡智美．ひょうごこどものこころ研究会運営委員 

・亀岡智美．大阪府子ども家庭審議会委員 

・亀岡智美．大阪府子ども家庭審議会児童措置審査専門分会委員 

・亀岡智美．大阪府青少年健全育成審議会委員 

・亀岡智美．大阪府児童虐待等危機介入援助チーム委員 

・亀岡智美．近畿児童青年精神保健懇話会代表世話人 

・亀岡智美．第 23 回日本トラウマティック・ストレス学会総会プログラム委員 

・亀岡智美．日本子ども虐待防止学会性虐ワーキンググループ サブグループ長 

・三宅和佳子．2023 年度～現在．日本トラウマティック・ストレス学会理事 

・三宅和佳子．2023 年度～現在．日本小児精神神経学会 災害対策委員会 委員 

・三宅和佳子．2024 年度～現在．日本児童青年精神医学会災害対策委員会 災害対策協力員 

・三宅和佳子．第 23 回トラウマティック・ストレス学会総会 プログラム委員 

・三宅和佳子．TF-CBT LC 研究会 運営委員 

・三宅和佳子．大阪自閉症研究会 運営委員 

・三宅和佳子．大阪 TF-CBT 研究会 代表 

・大澤智子．2008 年度～現在．日本トラウマティック・ストレス学会理事  

・大澤智子．2008 年度～現在．日本トラウマティック・ストレス学会 国際委員会 委員 

・大澤智子．2023 年度～現在．日本トラウマティック・ストレス学会 副会長 

・大澤智子．2024 年度～現在．ふくしま心のケアセンター外部評価委員 

・大澤智子．2024 年度～現在．子ども家庭庁 子ども・子育て支援推進調査研究事業「社会的養

護施設における人材確保と効果的な人材育成・定着に関する調査研究」検討委員 

（5） 地域支援活動 

・三宅和佳子．大阪府処遇困難事例検討会議．大阪府立こんごう福祉センターさわやか．

2024/10/24．富田林 

・三宅和佳子．大阪府処遇困難事例検討会議．児童養護施設ガーデンロイ．2024/11/6．東大

阪 

・三宅和佳子．大阪府立ライフサポートセンター．トラウマケアグループスーパーバイズ．

2024/10/24．堺 

・三宅和佳子．大阪府立ライフサポートセンター．トラウマケアグループスーパーバイズ．

2025/2/12．堺 

・三宅和佳子．堺市処遇困難事例検討会議．児童養護施設 東光学園．2025/2/12．堺 

・大澤智子．草加八潮消防本部道路陥没事故後のケア活動．2025/2/28．八潮 

（6）その他 

・亀岡智美．2013 年～．大阪府子ども家庭センター｢TF-CBT 症例検討会議」講師 

・亀岡智美．2021 年度～．大阪府子ども家庭センター「家族機能回復支援担当者のプログラ

ム実施」におけるスーパーバイザー 

・亀岡智美．兵庫県児童虐待対応等専門アドバイザー 

・亀岡智美．2021 年度～．さいたま市児童相談所．TF-CBT フォローアップ・スーパービジ

ョン講師． 

・亀岡智美．2023 年度～．豊島区児童相談所職員育成に関わる研修講師 

・亀岡智美．2023 年度～．埼玉県児童相談所．TF-CBT コンサルテーション講師． 

・亀岡智美．2024 年度～．品川区児童相談所．TF-CBT コンサルテーション講師． 

・大澤智子．2004 年度～現在．兵庫県警察本部 犯罪被害相談員 

・大澤智子．2004 年度～現在．千葉県警察本部 外部スーパーバイザー 

・大澤智子．2010 年度～現在．総務省消防庁 緊急時メンタルサポートチーム 

・大澤智子．2013 年度～現在．第五管区海上保安本部 メンタルヘルス対策アドバイザー 

・酒井佐枝子．2023 年度．認定特定非営利活動法人 チャイルド・リソース・センター 親支

援プログラム DoReMi アドバイザー 

（注）本センターの刊行物掲載分及び主催事業分等は除く。 
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